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7 21世紀の家族のストレスとサポート世紀の家族のストレスとサポート世紀の家族のストレスとサポート世紀の家族のストレスとサポート 

T. Berry Brazelton (United States) 

私は最初に、親－子関係性の中で新生児の行動反応の果たす役割を評価するために、
NBASの開発を始めた。1950，60，そして 70年代の親は、子どもの発達上のどんな失敗に

対しても非難されていた。今日でも、Ainsworthの素晴らしい愛着の図式（訳注ストレン
ジ・シチュエーション法）の結果は、もし幼児が Aあるいは Cと評価されると、被害者、
すなわち親を、非難しがちである。しかし、赤ちゃんの貢献は最初から強力であり、それ
は赤ちゃんを理解したい、そして赤ちゃんによくしてあげたいという親の情熱によって強
化されている。できるだけ早い時期から、つまり新生児の時から、私たちは赤ちゃんの貢

献に気付いている必要がある。NBASが介入法として新米の親に共有されると、それは親
と子どもが一緒に成功することを強化するための強力な可能性になる。われわれは、新生
児について、そしてどのように新生児の行動が子宮内での過去の体験を反映し、将来の可
能性を予測するのかについて、とてもたくさん学んできた。それは、熱心な新米の親に介
入と洞察を与えるのにとても貴重な機会である。 

10 世界乳幼児精神保健学会特別会長講演：赤ちゃんに乾杯世界乳幼児精神保健学会特別会長講演：赤ちゃんに乾杯世界乳幼児精神保健学会特別会長講演：赤ちゃんに乾杯世界乳幼児精神保健学会特別会長講演：赤ちゃんに乾杯 
Hisako Watanabe (Japan) 

赤ちゃんに乾杯！第 11回世界乳幼児精神保健学会のテーマは「赤ちゃんに乾杯：赤ちゃ
ん、家族、文化」である。今回アジアで初めて世界乳幼児精神保健学会世界大会が開かれ
ることになった。すべての赤ちゃんが、健やかな赤ちゃんも病気の赤ちゃんも、あるがま
ま尊重され祝福される世界をどのように創りだすかについて討論し模索したい。今、21世
紀の家族は、世界中にみられる産後うつ病や虐待のように、ストレスを抱えている。第 10

回パリ大会において、Ｄ．スターンは、「私たちはクロノス（ギリシャ語で客観的時間）
の枠組に生きる。でも私たちの生きる瞬間はカイロス（ギリシャ語で主観的世界）に根ざ
す。」と述べた。日本の共感と調和のこころを示す「甘え」は、赤ちゃんと母親のやさし
い関係から生れたものである。「甘え」は、本大会のさまざまな討論の中で大事な役割を
果たすであろう。「赤ちゃんに乾杯！」と祝福することにより、明るい希望に満ちた未来
をめざしたい。赤ちゃんの輝く瞳に、ほんとうに暖かく信頼できる世界が映し出されるよ

うに努力したい。本講演の後半には「バースデーケーキ」を上映する。本作品は、国際的
に活躍する能楽師で現代劇作家、梅若猶彦氏による洞察に富んだ短編無言劇である。閉塞



感の深まる現代の競争社会において、疎外の極みにある時にこそ、ふるさとの母なる自然
に抱かれた幼い日々の思い出が、私たちを内面から支えることを示唆している。 

13 親の精神疾患というコンテクストにおける、乳幼児･父・母親の精神疾患というコンテクストにおける、乳幼児･父・母親の精神疾患というコンテクストにおける、乳幼児･父・母親の精神疾患というコンテクストにおける、乳幼児･父・母の三者間コミュニケーションの三者間コミュニケーションの三者間コミュニケーションの三者間コミュニケーション 
Elisabeth Fivaz-Depeursinge (Switzerland) 

標準的な夫婦が親へ移行して３者関係になるという力動についてのデータの増加に伴い、
この移行に両親の精神病理が与える影響についてのより深い理解へのニーズが明らかにな
ってきた。このマスターレクチャーの目的は、産褥精神障害 a post partum psychiatric 

breakdownにより母親が乳児とともに入院したことのある家族、15家族の母親－父親－乳
児の３者関係の中で、家族のレベルで起こった関係性障害の症例を用いて記述することに
よって、この領域を探索することである。家族間の相互交流は、ローザンヌ三者対話プレ

イ Lausanne Trilogue Playとして知られている半構造化されたプレイ・パラダイムを含む臨
床的なコンサルテーションの一部として観察された。より大きな臨床サンプルで、家族が
しばしばプレイの目標を達成できないのに対し、われわれはこれらの家族内の相互交流に
特異的な特徴があることに気付いた。それは偽相互性 pseudo-mutuality、相互交流の逆説的
性質、そして両親と乳児のあいだでの役割逆転である。特に注目すべきは乳児が過剰な覚

醒状態 hypervigilance のために三者関係の信号 triangular signalsを頻繁に使うということで
ある。これらの問題のいくつかは、親の精神病がかかわる二者関係の研究の中で見られて
きたが、これらの問題は、両親の子育てに関する協力関係の崩壊によって、そして（健康
なはずの）父親の乳児との間のひどく障害された相互交流よって悪化した。その結果、乳
児はひどく不適応的な軌道に放たれたように見えた。われわれは、これらの障害が多面的
な社会的相互交流における乳児の発達しつつある自己感に与える影響と、その臨床的な意

義について考察する。 

14 能力に基づく認定による乳幼児精神保健の資質向上を通して、乳幼児と家族のキャパシテ能力に基づく認定による乳幼児精神保健の資質向上を通して、乳幼児と家族のキャパシテ能力に基づく認定による乳幼児精神保健の資質向上を通して、乳幼児と家族のキャパシテ能力に基づく認定による乳幼児精神保健の資質向上を通して、乳幼児と家族のキャパシテ
ィーを構築するィーを構築するィーを構築するィーを構築する 
Deborah Weatherston (United States) 

この発表は、乳幼児精神保健の領域で、専門家の総意によって作成されてきた、中核的コ
ンピテンシーcore competenciesを紹介する。このコンピテンシーは、関係に基づく予防的介

入と０－３歳児とその家族に対する治療サービスの発展を奨励する、その基準を提供す
る。この中核的コンピテンシーを議論した後、発表者は、文化的感受性が高く、関係性に
基づいた、乳幼児精神保健促進的臨床実践のための、ミシガン乳幼児精神保健促進協会(the 
Michigan Association for Infant Mental Health Endorsement for Culturally Sensitive, Relationship-

Based Practice Promoting Infant Mental Health)を紹介する。この組織的な促進は、米国内の州
組織との協力によってWAIMH 支部により成功裏に採用されてきている。ミシガン州のモ
デルは、知識と、観察・評価・治療を含むサービスの技能、“最良の臨床”の基準とリフレ
クティブなスーパービジョンを組み込んでいる。このシステムは、様々なサービスの状況

で働き、乳幼児精神保健への深い関与を共有する、多様性のある専門家集団を含んでい
る。このプランは、乳幼児精神保健における専門家育成のための道筋を提供する。 

15 NBAS(ブラゼルトン新生児行動評価ブラゼルトン新生児行動評価ブラゼルトン新生児行動評価ブラゼルトン新生児行動評価)：乳幼児精神科医の不可欠のツール：乳幼児精神科医の不可欠のツール：乳幼児精神科医の不可欠のツール：乳幼児精神科医の不可欠のツール 



Nadia Bruschweiler-Stern (Switzerland) 

赤ちゃんに対する両親の表象やその相互交流を理解するだけでは、生まれた直後の数日間
に何が起こっているかについて適切な理解は得られない。このレクチャーでは、NBAS(ブ
ラゼルトン新生児行動評価)がどのように赤ちゃんの行動のレパートリーを明らかにするか
を示す。これによって臨床家は、親が自分自身の中に自分自身の最適な養育のレパートリ

ーを見つけることができるように、彼らを援助するという特権的な立場にたつことにな
る。最初に、出生にまつわる心理学的コンテクストを概説し、次に NBASを、その背景に
ある考え方を、私が親へのコンサルテーションの一部としてどのように NBASを使ってい
るかを、そして愛着プロセスの展開を助ける上での利点を述べる。この過程に沿って私は
「出会いのモーメント」と呼ばれる出来事に特に注目する。これは父母子の三者間での特
別な接触の瞬間であり、その瞬間母親は突然、子どもを今までと異なる見方で、本当に彼

女自身の子どもとして捉えるようになり、父親のまなざしの元で母子間に特別な絆ができ
たように感じる。同じことが父親にも起こるだろう。出会いのモーメントは、赤ちゃんは
こう見られているだろうという先入見と、NBASによって明らかにされる本当の赤ちゃん
との間のギャップを埋めることもできる。さらにこれが一次的な間主観性のまさにその始
まりと考えることもできるだろう。 

16 幼い子どもへの社会の責任幼い子どもへの社会の責任幼い子どもへの社会の責任幼い子どもへの社会の責任 
Peter de Chateau (Sweden) 

幼い子どものいる家族を支援し、もし必要ならば援助するための非常に多様なプログラム
を社会は持っている。これらの家族は、医療的、社会的、心理的あるいはその他の支援
を、必要としているかもしれない。こうした点で特に興味深い分野は数多く、それをいく
つか例をとりあげて議論する。これらの分野での予防と早期介入も、またかなり重要であ
るが、科学的用語で理解するのは必ずしもとても易しいわけではない。異なる社会や文化

からの臨床例を、特に家族内における相互交流の強さとの関連で提示する。社会によって
付けられる優先順位付けも異なるが、それでも時によって大きな価値がある。 

17 公衆衛生としての乳幼児精神保健公衆衛生としての乳幼児精神保健公衆衛生としての乳幼児精神保健公衆衛生としての乳幼児精神保健 
Mark Tomlinson (South Africa) 

医学のモデルは、リスクとリスクがある個人について強調し、そしてそれらの個人を治療
する。一方、公衆衛生のアプローチは予防を強調する。このマスターレクチャーでは、乳

幼児精神保健は予防モデルの中に堂々とおさまっていることを、実際一次予防モデルの中
に堂々とおさまっていることを議論する。次いで、レクチャーは、何が公衆衛生アプロー
チを構成しているか、その特徴を概説し、乳幼児精神保健分野がそれ自体、公衆衛生の問
題としてより広範囲に受容されるのを阻害している重大な要因に関する、相互交流的な討
論で終わる。 

19 Irving B. Harris 特別講演：乳幼児の自己調節能力：乳幼児精神保健における発達障害の隠特別講演：乳幼児の自己調節能力：乳幼児精神保健における発達障害の隠特別講演：乳幼児の自己調節能力：乳幼児精神保健における発達障害の隠特別講演：乳幼児の自己調節能力：乳幼児精神保健における発達障害の隠
された資源された資源された資源された資源 
Mechthild Papousek (Germany) 

強さと自己調節という構成概念は、乳幼児精神保健の発達障害を理解し治療する上で重要



な主題として認識されるようになってきている。しかし、特に初期の発達のリスク、不
運、および障害のまっただ中で、それらを定義し、概念化し、同定するのは未だに困難で
ある。過去数十年の乳幼児の研究は、以下に関する私達の知識を深めてきた。すなわち、

乳幼児の驚くべき能力 competenciesと芽生えつつある自己調節能力に関して；親の直感的
育児能力と感受性のある調節のサポートを引き出し形成する乳幼児の力に関して；発達し
つつある親子関係の側面と機能において、生物学的基盤を持つ相互の報酬システムとして
の親子間のコミュニケーションに関して。近年の臨床的アプローチは、乳幼児精神保健の
障害の診断評価、カウンセリングおよび治療において、この知識を体系的に活用し適用し
ようとしてきた。以下の側面を議論し、例証する。親の直感的能力と乳幼児の自己調節能

力に対する正しい認識と信頼に基づく家族との作業同盟を創り出すこと。さまざまなコン
テクストでのビデオ観察の中で、機能的、非機能的な自己調節行動と直感的育児のパター
ンを同定すること。肯定的な相互関係の相互交流的シークエンス（悪循環の中の「天使の
循環」）を探すこと。親の子どもに対する信頼と肯定的な表象を強化し、そして親の直感
的能力の自信を強化する治療においてビデオフィードバックを利用すること。そして親の

過去から「天使」を同定し、子どもとのコミュニケーションから「お化け」を追い払うた
めにビデオフィードバックを利用すること。 

22 母親、父親、役割と規則：家族システム内で互いに影響を与え合うという親の試み母親、父親、役割と規則：家族システム内で互いに影響を与え合うという親の試み母親、父親、役割と規則：家族システム内で互いに影響を与え合うという親の試み母親、父親、役割と規則：家族システム内で互いに影響を与え合うという親の試み 
Laurie Van Egeren (United States) 

伝統的に、かつ、多くの地域で続いていることであるが、精神的なもしくは発達上の問題
を抱えている子どもにかかわる仕事は、その子ども、あるいは親と子どものペア、典型的
には母親と子どものペア、への介入に焦点付けられてきた。しかし、増大する研究から、

親子関係を越えて、そして確かに子ども個人を越えて、家族関係はユニークな仕方で子ど
もの良好な発達と問題ある発達に寄与しているという根拠が提示されてきた。考慮しなく
てはならない多くの組織的要因の中で、共に育児する coparentingシステムが直接的にも間
接的にも子どもの機能に関わってきている。共に育児する関係性、もしくは、特異的に育
児の問題に向けられた二人の養育者の間の関係性は、慎重に扱うべき問題になりうる。な

ぜなら、それはジェンダー役割、母親対父親の育児の専門知識、労働の分割、家族内での
権力のバランスなど、より範囲の広い社会的問題とつながっているからである。この論文
では、母親と父親が、お互いの育児行動や子どもとの触れ合い方を、特異的に調整しよう
とする（時に門番をする gatekeepingと言われる）やり方のいくつかと、健康な子どもの発
達のためにこれらの行動が持つ意味を検証する。 

23 精神精神精神精神的問題を持つ子どもとの臨床治療における家族システムの考察的問題を持つ子どもとの臨床治療における家族システムの考察的問題を持つ子どもとの臨床治療における家族システムの考察的問題を持つ子どもとの臨床治療における家族システムの考察 
Kaija Puura (Finland) 

大部分の乳幼児と子どもは、生物学的な親ときょうだい、継父母あるいは代理父母、片親
の違うきょうだい、あるいは他の子ども達のいる家族の中で育つ。親族関係にかかわら
ず、すべての家族メンバーは互いに影響し合い、最適には、互いに陽性の、成長を促進す
る体験の源として機能している。一人の家族メンバーに、発達の、身体的な、あるいは心



理的な問題が現れる時、それらは必然的に家族全体の生活に影響する。家族メンバーはそ
れぞれに、自分自身の理解と資源に従って、その状況に頑張って対処せざるを得ない。臨
床では、このことは、症状あるいは障害を表している子どもの個人的な評価と治療に加え

て、家族システム全体もまた、評価され介入に含められるということを、意味している。
われわれの研究の焦点は、子どもとその他の家族メンバーが、どのように状況を見て、理
解しているか、何が患者とみなされた人 identified patientの問題に寄与しているのか、そし
て家族がその問題に対処し軽減するためにどんな資源を持っているのかを、見つけ出すこ
とである。われわれは、親のサブシステムやきょうだいのサブシステムのような、さまざ
まなサブシステムに焦点付けることも、しばしば有用であることを見いだした。というの

は、両方のサブシステムで、患者とみなされた子どもを助けるために、特定の問題が同定
され対処される必要があるだろうからである。この発表では、外傷をうけた５歳の女の子
が、われわれが子どもの治療に家族を含める理由と方法を説明するために、使われる。 

24 家族の相互交流の臨床評価：二者関係あるいは三者関係の入り口家族の相互交流の臨床評価：二者関係あるいは三者関係の入り口家族の相互交流の臨床評価：二者関係あるいは三者関係の入り口家族の相互交流の臨床評価：二者関係あるいは三者関係の入り口 
Elisabeth Fivaz-Depeursinge (Switzerland) 

歴史的に、家族全体の観察と対比して、様々な形の二者関係の観察がずっと乳幼児精神保

健における臨床評価の大黒柱だった。家族全体の観察は、ほとんど使われてこなかった。
しかし、家族システムがその後の乳児と子どもの機能に与える独立した影響が、われわれ
の乳幼児臨床に家族レベルの評価を組み込むことへのニードを指し示している。治療的コ
ンサルテーションのモデルが提示される。それは、半－標準化した観察方法を使い、家族
システム全体と家族内の様々な二人組の間を動いている。それにより、臨床家は介入のた
めの最も適切なレベルを正確に定めることができる。コンサルテーションに紹介され、対

話プレイおよび三者の会話プレイ trilogue playで観察された家族の例は、複数の入り口の重
要性を説明する。母親と乳児、父親と乳児、あるいは夫婦の相互交流は、三者関係の相互
交流を評価することによって得られた情報とはいくらか異なる情報を、提供する。まとめ
として、評価するレベルが多ければ多いほど、得られる情報も多く、それらの情報すべて
が適切である。 

27 累積最適化インデックスと生後３ヶ月時の母親－乳児相互交流の質との間の関係：薬物乱累積最適化インデックスと生後３ヶ月時の母親－乳児相互交流の質との間の関係：薬物乱累積最適化インデックスと生後３ヶ月時の母親－乳児相互交流の質との間の関係：薬物乱累積最適化インデックスと生後３ヶ月時の母親－乳児相互交流の質との間の関係：薬物乱
用およ用およ用およ用および精神保健的問題の病歴がある母親、あるいは無い母親び精神保健的問題の病歴がある母親、あるいは無い母親び精神保健的問題の病歴がある母親、あるいは無い母親び精神保健的問題の病歴がある母親、あるいは無い母親 
Vibeke Moe, Lars Smith, Hanne Cecilie Braarud (Norway) 

母親の薬物乱用および精神保健的問題は、子どもの発達へのリスク要因を構成する。この
研究の目的は、早期の母親－乳児相互交流がこのようなリスクに関係しているかを調査す
ることだった。調査対象は 60組の母親と乳児で、妊娠中に薬物治療機関、児童精神科の外
来、そして乳児検診から集められた。累積的最適性インデックス cumulative optimality index 

は、妊娠中の薬物とアルコール摂取の可能性、パーソナリティ機能、うつ状態と不安状態
の可能性、社会的ネットワーク、以前と現在の関係性の体験、および社会経済的状況につ
いての 111項目への母親の自己記入式回答を、最適対非最適に分類したものをコンピュー
タで計算した。母親－乳児相互交流の質は、生後３ヶ月時に、ビデオ録画された３分間の



対面のセッションのミクロ分析と、５分間の床の上での自由遊びについての全般的な相互
交流分析(PCERA)で評価した。最適性インデックスの得点が低い母親は、相互交流のパー
トナーとしての感受性が低かった。またその乳児達は陽性の情緒を表すことが少なく、母

親の顔を見ることも少なかった。特定の乳幼児と母親の行動項目についてのミクロ分析
は、(PCERAによって評価された)調律、ミラーリング、そして相互性の全般的評価と収束
した。この結果は、子どもと薬物依存あるいは精神科的な問題を持つ母親の研究と治療に
おいて、主な効果の概念化ではなくむしろ最適性 optimalityの概念を支持するだろう。 

28 胎児期に麻薬その他の物質にさらされたこどもたちの調節障害と認知欠陥。乳児期から胎児期に麻薬その他の物質にさらされたこどもたちの調節障害と認知欠陥。乳児期から胎児期に麻薬その他の物質にさらされたこどもたちの調節障害と認知欠陥。乳児期から胎児期に麻薬その他の物質にさらされたこどもたちの調節障害と認知欠陥。乳児期から 4

歳半までの結果と予測歳半までの結果と予測歳半までの結果と予測歳半までの結果と予測 
Kari Slinning, Vibeke Moe, Lars Smith (Norway) 

この研究は、縦断調査の一部であり、胎児期に麻薬その他の薬物にさらされ、早期に里親
の養育に措置された子どもたちの 4歳半時点での結果に寄与する、生物医学的および環境
的な要因を調査したものである。いくつかの情報源からの多様な方法論での評価手順が、
研究に参加した子どもたちの包括的な像を作り出すために使われた。第１に、薬物にさら
された子どもたちは、標準的な対照群と比べると、調節障害 regulatory disorders (RD)をもつ

幼少の子どもたちに共通して観察される種類の症状が高いレベルで証明された。次に、調
節に関係した問題は、視覚運動の欠損 visual-motor deficitsに関連していた。最後に、在胎
週数、離脱症状と乳児の調節障害(RD) の重篤度、里親の SES、そして里親の養育への永続
的な措置がとられた年齢、その全てが 4歳半での視覚運動遂行能力の予測に寄与してい
た。生後１年以内に特別に選ばれた危険度の低い家庭に永続的な里親措置がとられている
にも関わらず、薬物にさらされた子どもたちは、調節に関連した問題と認知の問題を 4歳

半に時点でも継続してもっている。この結果は、子宮内で薬物にさらされることに伴う生
物医学上の要因が、環境的な要因、具体的には養育者の SESと永続的な措置がとられた年
齢とともに、後の結果に寄与することを示唆している。これは家庭外の措置が必要なとき
には、措置は可能な限り早く乳児期にすべきであることを示している。 

29 早期の母性と薬物依存：入所型施設での治療の結果における個人差早期の母性と薬物依存：入所型施設での治療の結果における個人差早期の母性と薬物依存：入所型施設での治療の結果における個人差早期の母性と薬物依存：入所型施設での治療の結果における個人差 
Marjaterttu Pajulo, Mirjam Kalland (Finland) 

この研究の目的は、物質乱用している妊娠中や育児中の女性への特別な入所型施設での治
療的介入の結果に関係する、個人差と要因を探ることである。介入では、母親が薬物から
離脱することと母親と乳児の関係性の両方を集中的に支持することに、明確に焦点が置か
れた。この調査は、社会福祉部門の子ども保護分野の一部である居住ユニットで行われ
る。調査に参加するのは、妊娠中あるいは出産直後から少なくとも子どもが生後 4ヶ月ま
での、治療中の母子 30組である。入所期間における評価の時期は、妊娠中、出産後１，

３，４ヶ月であり、子どもが１，２歳のときに追跡評価が行われる。データ収集は治療ユ
ニットのスタッフによって行なわれ、評価は経験のある外部の評価者によって行われる。
その外部評価者は、互いの評価やその他のデータに対しては知らされていない。測定法に
は、母親の繊細さを評価するためのビデオ録画されたプレイの状況(Care Index)、母親のリ



フレクティブな機能 reflective functioning RFを評価するのに半構造化面接(PI, PDI)、精神症
状のための自己報告式質問紙(EPDS,BSI)と、子どもの発達の臨床評価(BSID II)が含まれて
いる。面接による質問紙は、母親の背景要因や、身体データ、薬物乱用の病歴や生活状況

を探るのに使われる。パイロット調査のデータによれば、より感受性の高い母親の相互交
流は、出産前後の高い RFと子どものよりよい発達に関連している。母親のリフレクティ
ブな能力は、薬物を乱用する母親と赤ちゃんのペアの治療結果に重要な役割を担っている
ようであり、介入内容の発展がもっと強調されねばならない。 

30 薬物を乱用する母親と赤ちゃんのペアのための入所型施設の治療的介入：段階的に母親の薬物を乱用する母親と赤ちゃんのペアのための入所型施設の治療的介入：段階的に母親の薬物を乱用する母親と赤ちゃんのペアのための入所型施設の治療的介入：段階的に母親の薬物を乱用する母親と赤ちゃんのペアのための入所型施設の治療的介入：段階的に母親の

思考機能を増強する思考機能を増強する思考機能を増強する思考機能を増強する 
Mirjam Kalland (Finland) 

親のリフレクティブな機能によって、親が心を開いてこどもの意図や気持ちを理解し、そ
して感受性豊かに応答することができるようになる。薬物を乱用している母親の育児に見
られる特有な難題には、母親が自分の赤ちゃんをこころの中に留めておき、情緒的に赤ち
ゃんとつながりを持ち続け、赤ちゃんの前に居続けるという能力のなさが含まれている。
現在、７カ所の薬物を乱用している妊娠中と育児中の母親のための入所型施設が、同じ作

業アプローチで、フィンランドのさまざまな地域で治療的作業を始めている。この治療の
2つの主要な目的は、集中的に母親の離脱への努力を支援することと、母親のリフレクテ
ィブな能力を増強することによって子どもとの関係性を支援することである。出産前にこ
のような治療的作業を始めることができるのは特に重要である。なぜなら、これは乳児に
対する否定的な認知はしばしば妊娠中に始まるからである。赤ちゃんが生まれた後は、育
児のスキルを習得することは、情緒的に自分の子どもを理解するという母親の増大する能

力が基礎になっているにちがいない。この発表では、リフレクティブな機能を増大するた
めのさまざまな方法が提示される。治療におけるもう一つの重要な側面は、日常生活を構
築するように母親を援助することである。母親の日常生活は、入所前にはしばしばばらば
らで、予測不能であり、母親が自分の薬物をモニターしたいというニーズに基づいてい
た。さらにいえば、リフレクティブ性を増大するということは、親が圧倒されること無く

管理できるようなレベルで作業するということである。段階的に。 

33 妊娠中にうつ病、不安を持つ女性とそうでない母親の胎児における、発育と活動性妊娠中にうつ病、不安を持つ女性とそうでない母親の胎児における、発育と活動性妊娠中にうつ病、不安を持つ女性とそうでない母親の胎児における、発育と活動性妊娠中にうつ病、不安を持つ女性とそうでない母親の胎児における、発育と活動性 
Ana Conde, Barbara Figueiredo, Iva Tendais, Cesar Teixeira, Maria do Ceu Rodrigues, Raúl 
Nogueira (Portugal) 

実証的研究から、妊娠期間中に、社会人口統計学的に不利な点、薬物への暴露、母親の不
安と抑うつ症状などの影響力が、胎児の発育と活動性に作用しかねないということが示さ
れている。この研究では、社会人口統計学的に不利な点、薬物への暴露、母親の不安と抑
うつ症状に照らして、胎児の発育と活動性の違いを分析した。対象となったのは、Jlio 

Dinis Maternity Hospital (MJD, Porto)から集められた 64人の胎児（32人の男児と 32人の女

児）で、平均在胎週数は 21.02週だった。不安(STAI-S/T)と抑うつ(EPDS)の測定は、妊娠初
期と中期に、繰り返し行われた。胎児の行動のビデオ録画は、超音波検査の間に行われ、
生物計測データは妊娠中期の臨床レポートから収集された。在胎週数をコントロールした



後、胎児の発育に有意差が得られた。結婚していて、原家族と同居し、雇用されている母
親の乳児は、発育が良かった。胎児心拍にも有意差が見られた。男の胎児に、そして原家
族と同居し、たばこを消費している母親の胎児に、胎児心拍が有意に低かった。妊娠初期

と中期の母親の不安と抑うつ症状に関連した、胎児の発育と活動度に、有意差は得られな
かった。出産前因子に対する胎児の発達上の脆弱性は、母親の社会経済状況 SESと薬物へ
の暴露とは関係していたが、母親の不安と抑うつ症状とは関係していなかった。 

34 妊娠中と分娩時にうつ病のある母親とうつ病のない母親の乳児における、母親と見知らぬ妊娠中と分娩時にうつ病のある母親とうつ病のない母親の乳児における、母親と見知らぬ妊娠中と分娩時にうつ病のある母親とうつ病のない母親の乳児における、母親と見知らぬ妊娠中と分娩時にうつ病のある母親とうつ病のない母親の乳児における、母親と見知らぬ
人への選好性人への選好性人への選好性人への選好性 
Alexandra Pacheco, Barbara Figueiredo, Cesar Teixeira, Ana Conde (Portugal) 

母親の抑うつは、新生児の行動と発達にマイナスに影響する。母親の抑うつが、赤ちゃん

の母親と見知らぬ人の顔／声への慣れと選好性に与える影響が研究された。抑うつの測定
は、妊娠前期、中期、後期、および出産後５日目に、50人の女性というサンプルで、繰り
返し行われた。その女性の新生児(N=50)は、生後５日目に、母親と見知らぬ人の顔／声へ
の慣れと選好性パラダイムによって、評価された。この手順は、1)テスト前の選好性段
階、2)慣れの段階、3)テスト後の選好性段階、から構成される。手順は、採点のために、

そして観察者間の同意のために、ビデオ録画される。妊娠初期と中期の抑うつは、母親の
顔／声への慣れと選好性とは関係していないが、妊娠後期あるいは分娩後の抑うつは、1)

抑うつ群の赤ちゃんは、テスト前、テスト後、両方の選好性段階で、母親を見ることが少
ない、2)（妊娠後期に）抑うつではない母親の赤ちゃんは見知らぬ人の顔／声よりも自分
の母親のものを好んだが、抑うつの母親の赤ちゃんは、この能力に欠けている、3)すべて
の赤ちゃんはテスト後よりもテスト前の方が母親を見ることが多いが、非抑うつ群だけが

テスト前よりもテスト後の方が見知らぬ人を見ることが多い、4)慣れる反応には群間に差
は見られなかった。 

35 妊娠中にうつ病、不安を持つ女性とそうでない女性の、生後２日目の乳児の神経行動機構妊娠中にうつ病、不安を持つ女性とそうでない女性の、生後２日目の乳児の神経行動機構妊娠中にうつ病、不安を持つ女性とそうでない女性の、生後２日目の乳児の神経行動機構妊娠中にうつ病、不安を持つ女性とそうでない女性の、生後２日目の乳児の神経行動機構 
Raquel Costa, Barbara Figueiredo, Alexandra Pacheco, Cesar Teixeira, Ana Conde (Portugal) 

いくつかの研究が、出産前の抑うつと不安が新生児の発達に与えるマイナスの影響を警告
してきた。それにもかかわらず、これらの障害が妊娠中に起こるタイミングが、新生児の

神経行動発達に与える影響については、まだ明らかではない。この研究では、われわれ
は、妊娠初期、中期、および後期の抑うつと不安症状が、後の生後２日目の乳児の神経行
動機能を予測するかどうかについて、分析する予定である。妊娠中の女性の不安(STAI-

S/T)と抑うつ(EPDS)は、妊娠初期、中期、および後期に、繰り返し測定された。子どもの
出生後、生後２日目の乳児の神経行動機能が評価された(NBAS)。妊娠中の母親の抑うつと
不安症状を予測因子として入力した、新生児の神経行動機構 neurobehavioral organizationに

ついての線形回帰分析では、妊娠初期の抑うつは新生児の状態の範囲を予測（分散の 7.7%

を説明）し、妊娠初期と後期の抑うつは新生児の引きこもりを予測（分散の 22.7%を説
明）し、そして妊娠初期の抑うつと不安は、新生児の異常反射を予測（分散の 41.4%を説
明）したことが、示唆された。妊娠初期と後期の抑うつが、新生児の神経行動発達にマイ



ナスの干渉をするが、妊娠中期の抑うつは干渉しない、また妊娠初期の不安は干渉する
が、中期と後期の不安は干渉しない。 

36 産後うつ病のある母親とうつ病のない母親の乳児の、社会的引きこもり産後うつ病のある母親とうつ病のない母親の乳児の、社会的引きこもり産後うつ病のある母親とうつ病のない母親の乳児の、社会的引きこもり産後うつ病のある母親とうつ病のない母親の乳児の、社会的引きこもり 
Barbara Figueiredo, Raquel Costa (Portugal) 

産後抑うつは、育児の質と母親と乳児の相互交流の質に影響し、乳児の発達と行動に悪い
影響がある。この研究では、われわれは、抑うつのある母親(EPDS12)の生後３カ月の乳児
が、抑うつのない母親の乳児と比べて、より多くの社会的引きこもりを示すかどうか分析
する予定である。アラーム苦悩赤ちゃん尺度 The Alarm Distress Baby Scaleと Bayley乳幼児
発達尺度 Bayley Scales of Infant Developmentが、130人の生後３カ月の乳児というサンプル
に実施された。乳児の母親は、エジンバラ産後うつ自己評価票 Edinburgh Postnatal 

Depression Scaleを記入した。抑うつの母親の生後３カ月の乳児は、抑うつではない母親の
乳児と比べて、より多くの社会的引きこもりを示す(抑うつ群：X = 1.53; DP = 1.74、非抑う
つ群：X = .78; DP = 1.25、t = 2.257; p = 0.05)。高い社会的引きこもりのある乳児(ADBB> 5) 

は、Bayley尺度の精神発達 (Z=2.098, p=0.051)と行動発達 (Z=2.918, p=0.008) 、および全
Bayley 尺度(Z=2.514, p=0.022)で、低い得点を示す。乳児の社会的引きこもりの予測因子を

同定するために、乳児と母親の社会人口統計データ（年齢、教育水準、パートナーとの同
居、職業的な状況、出産経験と分娩のタイプ）、および母親の抑うつが、独立変数として
線形回帰分析に入力された。モデルは乳児の社会的引きこもりを予測しないが、それでも
なお、母親の抑うつは乳児の社会的引きこもりの唯一の有意な予測因子である(t=2.316, 

p=0.024)。 

39 乳幼児の友人関係におけるコミュニケーション世界乳幼児の友人関係におけるコミュニケーション世界乳幼児の友人関係におけるコミュニケーション世界乳幼児の友人関係におけるコミュニケーション世界 
Min sun Shin (United States) 

乳幼児の友情は、活発な相互交流とコミュニケーションを伴って、複雑で豊かであるよう
に見える。しかしながら、乳幼児の仲間同士のコミュニケーション能力 communicative 

competence と社会的理解の発生に対しては、これまで文献上あまり注目されていなかっ
た。ニューヨーク市の保育施設において乳幼児の友達同士の社会的遊びを観察することに
よって、この質的研究は、どのように乳幼児が友達と互いにコミュニケーションを取り合

い、共通の社会的理解に基づいて、うまくいった楽しい社会的相互交流を行うのかについ
て、多くの記述を提供することを目的としている。社会的コミュニケーションと乳幼児の
友人関係の体験との関連性はこれまで他の研究者から見落とされてきたが、この研究は、
乳幼児のコミュニケーション能力とそれが実践に対して持つ意義の両面について、議論の
場を創り出す。 

40 赤ちゃんに耳を傾けること：新しいアイディアを声に出す赤ちゃんに耳を傾けること：新しいアイディアを声に出す赤ちゃんに耳を傾けること：新しいアイディアを声に出す赤ちゃんに耳を傾けること：新しいアイディアを声に出す 
Susan L. Recchia (United States) 

この研究では、ニューヨーク市のプレイに基礎を置く乳幼児の保育環境において、乳幼児
の声 voiceの潜在的な力を研究し、そして乳幼児と保育者とが共にその意味を構成するやり
方を述べる。乳幼児と保育者との間の相互交流の瞬間を録画したビデオの詳しい分析に基
づき、この研究の結果から、どのように保育者が乳幼児の言語的および非言語的表現に耳



を傾けて解釈するようになるのか、また乳幼児の視点を尊重して彼らの声に応えるように
なるのかが、明らかになった。乳幼児に声をかける中で、保育者は、乳幼児が、存在し、
知り、コミュニケーションする複数のやり方の中で自分自身を表象するためのスペースを

作り出すことを学ぶ。それは、現在の政策や、保育者－乳幼児間のコミュニケーションに
ついての現場ベースの研究 field-based researchへの挑戦である。 

41 乳幼児のプレイにおける保育者の信念と実践についての調査乳幼児のプレイにおける保育者の信念と実践についての調査乳幼児のプレイにおける保育者の信念と実践についての調査乳幼児のプレイにおける保育者の信念と実践についての調査 
Jeesun Jung (United States) 

乳幼児の保育環境における３人の教師の定性的なケーススタディを利用して、この研究で
は乳幼児の保育者が自分の信念を乳幼児のプレイの中で再演 enactする仕方を調査した。結
果から、乳幼児の保育者が、乳幼児に同意する、アイデアを与える、新しい玩具を紹介す

る、そして表情や体での表現を通して遊びでの喜びをリフレクトすることによって、どの
ように乳幼児のプレイにかかわっているかが示された。加えて保育者のプレイ行動は、一
定の活動時間あるいは１日の中での時間に限定されていなかった。むしろこのプレイは、
あらゆる種類の保育者と乳幼児の間の相互交流に組み込まれていて、乳幼児と保育者の関
係性に必要不可欠となっていた。 

42 保育者の教育における乳幼児と保育者の関係性の保育者の教育における乳幼児と保育者の関係性の保育者の教育における乳幼児と保育者の関係性の保育者の教育における乳幼児と保育者の関係性の発達の影響発達の影響発達の影響発達の影響 
Seung Yeon Lee (Korean Republic (south)) 

この定性的な研究では、関係性に基づく学生実習体験が、保育学生の専門性の成長に与え
る影響を調査することを目指した。この研究は、ニューヨーク市の大学関連の保育園の乳
児室という設定で行われた。そこは大学院生向けの学問領域横断的なトレーニング施設と
して使われていた。実習コースを取っている３人の保育学生と彼らが主として世話をする
乳幼児が、この研究に参加した。この研究データはインタビュー、観察、および文書によ

って集められた。 この研究の全体的な所見から、主として世話をする乳幼児との間の関係
性の発達と、乳幼児の保育者としての学生の専門性の成長の間に強いポジティブな関連が
明らかになった。保育学生にとって、主として世話をする乳幼児たち、および彼らとの関
係性は、学び、喜び、エネルギー、そして報酬の主な源泉だった。 

43 驚くべき赤ちゃん驚くべき赤ちゃん驚くべき赤ちゃん驚くべき赤ちゃん ：保育者による乳幼児の社会的コンピテンスの新しい理解：保育者による乳幼児の社会的コンピテンスの新しい理解：保育者による乳幼児の社会的コンピテンスの新しい理解：保育者による乳幼児の社会的コンピテンスの新しい理解 
Hye Jun Park (Korean Republic (south)) 

この定性的研究では、乳幼児の社会的コンピテンスに関する乳幼児保育者の変化している
観点と新しい理解が、彼ら自身の専門性の発達とともに調査された。この調査の参加者
は、韓国ソウルにある大学関連の保育教育センターeducare centerの４人の乳幼児保育者だ
った。掘り下げた個人面接とフォーカス・グループでの面接から得られたデータから、乳
幼児という全く新しい世界を発見する彼らの予想外の旅が描き出された。その乳幼児は、
自分自身のスペースを作り出すことができるだけではなく、他の乳幼児や保育者との社会

的関係性を能動的に広げていく事もできる。さらに付け加えると、保育者は保育者の教育
の重要性と専門家としての保育者という視点の変化に洞察を与える。 

46 新生児期における子どもと親のストレスへの接触：後の母子分離の際のストレス反応への新生児期における子どもと親のストレスへの接触：後の母子分離の際のストレス反応への新生児期における子どもと親のストレスへの接触：後の母子分離の際のストレス反応への新生児期における子どもと親のストレスへの接触：後の母子分離の際のストレス反応への
影響影響影響影響     



Blaise Pierrehumbert, Carole Muller-Nix, Margarita Forcada-Guex, Ayala Borghini, Francois 
Ansermet (Switzerland) 

この研究は、非常に、あるいは極端に早期に生まれた乳児とその親によって、新生児期に
体験されたストレスの強さが、後に、親と子どもの分離に関わる状況で、子どもの、およ
び親のストレス反応に影響するのかどうかを、評価する。周産期リスク質問紙 Perinatal 

Risk Inventoryが、新生児期に乳児の体験したストレスの強さの全体的推定として用いら
れ、弱いストレス(CLS)を受けた子どもと強いストレス(CHS)を受けた子どもが分類され

た。周産期外傷後ストレス障害質問紙 Perinatal Posttraumatic Stress Disorder Questionnaire

は、同時期の母親のストレスの強さを評価し、弱いストレス(MLS)を受けている母親と、
強いストレス(MHS)を受けている母親とを区別した。子どもが修正月齢 12ヶ月のときに、
彼らは母親とともにストレンジ・シチュエーション Strange Situation (SSP)で観察された。
母親は、自分自身と子どもの唾液試料を７回集めた。子どもと母親、双方のストレス反応
(コルチゾール濃度)が計算された。予備分析では、SSPにおいて、CLSに比べて、CHS早

期産児の方がより強いストレス反応を示している。ストレス反応の大きさにおいては、
CHSの子どもの母親たちは、CLSの子どもの母親たちと違いはない。しかしながら、MHS

の母親は、MLSの母親に比べると、SSPの後に強いストレス反応を示す傾向がある。スト
レスにさらされることは、個人のその後のストレス反応に影響を及ぼす。親と子どもの分
離エピソード中に増幅されたストレス反応は、親子の相互交流の安定性を阻害するかもし

れない。早期介入が、誇張されたストレス反応を和らげるかもしれない。 

47 プレイの中で相互の情緒調節と共同注意に関わる母親の能力によって媒介されるものとしプレイの中で相互の情緒調節と共同注意に関わる母親の能力によって媒介されるものとしプレイの中で相互の情緒調節と共同注意に関わる母親の能力によって媒介されるものとしプレイの中で相互の情緒調節と共同注意に関わる母親の能力によって媒介されるものとし
ての、暴力による母親のトラウマの世代間の影響ての、暴力による母親のトラウマの世代間の影響ての、暴力による母親のトラウマの世代間の影響ての、暴力による母親のトラウマの世代間の影響 
Daniel S. Schechter (United States) 

この発表では、市街地の母親の暴力による外傷後ストレス障害(PTSD)と、養育ストレス、
母親の非定型的な行動、自分の幼児との共同注意、ならびに子どもの破壊的行動との関係
を、分析する。76人の市街地の母親(18-45歳)とその非常に幼い子どもたち(1-4歳)がこの研

究に参加した。8分間の自由プレイの間、そして分離後の再会の時に、母親の相互交流行
動、ならびに共同注視に費やされた時間、母親と子どもが共同注意を開始した回数とやめ
た回数が、十分に妥当性のある測定法(すなわち、AMBIANCE と共同関与スケール Joint 

Engagement Scales)を用いて、予備知識のない評価者 blind ratersによってコード化された。
重回帰分析によって、母親の人生で暴力にさらされた回数が、外傷後ストレス症状の重症

度と確実に関連していること、そして観察時の母親の PTSSの重症度は、機能不全に陥っ
た親子関係に関係する主観的な育児ストレスに関連していることが示された。非定型的な
母親の行動がより高いレベルであることは、母親と子どもが共同注意した時間が有意によ
り少ないことを説明した。母親の PTSSは、1.5-5歳用の子どもの行動チェックリスト Child 

Behavior Checklistにおける子どもの外在化症状の増加に直接関与していた(b=.33, p<.01)。
この母親ととても幼い子どものサンプルの中では、暴力に関係する母親の PTSD/PTSSは、

多重のルートを経由して、感情、覚醒度、そして注意の相互調節を阻害するように見え
る。 



48 満期産児と極早期産児における、生後満期産児と極早期産児における、生後満期産児と極早期産児における、生後満期産児と極早期産児における、生後 12ヶ月時の親の心理的な機能、子どもの発達と母・ヶ月時の親の心理的な機能、子どもの発達と母・ヶ月時の親の心理的な機能、子どもの発達と母・ヶ月時の親の心理的な機能、子どもの発達と母・
乳幼児相互交流乳幼児相互交流乳幼児相互交流乳幼児相互交流 
Carola Bindt, Axel Von der Wense, Nadine Helle (Germany) 

極早期産の生存児は、彼らの児童期および青年期を通して、行動と情緒の発達に、臨床的
にはならないか臨床的な障害を持つという、より高いリスクにさらされている。この研究

は、出生体重が 1500g未満の、2006年 7月から 2007年 12月に生まれ、3つの第三次ケア
新生児集中治療室に入院したすべての早期産児についての、長期間の多施設調査の一部で
ある。産後 1年目の親の心理的な苦痛は、特に心身症症状と精神保健の分野において、子
どもの発達の結果への身体的なリスクの影響を緩和すると仮定されている。120人の極早
期産児とその親が 3年間追跡される。対照群は、同じ病院から集められた、満期での出産
後の 120家族である。引き続いて、子どもの身体的なリスク(赤ちゃんのための臨床リスク

指数 Crib-Score、小児科の診察)、発達の結果、気質、心身症症状/精神保健状態(BSID-II、
質問紙)、ならびに親の抑うつ、不安、外傷後ストレス、親と家族の機能(質問紙、SCID)そ
して、母子相互交流(CARE-Index)が評価される。最初の結果は、12ヶ月で測定された、親
の産後 1年目の心理的機能、子どもの身体的リスク、運動と精神発達、気質、心身症症状
および母子相互交流の質の相関を説明するのに利用できる。 

49 極低出生体重の早期産児の極低出生体重の早期産児の極低出生体重の早期産児の極低出生体重の早期産児の 6歳までの、出生後の神経生物学的リスクと愛着、神経学的お歳までの、出生後の神経生物学的リスクと愛着、神経学的お歳までの、出生後の神経生物学的リスクと愛着、神経学的お歳までの、出生後の神経生物学的リスクと愛着、神経学的お
よび認知的な結果についての縦断的研究よび認知的な結果についての縦断的研究よび認知的な結果についての縦断的研究よび認知的な結果についての縦断的研究 
Karl Heinz Brisch, Ch. Kern, S. Luber, L. Speer (Germany) 

前向きの縦断的研究 N=79では、極低出生体重の早期産児(出生体重:M=943g、SD=284,在胎
週数:M=27.6、SD=2.7)の発達を追跡した。新生児のリスクは、保育室神経生物学的リスク
スコア Nursery Neurobiologic Risk Score (NBRS)によって測定された。これは生物学的リス
ク因子と新生児治療から生じる合併症をスコアするものである。母親との愛着の質は、14

ヶ月時(早期産児のために修正)にストレンジ・シチュエーションで、6歳時に幼稚園児用の
ストレンジ・シチュエーション Preschool Strange Situationで測定された。神経学的そして認
知的発達も同時点で測定された。14ヶ月時には、乳児は 60.3%が安定型、23.5%が不安定・
回避型、2.9%が不安定・アンビバレント型、そして 10.3%が母親との混乱した愛着の性質
を示した。そしてその他の 2.9%の乳幼児は、分類することができなかった。6歳時には、

たった 39.1%の子どもしか、母親との安定した性質の愛着がなかった、しかし、47.8%は回
避型のそして、13.0%は混乱型の性質の愛着を示した。新生児のリスク因子は愛着の結果に
有意な相関を示し、神経学的結果の有効な予測因子である。愛着の性質は、母親と乳児の
相互交流よりも、脳のリスク因子により強く影響されるのかもしれない。特に、混乱型愛
着行動パターンは、脳の発達に影響を及ぼす出産後の特定の神経生物学的リスクが引き金
となっているかもしれない。 

50 早期産児で生まれた乳児の母親のストレスと対処スタイル早期産児で生まれた乳児の母親のストレスと対処スタイル早期産児で生まれた乳児の母親のストレスと対処スタイル早期産児で生まれた乳児の母親のストレスと対処スタイル 
Joy V. Browne (United States) 

母親がどのようにして、予定日より早期の出産と入院にまつわるストレスの多い出来事に
対処しているか、特に個人の対処スタイルが、母親と乳児との養育関係についての母親の



認知に、どのような影響を与えているかは、ほとんど知られていない。個人の対処スタイ
ルが、ハイリスク早期産児の母親 84人で調べられた。データは、4つの対処カテゴリーに
関しての情報をもたらした。それらは、強い不安、防衛的な強い不安、抑制、そして弱い

不安である。養育ストレスインデックス Parenting Stress Index (PSI)が、強い不安対処スタイ
ルと抑制対処スタイルカテゴリーを持つ母親の間で、一貫性のある違いに関連していた。
そして防衛的な強い不安と弱い不安という反応をした母親はその二者の中間のスコアだっ
た。強い不安カテゴリーの母親は、抑制カテゴリーの母親よりも、PSIで高い得点を示し
た。これは、子どもに関する下位尺度である子どもの領域、強い要求、気分、強化と親の
コンピテンスについて、もっとも明らかであった。全体としては、38%の母親は公表され

た PSI基準値の最高得点と最低得点から外れていた。ほとんどの高い得点(70%)は、強い不
安か防衛的な強い不安カテゴリーの母親たちによるものだった。親の領域では、強い不安
と防衛的な強い不安カテゴリーの母親たちの 81.25%が、公表された上限のカットオフ得点
よりも高い得点を示し、76%は子どもの領域で、上限よりも高い値を示した。これらのデ
ータから、早期に生まれた乳児を持つ体験が、乳児の病状の深刻さに関係なく、ストレス

が多いと認知されていることをあらわしている。特に強い不安あるいは防衛的な強い不安
の対処スタイルを持つ母親にとってはそうである。 

52 NBASを用いた新生児期のリスク因子の分析研究を用いた新生児期のリスク因子の分析研究を用いた新生児期のリスク因子の分析研究を用いた新生児期のリスク因子の分析研究 
Carme Costas-Moragas (Spain) 

バルセロナ（Barcelona）にある NBAS研修機関活動は、新生児行動評価尺度 Neonatal 

Behavioural Assessment Scale(NBAS)を教え広め、NBASを用いた研究をすることを中心に行
われている。スペインのカタラン（Catalan）の教材の中には、スペイン語に翻訳した新生

児行動評価尺度のマニュアル第 3版と教育ビデオがある。研究領域は 2つに分けられる。
ひとつはリスクの高い新生児（低体重出生児、未熟児など）の行動研究と、220名の正常
新生児を対象として得られた NBASの統計学的分析である。われわれの現在の研究は、こ
れらのデータより小児科医と看護師の 2つの専門的技法（Neurobehavioral Assessment Tool 

for the Premature Newbornと Simplified NBAS for at-term newborns）を作ることに重点が置か

れている。 

53 リスク因子累積を持つカタロニア地域新生児グループへのリスク因子累積を持つカタロニア地域新生児グループへのリスク因子累積を持つカタロニア地域新生児グループへのリスク因子累積を持つカタロニア地域新生児グループへの ADBB-ARBB を使用しての心理を使用しての心理を使用しての心理を使用しての心理
社会的リスク測定社会的リスク測定社会的リスク測定社会的リスク測定 
Laia Catala, Jorge Luis Tizon, Magdalena Delgado (Spain) 

この研究は La Mia（首都バルセロナにある心理社会的リスクの高い地域）の全ての約 6ヶ
月児の小児科の見直しに際して行われた。生まれたばかりの子ども（n=94）のサンプルが
このプロスペクティブな研究で評価された。このサンプルには男児 50名、女児 44名が含

まれる。2つの質問紙、ADBB-ARBBと LISMEN list of Mental Healthが期間内に 2度行われ
た。1回目が生後 1ヶ月以内、2回目が生後 6ヶ月である。その結果、ARBBでは 23.5％の
子どもたちが 2つの評価時点において正の関連、また、7.4％が 2回目の評価時点において
正の関連を示した。2つの質問紙の結果を比較したところ、ARBBの全ての区切りと



LISMENで評価されたリスク因子の総計には、正の相関がみられた。ADBBのどの施行で
も情緒的ひきこもりを示した子どもに関して、ADBBの双方の施行で負の区切りを得た場
合、LISMENによって記述されたリスク因子累積が有意に低かった。これらの結果は、赤

ちゃんの情緒的引きこもりを評価する ARBB質問紙は情緒的苦痛の早期発見に役立つこと
を示している。 

54 精神病のリスク因子：精神病のリスク因子：精神病のリスク因子：精神病のリスク因子：LISMEN (就学前と学童期の精神保健の項目リスト就学前と学童期の精神保健の項目リスト就学前と学童期の精神保健の項目リスト就学前と学童期の精神保健の項目リスト)による検出による検出による検出による検出 
Jordi Artigue, Belen Parra (Spain) 

重度の精神障害、特に精神病の警告のサインとリスク因子に関する調査とスクリーニング
評価法のデザインならびに最初の試みを発表する。LISMEN (就学前と学童期の精神保健の
項目リスト)は、精神病と関連する精神保健の技術や治療に関するサービスにおいて、人生

の初期に適用できる評価法である。5つのさまざまなサンプルは、幼児期と成人は同じく
らいである。WAIMH の発表では、LISMENプロジェクトのサンプル Aが中心となる。そ
れは、精神病を発症したり、同じような精神保健部門においてすでに児童期に医者を訪れ
たことがある患者たちのレトロスペクティブな記述調査である。かつて研究された他のサ
ンプルの結果は、トピックを構成したり、サンプル Aの最初の結果を提示するために用い

られた。リスク因子の布置は、思春期後に精神病を発症する患者達の児童期の歴史や臨床
的書類で指摘されている。つまり、リスク因子として、非常に貧弱な母親の機能、攻撃
性、関係性の困難さや成長や学習の難しさがあげられる。結論：今日、我々は統合失調症
や他の精神病のリスク因子に関する幅広い豊かな知識を持っているけれども、そうしたこ
とは我々が同一のものをベースにした障害を予測することを意味しない。LISMENはその
点において、先行している評価法である。 

55 乳幼児の精神保健と幼乳幼児の精神保健と幼乳幼児の精神保健と幼乳幼児の精神保健と幼児期発達への適切な環境デザインの利点児期発達への適切な環境デザインの利点児期発達への適切な環境デザインの利点児期発達への適切な環境デザインの利点 
Carrie Lynn Mori, Keith M. Christensen, John C. Ellsworth, Issa Hamud (United States) 

この双方向のワークショップの目的は、以下の３点である。１．乳児期の親子関係の形成
と早期児童期の発達における環境の重要性に関する知見を具体的に示すこと。２．乳児の
精神保健と早期児童期の発達を高める、風景となる環境デザインにおける主要素を明らか
にすること。３．デザイン性に優れ、さらに乳児期と早期児童期の精神保健ケアシステム

に適切な風景の環境デザインを取り入れること。行動と環境、さらに健全な乳幼児の発達
と精神的健康は切り離すことができない。一般的には見落とされているが、物理的環境は
乳児期と早期児童期の発達に重要で独自の役割を果たしている。自然でかつきちんと設計
された外部環境は、大人を創造的にさせ楽しませるだけでなく、子どもの言語、認知、運
動、社会性、情緒の発達を高める。エビデンスに基づいた屋外の環境デザインを通じて、
乳児と早期児童期の健全な発達を促進することは、子どもたちに自分が有能で潜在的にも

力があり、危険を冒すことができて、他人に手を差し伸べることができるということを気
づかせる。このセッションでは早期児童期の外部環境（遊び場や建物）で見られる典型的
な建造物だけではなく、これらの外部環境のデザインが、どのように乳幼児の発達と精神
的健康を支えるかということに特に目を向ける予定である。 



56 養育行動養育行動養育行動養育行動    その困難性その困難性その困難性その困難性 
Rosa Sousa Amaral, Mafalda Correia, Ester Santos (Portugal) 

育児をする家族のための支援モデルを実施する。モデルでは、家族の要求に注意を向けな
がら、作業療法（OT）・コミュニティ介入（CI）・組織的なアプローチが組み合わされ
る。CADInセンターで募集された研究対象者は、介入が必要とされるかどうか評価され特

定された。介入の目的は、有意義な職務において、満足な成果を生み出せるように家族を
支援することである。すなわち、社会的なネットワークを作る、新しい能力を統合して生
活の質を高めるなどであった。最後に、家族はその効果を再評価された。介入用件：家族
カウンセラーは（診断に関する悲しみ、障害による生活の変化、家族の危機などの）情緒
面で介入が必要な事柄を特定した。家族と作業療法士が特定した介入用件は、問題に関す
る適切な情報を選別する、適切に意思伝達することができない、日常の負担、成果や役割

において満足していないことであった。さらにコミュニティ介入の介入用件は、特別な問
題のための支援を見つけることができない、社会、家庭、個人の間で生活のバランスが取
れない、経済的な問題などであった。尺度と技術：家族カウンセラーは、例えばわかりや
すいコミュニケーションによって、各個人と関わり、診断に関して安心したり、自責の念
に注意を向けて確認することを援助した。作業療法士は、問題を分かりやすく説明し、一

人一人に行動支援を行った。コミュニティ介入では、地域の資源を見つけ、権利の拡大や
擁護を強化した。家族は支援を受けている感覚が増して、コミュニケーションや負担感の
緩和に大きな影響を与えた。 

57 感覚処理における統合調節障害：感覚処理における統合調節障害：感覚処理における統合調節障害：感覚処理における統合調節障害：0歳～歳～歳～歳～5歳児対象の聖ジャステーン専門クリニックにおけ歳児対象の聖ジャステーン専門クリニックにおけ歳児対象の聖ジャステーン専門クリニックにおけ歳児対象の聖ジャステーン専門クリニックにおけ
る症例る症例る症例る症例 
Mutsuko Emond-Nakamura, Martin St-Andre, Sylvain Palardy, Louise Boisjoly, Julie Dupont, 
Louise Fleurent (Canada) 

我々のクリニックでは、様々な行動的および感情的な問題を伴う、感覚処理の統合的な調
節障害(DC:0-3R)をかかえた子供が増えていることが観察されている。この障害の諸症状は

社会生活および家庭生活機能にしばしば大きな影響を与え、時には基礎となる障害の臨床
症状に劇的な影響を与える。ここ数年、我々のクリニックでは、特に作業療法士と密接に
連携しつつ、多面的評価と介入方法を採用し、その結果、現れている行動上の問題の改善
に至っている。ティーチインの目的は、以下の 3点、１）調節障害が乳幼児精神医学の臨
床的問題に与える影響 ２）臨床的問題において調節障害を評価する必要性 ３）学際的

な介入が、この障害を合併する症例にとって重要であるということ。を討論することであ
る。我々のクリニックにおける代表的な３つの症例を発表する。着衣強迫の 4歳の少女・
心的外傷性不安の 4歳の少女・言語発達遅滞および社会的な行動異常の観察される ADHD

の 4歳の少年である。３人すべてに調節障害と運動障害が認められる。症例は、主に 1）
アセスメント 2) 診断（必要に応じて DC:0-3R and DSM-IVによる） 3)調節障害が臨床像
に与える影響 4)介入の観点から討論される。 

58 どうして赤ちゃんや子どもに母国語を教えるのか？どうして赤ちゃんや子どもに母国語を教えるのか？どうして赤ちゃんや子どもに母国語を教えるのか？どうして赤ちゃんや子どもに母国語を教えるのか？ 
Dalila Rezzoug (France) 



二言語常用は多文化的で多言語が使用される社会では一般的で重要な問題になっている。
他国への移住者の子どもと、発達段階において多文化の環境で成長している子どもに、母
国語を伝えることが有益であることを説明する多くの主張がある。この仮定は現代の研究

の根底にあり、それらの研究結果は、保健管理と教育論に影響を与えている。事実、言語
伝達は言語レベルだけで考えることはできず、文化と歴史を伝えることも伴う。さらに一
方では親子関係の構造だけでなく、他方では子どもの人格と親和の形成にも関連する。フ
ランスのセーヌサンドニ県に住んでいる移住者の子どもの集団の研究に基づきながら、
我々は、母国語を練習している乳幼児や子どもにおける言語・認知・感情が果たす役割を
分析するつもりである。 

59 コミュニティの力を構築する枠組みと、協働的な乳幼児期精神保健サービスを提供するたコミュニティの力を構築する枠組みと、協働的な乳幼児期精神保健サービスを提供するたコミュニティの力を構築する枠組みと、協働的な乳幼児期精神保健サービスを提供するたコミュニティの力を構築する枠組みと、協働的な乳幼児期精神保健サービスを提供するた
めの臨床的介入との統合めの臨床的介入との統合めの臨床的介入との統合めの臨床的介入との統合 
Elisabeth Gudrun Hoehn (Australia) 

Future Familiesとは、協働的かつ学際的な、乳幼児期の精神保健プログラムであり、それは
深刻で複雑なニーズのあるハイリスクの家族において、より安定した愛着関係を構築する
ために、文化的に情報化されたコミュニティサービスを届ける枠組みを、一連の統合され

た治療様式に結びつけたものである。それは、子どもにとって人生の初期が重要であるこ
とを両親が理解できるように、また、情緒面のニーズと養育の仕方が理解できるように開
発された。Future Familiesは、両親が、関係の内的作業モデルを理解できるよう助ける。ま
た、両親がそれを受け入れることで、子どもたちとより安定した愛着関係が築かれ、養育
技術が高められる。プログラムは子どもの発達的な可能性を最大にし、両親の能力を強化
する。その一方で、コミュニティ内で両親がより広い範囲の関係が築けるよう家族を支援

する。このことは、家族、臨床家、コミュニティサービス提供者の間で育っていく信頼関
係の文脈のもとに起きる。このように、プログラムは、両親と子どもの間の愛着関係の安
定性が最大になるよう家族を援助することが可能だ。また、子どもが探求し発達していく
ための、安全で刺激的な環境を提供することも可能だ。この乳幼児期の精神保健プログラ
ムの有効性について理解が深まるよう、コミュニティ状況の中で臨床的な結果研究が進め

られてきた。 

60 潜在的な可能性を構築すること―乳幼児期精神保健プログラムにおけるコミュニティ・ディ潜在的な可能性を構築すること―乳幼児期精神保健プログラムにおけるコミュニティ・ディ潜在的な可能性を構築すること―乳幼児期精神保健プログラムにおけるコミュニティ・ディ潜在的な可能性を構築すること―乳幼児期精神保健プログラムにおけるコミュニティ・ディ
ベロップメント―ベロップメント―ベロップメント―ベロップメント― 
Elizabeth Ann Morton (Australia) 

この発表は、コミュニティ・ディベロップメントの原理と実践が、乳幼児や幼い子どもを
もつ家庭へ働きかけているサービス提供者の間で関心と影響のあるコミュニティを開発す
るために、Future Families、すなわち協働の乳幼児と早期児童期精神保健プログラムに、ど

のように統合されてきたかについて論じるものである。コミュニティ・ディベロップメン
トプログラムは、敏感で支持的なコミュニティが乳幼児と両親の間の安定した愛着関係の
発達を支援すると認識しているため、Future Familiesの臨床プログラムとの並行プロセスと
して実施される。方略は、一般的な家庭とリスクのある家庭に働きかける専門家の間で、



早期の数年の重要性と安定した愛着関係の発達の意識を高めるために開発され、実施され
てきた。トレーニング、継続的な支援、メンタリングは、家庭へ働きかける間、赤ちゃん
を心に抱くことにおいて、彼らの技術と理解を増大するよう提供される。乳幼児と早期児

童期精神保健へのコミュニティアプローチの全体像について扱うことに含まれる挑戦と使
用された方略とその結果について論じる。概略される方略は、コミュニティ・ディベロッ
プメントと乳幼児精神保健の実践の両方に共通する、概念と基礎となる原理が含まれる。 

61 乳幼児期精神保健プログラムの中の、協働的で学際的な実践乳幼児期精神保健プログラムの中の、協働的で学際的な実践乳幼児期精神保健プログラムの中の、協働的で学際的な実践乳幼児期精神保健プログラムの中の、協働的で学際的な実践 
Andrea Murray (Australia) 

Future Familiesは、家庭背景における乳児や早期児童期を考え、長期にわたる予防的方向性
を持ち、包括的で、応答的で、柔軟になることを目指す。Future Familiesは一連の統合され

た治療的介入を実現し、さまざまな専門領域の技術と知識を盛り込んでおり、協働的パー
トナーシップの形を通じてサービスを実施する。このようにして、いろいろな専門領域か
らのさまざまなサービス提供者の専門知識が、家庭へ働きかける中で、複数の機関の協働
の焦点を確立するために、Future Familiesでまとめられる。この発表は、乳幼児精神保健プ
ログラムの中のサービス提供への協働的で学際的なアプローチを持つ利益と効果を明らか

にし、証明するために、Future Familiesからの臨床的経験を用いる。 

62 安全を支援する：養育者と乳児との適応性のある愛着関係を促進させる予防的な集団介入安全を支援する：養育者と乳児との適応性のある愛着関係を促進させる予防的な集団介入安全を支援する：養育者と乳児との適応性のある愛着関係を促進させる予防的な集団介入安全を支援する：養育者と乳児との適応性のある愛着関係を促進させる予防的な集団介入 
Jean-Victor Wittenberg (Canada) 

Supporting Securityは、保健師およびその他の地域の専門家が指導する、養育者と乳児のた
めの 12週間の集団介入である。そのルーツは愛着理論と、親教育、精神分析、問題解決、
集団、および注意深い文献検索からの実証データに基づいている。この介入の目標は、乳
児の安定した愛着タイプの増加を促進し、組織化されていない愛着タイプの減少させるこ

とである。介入は、不安定な愛着タイプの乳児の親の感受性を高めることと、愛着および
愛着の重要性に関する知識を高めことに焦点があてられている。具体的には、障害となる
行動に親が気付くようにすること、乳児の認知と情緒の発達についての親の知識を増やす
こと、養育者の自省機能と、自分の子どもの心に対する気づきを高めること、親の問題解
決能力を向上させて、親のストレス経験と乳児へのストレス的反応を減少させること、養

育者の社会的サポートネットワーク作りを促進させること、があげられる。リスクをもつ
都市部と北オンタリオの孤立した先住民の地域社会で行われた実現可能な研究は、介入が
短時間の訓練と週に一度のスーパーヴィジョンによって可能となることを明らかにした。
指導は、テレビ会議で行うことができ、Supporting Securityは経済的であり、かつ他の地域
にも容易に導入できる介入である。このワークショップでは、介入の進展・リスクを持つ
人々への実現可能な研究、複数の場所で集団を統括するための指導者に対する訓練プログ

ラムの拡がり、研究デザインに関する考察の機会を参加者と持つ予定である。 

65 乳幼児との体験学習が青年期における養育的脳機能を育てる乳幼児との体験学習が青年期における養育的脳機能を育てる乳幼児との体験学習が青年期における養育的脳機能を育てる乳幼児との体験学習が青年期における養育的脳機能を育てる ―乳幼児との触れあい体験学乳幼児との触れあい体験学乳幼児との触れあい体験学乳幼児との触れあい体験学
習に関する脳機能イメージング研究―習に関する脳機能イメージング研究―習に関する脳機能イメージング研究―習に関する脳機能イメージング研究― ―乳幼児との触れあい体験学習に関する脳機能イメ乳幼児との触れあい体験学習に関する脳機能イメ乳幼児との触れあい体験学習に関する脳機能イメ乳幼児との触れあい体験学習に関する脳機能イメ
ージング研究―ージング研究―ージング研究―ージング研究― 
Akio Nakai, Ayako Sasaki, Hirotaka Kosaska, Ken-Ichi Matsuki, Michiko Tanabe (Japan) 



【目的】我々はこれまでに、出産・育児経験のない未婚の青年において、乳幼児との継続
的な触れ合い・育児体験が、親性育成に肯定的に影響することを心理・生理・内分泌学的
に検討してきたが、今回、機能的 MRIを用い、体験・学習が青年期の親性育成に与える効

果を、脳科学的に明らかにする。【方法】本研究は、倫理委員会の承認を得、文書による
同意のもとに行った。出産・育児経験のない未婚の 18～20歳の健康青年を、体験群（男６
名、女７名）、非体験群（男９名、女７名）に分け、３か月間の乳幼児との継続的な触れ
合い・育児体験前後（または同期間後）に乳児の泣き場面のビデオを刺激とし機能的 MRI

を施行。９名の乳児育児中の母親と比較検討した。解析にはＳＰＭ５を用いた。【結果】
青年群と母親群との比較では、母親群において社会性、顔認知、情動的記憶等に関連する

脳部位の賦活を認めた。体験群では、体験・学習により、前頭前野、帯状回等において優
位な反応の変化を認めたが、非体験群では 3か月の時間経過では脳内の反応の変化は認め
られなかった。体験群と非体験群との比較では、上側頭回、紡錘回、帯状回、前頭前野等
に有意な反応の差を認めた。【考察】我々の結果は、青年期においても、経時的な乳幼児
との触れ合い体験・学習が、親性に関する脳神経基盤の発達に関与したものと考えられ

る。【謝辞】本研究の一部は科研費基盤 C17592240の助成を受けた。 

66 青年期の若い親とその乳児との相互交流の質青年期の若い親とその乳児との相互交流の質青年期の若い親とその乳児との相互交流の質青年期の若い親とその乳児との相互交流の質 
Eva Lehmann, Michael Kroll, Annette M. Klein, Kai von Klitzing (Germany) 

ここに紹介する研究では、「発達段階としての青年期と, 結果として生じる発達課題に対処
する能力, および母－父－子の三者関係についての青年期の若い親の能力」という問題と、
「10代の母親と幼児との相互交流の質」という問題の間にある特別な結びつきを検討す
る。このため、半構造化面接、質問紙、検査、母子の相互交流のビデオ観察等, さまざまな

調査方法が用いられた。現在継続中である本研究の目的は、既に妊娠中に確立されたリス
ク要因に加えて親子の早期の相互交流における潜在的なリスクを評価することである。も
う一つの目的は、現在提供されているカウンセリングや援助を補うために個人ベースで支
援を提供することである。青年期の若い親は通例, こうした支援を利用することはまれで, 

利用する場合もきわめて遅い時期に利用する。未成年者の妊娠が子どもの発達だけでなく

若い母親の人格発達や将来展望にリスクを与えるということを示す最近の研究を鑑みる
と、青年期と親になることの間の心理学的結びつきについて分化された知識を得ることが
必要である。 

67 母と乳児の相互交流の質を説明する要因は何か？母と乳児の相互交流の質を説明する要因は何か？母と乳児の相互交流の質を説明する要因は何か？母と乳児の相互交流の質を説明する要因は何か？    青年期の母親と３ヶ月の乳児を対象と青年期の母親と３ヶ月の乳児を対象と青年期の母親と３ヶ月の乳児を対象と青年期の母親と３ヶ月の乳児を対象と
した縦断研究した縦断研究した縦断研究した縦断研究 
Carla Martins, Barbara Figueiredo, Isabel Soares, Ines Jongenelen, Maria Joao Carvalho (Portugal) 

本ポスターでは, 青年期の母性という文脈における母と乳児の相互交流の質とその予測因子

に焦点を当てる。青年期の出産は一連の諸問題を伴いがちである。例えば、好ましくない
社会的、経済的条件、教育レベルの低さ、限られた雇用機会、出産前の早期ケアがほとん
どないこと、出産後の母子の健康リスク（例えば Borkowski et al, 2002）などである。これ
らは、青年期の母親が子どもとの間に構築する相互交流の質に影響を及ぼすと考えられ



る。十代に妊娠し母親になることが乳児の発達に与える影響の調査を目的とする広範囲な
縦断研究の一環として、５６名の十代の母親と生後３ヶ月の乳児との対面相互交流を撮影
した。この SES(社会経済的地位)が低いサンプルは, 妊娠 7か月以降に募集し、乳児が生後

３ヶ月の時に追跡調査を行った。母と乳児の相互交流の評価には The Global Ratings of 

Mother-Infant Interaction Scoring System (母子相互交流得点化システムのグローバル評定；
Gunning, Fiori-Cowley, & Murray, 1999)を使用した。母親関連変数（胎児期のケア、妊娠と
母性への適応等）、乳児関連変数（在胎週数、出生時体重、３ヶ月での発達レベル等）お
よび文脈関連変数（社会的支援の知覚等）を使用して二者関係の相互交流の質を説明する
因子の特定を試みた。予備的分析から, 文脈変数と個人変数(母親変数と乳児変数、または

その一方)の両方が相互交流に関連していることが示唆された。 

68 青年期の母親による月齢青年期の母親による月齢青年期の母親による月齢青年期の母親による月齢 0～～～～3ヵ月の乳児へのベビーマッサージについてヵ月の乳児へのベビーマッサージについてヵ月の乳児へのベビーマッサージについてヵ月の乳児へのベビーマッサージについて 
Mariana Sousa Amaral Bianchi De Aguiar, Barbara Figueiredo (Portugal) 

10代の思春期の母親とその乳児は、健康と発達において不良な転帰にいたるリスクがあ
る。マッサージは、乳児からの合図に対する母親の感受性を高める比較的簡便な方法であ
る。本研究の目的は、マッサージによって乳児の睡眠習慣が改善され、10代の母親達の精

神症状が減少するかを分析することであった。出産直後の 10代の母親 30人とその乳児を
調査対象として、Jlio Dinis Maternity Hospital（ポルトガル、ポルト市）において募集し
た。その際、社会人口統計学因子を調査用紙に記入してもらった。未熟児（妊娠期間＜37

週間の早産児または体重＜2.500の低出生体重児）および慢性疾患（規則的な睡眠習慣の妨
げになるような疾患）を有する乳児、ならびに、双子の母親とポルトガル語での読み書き
ができない母親は本研究対象から除外した。病院で調査の同意を得てから 2週間後、

Children's Sleep Habit Questionnaire (CSHQ子どもの睡眠習慣質問票；Owensら, 2000）、
State-Trait Anxiety Inventory (STAI状態-特性不安検査; Spielbergら,1970)、Edinburgh Postnatal 

Depression Scale (エジンバラ産後うつ病自己評価票;Coxら, 1987)を母親達に配った（予備テ
スト）。また、Massage Instruction Manual（マッサージマニュアル）および Massage Booklet

（マッサージ小冊子）も配布した。研究目的で構成された 15人の母親からなるグループに

マッサージを教えた。分娩から 3ヵ月後、Sleep Chronogram（睡眠クロノグラム）、
CSHQ、STAIおよび EPDSを母親達に再度記入してもらった。結果は、母親のマッサージ
を受けている赤ちゃんは睡眠パターンも睡眠習慣も良好であった。また、分娩から 3ヵ月
後、マッサージをした母親達の方が不安感やうつ状態が少なかった 

69 アルコールの影響を受けた子どもたちへのアルコールの影響を受けた子どもたちへのアルコールの影響を受けた子どもたちへのアルコールの影響を受けた子どもたちへの DC:0-3R診断システムの使用について診断システムの使用について診断システムの使用について診断システムの使用について 
Mary Motz, Patricia A. Freeman, Margaret Leslie (Canada) 

出産前のアルコール曝露は、子どもたちの認知異常、行動異常、身体異常の原因となる。

アルコール曝露を受けた子どもたちの総合発達診断評価は、こうした子どもたちの行動、
潜在能力、才能に対する誤解を防ぐ重要な手段であるとともに、適切かつ支援となる介入
を行うための土台となる。 Mothercraft's Breaking the Cycle (BTC)プログラムは、物質使用の
問題を抱えた母親とその子どもに行われる包括的かつ統合的母子早期介入プログラムであ



る。こうした子どもたちの多くは、子宮内でアルコールやその他の物質に曝露されてきて
いる(Motz et al., 2006) 。そこでわれわれは、早期評価および診断が重要であることから、
出産前のアルコール曝露を受け BTCにかかわっている 20人の乳幼児に関し、DC: 0-3R 

(iagnostic Classification: 0-3 Revised) を使用した症状および診断分析を行ったので、その結果
について発表したい。現在のところ、アルコール曝露を経験した子どもにこの診断分類シ
ステムを使用することを記載した研究報告は見当たらない。こうした子どもたちに対する
DC: 0-3Rの臨床的な有用性について、介入計画の観点から検討する 

70 母性への移行期に薬物乱用する女性のストレスとコーピング母性への移行期に薬物乱用する女性のストレスとコーピング母性への移行期に薬物乱用する女性のストレスとコーピング母性への移行期に薬物乱用する女性のストレスとコーピング, および精神的健康および精神的健康および精神的健康および精神的健康 
Ritva Belt, Raija-Leena Punamaki, Marjaterttu Pajulo, Tuula Tamminen (Finland) 

本研究では、精神力動的治療によって、物質依存女性の健康的な母性への移行を推進する

ことができるかという問題に焦点を当てる。第一の目的は、物質依存の母親群と対照群
の、妊娠から来るストレスと支援, 対処反応, 精神的健康を検討することである。第二の目
的として、妊娠期の苦痛を緩和することにより分娩後のうつ病と不安を防ぐようにデザイ
ンされた治療的介入の評価を行う。方法：参加者は、物質乱用の女性３５名。うち２５名
は精神力動的グループ治療、１０名は心理社会的支援を受けている(これらは自らの希望に

よる)。対照群は外来で出産前健診を受けた女性５０名である。参加者は、生活上のストレ
ッサー, 社会的支援, 対処反応, 抑うつ症状およびこの３か月間の敵意について自己報告式の
質問紙に記入（T１）。その後、乳児が４か月になった時点で再び、抑うつと不安感につい
て自己報告を行った（T２）。予備調査の結果：物質乱用の女性は対照群と比べ、妊娠から
来るストレス, 抑うつ, 抑制できない敵意がいずれも高く、社会的支援は少ないと報告し
た。彼女たちはまた、外傷的ストレスに対抗するために不適切な方略を用い、否認と回避

のレベルが高く、認知的意味づけのレベルが低いという特徴があった。物質乱用群も対照
群もともに、妊娠期に抑うつ症状があると、分娩後にも抑うつ症状が出ることも多くな
る。対処メカニズムとして認知的再構築を用いることにより、どちらの群も、分娩後の抑
うつ症状を抑えることができた。 

71 子宮内でメタドンまたはブプレノルフィンに影響を受けた生後子宮内でメタドンまたはブプレノルフィンに影響を受けた生後子宮内でメタドンまたはブプレノルフィンに影響を受けた生後子宮内でメタドンまたはブプレノルフィンに影響を受けた生後 3ヶ月児の調節ヶ月児の調節ヶ月児の調節ヶ月児の調節 
Monica Sarfi (Norway) 

オピオイド維持療法中の母から 2007/2008年に出生したノルウェー人乳児についての前向
きの大規模縦断研究の一環として、薬物に暴露した 36名の乳児群と非暴露対照乳児群 38

名を対象に、生後 3か月時に状態調節の能力に関する研究を実施した。24時間ベースで記
録した、泣きと苦痛の量と覚醒時間の測度を調節能力の指標とした。24時間を通して、時
計型の絵(日周時計)の上に親が手書きで記録し、睡眠、覚醒、苦痛の分布を視覚化できる
ように, 異なる色でコード化した。睡眠については睡眠時間の合計と睡眠エピソードの合計

頻度で評価し、苦痛については苦痛エピソード（泣き、不機嫌、ぐずり）の頻度と長さに
より評価した。これらの一次的測度に基づいて自己調節の指標を計算した。その結果、ど
の測度にも臨床群と対照群の乳児に差はみられなかった。母親のメタドンあるいはブプレ
ノルフィンの血清レベルは妊娠中にモニターされ、違法な薬物の使用は定期的な尿の管理



で統制されていた。したがって、この研究結果は、妊娠中にメタドンあるいはブプレノル
フィンを使用するということだけで、生後 3か月児に苦痛や睡眠のパターンで示されるよ
うな調節障害をもたらすことはないと強く示唆している。 

72 虐待状況が子どもの虐待状況が子どもの虐待状況が子どもの虐待状況が子どもの行動特性に与える影響に関する研究行動特性に与える影響に関する研究行動特性に与える影響に関する研究行動特性に与える影響に関する研究 
Taro Fukue, Kako Inoue (Japan) 

本研究では，被虐待児が最初に保護される施設において，彼らがどのような行動特性を示
すのかを，数量的に調査することを目的とする。さらに，ネグレクトや身体的虐待など，
異なる虐待状況が，子どもの行動特性にいかなる影響を与えているのかを検証する。調査
対象は，児童相談所に併設された一時保護所において記載される「児童記録表」の記述で
ある。第一にこれらの児童記録を、虐待状況、年齢、性別に分類し、その中から 36の児童

記録を選択した。36の児童記録の記述に対して，KJ方法を用い処理を行った。この方法に
よって得られた結果に基づいて記述をコード化し、行動特性リストを作成した。第二に作
成した行動特性リストを用い，300人分の児童記録を対象に調査を行った。300名分の記録
を調査した結果，有効調査数は 287名分の記録であり，本調査と追調査の一致率は 90％以
上であった。287ケースの児童記録の分析結果をカテゴリカルデータ（0-1）に変換し，数

量化Ⅲ類を行った。虐待状況ごとに示された特徴的な行動特性として，ネグレクトは対人
関係の形成そのものが未成熟であり非社会的な側面が強く，身体的虐待では両価的な言動
が多く，複合的虐待では，支配か服従などの反社会的傾向がある点を指摘できるであろ
う。 

73 里親養育における乳幼児の永続性およびウェルビーイングを促進する：養育先の決定と育里親養育における乳幼児の永続性およびウェルビーイングを促進する：養育先の決定と育里親養育における乳幼児の永続性およびウェルビーイングを促進する：養育先の決定と育里親養育における乳幼児の永続性およびウェルビーイングを促進する：養育先の決定と育

児環境が果たす役割児環境が果たす役割児環境が果たす役割児環境が果たす役割 
Ann Michele Stacks, Ty Partridge (United States) 

National Survey of Child and Adolescent Well-Being (NSCAW) Wave 1-3のデータを基に、本研
究では、子どもの里親養育滞在期間、育児環境の質、子どもの養育成果に与える里親養育
先の種類の影響について検証する。これまで、親戚関係を養育先にすることで子どもの里
親養育滞在期間が延びると多くの関係者に考えられてきた。しかし、期間延長はプログラ
ムのコスト面からは必ずしも最適とは言えない上、時間の長さと時間経過に伴うその子ど

ものウェルビーイングとの関係性を示すデータはほとんどない。本研究は、実験的に、親
族を養育先とした場合に里親養育期間が延びる問題と、こうした長期滞在が、特に親族養
育先の場合、子どもにとって悪い結果になっているかどうかという問題とを取り上げる。
さらに、こうした育児環境が、養育先の種類と養育先決定の 2年後における子どもの養育
成果との関係を和らげるかどうかの評価を行う。 

74 周産期からの虐待予防＝保健師、病院スタッフの親介入と地域での連帯＝周産期からの虐待予防＝保健師、病院スタッフの親介入と地域での連帯＝周産期からの虐待予防＝保健師、病院スタッフの親介入と地域での連帯＝周産期からの虐待予防＝保健師、病院スタッフの親介入と地域での連帯＝ 
Tomo Sawada, Miho Kawashima, Tae Abe, Tae Sukemura, Yoshihiro Kikuchi, Keiichi Okamoto, 
Setsuko Okada, Yukiko Sawada, Noriko Dalrymple, Kei Sawada (Japan) 

乳児の虐待は死亡又は重篤な身体的・精神的後遺症を残す危険性がある。さらに 2005年の

統計で死亡事例の 28％は 3か月未満の乳児だった。今回我々は虐待の早期発見、早期介入
目的で周産期からの虐待予防の研究を行ったので報告する。父母の虐待背後には、現在の



トラブル、混乱した乳幼児表象がある。これらを基にチェックリストを作成し、保健師が
妊娠届け提出時に全妊婦に対してチェックした。リスク妊婦は 12%だった。リスク妊婦に
対しては、出産前から介入し、現在のトラブル解決や、混乱した乳児表象治療をした。全

妊婦虐待予防開始後 4年間の出生数 1,387名の内、軽い虐待 1例 2名（兄弟：母子介入で異
常なし、母：人格障害）発症した(日本での乳幼児虐待発症率 1.9/1,000)。死亡例はない。
妊娠届け提出時チェックした子どもの内 174名が保育園（0～2歳未満）に通っていた。そ
の内リスク親子は 38名（22%）で、妊娠中より高率になっていた。虐待予防は周産期から
開始し、その後もあらゆる機会を利用して、チェックをして介入する必要がある。特にハ
イリスク親子に対しては継続した細心の注意が必要である。 

75 こども虐待予こども虐待予こども虐待予こども虐待予防のためのプレアセスメント防のためのプレアセスメント防のためのプレアセスメント防のためのプレアセスメント(PACAP) 
Reiko Ueda (Japan) 

こども虐待予防に向け、こどもの発達的ニーズ、親(養育者)のケアと教育能力、家族の環
境構成的要因に関する養育者の知覚を知ることを目的にプレアセスメントツールを作成
し、養育者およびこども虐待関連職者に試みた。対象と方法：居住環境の異なる 2つの市
(大都市郊外と離島)の乳幼児養育者と保健師に PACAPの質問紙に記入を依頼し、回収し

た。結果と考察：養育者による PACAPの記入結果を得点化し、低リスクから高リスクま
での 3段階に分類し、それによって診断的アセスメントに導くことが有効である結果であ
った。保健師と養育者との間の得点の関係も検討した。これらの結果は、リスク戦略、ポ
ピュレーション戦略の両観点から意味があると考えられる。 

76 乳幼児および年少の子ども達の慢性的ストレス乳幼児および年少の子ども達の慢性的ストレス乳幼児および年少の子ども達の慢性的ストレス乳幼児および年少の子ども達の慢性的ストレス 
Barbara McCarroll (United States) 

本発表は、乳児期および早期小児期における精神保健と発達障害の診断分類改訂版（DC:0-

3R）に、慢性的ストレスの診断を含めることを主張するものである。ある療育施設におい
て、6年間にわたり 103家族の 121人の子ども達の診断を行った。この子ども達は年齢が 2

ヵ月から 5歳までの 47人の女子と 74人の男子である。この保育園にいる子ども達は、親
が物質乱用再起プログラム、精神保健サービス、子どもの保護サービス、就労支援・福祉
プログラムに関与していることを理由に、治療ケアを受ける資格を得ていた。臨床的観

察、家族歴、多職種チームからの情報収集、スクリーニングツールが、診断結果の一助と
なった。慢性的に予測不能で無秩序な生活環境下にいる子ども達に観察された一連の行動
については、現段階では DC:0-3Rの診断基準の中では扱われていない。例えば、月齢 11ヵ
月の女の子の場合、その養育は混沌とした危険な状態であり、メタンフェタミン常用者で
あった母親が投獄されたときにこの療育施設に処遇された。この子どもの母親が出所した
際、監視下での園訪問を含む家族再統合プランが作られたが、訪問は不定期で、親が頓挫

することも頻繁にあった。この子どもの行動は、無秩序で睡眠障害や摂食の問題もあり、
時折解離しているように見えた。母親が保育園を訪問した際、子どもは凍りつき行動を示
した。判断基準のいくつかは DC:0-3Rの診断基準のいくつかに一部適合しているが、現行
のカテゴリーのいずれも正確に反映してはいなかった。 



77 母親の自己記入式質問票による乳幼児の社会－情緒的機能の評価：実際には、何を測定し母親の自己記入式質問票による乳幼児の社会－情緒的機能の評価：実際には、何を測定し母親の自己記入式質問票による乳幼児の社会－情緒的機能の評価：実際には、何を測定し母親の自己記入式質問票による乳幼児の社会－情緒的機能の評価：実際には、何を測定し
ているのかているのかているのかているのか? 
Michelle Sleed (Great Britain), Bjorn Salomonsson (Sweden) 

乳幼児精神保健サービスに臨床的連携を行うためのスクリーニング用に、乳幼児の社会－
情緒的機能に関する母親の自己記入式質問票の使用が増えている。この種の質問票の１つ

である Ages and Stages Questionnaire: Social Emotional (ASQ:SE)（年齢ステージ質問紙法）の
妥当性検討を行うなかで、この母親に対する質問紙法は、訓練を受けた観察者による情緒
応答性スケール(EAS)を用いた乳幼児の応答性と関わりの評価を予測しなかった。しかしな
がら、EASにもとづく観察者による乳幼児の評価結果は、母親の精神病理と感受性とに非
常に関連していた。そこで、我々は臨床上うつ病と診断された母親とうつ病ではない母親
とを比較した。うつ病の母親による乳児の機能不全についての報告は、乳児がどのくらい

母親と実際に相互作用しあっているかとは関連していないことがわかった。むしろ、母親
による ASQ:SEにもとづく評価は、母親の方が乳児にどう反応しているかに関連してい
た。ASQ:SEとうつ病の母親の行動との関連性は、乳幼児の応答性と関わり合いについて
の要因を統制した後もあてはまっていた。うつ病ではない母親にとっては ASQ:SEは潜在
的な乳幼児の精神病理の有用な予測因子にはならないという結論に達した。うつ病の母親

の場合は、ASQ:SEが潜在的な問題の予測因子となったが、乳幼児の社会的および情緒的
問題自体との関連よりも、乳幼児に対する最適とはいえない母親の行動の方により関連性
があった。結果を臨床評価や診断手段とからめて考察する。 

78 祝福できない状況で：産後うつ病－頻度は高いが見過ごされている障害祝福できない状況で：産後うつ病－頻度は高いが見過ごされている障害祝福できない状況で：産後うつ病－頻度は高いが見過ごされている障害祝福できない状況で：産後うつ病－頻度は高いが見過ごされている障害 
Barbara Kalckreuth, Wolfgang Kalckreuth, Christiane Wiesler (Germany) 

私達の赤ちゃんクリニックでは、泣き、睡眠、哺育障害、分離不安、反抗的行動、発達遅
滞で、0～3歳の赤ちゃんや子どもを診察している。2003年から 2007年までに 177人の親

とその子ども達が受診した。産後うつ病（PPD）は 43人（24%）に見られたが、母親が 40

人と父親が 3人（40／3）だった。そのうち、25人の親（58%、23/2）は赤ちゃんの問題
で、18人の親（42%、17/1）は自分自身のことで訪れたか、あるいは、抑うつ、強迫思考
または重篤な睡眠障害のため紹介されていた。親 43人中、38人（88%、37/1）が抗うつ剤
（主に SSRI）と心理療法と家事援助で構成される産後うつ病のための併用療法を受けてい

た。22人の親（51%、22/0）は、妊娠や出産の前に、うつ病、摂食障害、不安、強迫障害
等の精神疾患や、精神病、境界パーソナリティーを患っていた。34人の親（79%、33/1）
が、両親またはパートナーとの葛藤が負担となる関係、近しい人との死別を報告してい
た。母子保健の専門家であっても、母親の症状を正常とみなしたり、うつ病と特定せずに
診断することがよくある。しかし、赤ちゃんの徴候によっては、親の精神症状の判定を急
がなければならない。うつ状態の親が及ぼす子どもの発育、パートナーシップ、家庭への

衝撃を考えると、健康に関する専門家たちは親の精神症状と既往歴を完全に把握するよう
にしなければならない。併用治療により迅速かつ持続的な改善が見られた。 

79 350例の乳幼児症例が教えてくれること例の乳幼児症例が教えてくれること例の乳幼児症例が教えてくれること例の乳幼児症例が教えてくれること        臨床評価、親・乳幼児の関係、および臨床評価、親・乳幼児の関係、および臨床評価、親・乳幼児の関係、および臨床評価、親・乳幼児の関係、および DC0～～～～3



診断分類診断分類診断分類診断分類 
Martin Maldonado-Duran, Charles Millhuff, Pamelyn Macdonald (United States) 

本発表では、乳幼児と家族 350症例を臨床評価した結果について検討する。乳幼児と養育
者の評価は、乳幼児精神保健診察室の外来で行ったものである。家庭ごとに乳幼児の症状
についての調査記録を記入してもらったが、この調査票には 11の「症状領域」が含まれて

いた（過度に泣く、摂食および睡眠障害、感覚統合、運動制御問題。さらには、抑うつ、
怒りの抑制、不安、コミュニケーションや関係性の問題といった情緒的症状、ならびに性
差固有の行動による症状）。これらの領域のそれぞれでペアレンティングの問題が指摘さ
れた。また、DC0－3の多軸診断分類システムによる診断を乳幼児に行った。人口統計学的
情報、ストレス要因の数と種類、親の精神病理について、子どもごとに評価を行った。統
計学的手法によって、診断カテゴリーを障害が顕在化した「症候群」と突き合わせる。そ

の結果、外傷後障害、不安障害、マルチシステム発達障害、適応障害、統制障害（タイプⅠ, 
過敏；タイプⅢ, 運動の不調和・衝動性）といった診断カテゴリーの妥当性が示唆される。
紹介された母集団の中でもっともよく遭遇した診断カテゴリー、ならびに、診断カテゴリ
ーと養育方法、親の精神病理、社会経済学的データおよび親の精神病理との関連について
のデータが呈示される。 

80 ADBB スケールについて：新たな応用に関する最新情報スケールについて：新たな応用に関する最新情報スケールについて：新たな応用に関する最新情報スケールについて：新たな応用に関する最新情報 
Antoine Guedeney (France) 

本ポスター発表では、8項目による観察スケール、Alarm Baby Distress スケール (ADBB, 

Guedeney, & Fermanian , 2001) 、そして最近の臨床および研究への応用の数種類について新
たに検証したのでそのいくつかを報告する。尚、展示するのは縮約版であり(Matthey, 

Crnic, & Guedeney, 2005)、スケールは、英語と日本語の双方で提示する。 

81 子どものうつ病および自殺念慮の指標としての描画について子どものうつ病および自殺念慮の指標としての描画について子どものうつ病および自殺念慮の指標としての描画について子どものうつ病および自殺念慮の指標としての描画について 
Heikki Juhani Merimaa (Finland) 

本研究は、人物画(HFD)にどのような特徴があるとうつ病や自殺傾向を表しているのかを
評定すること。さらに、その評定方法を見つけて、幼児のうつ病や自殺傾向を評価する診
断方法として使用できるようにすることを目的とする。HFDは、決まった大きさの 2枚の
何も描かれていない紙を子どもたちに渡し、自分と同じ性別の人物と反対の性別の人物と
を描かせるという簡単な投影法である。描かれた描画は、臨床家により評定され、描画全

体の印象、体の一部につけられた切り傷、目や耳の奇異な点など、うつ病や自殺傾向を表
す特徴があるかどうかをみる。その結果を、子どもの精神医学上の評価後に示された臨床
診断と比較する。本研究の対象者は、うつ病や自殺傾向のために 2007年 11月から 2008年
5月まで入院する子どもたちである（見込数 40人。男子 25人、女子 15人）。年齢層は、3

歳から 14歳である。自殺願望のある幼児の描画にもうつ病の幼児の描画にも、同じ HFD

の特徴が見られると予想される。この方法を年齢層の異なるグループに適用することにつ

いて、議論したい。 

82 乳幼児表情写真による情緒読み取りと防衛スタイルとの関係の基礎研究：日本版乳幼児表情写真による情緒読み取りと防衛スタイルとの関係の基礎研究：日本版乳幼児表情写真による情緒読み取りと防衛スタイルとの関係の基礎研究：日本版乳幼児表情写真による情緒読み取りと防衛スタイルとの関係の基礎研究：日本版 IFEEL     
Picturesとととと The Defense Style Questionnaire日本語版日本語版日本語版日本語版(DSQ42)を用いてを用いてを用いてを用いて 



Atsuko Uchida, Yoko Hamada, Chiyo Chiba (Japan) 

情緒応答性は、対人関係の文脈や情緒読み取りの個人差の影響を受ける。我々は、その個
人差は防衛スタイルの違いによるものと考えた。本研究は、IFEEL Pictures反応における情
緒読み取りの特徴と、防衛スタイルの特徴との関係を検討し、防衛スタイルの特徴がどの
ように情緒の読み取りに反映されるのかについて明らかにすることを目的とする。我々は

未婚の女子大学生に対して調査を実施し、防衛スタイル毎に高得点群と低得点群に分け、
JIFPに対する反応のカテゴリー毎の回答頻度と比較した。そして「ユーモア」の防衛スタ
イルの高得点群は、低得点群よりも ttentive/Concentrated Statesの回答頻度が高い等、いく
つかの有意な結果が得られた。これらの結果を踏まえて、防衛スタイルと情緒読み取りの
関係について検討したところ、その人の防衛スタイルのいくつかの特徴が、乳幼児の表情
写真による情緒の読み取りの傾向に影響を与えている可能性が示唆された。今後さらに乳

幼児を持つ母親にも同様の調査を行い、育児支援の介入法の研究などへの応用も検討して
いきたい。 

83 治療のために紹介されてきた子どもたちの遊びについて：就学前の子どもたちが母親およ治療のために紹介されてきた子どもたちの遊びについて：就学前の子どもたちが母親およ治療のために紹介されてきた子どもたちの遊びについて：就学前の子どもたちが母親およ治療のために紹介されてきた子どもたちの遊びについて：就学前の子どもたちが母親およ
び父親との自由遊び場面で見せる、紹介例とそうでない子どもたちの遊びの特徴の比較び父親との自由遊び場面で見せる、紹介例とそうでない子どもたちの遊びの特徴の比較び父親との自由遊び場面で見せる、紹介例とそうでない子どもたちの遊びの特徴の比較び父親との自由遊び場面で見せる、紹介例とそうでない子どもたちの遊びの特徴の比較 
Judith Harel, Mor Shapira, Yochanan Eshel (Israel), Saralea Chazan (United States) 

遊びは、治療手段と同様に評価方法として広く用いられているが、子どもたちの遊びにつ

いての調査はまだ少なく、特に親との遊びに関する調査はほとんどなされていない。本研
究は、就学前児について、母子および父子に見られる自由遊び場面を、治療中のために紹
介されてきた子どもたちとそうでない子どもたちの間で比較したものである。合計 60人の
子どもとその親について研究し、そのうち 25人を紹介例の子ども、残りの 35人を対照と
して一般の子どもたちから抽出した。遊び行動の測定には、CPTI (子どもたちのプレイセ
ラピー評価法: Children's Play Therapy Instrument) を用い、その子どもたちの適応レベルの評

価には CBCL (子どもの行動チェックリスト: Children's Behavior Checklist) を用いた。その結
果、紹介例の子どもたちの場合、CPTIの評価が、CBCLの評価と負の相関関係にあった。
つまり、遊び行動の活動性が下降するにつれて、行動障害の評定のレベルが上昇した。ま
た、治療中の子どもたちには、一般の子どもたちより急激に感情状態が移行する場面が見
られ、退屈、嫉妬、悲しみ、好奇心の低下を表す傾向がみられた。さらに、治療中の子ど

もたちの場合、時間の経過とともに遊びを継続しようとする意欲が大きく下がり、その遊
びはまとまりがなくバラバラと途切れたものとなった。また、遊びの内容は、年齢不相応
なものであった。この臨床例で顕著であったのは、遊びで表された否定的な感情であり、
遊びの継続および内容に対する感情制御の重要性が浮き彫りとなった。 

84 小児における腹腔鏡下手術後の評価：小児における腹腔鏡下手術後の評価：小児における腹腔鏡下手術後の評価：小児における腹腔鏡下手術後の評価：QOL の改善と満足度に関しての改善と満足度に関しての改善と満足度に関しての改善と満足度に関して 
Atsuyuki Yamataka, Tadaharu Okazaki, Tsubasa Takahashi, Yoshifumi Kato, Geoffrey J. Lane, 
Kazuhiro Kaneyama (Japan) 

目的：腹腔鏡下手術を施行した高位鎖肛（ARM）、直腸Ｓ状結腸型ヒルシュスプルング病
（ＨＤ）、中枢神経障害に合併した胃食道逆流症（GER）、出生前診断小腸閉鎖症

（SBA）の４疾患において、術後の QOLの改善度と両親の満足度に関して検討を行った。



方法：対象は当科にて 1998年から 2006年に腹腔鏡下手術を施行した、ARM 24例、HD 22

例、GER 35例、SBA 10例の計 91例。術後当科外来にて定期的に経過観察し、評価は外来
通院時に一人の経験ある看護師によるインタビューにて行った。結果：91例全例におい

て、両親は腹部手術創に満足していた。ARM、HD症例では、術後排便機能は経時的に改
善した。QOLの改善とともに、ARMで 88%（21/24例）、HDで 82%（18/22例）の両親
で、術後の状態にきわめて満足していた。GERに対しては、Nissen噴門形成術を施行し
た。全例で術後早期に経鼻胃管が抜去可能で、両親の負担は軽減した。３例で GERの再発
を認めたが、発育障害が持続する１例を除く 35例中 34例で術前の状態に比し術後経過に
満足していた。SBA 10例は腹部に手術創の瘢痕はほぼ認められず、消化管機能に障害な

く、全例で術後経過に満足していた。結語：腹腔鏡下手術は、小児外科治療においても機
能的にも美容的にも優れ、高い満足度が得られることが示唆された。 

85 幼児の診断的評価におけるプレイ・ナラティブ幼児の診断的評価におけるプレイ・ナラティブ幼児の診断的評価におけるプレイ・ナラティブ幼児の診断的評価におけるプレイ・ナラティブ 
Tarja Sorvali, Reija Latva, Palvi Kaukonen, Raili Salmelin, Ilona Luoma (Finland) 

本研究の目的は, 幼児の診断的評価にプレイ・ナラティブ が何を加えることができるかを
検討することである。 方法：本研究のサンプルは 2000年から 2007年の間に Tampere大学

病院の児童精神医学部に委託されてきた３歳から６歳の児童である。(n=40～50)  子ども
の評価には家族観察と面接、Achenbachの子どもの行動チェックリスト(CBCL), 教師報告形
式 (Teacher’s Report Form =TRF)の質問紙とプレイ・ナラティブ(MacArthur Story Stem 

Battery：マッカーサー物語の茎バッテリー；MSSB)が含まれる。MSSBは手順が標準化さ
れており, ドラマチックな導入部から始まる物語を, 子どもがプレイ・ナラティブを通して
完成させるものである。MSSB プレイ・ナラティブはビデオ撮影され、Robinson と同僚達

による研究用コード化マニュアルの臨床版（2004）を使用してコード化された。結果：予
備的結果（n=23）は子どもたちのプレイ・ナラティブのテーマと診断カテゴリーの関連性
を示している。情緒障害と外傷後ストレス障害に苦しむ子どもたちの間では解離テーマが
よく見られた。4分の３の子どもたちが自分たちのナラティブの少なくとも半分で解離テ
ーマを示した。年齢と解離テーマの存在の間には有意な相関はみられなかった。結論：

MSSB プレイ・ナラティブは子どもが報告する貴重な情報と観察情報を提供し, 幼児の臨床
評価に使用することができる。 

86 自閉症スペクトラム障害自閉症スペクトラム障害自閉症スペクトラム障害自閉症スペクトラム障害 (ASD) における母子の情緒応答性における母子の情緒応答性における母子の情緒応答性における母子の情緒応答性 
Simona deFalco, Gianluca Esposito, Paola Venuti (Italy) 

本研究は、自閉症スペクトラム障害(ASD)における母子の情緒応答性を調査することを目
的としている。情緒応答性は関係性の構成概念のひとつで、理論的、経験的にアタッチメ
ントと関連するものであり、親子の相互交流の包括的な指標と考えられている。母親と

ASD児の情緒的な相互交流の質について調査された研究はほとんどないが、親子の相互交
流は標準的または特殊な発達の双方において子どもの成長にとって重要な枠組みであると
いう幅広い意見の一致があり、ASD児はそうではないとみなす理由はない。3歳から 6歳
(M VMA = 20.41ヵ月)の 10名の ASD児とその母親が本研究に参加した。ダウン症児(n=10)



と定型発達児(n=10)およびその母親を対象群とし、MLU と言語年齢を一致させた。それぞ
れの親子の 10分間の自由遊びを情緒応答性尺度 the Emotional Availability Scales (EAS, 

Biringen, Robinson, & Emde, 1998)を用いてコード化した。3つの群の母親の子どもへの情緒

応答性は同等であった。ASD児の群は母親への「反応」Responsiveと「関わり」Involving

が、両方の対象群と比較して有意に低かった。ASD群では母親の「非敵意」Nonhostilityと
子どもの言語レベルの二変量の相関は正の相関を示した。本研究の結果は、親と ASDの子
どもの関係を査定する際の情緒応答性尺度(EAS)の臨床的な有用性を明らかにするものであ
る。 

87 妊娠中のうつ病発見のためのスクリーニング検査法の比較研究妊娠中のうつ病発見のためのスクリーニング検査法の比較研究妊娠中のうつ病発見のためのスクリーニング検査法の比較研究妊娠中のうつ病発見のためのスクリーニング検査法の比較研究 
Linda Emilie Jensen, Glen A. Palmer, Tanya Rasher-Miller (United States), Camilo Charron 
(France) 

妊娠中(出産前)や出産後にしばしば診断される周産期のうつ病は深刻な精神疾患で、世界

中の出産女性の約 12～15％が影響を受けていると報告されている。周産期うつ病は母親の
健康とその子どもの心理的発達(社会性, 感情, 行動の健康)に重大な影響を与える。周産期
うつ病はしばしば未診断のまま進行するため、多くの女性は必要な治療を受けていない。
母親の精神的健康を評価するいくつかの調査道具が利用できるが、これらの道具を出産前
に用いる場合の正確さについての研究はほとんどない。また、出産前に正確にうつ病を同

定できる、容認できる予測妥当性をもつ測度はない。本研究では、産科専門クリニックに
委託された妊娠 7か月以降の女性について調査をした。DSM-Ⅳ-TRの大うつ病の基準を満
たした女性と、大うつ病ではない妊娠女性を次の一般的に使われる３つのうつ病スクリー
ニング検査法―Zung 自己評定うつ病尺度(SDS), エジンバラ産後うつ病尺度(EPDS)と疫学研
究センター・うつ病スクリーニング (CES-D) ―で比較した。DSM-Ⅳ-TRの大うつ病基準を
満たした女性は対照群に比べ、これらの３検査のすべてで高い得点を示した。しかし、こ

れら３つの検査で推奨されている最新のカットオフスコア(臨界得点)はうつ病女性を正確
に感知する的確な制度をもたないことがわかった。本研究の結果から, 現在のカットオフス
コアは出産前うつ病を同定するには控えめすぎることが示唆されている。妊娠中のうつ病
女性を正確に同定し, 治療するために、カットオフスコアをより低く設定することが必要で
あろう 

88 乳幼児を持つ母親の疲労自覚と夫の育児協力の関連乳幼児を持つ母親の疲労自覚と夫の育児協力の関連乳幼児を持つ母親の疲労自覚と夫の育児協力の関連乳幼児を持つ母親の疲労自覚と夫の育児協力の関連 
Chieko Tazaki, Kyoko Kubo, Saori Hoshino, Kaoru Sakanashi (Japan) 

この調査は、乳幼児をもつ母親を対象に、質問紙により対象者と家族の状況、育児の困難
さに関すること、疲労自覚症状を調査し、夫の育児協力と対象者の自覚疲労との関連につ
いて明らかにすることを目的に実施した。結果は、回収率 46.6%で、対象者の平均年齢は
31.9歳であった。「ご主人は育児にどれくらい協力してくれますか」と、夫の育児協力を
尋ねる質問に対して「非常によくしてくれる」「わりによくしてくれる」と回答したもの

が 109名、「どちらとも言えない」から「全くしてくれない」と回答した者が 30名であっ
た。両者の疲労自覚症状を比較すると、「ねむい」「頭がぼやける」「憂鬱な気分だ」の
項目について、協力してくれると回答した者の自覚症状が有意に少ない結果が得られた。



また、「頭が重い」「いらいらする」などの症状を自覚しているものは質問項目全般にわ
たって症状を有していることから、全身の疲労感を持っていることが予測される。夫の育
児協力の受け止め方は、対象者によって差があると思われるが夫から協力が得られている

と感じることで、疲労自覚症状は少ないと言える。夫婦が育児において、より協同の意識
を持っていることが母親の健康を良好に保つことに関連するものと考えられる。 

89 戦乱が子どもに及ぼす影響―東ﾃｨﾓｰﾙにおける戦乱孤児の調査―戦乱が子どもに及ぼす影響―東ﾃｨﾓｰﾙにおける戦乱孤児の調査―戦乱が子どもに及ぼす影響―東ﾃｨﾓｰﾙにおける戦乱孤児の調査―戦乱が子どもに及ぼす影響―東ﾃｨﾓｰﾙにおける戦乱孤児の調査― 
Kikuno Monju, Mikio Monju (Japan) 

戦乱が子どもに与える影響を検討するために、東ティモールで調査を行った。親を戦乱で
殺された経験を持つ 30名の孤児に対し、Baum Test と S-HTPを 2002年から毎年実施し
た。その結果、安心して暮らせる生活環境となったことにより対人関係が豊かになってく

るが、心的外傷（PTSD）には改善が見られず、内在化したままであることが明らかになっ
た戦乱が子どもに与える影響を検討するために、東ティモールで調査を行った。親を戦乱
で殺された経験を持つ 30名の孤児に対し、Baum Test と S-HTPを 2002年から毎年実施し
た。その結果、安心して暮らせる生活環境となったことにより対人関係が豊かになってく
るが、心的外傷（PTSD）には改善が見られず、内在化したままであることが明らかになっ

た。 

90 愛着形成不全の子どもへの心理臨床的援助（愛着形成不全の子どもへの心理臨床的援助（愛着形成不全の子どもへの心理臨床的援助（愛着形成不全の子どもへの心理臨床的援助（1）：児童福祉施設における現状と課題）：児童福祉施設における現状と課題）：児童福祉施設における現状と課題）：児童福祉施設における現状と課題 
Kyoko Minamiyama, Kikuyo Aoki, Eri Kimura, Reiko Baba, Susumu Hanta, Yoko Yomo, Takashi 
Masuzawa, Saori Ota (Japan) 

日本では、家庭で養育がなされない場合、養育は乳児院・児童養護施設を中心とした児童
福祉施設が担うことが多く、施設入所後は施設職員が愛着対象となる。本発表では、日本
における児童福祉施設を対象に調査を行なった子どもの愛着形成不全に関する現状と課題
を報告する。全国の児童福祉施設（乳児院・児童養護施設）に勤めるケアワーカー87名、
心理職員 49名を対象に、愛着形成不全の子どもの実態と臨床経験、愛着専門研修の参加経

験について尋ねた。その結果、ケアワーカー、心理職員ともに 70%以上の人が愛着形成不
全の子どもと関わりを持っており、愛着形成不全の問題をすでに認識していた。子どもの
愛着形成不全行動に関する 13項目について探索的因子分析（最尤法プロマックス回転）を
行い、「関係性への過剰な依存／無差別的社交性」「関係性の回避」「養育者への攻撃的
挑発的態度」の 3因子を抽出した。また、愛着専門研修のニーズがあるにもかかわらず、

参加したことがある人はケアワーカー、心理職員ともに 50％以下と少なかった。児童福祉
施設は、多分野の専門家が協力し合って、子どものケアと教育に携わることが必要な分野
である。愛着形成不全の子どもへの対応は特にその一貫性と恒常性が重要なことから、多
分野協働を視野に入れた専門研修が望まれ、研修の具体的な形態や内容について、今後検
討していく予定である。 

91 愛着形成不全の子どもへの心理臨床的援助（２）：問題となる行動と取り組みに関する日愛着形成不全の子どもへの心理臨床的援助（２）：問題となる行動と取り組みに関する日愛着形成不全の子どもへの心理臨床的援助（２）：問題となる行動と取り組みに関する日愛着形成不全の子どもへの心理臨床的援助（２）：問題となる行動と取り組みに関する日
本の現状と課題本の現状と課題本の現状と課題本の現状と課題 
Eri Kimura, Kikuyo Aoki, Kyoko Minamiyama, Reiko Baba, Susumu Hanta, Yoko Yomo, Takashi 
Masuzawa, Saori Ota (Japan) 



日本では、家庭で養育がなされない場合、２歳以下の子どもは乳児院、２歳以上の子ども
は児童養護施設が養育を担うことが多い。本発表では、愛着形成不全の子どもの行動とそ
の子どもに対する取り組みについて、乳児院と児童養護施設で比較検討を行う。そして、

年齢による子どもの行動と取り組みの内容の違いについて報告する。乳児院のケアワーカ
ー47名、児童養護施設のケアワーカー39名を対象に、愛着形成不全の子どもの実態と取り
組みについて質問紙調査を行なった。（１）で子どもの愛着形成不全行動に関する 13項目
から抽出された３因子について、乳児院と児童養護施設を被験者間因子とする多変量分散
分析を行った結果、多変量検定の結果が有意であった（WilksΛ＝.857，F(3,51)＝2.836，
p<.05）。そして、一変量検定の結果、「養育者への攻撃的挑発的態度」に有意差があり

（F(1,53)＝7.903，p<.01）、児童養護施設の子どもの方が乳児院の子どもよりも問題となる
行動が多くみられた。愛着形成不全の子どもに対する取り組みについて、乳児院と児童養
護施設の分類で χ2乗検定を行ったところ、有意差はなかった。つまり、取り組み自体に関
しては、乳児院と児童養護施設で違いがみられなかった。児童養護施設においては、攻撃
的挑発的態度の理解と対応を、愛着の枠組みから捉えることが、愛着形成促進につながる

のではないかと考えられる。 

92 アタッチメントの投影的測定方法開発に関する基礎的研究：アタッチメントの投影的測定方法開発に関する基礎的研究：アタッチメントの投影的測定方法開発に関する基礎的研究：アタッチメントの投影的測定方法開発に関する基礎的研究：AAI ならびに日本語版ならびに日本語版ならびに日本語版ならびに日本語版 ECR

との関連についての検討との関連についての検討との関連についての検討との関連についての検討 
Megumi Kitagawa, Hiromi Matsuura, Miyuki Kazui, Yuko Motoshima (Japan) 

本研究の目的は、アタッチメントの投影的測定方法開発に関する基礎的研究の一部とし
て、AAI ならびに成人愛着スタイル尺度（日本語版 ECR）との関連を検討することであ
る。アタッチメントを活性化するようなストレス場面であり、日本文化で起こりがちな 8

場面を刺激画（アタッチメント関連刺激画；PARS）として抽出し、A４用紙の上半分に刺
激画１場面を印刷し、下半分に、「絵の状況、登場人物の気持ち、お話の続き」を自由記
述できるスペースを用意した。大学生 104名（男性 28名、女性 76名）の PARSの結果か
ら、男性は女性より父子場面で強い葛藤を表現する反応が多く、男性では、伝統的性役割
観を背景とした、父親が子どもに関わることへの抵抗や戸惑いの影響があるのではないか

と考えられた。PARSと ECR両方に回答した大学生 71名（男性 19名、女性 52名）の結果
からは、PARSタイプ間で ECR得点に有意な差が見られなかった。親子関係を投影する
PARSと恋人との関係を問う ECRでは、アタッチメントの異なる側面を測定しているのか
もしれない。PARSへの協力者のうち 26名（男性 12名、女性 14名）が AAI に参加した。
AAI は分析途中であるが、AAI の Dsタイプには、PARSにおいて子どもの要求に大人が応
える、大人が子どもの気持ちを汲む、関係の中で収まるといった典型的な反応が少ないこ

とが伺えた。 

93 聖園乳児院でのあまえ子育て聖園乳児院でのあまえ子育て聖園乳児院でのあまえ子育て聖園乳児院でのあまえ子育て     
Kei Sawada, Kazuo Shingu, Kuriki Kazue, Kyoko Tanimoto, Noriko Dalrymple, Koju Uemura 
(Japan) 

あまえ子育ては、日本の伝統的な子育て文化である。出生直後から 2歳半まで預かってい
る聖園乳児園では、過去 5年間に 95人（うち 38名被虐待児）の乳児にあまえ子育てをし



てきた。乳児初期はまるで子宮内にいるかのような形で抱っこをし、話しかける時には、
eye to eye contact を伴った。その後は子どもの要求に応じて抱っこ、話しかけ、おんぶ、添
い寝、一緒に入浴、一緒に遊ぶ等のあまえ子育てをした。心地よい心の響き合いで、子ど

もは安定した愛着関係、心の安全基地、たくましく温かい心を作っていると思われる。退
園時には 4名の子どもに軽いトラウマ症状が残っていたが、他児は全員正常に育った。保
育士の支援で、あまえ上手になった子どもを母が受け入れることで母も子育てできるよう
になった。あまえ子育ては子どもの心を豊かにつくり、トラウマも癒す。母も子どもを受
入れることができるように成長する。 

94 小児神経性食欲不振症への育て直し療法（あまえ療法）の試み小児神経性食欲不振症への育て直し療法（あまえ療法）の試み小児神経性食欲不振症への育て直し療法（あまえ療法）の試み小児神経性食欲不振症への育て直し療法（あまえ療法）の試み 
Ichiro Fujita, Yoshiyasu Ogata, Yuhei Hamasaki, Noriko Dalrymple, Kei Sawada (Japan) 

日本では小児の摂食障害患者が徐々に増えており、その危険因子の 1つとして愛着障害が
示唆されている。私たちの患者の多くは乳幼児期に両親との情緒関係が希薄でした。そこ
で制限型の神経性食欲不振症患者に対して、親子の信頼と情緒の交流を育み直す「育て直
し療法」、つまり日本式の「あまえ療法」を試みた。あまえ療法は家族の治療であり、触
れ合い、抱っこして、遊び、添い寝をして母子の絆を深めるものです。症例は 10歳から

14歳で、女児 8名。初診時の肥満度は-18％から-35％。あまえ療法を行って 6名は明らか
に体重が増加したが、軽症で罹病期間の短いほど有効であった。家庭でのストレスから離
れるために 6名が入院した。体重が増加しなかった 2名は従来の行動療法と経管栄養を行
った。最も有効だった症例は、妹にあまえ負けると語った、家庭と学校でストレスのあっ
た 10歳女児である。入院することによって病的な家族システムから離れ、母親が患児の食
事、入浴、ベッド上で遊びの世話を毎日行った。患児は怒りや喜びなど自分自身の感情を

母親に対して表現するようになった。肥満度は初診時-18％から入院中に-30％まで減少し
たが、母子関係が親密となるとともに食欲が回復し、体重が増えて-5％にまで回復した。
私たちは、このようなあまえ療法が小児神経性食欲不振症に対する基本的で有効な治療法
だと考えます。 

95 乳幼児期における原初的身振りの発達的意味乳幼児期における原初的身振りの発達的意味乳幼児期における原初的身振りの発達的意味乳幼児期における原初的身振りの発達的意味 
Ryuji Kobayashi (Japan) 

これまで発達障碍にみられるコミュニケーションの問題は、基本的に子ども自身の個体能
力面の障碍として捉えられ、援助方法もいかにして子ども自身のコミュニケーション能力
の獲得を目指すか、という視点から捉えられてきた。通常、コミュニケーションは言語的
コミュニケーションと非言語的コミュニケーションに二分され、その媒体として話しこと
ばと身振りが機能している。これまでコミュニケーションの援助の方策として、話しこと
ばや身振りを子どもに身につけるために種々の方法が開発されてきた。そこではこれらの

コミュニケーションの媒体が子どもと養育者を初めとする他者との対人交流の蓄積の中で
いかにして獲得されていくか、その発達過程についてほとんど検討されてこなかった。 
本稿の目的は、発達障碍の子どもに現れた原初的身振りの意味の検討である。対象は、母
子間の愛着形成に深刻な問題を持ち高機能広汎性発達障碍のリスクをもつ１歳男児とその



養育者である。われわれはその事例を母子間の関係障碍としてとらえ、関係発達支援の立
場から臨床的関与を持った。その支援過程で、子どもと養育者の関わり合いの中におい
て、子どもの側に身振りの原初のかたちとおぼしきものが現れてきた経緯を報告し、その

発達的意味について検討する。 

96 周産期からの虐待予防＝保健師、病院スタッフによる家庭への介入＝周産期からの虐待予防＝保健師、病院スタッフによる家庭への介入＝周産期からの虐待予防＝保健師、病院スタッフによる家庭への介入＝周産期からの虐待予防＝保健師、病院スタッフによる家庭への介入＝ 
Kazue Kuriki, Kyoko Tanimoto, Kazuo Shingu, Tomo Sawada, Noriko Dalrymple, Kei Sawada 
(Japan) 

＜はじめに＞乳児園では 2歳半以下の子どもを預かっている。入園した時点で、被虐待で
トラウマを持ち、抱っこ・おんぶ・添い寝・一緒に入浴・一緒に遊ぶことを主としたあま
え療法を行い、9～20歳になった子ども 56名に対して現在の様子を調べた。＜結果＞入所
時トラウマ症状のあった子どもも、退園時にはほとんどの子どもの症状は消失したが、激
しい虐待を受けて 1歳過ぎて入園した 5名は症状が軽く残っていた。乳児園卒園後の養育

場所は自宅 10、里親 2、養護施設 22、自宅・施設と数回変遷 23だった。問題行動（非
行、家庭内暴力等）ありは自宅 2（20%）、里親 0、施設 2(10%)、変遷 12(52%)だった。卒
園時、トラウマ症状残存の有無に関わらず、問題行動なしの子どもには全員、家庭・施設
内外のどこかに安定してあまえを受容してくれる養育者がいた。問題行動ありの子どもに
は全員、あまえを受容してくれる養育者がどこにもいなかった。＜まとめ＞乳児期にトラ

ウマを受けた子どもの健全な養育のためには、乳幼児期にあまえ療法を行い、卒園後も家
庭・施設内外のどこかに安定してあまえを受容してくれる養育者の存在が大切である。 

97 排泄の問題をもつ児童における母子関係―症例研究排泄の問題をもつ児童における母子関係―症例研究排泄の問題をもつ児童における母子関係―症例研究排泄の問題をもつ児童における母子関係―症例研究 
Anneke Rachmat, Ika Widyawati, Adeline Saulinggi (Indonesia) 

性的精神発達理論によると、よちよち歩きの幼児は肛門期に入る。この時期の子どもは括
約筋や筋肉コントロールを発達させ、大便の保持と排泄によって「保持する」と「出す」
という社会的様式を練習する。大便は、子どもが保持と放出をコントロールできる唯一の

成果であるので、子どもにとって価値のあるものとなる。母子関係の質は肛門期の通過に
大きな影響を与える。不安で非共感的な母親が排便のプロセスを厳しく強硬な態度で支配
すると、肛門期を通して葛藤が起こりうる。母と子の関係は病的なものとなり、子どもは
この発達段階に固着する。この症例報告では、我々は排便の問題をもつ児童の症例を紹介
する。方法： 19ヶ月前より排便障害のある月齢 37ヶ月の男子患者。不安な母親とその

子の関係に関して, 患者の発育暦及び病歴を個人面接と観察により評価した。結果と考察： 
最初に我々は母子関係の質を改善する。我々は子どもには抗うつ剤を投与し, 行動療法を行
い、母親には心理教育と薬物療法を行う。 

98 あまえ療法・箱庭療法が著効を示した急性ストレス障害のあまえ療法・箱庭療法が著効を示した急性ストレス障害のあまえ療法・箱庭療法が著効を示した急性ストレス障害のあまえ療法・箱庭療法が著効を示した急性ストレス障害の 6歳女児例歳女児例歳女児例歳女児例 
Yuka Okamoto, Kei Sawada, Noriko Dalrymple, Tomo Sawada (Japan) 

一緒に遊んでいた 4歳妹Ｂがアパート 6階の廊下から女児Ａの前に転落し、死亡した。そ
の後Ａは激しく母を拒否、暴言、暴力が出現した。母も 1日中涙となり、不眠となり、大

きな音、救急車のサイレンを聞いた時、心悸亢進、息苦しさを感じた。1ヵ月後母子とも
症状は進行して来所した。母とＡと平行治療を行った。母はＡに対する心配を主に、事故



の恐怖、Bをなくした悲しみや、思い出を話した。Ａには女性治療者 Tがあまえ療法と
sand playを織り交ぜて治療した。Ａは最初死をテーマにした sand playをしたが、徐々に明
るい sand playへと変わっていった。同時に sand play前後Ｔに対して、手をつなぐ、足にし

がみつく、抱っこ、おんぶと激しくあまえた。sand play中もＴに対してしつこく話しかけ
た。母に徐々にあまえだし、母も徐々に受容できるようになった。同時に母は自分のトラ
ウマについて素直に話せるようになった。面接 4回目の 5週間後Ａの症状はすっかりなく
なり、母にも激しくあまえるようになった。母もトラウマ症状が殆どなくなりＡを抵抗な
く受容できるようになった。 

99 妊娠期の母親の子ども表象と生後妊娠期の母親の子ども表象と生後妊娠期の母親の子ども表象と生後妊娠期の母親の子ども表象と生後 18ヶ月の子どものアタッチメント安定性：日本におけるヶ月の子どものアタッチメント安定性：日本におけるヶ月の子どものアタッチメント安定性：日本におけるヶ月の子どものアタッチメント安定性：日本における
短期縦断研究短期縦断研究短期縦断研究短期縦断研究 
Yuko Motoshima, Megumi Kitagawa, Toshihiko Endo (Japan) 

本研究は、妊娠期における母親の子どもに関する表象と生後 18ヶ月における子どものアタ
ッチメント安定性との関連性を検討した縦断的研究である。協力者は、日本人の妊娠中の
母親 44人であった。母親の子どもに関する表象を測定するインタビューツールとして、
「Working Model of the Child Interview」を使用し、妊娠後期に母親にインタビューを実施し

た。そして、生後 18ヶ月に家庭訪問での子どもの行動観察に基づき、アタッチメント Q

ソート法（AQS）を用いて、子どものアタッチメント安定性の測定を行った。結果、妊娠
期において母親の子ども表象が安定型（描写が豊かで一貫しており、子どもへの情緒的関
与や受容が高い）であった母親の子どもは、非関与型（子どもからの心理的距離が強い）
や歪曲型（描写にまとまりがなく、不安や葛藤の感情が強い）であった母親の子どもより
も、生後 18ヶ月におけるアタッチメント安定性が有意に高かった。すでに米国の研究で

は、妊娠期の母親の子ども表象が後の子どものアタッチメントの質を予測し得ることが実
証的に明らかにされているが、本研究の結果より、日本人サンプルにおいても、妊娠期に
おける母親の子ども表象が後の子どものアタッチメント安定性を予測することが確かめら
れ、子どものアタッチメントの発達を規定する重要な要因の一つとして、妊娠期の母親の
子ども表象の重要性が示唆される。 

100 保育園での児童と母親の成長を援助保育園での児童と母親の成長を援助保育園での児童と母親の成長を援助保育園での児童と母親の成長を援助 
Yuko Yamaoki, Tomo Sawada, Noriko Dalrymple, Kei Sawada (Japan) 

少子化や核家族化が進み子育てを見て育てること、また近隣との支え合いや人間関係の希
薄さが社会の環境の変化をもたらし、個々、孤立と言うように子育てをしんどくしている
状況から、長時間保育も増え子ども達もまた、ちょっと頑張らなければならない状況とな
っている。 そこで、私たちの園では、「地域・社会の中で愛し愛され育つ」を園目標に
子も親も保育士も共に育て育ち合える環境作りを行っている。子育てを一人で頑張らない

をスローガンに地域に向け、広報誌を発刊し地域ぐるみの助け合いを行う。 園での取り
組みの 1つとして、登園して来ると親子で部屋に入り荷物を一緒に出す。そこで親も子も
他児、他の親とのやり取り等が始まり、保育士もまたその中に自然な形で入って行く。ま
た、年間の行事を通して子育ての仲間作りをする。誰もが主人公になり、皆が協力して一



つ一つの行事を行う形を取ることで、卒園しても連絡を取り合い子育て共育ちをしている
話を聞く。しかしながら、年々育児不安・親都合の子育て・世代間伝達等状況は増して行
く。中には、ＤＶ・虐待と言うように深刻な問題を抱えた親子もいて、他機関との連絡を

図る。私たちの出来ることは、親子に寄り添い家庭的な雰囲気の中で、温かく心を受け止
めて行く。これからの長い道のりの中で、温かい仲間に囲まれここで育った楽しい原風景
作ること、この原風景をもとに、子どもがかわいいと思える気持ちの芽生えを育てる。親
が主体的に子育てが出来る力をつけてあげられるこれこそが、支援ではないだろうか。卒
園してもいつでも帰ってこられる行事を取り入れながら、心安らげるほっとできる園であ
りたい。 

101 保育園での親子介入＝登園・降園時の母親への声かけ・雑談が母親の心を開く＝保育園で保育園での親子介入＝登園・降園時の母親への声かけ・雑談が母親の心を開く＝保育園で保育園での親子介入＝登園・降園時の母親への声かけ・雑談が母親の心を開く＝保育園で保育園での親子介入＝登園・降園時の母親への声かけ・雑談が母親の心を開く＝保育園で
の親子介入＝登園・降園時の母親への声かけ・雑談が母親の心を開く＝の親子介入＝登園・降園時の母親への声かけ・雑談が母親の心を開く＝の親子介入＝登園・降園時の母親への声かけ・雑談が母親の心を開く＝の親子介入＝登園・降園時の母親への声かけ・雑談が母親の心を開く＝ 
Tomiko Maeno, Tomo Sawada, Noriko Dalrymple, Kei Sawada (Japan) 

最近の保育園の役割は、子ども個人の発達のみに目を向けるのではなく、保育園を開放
し、親（以下母親と記す）子が信頼と安らぎ・安心を持てる場所になり、園で母親が仲間
作りができ、皆で協力し合って、楽しく子育てができるようにすることである。 

102 わが国の乳幼児健診のあり方わが国の乳幼児健診のあり方わが国の乳幼児健診のあり方わが国の乳幼児健診のあり方 
Chigusa Masumura, Sachiko Saito, Akira Takano (Japan) 

日本では、乳幼児健診は１９６５年（昭和４０年）制定の母子保健法等の法律に基づいて
実施されてきた。主な健診は、乳児健診、１歳６か月児健診、３歳児健診である。健診の
目的は、当初は、身体発育・発達の診査、異常や疾病の早期発見であったが、子育て支
援、児童虐待の予防、発達障害の発見などが重要視されるようになってきた。私は、厚生
労働省の研究グループで、新しい時代の乳幼児健診のあり方を検討している。乳幼児のメ

ンタルヘルスのための公的な健診の役割は非常に重要であり、乳幼児の健診システムを再
構築しなければならない。乳幼児健診の時期・回数・健診の実施方法はいかにあるべきで
あろうか。多数回の多角的な健診が、様々な設定で実施され、すべての乳幼児を可能な限
りより健康にする対策を考えたい。厚労省の研究班で検討した内容は以下のとおりであ
る。１）乳児期早期からの対応（全数把握の方法、未受診者対策、虐待防止・育児不安・

子育て支援対策）、２）親と子のこころの健康問題への対応（親子関係や育児不安への対
応）、３）「軽度発達障害児」の早期発見と適切な対応・支援（５歳児健診と発達障害児
へのケア、適切な療育・支援体制）、４）健診体制のあり方の検討（未受診者対策、専門
職の確保、市町村合併と乳幼児健診体制、コスト・パフォーマンス）、５）サービスの向
上（健診における教育・指導の充実、医療機関における健診の充実、土・日曜日健診の実
施、受益者満足度調査の定期的実施）、６）授乳・離乳・食育に関するアドバイス、７）

事後措置（健診後支援体制）の充実、８）他の母子保健事業、福祉、教育等関連機関との
連携の強化。 

103 亡命および移住の状況下の親と乳幼児の心理療法：治療同盟の構築方法亡命および移住の状況下の親と乳幼児の心理療法：治療同盟の構築方法亡命および移住の状況下の親と乳幼児の心理療法：治療同盟の構築方法亡命および移住の状況下の親と乳幼児の心理療法：治療同盟の構築方法 
Taieb Ferradji, Marie Rose Moro (France) 

移住者の親とその赤ちゃんとの治療同盟はどのように構築すべきか？本発表では治療同盟



を構築するための異文化間アプローチを評価する。精神分析学と文化人類学との関連付け
から形成した技法により、ある文化から別の文化圏へ移動した家族または親／子グループ
の状況を理解し対処することに取り組んだ。文化的神話やタブーの重要性、子どもの発達

やニーズと機能不全の発現との関係をどのように理解するかについて検討する。特に、移
住という状況での周産期の治療コンサルテーションについて分析する。この時期は子ども
にとっても家族にとっても特にむずかしいときである。この期間は文化的神話や家族神話
が重要性を帯びるが、「新しい」文化の要求により、これらの神話は否認、または放棄さ
れることがある。しかし、親の心の中には、それらの神話は無意識であるにせよ鮮明に存
在している。文化を越えた原則を相補性（臨床的な発現を人類学的に理解することの重要

性）として使用すること、また、グループコンサルテーションの治療モデルを示す。この
ような診察での問題は多数ある。妊娠中の問題、乳幼児の哺乳における問題、丈夫に育た
ないこと、赤ちゃんの過敏性。具体的な治療同盟の構築が、この種の臨床作業の有効性を
示す中心的パラメーターである。患者が抱くこの同盟の表象について、こうした状況の中
で行った研究のデータを検討する。 

104 生後生後生後生後 1年目の乳児における他者の行為の理解の発達年目の乳児における他者の行為の理解の発達年目の乳児における他者の行為の理解の発達年目の乳児における他者の行為の理解の発達 
Annette M. Klein, Claudia Beckert-Zieglschmid (Germany) 

人生の最初の 1年は、赤ちゃんは自分の周囲で行動する人々を観察しながら多くの時間を
過ごす。そうしながら、赤ちゃんは行動について多くのことを学び、人々が何をしようと
しているかを学習する。こうした情報はその後の赤ちゃん自身の行動に利用されているの
かもしれない。本研究の目的は、周囲の人々が対象にかかわって行動しているところを月
齢 6ヵ月および 8ヵ月の乳児が観察する際に、何を理解しているかを調査することであっ

た。特に興味があるのは、特定の行動とそれが導き出す特有の結果との関係を月齢 6ヵ月
および 8ヵ月の乳児が理解しているかどうか、また、観察した関係を乳児が自分の行動制
御に利用しているかどうか、そして、どの段階（何歳）で利用しているか、であった。こ
の月齢群に適切な異なる種類のパラダイムを使った。1つはルッキングパラダイム（研究
1）で、もう 1つはリーチングパラダイム（研究 2）である。研究 1の結果、月齢 6ヵ月お

よび 8ヵ月の乳児はいずれも、観察に慣れた段階で 2つの特有な行動とそれぞれの結果と
を関連づけることができ、テスト段階では対人関係における行動と結果の関連の変化も発
見できることがわかった。研究 2の結果からは、月齢 6ヵ月の乳児は観察した行動－結果
の関係を自分自身の行為に利用することはできないが、月齢 9ヵ月の乳児にはできること
がわかった。まとめると、月齢 6ヵ月の乳児は周囲の行動とその結果に注目し始める。月
齢 6から 9ヵ月の時期は、乳児の行動理解力と乳児自身のパーフォーマンスが非常に向上

するときである。 

105 ベビーサインプログラム：異文化間の異なる養育環境での応用ベビーサインプログラム：異文化間の異なる養育環境での応用ベビーサインプログラム：異文化間の異なる養育環境での応用ベビーサインプログラム：異文化間の異なる養育環境での応用 
Chamarrita Farkas (Chile), Claire DeAnne Vallotton (United States) 

Baby Signs Programは、言語能力習得前の子どもと養育者（両親、教育者）とのコミュニケ
ーションを促進するために象徴的ジェスチャーを体系的に使用するものであり、言葉によ



るコミュニケーションができるまでの代替となるコミュニケーション形態を乳幼児に提供
する。20年間にわたり通常の聴力がある子ども達を対象に開発され実施されてきた。この
プログラムが及ぼす養育者・子ども関係へのメリット、子どもの認知発達、言語的発達、

社会情緒的発達へのメリットが、いくつかの研究で示されてきた。このプログラムは米国
で始まり、多くの国々に普及し、親・乳幼児の二者関係または養育環境とともに、社会的
リスクが高い家庭を含む社会経済的レベルの異なる家庭を対象に利用されてきた。米国と
チリ両国からの研究により、環境や文化の違いを考慮した本プログラムの適応と、子ども
と養育者へのメリットについて興味深い結果を提示する。ワークショップでは、養育環境
での Baby Signs Programの適用に焦点をあてる。調査項目には両国からの発表が含まれる

が、（a）養育環境の文化的背景、（b）文化的背景に影響されやすい介入をどのように実
施したか、（c）教室で子ども達と養育者がベビーサインプログラムをどのように使用した
か、（d）子ども、養育者、養育者－子ども関係へのメリットについてまとめて発表する。
ワークショップ参加者との討議では、プログラムの応用、文化的および社会的側面、プラ
グラムのメリットに含まれる意味に焦点をあてる。参加者に提供されるリソースホルダー

には、関連研究の印刷資料、ベビーサインプログラムの教え方のヒント、子育てにおける
本プログラムの使用原則、さらなるリソースのリストが含まれる。 

106 虐待傾向は、養育者の怒りの特性とボンディングのどちらにより関連が深いのか虐待傾向は、養育者の怒りの特性とボンディングのどちらにより関連が深いのか虐待傾向は、養育者の怒りの特性とボンディングのどちらにより関連が深いのか虐待傾向は、養育者の怒りの特性とボンディングのどちらにより関連が深いのか 
Saeko Sakai (Japan) 

養育における虐待傾向は、養育者の怒りの表出や特性あるいは、養育者ー子関係における
ボンディングのどちらとより関連が強いかを検討することを目的に調査研究を行った。１
歳６ヶ月の子どもを持つ養育者を対象に、虐待傾向を測定する尺度、怒り特性および怒り

表出、ボンディング、自尊感情を測定する尺度を用いた自記式質問紙調査を行った。955

名の有効回答をもとに分析を行った。因子分析により虐待傾向は、体罰叱責傾向および認
知の問題の２因子が抽出された。重回帰分析の結果、怒り特性とボンディングともに虐待
傾向の 2下位因子と有意な関連を示したものの、自尊感情尺度は認知的側面のみで有意な
関連を示した。虐待傾向のある養育者の情報処理過程における否定的な認知は指摘される

ことであり、これが自尊感情と関連している事は知られている。本調査結果からもこの点
は指摘され、認知的側面にアプローチする際には養育者の自己価値を高められるようなサ
ポートが必要といえる。一方、体罰叱責傾向に関しては、表出ではなく特性としての怒り
に注目すべきことが示唆された。支援のあり方についての議論を展開する予定である。 

107 緩和ケアを受けている子どもの兄弟と親に対するケアのニーズへの対応：後方視的検討緩和ケアを受けている子どもの兄弟と親に対するケアのニーズへの対応：後方視的検討緩和ケアを受けている子どもの兄弟と親に対するケアのニーズへの対応：後方視的検討緩和ケアを受けている子どもの兄弟と親に対するケアのニーズへの対応：後方視的検討 
Lynette Barbara Joubert, Frances Salo, Jinsu Lee (Australia) 

乳幼児の死は、親や同胞の発達段階といった家族全体のシステムに多大な影響を与える。

それにも拘らず同胞や親のニーズはしばしば無視されてしまう。これは緩和ケアの専門家
が、死に瀕している子どもに対応するだけでなく、その家族の必要としている感情面への
対応も、限られた時間の中で（緩和ケアの提供する範囲内で）求められる機会が大いに増
えているということである。この研究調査の目的は、オーストラリアのメルボルンにて専



門家による緩和ケアサービスを受けた乳幼児の親、同胞、その他の家族のメンバーのニー
ズについて後方視的に検討することであった。方法：A retrospective data-mining 

methodology (Epstein 2004)を使い、メルボルンで緩和ケアサービスを受けた乳幼児とその家

族のファイルをサンプル連続抽出し調査した(N=50）。親と同胞から示されたニーズ、緩和
ケアチームメンバーの対応と家族とのフォローアップに関して分析検討された。結果は精
神力動的、および家族全体の視点から、主題的および量的に解析した。乳幼児の緩和ケア
における、家族全体を見据えて行う必要性と親・家族全体と同胞の心理発達段階ヘのケア
のプロセスを含む必要性について考察する。緩和ケアチームの対応の骨子を示す。 

108 日本の家族に遊びと仲間作りを蘇らせる日本の家族に遊びと仲間作りを蘇らせる日本の家族に遊びと仲間作りを蘇らせる日本の家族に遊びと仲間作りを蘇らせる 
Takashi Hayakawa, Hisako Watanabe (Japan) 

近年の乳幼児研究は、人生早期の遊びと楽しいやりとりの大切さを明らかにしている
（Trevarthen,C. ,Call, C.）。今日、日本の子どもは、幼い頃から遊びや遊び心を味わう体験
を奪われている。親たち自身が遊ぶことが下手だからである。その背景には親たちが工業
化その他により、子ども集団の遊びの伝承を受けずに育ったことがある。伝統的な遊びが
廃れただけでなく、今や遊びは商業化した遊びに取って代わられた。世代間に受け継がれ

るはずの遊びと遊び心の欠如が、深刻な子どもの心の問題を生じさせている。早川は 1983

年に富山県八尾町に農家を購入し「イタズラ村」という子供の遊びのスペースを創りだし
た。さらに 2004年に、子どもが遊べる自然な環境作りを目的に「子ども遊ばせ隊」という
NPOを設立した。過去３年間に 44回キャンプを行い、171家族の 386人が参加した。その
うち 44名が乳児と未就学幼児であった。 このキャンプでは、くつろいだ楽しい雰囲気を
もりあげるスタッフに支えられ、親子がただ自由にこころゆくまで遊ぶ。その結果、親が

遊ぶ喜びに気づき、わが子と本気で遊びだした。このキャンプ参加者のうち ADHD、不登
校やその他と診断されていた子が 16名いたが、キャンプ後自信がつき明るくなった。自分
の親や友達とスリルに満ちた楽しい時間を過ごすことにより、自分はできるという自信
と、いい人生を送るぞという意欲が促されていったのである。 

109 母乳哺育と協力的な夫の存在が母子の結びつきを強める母乳哺育と協力的な夫の存在が母子の結びつきを強める母乳哺育と協力的な夫の存在が母子の結びつきを強める母乳哺育と協力的な夫の存在が母子の結びつきを強める 
Kazuo Sato, Etsuko Sakai, Norio Kubo (Japan) 

本研究は、母子の結びつきにおける母乳哺育の影響を実証することを目的とした。対象&

方法: 私たちの病院で 2004年から 2007年にかけて、出生体重 2500ｇ以上の健康な乳児を
出産した 869人の母親を対象に、郵送による質問紙調査を行った。質問紙では、乳児の性
別、単胎か双胎か、兄姉の有無、集団保育への参加、夫の協力の有無、哺育のタイプ（母
乳哺育・混合哺育・人工哺育のいずれか）といった項目で回答を求めた。母子の結びつき
は赤ちゃんへの質問票を用い測定した。母子の結びつきと質問項目の関係は、二変量解析

(Mann-Whitneyの U検定、Kruskal-Willis検定) と多変量解析（ロジスティック回帰分析）を
用い解析を行った。強い母子の結びつきは、単胎であること、兄姉の存在、集団保育への
参加、協力的な夫の存在、そして母乳哺育と関係があることが二変量解析により明らかに
なった。また多変量解析により、強い母子の結びつきと協力的な夫の存在、混合哺育、そ



して母乳哺育に関連があることが示された。本研究により、母乳哺育と協力的な夫の存在
が母子の結びつきを強めることが示された。 

110 調節障害と感覚の問題をもつ児童（調節障害と感覚の問題をもつ児童（調節障害と感覚の問題をもつ児童（調節障害と感覚の問題をもつ児童（RDSP）の親のためのサポートグループ）の親のためのサポートグループ）の親のためのサポートグループ）の親のためのサポートグループ 
Pratibha Nitin Reebye, Annie Wolverton, Nicole Bruce (Canada) 

我々は感覚処理の問題を伴う調節障害（RDSP）の子どもの親のサポートグループが, その
子どもたちの行動の変化や改善に有効かどうかを研究した。本研究の対象は、誕生から５
歳１１ヶ月までの RDSPと診断された児童である。我々は、「摂食、睡眠、あるいは行動
／感情調節能力の領域で, 両親や治療している精神医が報告する問題は減少する」という仮
説を立てた。RDSP親サポートグループに参加した親の子どもにみられる, 入会時の訴えの
頻度の減少を結果の測度とした。対象群は RDSPと診断されているが親がサポートグルー

プに参加しなかった児童である。症状の頻度と安定性によって測定した児童の最終的な診
断は変わらなかったが、グループに参加した親の満足感は増加した、という結果が得られ
た。 

111 0～～～～3歳児をもつ保護者のための育児情報の現状－東京都新宿区における調査結果歳児をもつ保護者のための育児情報の現状－東京都新宿区における調査結果歳児をもつ保護者のための育児情報の現状－東京都新宿区における調査結果歳児をもつ保護者のための育児情報の現状－東京都新宿区における調査結果 
Naoko Tomita (Japan) 

育児中である保護者の、育児支援情報の認知度を明らかにするため、東京都新宿区内２ヵ

所の施設に来所した保護者へ、質問紙調査を行った。対象は 0～3歳児を連れた保護者全員
であり、回答総数は 104であった（回答者の全員が母親）。質問紙の内容は、１．新宿区
在住で受けられる育児支援事業について、その事業を知っているか。知っている場合、ど
こからその情報を得たのか。２．普段の育児をする上で必要な知識（トイレトレーニング
等）については、どこから得ているのか。３．育児支援の情報は、自治体から得やすいと
思うか（自由記述）であった。その結果、１．個々の家庭状況を問わない画一的な支援に

ついて、多くの母親は区報、区職員、保健センター制作のパンフレット等から情報を得て
いた。中でも、法令で定められた予防接種や乳幼児健診は、案内が郵送されるため、認知
度も利用実績も高率であった。２．行政を情報源としていることは少なく、必要に応じて
様々なチャネルを使い分けていた。３．児童館などの施設に行けば情報を得ることが出来
るが、外に行かない限り情報を得られない。ということが明らかになった。安易に広報の

種類を増やすよりは、区報やホームページのあり方を再検討し、既存の資源を住民が身近
に利用できるよう、工夫する余地があることが示唆された。 

112 乳幼児期の子どもの病気に対する母親の対処行動乳幼児期の子どもの病気に対する母親の対処行動乳幼児期の子どもの病気に対する母親の対処行動乳幼児期の子どもの病気に対する母親の対処行動 
Izumi Takahashi, Hiroko Tanaka, Masako Yoneyama, Hideko Kitaoka, Junko Nonaka (Japan) 

研究目的は、乳幼児期の子どもの病気に対する母親の対処行動の実態を明らかにし、母親
に向けた子どもの病気に対する対処法の指導内容を検討することである。対象は、Y市在
住の乳幼児を持つ母親 84名である。自記式質問紙を用い郵送法により回収した。結果は、

１）母親の印象に残っていた病気は発熱が半数近くを占め、ほとんどが受診行動をとって
いた。2）受診行動のうち 4割の母親が時間外に受診をしていた。3）受診行動に至るまで
の母親の判断や対応は、すぐに受診したが 3割であり、その半数が発熱によるものであっ
た。4）年齢と病気に対する判断・対応や受診行動には関連はなかった。5）子どもの病気



で困ったことや不安であったことは、子どもが病気の時に受診するかどうかの判断と対
応、医療側の対応や体制、子どもを看病する家族の体制、相談する場がないなどであっ
た。核家族化、少子化が進む現代では、子どもの病気に対する不安感が強く特に発熱に対

しては敏感な状況が伺え、母親の不安を軽減し子どもを見る目を養う援助が必要であろ
う。 

113 授乳場面における母親の認識と母子相授乳場面における母親の認識と母子相授乳場面における母親の認識と母子相授乳場面における母親の認識と母子相互作用互作用互作用互作用 
Masami Usui, Mami Sonobe, Taiko Hirose, Aki Kawamura (Japan) 

【目的】本研究の目的は、産褥早期と１か月後の授乳場面における母親の児に対する認識
の変化と、1か月後の母子相互作用との関連を明らかにすることであった。【方法】2007

年 3～5月に東京都内の病院で出産した褥婦のうち産後の家庭訪問の協力が得られた 22名

を対象とした。授乳に関する質問紙を産後の入院中と産後１か月後の家庭訪問時に、授乳
場面の母子相互作用の観察を産後１か月後の家庭訪問時に実施した。授乳場面での母親の
児に対する認識には、お母さんと赤ちゃんの尺度 MABS（Mother and Baby Scales）
(Brazelton, 1995)の 21項目を、授乳場面の母子相互作用のアセスメントには NCAFS(Nursing 

Child Assessment Feeding Scale)(Barnard, 1994)を用いた。【結果】MABSの下位尺度「授乳

中の敏活さ」「授乳中の興奮性」は 1か月後に変化はみられなかったが、「授乳における
自信の不足」は有意に増加し(p=.012)、不安の増加が認められた。「授乳中の興奮性」と
「授乳における自信の不足」はそれぞれ産褥早期と 1か月後に有意な相関があり（p<.01,ｐ
<.01）、産褥早期に児の興奮性が高い、または授乳に対して不安を感じている者は 1か月
後にも同様の認識をしていた。また、1か月後の「授乳中の興奮性」と NCAFSの下位尺度
「社会―情緒的発達の促進」「認知発達の促進」「母親合計得点」とに有意に正の相関が

みられ(p<.05)、母親の児の興奮性に対する認識は母子相互作用の母親自身の関わり方と関
連していることが明らかになった。 

115 アイデンティテアイデンティテアイデンティテアイデンティティの変化への乳児の影響―バングラデシュ人と白人ィの変化への乳児の影響―バングラデシュ人と白人ィの変化への乳児の影響―バングラデシュ人と白人ィの変化への乳児の影響―バングラデシュ人と白人,アフリカ系黒人の母にアフリカ系黒人の母にアフリカ系黒人の母にアフリカ系黒人の母に
なるなるなるなる 
Cathy Urwin (Great Britain) 

母になることは、女性の自分が何者であるかという感覚に大きな変化を引き起こしうる。

さまざまな民族的, 文化的背景をもつ２０人の初産の母親に出産前と出産中, 出産後第１年
の終わりの体験についてのインタビューを行った。本ポスター発表では、この母親たちを
含む母性アイデンティティに関する研究の結果を紹介する。このうち 6組の母子に対して
は、Bick(1964)が開発した精神分析的乳幼児観察法を用いて、1年間週一回家での観察を行
った。それぞれの観察者は、友好的だが中立的なスタンスをとり、観察したことを直後に
記述した。毎週行われるスーパーバイザーも出席するセミナーで観察者の記述についての

話し合いが行われた。ここでは、文化の違いの意味を理解する際、記述の情緒的影響にと
くに注意が払われた。全体として, 本研究によって母親自身の母が提供するサポートの重要
性が確認された。親の子どもであるという状態から自分自身も母親になるという状態に移
行するのに必要な内面の再構築は, 乳児の要求と発達によって歩調を定められる。それがど



のようにして行われるのかを明らかにするのに、乳児観察はとりわけ効果を示す。ある文
化において伝統的に見られる拡大家族は実用的な援助だけでなく貴重な情緒的な援助を提
供することもできる。どの家族においても乳離れによって行われる分離の折衝と, 乳児が発

展させる愛着は, 母親の自分が母親であるという新たな自覚にとって不可欠なものであっ
た。 

116 早期の移行―幼稚園移行プログラムが子どもの行動に与える効果早期の移行―幼稚園移行プログラムが子どもの行動に与える効果早期の移行―幼稚園移行プログラムが子どもの行動に与える効果早期の移行―幼稚園移行プログラムが子どもの行動に与える効果 
Anna Kienig, Elwira Krynska (Poland) 

早期の移行過程には、家庭と幼稚園の両環境の協同が必要である。幼稚園環境での勉強や
社会的な目標は、家庭での目標とは異なっている。ポーランドの多くの幼稚園の教諭は、
早期移行プログラムを準備している。これらのプログラムには、子どもと親のための特別

な入園活動が含まれる。本研究の目的は、移行プログラムが幼稚園環境への移行期の子ど
もの社会的コンピテンスに及ぼす効果を検討することである。対象は 3歳児 34名である。
我々は、幼稚園環境に移行する過程にいる 2群の子どもたちの社会的コンピテンスのレベ
ルと子どもの行動を比較した。そのうちの 1群（10名）のみが、幼稚園集団に加わる以前
に特別移行プログラムに参加している。データには、子どもの観察から得られた結果（子

どもの活動と, 仲間や教諭との相互交流）と、親および幼稚園教諭との面接の結果が含まれ
る。子どもの社会的コンピテンスのレベルは、Schaeferと Aaronsonの幼児と小学生用教室
行動尺度(CBI)を用いて評価した。その結果から、子どもと家族がよりストレスを受けずに
幼稚園環境へ移行するためには、特別のプログラムを開発することが必要であることがわ
かった。 

117 移住について：アイデンティティ確立のリ移住について：アイデンティティ確立のリ移住について：アイデンティティ確立のリ移住について：アイデンティティ確立のリスクか？スクか？スクか？スクか？ 
Taieb Ferradji (France) 

社会文化的な変化と精神病理との間にはどのような関係性があるだろうか。異文化間にク
リニックを持つ発表者が、母親が抑うつを患った症例を通して、どこにいるよりも移住先
において、こうした病理がアイデンティティの確立や親子関係にどれだけ問題となるおそ
れがあるかについて説明する。 

118 日本・中国・アメリカ・スウェーデンを対象とした、保育における母性意識の国際比較日本・中国・アメリカ・スウェーデンを対象とした、保育における母性意識の国際比較日本・中国・アメリカ・スウェーデンを対象とした、保育における母性意識の国際比較日本・中国・アメリカ・スウェーデンを対象とした、保育における母性意識の国際比較 
Masako Saito, Toshiko Kaneda, Yoko Ito (Japan), Satomi Izumi Taylor (United States), Keiko 
Mizuno, Mariko Ichimi (Japan) 

日本では、1970年代以降、「３歳児神話」（３歳までは母親が子育てに専念しないと乳幼

児の発達に悪影響がでるという信念）が流布し、働きながら子育てをする母親たちに後ろ
めたさを感じさせてきた。しかし、1989年に合計特殊出生率が 1.57を記録し、子育て支援
の必要性が叫ばれはじめて以降は多くの子育て支援事業が展開されている。 戦後、公的な
基盤が整うに連れ、日本の集団保育は質的にも量的にも発展してきた。しかし、日本の乳
児集団保育の普及は、子育てにおける母性意識を変化させたのだろうか？ 私たちの共同研
究者が、1987年、2000年、2005年と行ってきた３歳未満児保育を担当する保育者たちへの

質問紙法による調査では、「３歳児神話」を中心とした母性意識はほとんど変化がなかっ
た。 そこで、2007年には、日本、アメリカ、中国、スウェーデンの保育者や、日本、中



国、スウェーデンの乳幼児の両親を対象として育児における母性を問う意識調査を実施し
た。 その結果、育児における母性意識を構成する要因は、各国において違いがあることが
わかった。各国において、乳幼児を対象とした家庭育児や、地域・家庭の育児支援システ

ムはそれぞれ大きく違っている。特に、調査結果は、血縁に対する意識やジェンダー意
識、0歳児集団保育の有無などに影響されていると考えられる。 

119 全ての子どもは学ぶことができる全ての子どもは学ぶことができる全ての子どもは学ぶことができる全ての子どもは学ぶことができる 
Katrin Stroh, Thelma Robinson (United Kingdom) 
Abstract unavailable 

120 韓国における臨床的観察に基づく就学前児の気質と感情制御の機能不全韓国における臨床的観察に基づく就学前児の気質と感情制御の機能不全韓国における臨床的観察に基づく就学前児の気質と感情制御の機能不全韓国における臨床的観察に基づく就学前児の気質と感情制御の機能不全 
Jinah Park, Kyung-Sook Lee, Yee-Jin Shin (Korean Republic (south)) 

本研究の目的は、臨床上の問題を有する就学前児と一般の就学前児間に見られる気質の違
いと機能不全な感情制御の差異を検討することである。対象は、行動上の問題および情緒
的問題を有する就学前児（4～7歳、平均年齢＝5.2(SD±1.3)）とした。「マッカーサーお話

の幹バッテリー」（MSSB）の MSSB感情制御スケール（Fonagy & Target, 2000）を使っ
て、感情制御の不全を評価した。対象者の気質は、韓国版 Junior Temperament and Character 

Inventory （K-JTCI）を使った母親からの報告に基づき評価した。臨床上の問題を有してい
ない対象者と比較すると、臨床上の問題を有する対象者は、新奇追及性、損害回避傾向に
より熱心で、より顕著に報償依存性を示す一方，固執性は低い特徴を示した。また、臨床

上の問題を有する対象者は、問題のない対象者と比較すると、ストレスの多い状況下での
情緒調整の機能不全が目立っていた。特に、外在化および内在化行動障害の両方を有する
対象者は、他の精神症状をもつ対象者に比べて調整不全が目立った。臨床上の問題を有す
るが、報償依存性が低く、固執性の低い気質を示す対象者は、情緒調整の機能不全がより
際立っていた。 

121 韓国の施設に収容された就学前児の心的表象と感情制御機能の不全韓国の施設に収容された就学前児の心的表象と感情制御機能の不全韓国の施設に収容された就学前児の心的表象と感情制御機能の不全韓国の施設に収容された就学前児の心的表象と感情制御機能の不全 
Kyung-Sook Lee, Jinah Park, Hyun-Sook Kim, Ji Soung Lee (Korean Republic (south)) 

本研究の目的は、施設に収容された就学前児と一般家庭で育てられた就学前児との間に見
られる心的表象の差と感情制御機能の不全の違いを検討することである。対象は、55人の
施設に収容された就学前児と 30人の一般家庭で育てられた就学前児（5～7歳、平均年齢
＝6.3(SD=.43)）とした。「マッカーサーお話の幹バッテリー」（MSSB）を使って心的表
象と感情制御機能の不全を評価した。施設の就学前児は、一般家庭で育てられた就学前児

よりも制御不全の攻撃性がより強く、回避的な方略を用い、対人的葛藤を強く示した。一
方で、一般家庭で育てられた就学前児と比較すると、施設の就学前児が語る話の中には道
徳的テーマが少なく、首尾一貫性が低かった。施設の就学前児の親に対する心的表象で
は、一般家庭で育てられた就学前児に比べると、より肯定的で、より否定的な表象が同時
に示された。また、一般家庭で育てられた就学前児と比較すると、ストレスの多い状況下
で施設の就学前児は苦痛が大きく、不安が強く、喜びが少ない。ストレスの多い状況にお

いて、施設の就学前児は感情制御機能の不全をより強く示し、誇張、抑制的制御、制御の
失敗を示した。 



122 臨床的なうつ病の母親をもつ子どものストレス制御臨床的なうつ病の母親をもつ子どものストレス制御臨床的なうつ病の母親をもつ子どものストレス制御臨床的なうつ病の母親をもつ子どものストレス制御 
Schale Azak (Norway) 

臨床的にうつ病である母親（ＤＣ）の出生後 6ヵ月の子ども（N=50）と健康な母親（Ｈ
Ｃ）をもつ子どものグループと比較した長期的な前方視的研究を基に、本発表では月齢
6、12、18および 36ヵ月における子どものストレス応答の測定方法を検討し、その月齢に

おけるコルチゾール分泌の反応性と制御のレベルが指標となることを示唆する。本研究で
は、母親のうつ病、両親の感受性、自己報告による両親のストレス、子どもの認知発達、
子どもの気質、愛着の状態、子どもの行動、実験室的状況下でのストレスに対するコルチ
ゾールと行動による制御およびコルチゾールの概日サイクルの関係を調査している。月齢
6ヵ月および 12ヵ月では、ＨＣグループと比べると、ＤＣグループではコルチゾールの基
準値レベルが高くなり、ストレッサーから 20、30および 40分後にコルチゾール反応性と

制御がなくなることが予測された。親の感受性によってコルチゾールの基準値、コルチゾ
ール反応性およびストレッサーの調整が緩和されることが期待できる。月齢 18ヵ月および
36ヵ月における、両グループの子ども達においては、コルチゾールの上昇とストレッサー
の制御が子どもの気質、愛着の安定性、両親の感受性に影響される。コルチゾールの概日
リズムに関しては、夜の値がＤＣグループはＨＣグループよりも高くなることが推測され

る。また、両グループにおいては月齢 6、12、18または／および 36ヵ月の時点でコルチゾ
ールの基準値レベルが高い者、ストレッサーを下方調整するのにより長い時間がかかる
者、あるいはコルチゾールの 24時間周期の値が変動する者は、月齢 36ヵ月で精神医学診
断を受けるリスクが上昇することが考えられる。 

123 母親の出産前の情緒的訴えと子どもの行動上の問題との関連における性差の影響について母親の出産前の情緒的訴えと子どもの行動上の問題との関連における性差の影響について母親の出産前の情緒的訴えと子どもの行動上の問題との関連における性差の影響について母親の出産前の情緒的訴えと子どもの行動上の問題との関連における性差の影響について 
Anouk De Bruijn, Hedwig Van Bakel, Anneloes Van Baar (Netherlands) 

動物研究では母体の出産前ストレスと生まれた仔のその後の発達転帰の関連には、性差が

認められた。ヒトの研究の結果の大半では性別による差異がみられなかった。出産前の情
緒的訴えと、両親からみた幼児、就学前児の行動上の問題との関連を、男子と女子とに分
けて調べた。健康な妊娠中の女性（N=465、M年齢=30.7歳、SD 3.7）に、抑うつ（EDS）
と不安（STAI、SCL）についての質問票に回答してもらった。父親と母親の両方に、現在
の情緒不安（EDS、SCL）と子ども（月齢 14-54ヵ月、M=29.4、SD 10.5）の行動上の問題

（CBCL）についての質問票に記入してもらった。出産前の情緒的訴えと子どもの行動上の
問題との間には、子どもが男子、女子のいずれの場合も、小から中程度に有意な相関関係
が見られる。父親の評価によると、女子の場合の方がわずかながら関連性が大きい。潜在
的な交絡因子（現在の情緒不安や両親の教育、出産前の喫煙、子どもの年齢）について調
整したところ、父親の評価による女子の全体的かつ外在化した行動上の問題に出産前の不
安（STAI）が有意な影響を与えていることが、階層的回帰分析により示された。母親に出

産前の情緒的訴えが見られた場合、女子に行動上の外在化問題が多いことを裏付けるもの
であった。両親と子どもとの相互交流の質によって、出産前の情緒的訴えと子どもの行動
上の問題との関連は調節されることがある。構造化された遊びのなかで両親とその息子や



娘との相互交流を観察しているところであり、最初の結果を会議において発表する。 

124 幼児期の男子および女子における自己制御幼児期の男子および女子における自己制御幼児期の男子および女子における自己制御幼児期の男子および女子における自己制御 
Pratibha Nitin Reebye, Marlene M. Moretti (Canada) 

幼児 64人の自己制御（ＳＲ）能力を、5つの構成概念、すなわち、持続的注意、運動制

御、欲求充足を遅延させることができること、指示の遵守、主要でない行動を優先させる
ために優位な反応を抑制すること、について調査した。本研究を通じて養育スタイルに表
れている親子関係を検討した。結果の測定法は、Child Behavior questionnaire（CBQ、子ど
もの行動質問紙）、child behavior Checklist（子どもの行動チェックリスト）、Early 

Childhood symptom Inventory（早期小児期の徴候調査記録）とした。分析作業は、運動制
御、衝動制御、欲求充足の遅延、衝動制御および遵守性の測定について Kochanskaの測定

法を応用した。認知機能の測定は、Day/Nightストループ課題およびタッピング課題で構成
された。注意力の測定は、face taskおよび three bag assessmentで構成された。外来に紹介さ
れた（CR）攻撃的な年少の子ども達は、CRの非攻撃的な子ども達とは異なり、怒りと欲
求不満が高く、抑制的な制御があまり示されなかった。性差については、男子よりも女子
の方が怒りと欲求不満をより強く表すところに見られた。face completion taskにおいて、外

来に紹介された（CR）女子は、CRの男子と比べると、肯定的（正しい）反応と否定的
（正しくない）反応の両方を明らかにした。サイモンセッズゲーム課題では、外来および
コミュニティーに紹介された攻撃的な女子は、同じグループの男子に比べて従順であっ
た。重大な攻撃的問題で外来に紹介された女子は、人間相互間の合図や情緒的合図に対し
て神経質なまでに警戒的になることがある。彼女達の警戒心は、高レベルの怒り／欲求不
満と、怒りの噴出と攻撃的な行動の根底にある抑制的制御機能の乏しさと組み合わさって

いる。 

125 統制障害児の両親たちのためのグループ活動について統制障害児の両親たちのためのグループ活動について統制障害児の両親たちのためのグループ活動について統制障害児の両親たちのためのグループ活動について 
Pratibha Reebye, Annie Wolverton, Nicole Bruce (Canada) 

感覚の情報処理や統制、感覚に問題がみられる、またはこの双方を持つ統制障害の子ども
の両親たちのためのグループ活動について報告する。両親たちは、子どもたちを同伴せず
に、4週間にわたり週一回夕方の 2時間、病院で顔を合わせた。その子どもたちの大半

は、Women's and Children's Hospital of British Columbiaの精神科外来で一人の乳幼児精神科
医およびそこの作業療法士の患者であり、活動は、その精神科医、作業療法士、および同
僚の一人のリードにより実施される。その 2時間の冒頭で、両親たちは、感覚情報処理の
統制障害に見られるさまざまな側面について教育を受け、残りの時間を両親たちが自分た
ちの経験を分かち合う場とした。4週間、それぞれ異なる話題が取り上げられ、両親たち
は、統制障害および感覚情報処理異常の診断が包括する内容や、その診断がなされる方法

について学習し、さらには年齢の異なる子どもたちに統制障害および感覚情報処理異常が
どのように現れるかについても学んだ。両親は、この特異な境遇に立ち向かう子どもたち
の支援方法について参考となる意見を聞き、自分たちへの支援を有効に広げていくことを
重要視するようになった。両親はさらに、社会的環境や学校制度の中で子どもたちをいか



に擁護すべきかについてもアドバイスを受けた。また、4回の会合すべてにおいて、両親
には治療の選択肢が提示された。 

126 母親の問題認識に関する縦断的母親の問題認識に関する縦断的母親の問題認識に関する縦断的母親の問題認識に関する縦断的研究について研究について研究について研究について 
Ilona Luoma, Marie-Kaarin Korhonen, Raili K. Salmelin, Tuula Tamminen (Finland) 

本研究は、子どもの問題に対する母親の認識がどのように持続し、そして変化するかにつ
いて、子どもが乳児期から青年期にわたるまで縦断的調査で探ったものである。前方視的
研究デザインの一環として、母親には、第 1子が生後 2カ月の段階で NPI （Neonatal 

Perception Inventory , Broussard & Hartner, 1971）を実施した。本研究の対象者は、フィンラ
ンド、タンペレ市内にある母親クリニックに、第１子を妊娠して通っていた人々である 

(Tamminen, 1990; Luoma et al. 2004) 。その子どもたちの 8～9歳時、および 16～17歳時で、

母親に、CBCL (子どもの行動チェックリスト: Achenbach 1991)を行った。問題評価点を総
合して、子どもの情緒的問題および行動上の問題に対する母親の認識の尺度として用い
た。生後 2カ月で NPI に答えた 268人の母親のうち、182人が子どもが 8～9歳になった時
に、および 145人が子どもが 16～17歳の時点でも参加した。いずれの時点でも 132の母子
関係に関する完全なデータが得られた。生後 2カ月における子どもの問題への母親の認識

は、16～17歳における問題認識と統計的に有意に関連していた (p < 0.05)。8～9歳では、
その関連は統計的有意差に至らなかった。「平均的な赤ちゃん」の下位スコアでは、問題
認識との関連性は見られなかった。生後 2カ月時の NPI で、母親が自分の子どもには平均
的な赤ちゃんより問題が多いと報告していた場合、CBCL の総合問題評価点が、青年期に
おいて基準点(cutoff)を超える場合が多かった。子どもの発達の経過中、子どもの問題に対
する母親の認識に有意な継続性が認められた。ただし、この継続性は、発達段階の違いに

より異なる可能性がある。 

127 幼児気質質問紙についての検討幼児気質質問紙についての検討幼児気質質問紙についての検討幼児気質質問紙についての検討 
Yuko Takei, Masaharu Terasaki, Masako Kadota (Japan) 

先行研究で指摘されてきた問題点を踏まえ，相談現場で簡便に活用可能な，“否定的感情反
応”，“神経質”，“順応性”，“外向性”，“規則性”，“注意の転導性”の 6尺度 47項目から成る
幼児気質質問紙標準版を作成し，信頼性を確認した。幼児気質質問紙標準版の 6尺度のう

ち，“規則性”および“注意の転導性”の 2尺度は，New York Longitudinal Study（以下，
NYLS）（Thomas & Chess，1986）で記述された 9特徴のうちの 2特徴に対応していた。一
方，“否定的感情反応”および“順応性”は，NYLSの 9つの気質特徴の複数の次元が 1つの特
性次元に収束したと考えられた。また，“神経質”および“外向性”の 2尺度は NYLSの複数
の尺度に属した項目で構成されていた。以上のことから，NYLSで指摘された特徴のうち
の 2特徴が，安定して抽出される再現性の高い気質因子であると考えられた。“順応性”

は，先行研究の尺度と比較した結果，乳児期から成人期まで安定した特徴として注目され
ている行動抑制性（behavioral inhibition）（Kagan，1984）の概念に近い内容を示している
と考えられた。“否定的感情反応”および“神経質”は，項目内容から子どもの発達上の問
題，さらに，育児不安や育児ストレスなどの養育者の心理的問題との関連性が高い尺度と



予想され，相談現場で有効に活用されうると考えられた。 

128 妊娠中の母親の不安と気質は児童期と青年期の内在化問題を予測する妊娠中の母親の不安と気質は児童期と青年期の内在化問題を予測する妊娠中の母親の不安と気質は児童期と青年期の内在化問題を予測する妊娠中の母親の不安と気質は児童期と青年期の内在化問題を予測する 
Bea R.H. Van den Bergh (Netherlands), Wim Van den Noortgate, Marijke Braeken (Belgium) 

本研究の目的は、妊娠中の母親の不安（妊娠 12－22週、23－32週、32－40週に STAI（状

態・特性不安検査）で評価した）と、気質（反応性と自己調節における生まれつきの個人
差と定義される）が、内在化問題の予測因子であるかどうかを研究することである。気質
については、8・9歳、14・15歳、17歳時に、年齢に合った Rothbartの気質質問紙で測定
し、内在化問題は母親、教師、子ども（Ｎ=52－72）が記入する子どもの行動チェックリス
ト（CBCL）で測定した。データは重層回帰分析により解析した。妊娠 12－22週の母親の
不安は、内在化問題に正の影響を与えた；内在化問題の分散の６％は出産前の母親の不安

の直接的影響によって説明され、６％は母親の不安の間接的な影響（すなわち気質に影響
を与えることによる）によって説明された。気質は内在化問題の分散の 26％を説明した。
出生前の重要な発達時期に環境因子にさらされること、すなわち妊娠 12－22週に母親の不
安が高い状態にさらされることと気質的特徴は、内在化問題が発現する危険性を高めると
結論する。 

129 親の育児苦痛が子どもの自己調節と言語発達に与えるさまざまな影響親の育児苦痛が子どもの自己調節と言語発達に与えるさまざまな影響親の育児苦痛が子どもの自己調節と言語発達に与えるさまざまな影響親の育児苦痛が子どもの自己調節と言語発達に与えるさまざまな影響 
Catherine Cook Ayoub, Claire DeAnne Vallotton (United States) 

親子関係の質は, 親が経験する苦痛によって影響を受ける。さらにこの関係は、子どもの自
己調節に影響を与える。子どもの自己調節は, 子どもが向社会的に行動し、新たな, または
困難な環境に適応する能力を伸長させる重要な社会感情的スキルである。自己調節スキル
は、子どもの発達中の言語によって支えられる。早期児童期の発達はとくに、育児苦痛に
よって有害な影響を受けやすい。育児苦痛は自己調節と言語発達の両方に影響を与えるの

である。本研究では、(1)子どもの言語スキルは育児ストレスと子どもの自己調節スキルと
の関係を媒介する変数となるか、(2)母親の言語使用は育児ストレスと子どもの言語発達と
の関係を媒介する変数となるかという問題提起をする。本研究には低所得層の母子 146組
が参加した。幼児が 14ヶ月時、24ヶ月時、36ヶ月時の３時期のデータを集めた。子ども
の自己調節については、Bayley行動評定尺度を用いて測定した。育児苦痛については、育

児ストレス指標短縮版を用いて測定した。子どもと母親の言語については、親子間の相互
交流の間に観察し、子どもの言語データ・コーディング交換システムを用いて測定した。
我々は、重回帰を用いて媒介効果を検討する手順に従って、一連の多層モデルを適合させ
た。母親の育児苦痛は、子どもの自己調節に対して幼児期を通して一貫して悪影響を与え
る。しかし、この影響には子どもの言語発達が媒介変数として介在している。母親の苦痛
が子どもの言語発達に及ぼす悪影響は、幼児期を通して増加する。育児苦痛はまた、母親

の子どもとの言語使用にも悪影響を及ぼす。しかし、母親の言語は、育児苦痛が子どもの
言語発達に及ぼす影響を媒介はしない。各々は独立して影響を与える。 

130 調節障害や感覚処理障害と診断される児童に、親サポートグループは測定できる変化をも調節障害や感覚処理障害と診断される児童に、親サポートグループは測定できる変化をも調節障害や感覚処理障害と診断される児童に、親サポートグループは測定できる変化をも調節障害や感覚処理障害と診断される児童に、親サポートグループは測定できる変化をも
たらすか？たらすか？たらすか？たらすか？ 
Pratibha Reebye, Annie Wolverton (Canada) 



本プロジェクトの目的は、調節障害の親サポートグループと, それが対象児童の行動の変化
と改善に与える効果を評価することである。本研究の対象は、感覚処理調節障害と診断さ
れたか, 調節または感覚の問題がある誕生から５歳１１ヶ月２９日までの児童である。これ

らの問題は、乳児や幼児に見られ、行動、生理機能、感覚、注意、運動、情動処理を調節
することや、落ち着いた、用心深い、情動面で肯定的な状態を組織化させることに困難が
あるという特徴がある。われわれは, 「調節障害児の親が調節障害児の親サポートグループ
に参加した場合、子どもの食事や睡眠、反抗的または攻撃的な行動の問題の領域で, 親や治
療している精神科医が報告する問題が減り, 入会時よりも訴えが少なくなる」という仮説を
立てた。これらの児童と、感覚処理調節障害と診断を受けたが、親がサポートグループに

参加しなかった児童を比較した(サポートグループへの参加は任意であった)。研究結果を
分析したところ、親のグループ参加への有無による診断の違いはなかったが、親たちは活
動参加の利点を認めた。また、本研究の対象児童に対して, 可能な範囲で長期の追跡調査を
行ったが, 彼らの長期間の結果は、感覚処理調節障害と診断された児童についての現在の文
献が示す結果と一致している。 

131 移民の親をもつ子どもへの治療的関与：臨床的視点と研究の方向性移民の親をもつ子どもへの治療的関与：臨床的視点と研究の方向性移民の親をもつ子どもへの治療的関与：臨床的視点と研究の方向性移民の親をもつ子どもへの治療的関与：臨床的視点と研究の方向性 
Taieb Ferradji (France) 

移民の子どもはいくつかの脆弱因子に直面せざるを得ない。移住によって判断の拠って立
つ基準点が定まらなくなった親の脆さと、それぞれの実質的に拠って立つ柱のない中で、
二重の基準をもつ世界に依存する子ども自身の心的機能がスプリットされるという要因で
ある。移民の子ども達にとっては、文化的特異性を考慮しない治療法はどんなものも、基
準となる２つの世界の間に存在する亀裂を大きくするだけに過ぎない。それにより、彼ら

を受け入れている社会からも事実上排斥され、疎外化されることになる。逆に、彼等の文
化的背景を考慮することで、個々の待遇、学習プロセスおよび受け入れ社会への参加がう
まくいくことになる。海外からの移住で、移民の子ども達は親とは異なる世界での生活を
要請される。混血になることが要請されるのである。こうした子ども達やその家族を援助
するために、ある具体的な治療構造を構築した。個人および文化レベルを考慮した治療構

造の一例を示す。即ち、Bobigny（フランス）の異文化間診察に関するものである。この折
衷的な治療構造には様々な形があるが（個別および、グループによる治療など）、親の母
国語を話す翻訳者と彼等の両極性に表れるものを理解できるセラピストにより、精神分析
モデル（Winnicott, Levovici）に基づく治療コンサルテーションを親と子に提供する。セラ
ピストとしての役割は、彼等の基準となる２つの世界間のギャップの橋渡しの手助けで、
異なる２つの世界を対抗させることではない。このように、異文化間ストレスによるリス

クを乗り越えるという観点から考えることができる。研究者としての役割は、彼等の他者
性を包含し、他者性を創造性に変えるしくみを概念化することである。そこで、セラピス
トは、文化の差異を考慮して自らの視点と立場を練り上げ、親または子どもに対して自己
中心的な判断を適用しないことが必要である。親と子どもが彼ら自身の行動の選択につい
ての苦しみを語ることができる有効な枠組みを確立するために、この文化的な対抗転移を



綿密に推敲していくことは不可欠である。 

132 母子生活支援施設における臨床心理士の取り組み母子生活支援施設における臨床心理士の取り組み母子生活支援施設における臨床心理士の取り組み母子生活支援施設における臨床心理士の取り組み 
Hironori Kusajima, Sawako Nagaya (Japan) 

母子生活支援施設(以下、母子寮)は、配偶者がいない女性とその子どもを入所させて、彼

らの保護・自立を促進し、母子のユニットで支援するユニークな施設である｡近年の入所者
の特徴として、若年の母親、薬物依存、何らかの精神障害を有するなどの多種多様な問題
を抱えた者がいる。これらの母親は Borderline Personality Organization(以下、BPO)の者も多
く、彼女らに養育される子どもに深刻な心理的障害があることが多い。そこでメンタルヘ
ルスの専門的家による介入が必要とされ、臨床心理士が母子寮に配属された｡本研究では母
子寮特有の問題を明らかにし、それに対処するための試みを示し、今後の母子寮心理職の

課題について考察を行う。 本研究の結果から，BPOの母親の場合、子どもの心理面接が順
調に進むことによって子どもを奪われる不安が生じ、施設職員・心理職員・子どもに対し
て攻撃的になって施設全体が混乱することがあることがわかった。またこのような母親の
場合、施設職員には心理職員の不満を、心理職員には施設職員の不満を語るため、職員間
の混乱を引き起こす可能性があった。よって母子寮心理職の課題として、①母親に対する

継続的な説明および支援を行う、②施設職員に対して、ケースを通した病理面・心理面の
理解を促す、③施設全体の力動的な動きに注意しながら調整を行う、という点を留意する
必要があるだろう。 

133 ムコ多糖症児を持つ養育者の精神健康状態ムコ多糖症児を持つ養育者の精神健康状態ムコ多糖症児を持つ養育者の精神健康状態ムコ多糖症児を持つ養育者の精神健康状態 
Kyoko Kubo, Oikawa Yuko, Tazaki Chieko (Japan) 

目的はムコ多糖症児をもつ養育者の精神健康状態を明らかにすることである。方法は質問
紙調査を行い、ムコ多糖症児をもつ養育者の GHQ得点と健康児をもつ家族の GHQ得点と

を Mann・WhitneyのＵ検定を用いて比較した。倫理的配慮として、研究の目的･方法を説
明し、研究協力の有無にかかわらず不利益はないこと、同意を得られた調査対象者のみ回
答を依頼すること、研究終了後データは速やかに処分をすることを説明し、了解を得た。
結果、ムコ多糖症児の養育者の GHQ得点の平均値は 9.64±7.45、中央値 9、最大値 29、最
小値 0であり、比較対照群の養育者育者の GHQ得点 5.79± 5.91、中央値 6、最大値 24、最

小値 0であった。この両者を比較したところ、ムコ多糖症児の家族の精神健康状態（GHQ

得点）は悪く、ストレス状態にあった（ｐ＝.000）。本疾患児の養育者の GHQ得点が 7点
以上であった人数は 58名（63％）であった。 

134 遊びながら、心のキャッチボール。親子のコミュニケーションプロジェクト遊びながら、心のキャッチボール。親子のコミュニケーションプロジェクト遊びながら、心のキャッチボール。親子のコミュニケーションプロジェクト遊びながら、心のキャッチボール。親子のコミュニケーションプロジェクト 
Chiaki Arai, Toru Arai (Japan) 

2004年～05年に地域の大学の場を借り、親子のコミュニケーションプロジェクトお話キャ
ッチボールを実施した。このプロジェクトは、乳幼児とその親を対象に、動物、電車、飛

行機等のぬいぐるみと、それらが登場するＷＥＢ絵本（パソコン画面）を連動して遊びな
がら、親子の豊かな心の交流を図るというコミュニケーション・イベントである。ＷＥＢ
絵本のキャラクターと同一の手元のぬいぐるみや絵カードとを使い、参加の親子がそれぞ
れに遊び方法を開発したり物語を紡ぎ出したりした。中でも 1年も前の記憶をよびさまし



た 2歳児の事例に驚かされた。計２７回開催し、毎回 0歳児～3歳児の親子 30組～70組程
度が参加し、大学関係者や行政関係者等、多くの見学者があった。2005年～06年には、お
伽の国のような物語的造形物を加えた図書館特別プランを公立図書館で５回実施した。 

2007年には医者・臨床心理士等と、赤ちゃんは生まれたそのときから能動的であるという
考えのもと、『遊び』と『非言語コミュニケーションの重要性』をテーマに乳幼児と親の
コミュニケーションについての研究を進めた。この成果をインターネットと印刷物が連動
した『子育て支援専門家及び、子育て親向けの教材』を完成させた。この教材は映像や動
画をリンクさせて理解しやすくして、『乳幼児の心の理解』と『親子コミュニケーショ
ン』の重要性を普及啓発することを目的としている。セミナー等の普及啓発活動も実施し

ている。 

135 日本の家族における父日本の家族における父日本の家族における父日本の家族における父-母母母母-子三者相互作用に関する縦断研究：うつ病症状を示す母親を含子三者相互作用に関する縦断研究：うつ病症状を示す母親を含子三者相互作用に関する縦断研究：うつ病症状を示す母親を含子三者相互作用に関する縦断研究：うつ病症状を示す母親を含
む家族と健常な家族の比較む家族と健常な家族の比較む家族と健常な家族の比較む家族と健常な家族の比較 
Yukari Hibino, Satomi Murase, Minoko Oba, Kaori Okada, Nobuaki Tanaka, Natsumi Ueshima, 
Noriko Hamaie, Hitoshi Kaneko, Shuji Honjo (Japan) 

日本では，母-子の二者での相互作用に関する研究は数多く見られるが，父-母-子の三者の
相互作用に関する研究はあまり見られない．本研究では，父-母-子三者の相互作用に着目
し，次の 2点を明らかにすることを目的とした．1点目が，抑うつ症状をもつ母親を含む

家族(臨床家族)と，健常な母親を含む家族(健常家族)の相互作用の様子の違い，2点目が家
族内，特に臨床家族内の相互作用における父親の役割であった． 2家族に対し，縦断的(子
どもが 8ヶ月と 18ヶ月の 2時点)に調査を行った．親子三者の相互作用の様子は CPICSを
用いてコード化された．両親はそれぞれの調査時期に EPDSに回答した．8ヶ月の時点で抑
うつ得点が高かった母親を含む家族が，｢臨床家族｣とされた．その結果，臨床家族の母親
は，健常家族の母親に比べ，8ヶ月の時点で子どもに対して敏感に反応していなかった．

しかし抑うつ症状から回復した 18ヶ月の時点では，敏感さは健常家族の母親と同等であっ
た．臨床家族の父親が母-子の相互作用に参加する割合は，どちらの時期においても健常家
族の父親よりも高かった．8ヵ月と 18ヶ月を比較すると，健常家族では，母-子がお互いに
より敏感に相手に反応できるようになっていたため，臨床家族の父親は，健常家族の母親
的な役割を果たしている可能性が示唆された．よって抑うつ症状をもつ母親の養育には，

父親の支援が重要となってくると考えられた 

136 父親のうつ病と父と乳児の相互交流―子どもの困難な気質の影響父親のうつ病と父と乳児の相互交流―子どもの困難な気質の影響父親のうつ病と父と乳児の相互交流―子どもの困難な気質の影響父親のうつ病と父と乳児の相互交流―子どもの困難な気質の影響 
Lamprini Psychogiou, Vaheshta Sethna, Paul Ramchandani (Great Britain) 

うつ病は一般に両親に影響を与え、子どもの発達に悪影響を及ぼす。多くの母親研究、と
りわけ産後期の母親に関する研究は、出産後のうつ病が母子相互交流や子どもたちの行
動・情緒・認知の発達に影響することを示している。父親のうつ病に関する研究は限られ
ている。青年期のうつ病の父親は精神病理のより重いレベルにあることを立証する研究は

あるが、父親のうつ病が子どもの人生の初期に及ぼす影響に関する研究はほとんどない。
本研究の目的は父親のうつ病と子どもの困難な気質が父子相互交流に与える影響を検討す
ることである。「父親のうつ病と子どもの困難な気質はそれぞれ独立に父子相互交流の悪



化と関連し、特に父親が乳児に敏感に反応する能力に影響を及ぼす」と予測した。最も重
要な予測は、「子どもの困難な気質は父親のうつ病と交互作用し, ネガティブな父子の相互
交流を増加させる」という予測である。参加者は新生児の父親で、うつ病の父親 70名、う

つ病でない父親 70名、計 140名である。父親のうつ病はエジンバラ産後うつ病尺度
（Edinburgh Postnatal Depression Scale）(EPDS)と DSM-V用に構造化された臨床面接
（Structured Clinical Interview for DSM-IV）(SCID)で評価された。子どもの気質は Bates and 

Rothbart気質質問紙で評価された。対面的な自由遊びを用いて父子の相互交流を体系的に
評価した。65の家族からデータが収集された。 

137 3ヵ月ヵ月ヵ月ヵ月時における親子の相互交流：父親のうつ病の関与と家族システム時における親子の相互交流：父親のうつ病の関与と家族システム時における親子の相互交流：父親のうつ病の関与と家族システム時における親子の相互交流：父親のうつ病の関与と家族システム 
Vaheshta Sethna, Lamprini Psychogiou, Paul Ramchandani (Great Britain) 

研究者は子どもの発達における父親の役割について関心を持っている。早期の母子相互交
流および父子相互交流からのエビデンスとして、親と子どもの相互交流のあり方は出生後
ほんの数ヵ月の間でさえも違うことが示されている。父親の産後うつ病という状況におけ
る、親子の早期の相互交流についての研究は限られている。我々は、早期の父子および母
子相互交流におけるうつ病の影響について調査した研究を発表する。親子の相互交流は、

親子の特性と社会的状況に基づく“家族システム”の視点から研究された。本論文は、以下
の疑問に焦点をあてている：3ヵ月時の対面相互交流において、乳児との相互交流は父親
と母親では異なるのか？抑うつ状態にある父親と抑うつ状態ではない父親の相互交流には
違いがあるのか？父子相互交流において、母親の抑うつ症状の相加的作用はあるのか？父
親のうつ病については、出生後 8週間の時点でエジンバラ産後うつ病質問票 Edinburgh 

Postnatal Depression Scale (EPDS)を用いてスクリーニングを行った。検査の結果、スクリー

ニング陽性者(N=70)と無作為抽出された陰性者(N=70)の 3ヵ月時の対面相互交流がビデオ
で撮影された。親と乳児の関係は、各家庭において 2回の異なる状況での自由遊びが観察
された。観察結果は、Fiori-Cowleyと Murray's (1996)の包括的評価尺度 Global Rating Scale

によってコード化された。親の現在と過去の精神症状は、標準化された精神科診断面接手
続きである精神疾患構造化面接 Structured Clinical Interview for DSM-1V (SCID)によって行わ

れ、それぞれの親は一連の自己記入式尺度に回答した。 

138 乳児期および幼児期における子どもと親の要因から、乳児期および幼児期における子どもと親の要因から、乳児期および幼児期における子どもと親の要因から、乳児期および幼児期における子どもと親の要因から、5歳児での情緒的問題および行動上歳児での情緒的問題および行動上歳児での情緒的問題および行動上歳児での情緒的問題および行動上
の問題を予測するの問題を予測するの問題を予測するの問題を予測する 
Mirjami Mantymaa, Kaija Puura, Raili Salmelin, Tuula Tamminen (Finland) 

本研究は、5歳時に高レベルで (CBCL T-score > 60) 情緒的問題および行動上の問題の発生
が予測される乳児期および幼児期の子どもと親の要因を検討することを目的として施行し
た。生後 4～10週の乳児 (T1) をもつ 165家族を評定した。母親は、インタビューを受け、

Parenting Stress Indexを記入し、夫の精神保健についても自らの精神保健とともに SCIDに
よる評定を受けた。2年後 (T2)、同じ評定を繰り返し、母親は CBCLを記入した。子ども
たちが 5歳になった時点で (T3)、再度 CBCLを回収した (n = 96)。親の精神病理、乳児期に
おける家族間暴力、社会経済的状況、育児ストレス、母親による子どもに対する認知、乳



幼児の気むずかしい気質、そして同時に 2時点での情緒的問題および行動上の問題および
子どもの健康上の問題について検討した。その結果、5歳の段階で、T2時の家族間暴力 (オ
ッズ比 OR 12.3) と育児ストレス (OR 14.9) とから内在化問題が予測された。外在化問題

が、妊娠前の母親の精神医学的問題(OR 10.2)と T2時の外在化問題(OR 8.9)とから予測され
た。総合的な問題は、T2時の外在化問題 (13.7)、家族間暴力 (OR 160.5)、T1から T2にか
けて否定的になった、または常に否定的であった母親の子どもに対する認知 (OR 16.5) から
予測された。したがって、子どもの情緒的問題および行動上の問題発生を防止する目的で
介入を検討する場合、両親の精神保健を改善すること、家族間暴力に介入すること、破壊
的行動の早期認知が重要となる。ただし、育児ストレスの軽減や親の子どもに対する否定

的な認知を変えることも必須であると考えられる。 

139 乳幼児の引きこもりと母親の病理との相関―乳幼児の引きこもりと母親の病理との相関―乳幼児の引きこもりと母親の病理との相関―乳幼児の引きこもりと母親の病理との相関―ADBB ( Alarm Distress Baby Scale ：苦痛警告：苦痛警告：苦痛警告：苦痛警告
赤ち赤ち赤ち赤ちゃん尺度ゃん尺度ゃん尺度ゃん尺度) を用いてを用いてを用いてを用いて 
Silvia Maulucci, Emilia De Rosa, Maria Lucia Maulucci, Vincenzo Currò, Riccardo Cocchi (Italy) 

ADBBは 1999年 Guedeney により考案された。この尺度は、イタリア始め各国で妥当性が
認められ、幼児期の引きこもりの検知に非常に有効な道具であることがわかった。イタリ

アではローマのカトリック大学病院で妥当性が検討され, ADBB値の高さは産後うつ病と緊
密な相関関係にあることが判明した。他の病理との相関は認められなかった。本研究の目
的は、我々が見出したことを確認し, どのような種類の母親の病理が乳幼児の引きこもりの
原因となるかを検証することであり、これについては、我々のチームは現在も研究中であ
る。本症例は生後３か月から 24か月の乳幼児とその母親で, 母親には疾患のない者, 白血
病・癌・神経または心臓血管の疾患等を含む器質的疾患のある者, 生活上のストレスのある

者, 神経性疾患の既往症のある者, 産後うつ病のある者が含まれる。本研究は ADBB値と母
親の精神状態との相関に注目し、とくに乳幼児の引きこもりと産後うつ病との相関関係を
検証することを目的とする。 

140 乳児の引きこもり乳児の引きこもり乳児の引きこもり乳児の引きこもり, 喪の過程と原初の母性的没頭に関する２臨床例の考察喪の過程と原初の母性的没頭に関する２臨床例の考察喪の過程と原初の母性的没頭に関する２臨床例の考察喪の過程と原初の母性的没頭に関する２臨床例の考察 
Maria Lucia Maulucci, Silvia Maulucci, Riccardo Cocchi, Emilia De Rosa (Italy) 

Winnicottは、原初の母性的没頭とは引きこもりの状態であると述べている。このような外

界世界からの離脱は、妊娠中の女性にとって、胎児との調和的な関係を作り出すのに効果
的である。妊娠していない者がそのような心理状態にあると, 精神病的とみなされるであろ
うが、それは生まれてくる子どもとの深い同一化から生じるものであり、自己融合と母子
間の混然一体感によって、女性は乳児が必要とするものを素早く理解し、適切な時に適切
に応えることができるようになる。原初の母性的没頭は、両親の死のような出来事により
妨げられる場合もある。喪の過程、とくに亡くなった人との同一化は、非常に異なった引

きこもり状態をもたらす。この場合、無意識のうちに女性の頭の中で亡くなった人と赤ん
坊とが混同されて、母親が子どもとの同一化を感じられなくなることもある。２つの同一
化過程（母親と亡くなった人／母親と赤ん坊）がオーバーラップすることにより、母親が
子どものために精神的空間を空けることができなくなるのである。このような状況では、



赤ん坊が原初の引きこもり状態から抜け出すことは非常に困難となる。不用意な母親の喪
が、乳児のうつ病や心因性自閉症をもたらすこともある。ADBBを用いて、乳幼児の引き
こもりを早く検知することが重要である。２例の臨床例について述べる。 

141 乳幼児期の対人関係外傷を診断するための心理生物学的枠組み乳幼児期の対人関係外傷を診断するための心理生物学的枠組み乳幼児期の対人関係外傷を診断するための心理生物学的枠組み乳幼児期の対人関係外傷を診断するための心理生物学的枠組み 
Aparna Rao (United States) 

対人関係外傷は、主たる養育者との関係における、単一ではなく累積的反復的なストレス
が原因でしばしば起こる外傷である。この外傷は、見つかりにくく、わかりにくいもの
で、長期にわたる。最近の研究の進展によって神経科学と心理学との収束が高まり、生後
１２か月までの乳児について、二者間の相互交流の外からの観察と内的精神状態とを結び
つける準備が整った。新所見によれば、脳は、誕生時においては最も未分化のままの器官

であるが、生後一年の間に急速で不均衡な構造的変化をとげる。この生後一年に現れる新
しい脳の機能性とそれに対応する回路とはどのようなものか？これらの新しく形成される
神経経路は、どのように作られ、保持され、また外的活動や経験によってどのように精密
になっていくのか？ストレスフルな対人関係の体験が乳幼児の成長に影響を及ぼす生物的
心理社会学的メカニズムはどのようなものか？これらが本研究で探求される主な疑問であ

る。（１）自己調節過程（２）社会的偶発事象と意味づけ（３）記憶システムという、新
しく現れてくる３つの機能性に関する心理生物学的枠組みを提唱する。そして、この外傷
の影響が元に戻せる程度であるのか、それとも長期的な性格のものとなるのか等, 対人関係
外傷の程度と影響をこの枠組みによって検討する。 

142 発達上の問題を抱える子どものケアに関する世界保健機関発達上の問題を抱える子どものケアに関する世界保健機関発達上の問題を抱える子どものケアに関する世界保健機関発達上の問題を抱える子どものケアに関する世界保健機関(WHO)の調査―各国の乳幼児精の調査―各国の乳幼児精の調査―各国の乳幼児精の調査―各国の乳幼児精

神保健への含意神保健への含意神保健への含意神保健への含意 
Ilgi Ozturk Ertem (Turkey), Meena Cabral de Mello (Switzerland), Ozlem Unal, Derya Gumus 
Dogan, Bahar Bingoler Pekcici (Turkey) 

発達上の問題を抱える子どものケア(CCDD)に関するWHOの調査の目的は、世界各国の保

健組織が 0歳から 3歳までの児童についての、発達上のリスクや問題の予防、早期発見、
管理の問題にどのように取り組んでいるかを調査することであった。乳幼児精神保健に関
する所見を報告する。あらかじめ決められた基準によって各国から選ばれた 1名の回答者
に対して、WHOはインターネット上の調査項目に答えるように依頼した。依頼を受けた
33名の回答者のうち 30名が調査項目すべてに答えた。ヒトの発達指数(HDI)については、

高度が 9カ国、中度が 20カ国、低度が１カ国であった。回答者の報告によると、(1)大部分
の国では、子どもの発達や精神保健の問題に対処できる専門家は存在するが、数が不足し
ていた。子どもの発達に関する一次医療提供者向け訓練プログムの数が少なく、87%の国
では、医療提供者のほとんどが心理社会的リスクを同定することができなかった。(2)保健
組織は幼児に手を差し伸べる重要な組織であり、家族や一次医療提供者は問題を早期に同
定する上で重要な役割を果たしていた。8カ国(27%)では、スクリーニングのための道具と

診断用の分類システムを日常的に使用していた。(3)3カ国(10%)だけが、乳幼児精神保健サ
ービスを必要とする幼児の大部分がこれらのサービスを受けていた。世界的に見ると、心
理社会的リスク（母親の重度のうつ病や貧困など）を抱える幼児の大半がサービスを受け



ていなかった。 

143 「「「「FOUR WINDS」の歩みと今後の課題」の歩みと今後の課題」の歩みと今後の課題」の歩みと今後の課題 
Yuji Kawabata, Kazuo Shingu (Japan) 

本研究では、世界の仲間に「FOUR WINDS」の歩みを紹介し、これからの日本の乳幼児精

神保健の研究課題を考察する。「世界中の赤ちゃんと家族が幸せでありますように」と願
う者たちが、お互いを支えあい、育ちあう場を持ちたいと、1996年に多職種の集う「ここ
ろのバリアフリー」の乳幼児精神保健研究会として日本で FOUR WINDSは生まれた。
FOUR WINDSの目的は、①赤ちゃんと家族のこころの健康を支援する②赤ちゃんの世界か
ら人と人との心の交流を学ぶ③日本の各地で地域に根ざした乳幼児精神保健に取り組んで
いる、職種を超えた人びとの連携を深めること、である。FOUR WINDS の基本的精神は、

人間の尊重と信頼であり、その使命は赤ちゃんと家族を守ることを通して、人間としてこ
ころを響き合わせながら生きていく人間らしい文化的な社会の創造に貢献することであ
る。日本では 1960年代以降、子どものいじめ、自殺、殺傷事件、摂食障害、ひきこもりな
どの問題が増加し、家庭と子育ての問題がクロースアップされてきている。我々はこれら
の問題解決のためには、周産期および乳幼児期からのこころの健やかな育ちを支援するこ

とが大切であると考えている。そのためには乳幼児精神保健に携わるあらゆる臨床家が、
領域を超えてジェネリックな視点を大切にすること、臨床現場と研究をつなげていくこ
と、そして、その成果を子育てという仕事に分りやすく還元していくことが必要であろ
う。 

144 泣きの向こう側に見えること：早期児童期における痛み、外傷、ストレス泣きの向こう側に見えること：早期児童期における痛み、外傷、ストレス泣きの向こう側に見えること：早期児童期における痛み、外傷、ストレス泣きの向こう側に見えること：早期児童期における痛み、外傷、ストレス 
Suzi Tortora (United States) 

本ワークショップでは、乳幼児がどのように痛みや外傷、ストレスを経験し表現するかに

焦点を当て、動作、音楽、創造表現、非言語的分析による癒しや変化を促進する多元的感
覚アプローチによる心理療法的介入プログラムを紹介する。プログラム参加者は、泣きや
痛みとの関連についてこれまでの知識を超えて、まだ言葉を発しない乳児や話し始めたば
かりの子どもが痛みやストレスをどのように感じているか判読する補助としてどの非言語
的サインを探せばよいか、痛みやストレスの医学/生理学的指標、いつの経験が、またどの

程度困難な経験が外傷反応となり得るのか、またこうした出来事が幼児の成長全体にどの
ような発達上の影響を及ぼすのかについて学ぶことになる。その結果、身体的および経験
的な言語習得前の記憶が乳児の内に作られる過程およびその役割が浮き彫りになり、参加
者たちは、外傷的出来事が、非言語的表現や遊びを通してどのように表され、再現される
のか理解できるようになる。さらに、重要な家族構成メンバーの精神力動的な役割につい
ても検討する。この際、二者関係および三者関係にあるメンバーの個々のニーズをどのよ

うに支援するか、そして、こうした関係の中で癒し合えるパートナーシップをどのように
築いていくかの 2点に重点がおかれる。尚、このプログラムの重要な要素は、講義、実例
による説明、討論、ビデオ記録のデータ分析、そして、このプログラムにより開発された
乳幼児の痛み管理プロトコルを通して提示される。 



145 日本の子育て支援における保育士と心理士の協働：保育研修会の効果の検討日本の子育て支援における保育士と心理士の協働：保育研修会の効果の検討日本の子育て支援における保育士と心理士の協働：保育研修会の効果の検討日本の子育て支援における保育士と心理士の協働：保育研修会の効果の検討 
Chiyo Mori, Kikuyo Aoki, Kazuo Shimamoto, Kiyoko Tomita, Masako Yatsuda (Japan) 

本発表では、「気になる子ども」の保育士研修会(Aoki＆Baba,2002)が、参加者の保育力向
上に効果を及ぼしたか検討する。まず、質問紙調査によって、子どもの問題を明らかにし
た。続いて、事例検討を行い、心理士による保育実践への助言が、保育士の子どもへの関

わりと子どもの状態の改善に役立ったかどうか検討した。その結果、子どもの問題は、就
学後に発達障害が疑われるケースを含んでいた。また、参加者は研修会で検討した対応策
に基づいて、子どもへの関わり方を工夫し、子どもの状態が好転し、研修会の一定の効果
が確認された。今後の研修課題として、参加者が研修の学びを他の保育士に伝えられるよ
うになること、子どもの発達変化に合わせ対応策を修正できるようになることがあげられ
た。事例検討の詳細は、当日のポスターにて示す予定である。 

146 日本の子育て支援における保育士と心理士の協働：気になる子のフォローアップを目的と日本の子育て支援における保育士と心理士の協働：気になる子のフォローアップを目的と日本の子育て支援における保育士と心理士の協働：気になる子のフォローアップを目的と日本の子育て支援における保育士と心理士の協働：気になる子のフォローアップを目的と
した訪問観察の検討した訪問観察の検討した訪問観察の検討した訪問観察の検討 
Yukako Yano, Kikuyo Aoki, Chiyo Mori, Kazuo Shimamoto, Reiko Baba (Japan) 

発表者らが継続して実施している保育研修でのアンケート調査（Aoki・Baba，2002）よ
り、気になる子どもの特徴として、１）発達の進度、2）注意・衝動の統制、3）対人関
係、4）家庭環境の 4点が共有された（矢野・青木，2003）。事例をより詳しく検討するた

めに、観察者（発表者）が園を年に 2回訪問し、対象児の観察と担任へのインタビューを
行った（矢野・青木，2004）。 観察対象となった事例の特徴は次の 4点である。１）注
意・衝動の統制に関する事例が多かった、2）4歳男児が最も多かった、3）数年間の継続
的なフォローアップを求める傾向が示された、4）他機関での相談を並行して利用する事例
が増えた。 結果は次の通りである。１）継続観察により対象児の成長を追うことができ
た、2）保育者が気になる子の背景を整理することによって、気になる子でなくなることが

示唆された（矢野・青木，2005）、3）継続的に事例を意識することが、保育者にとって子
どもの成長や、保育者の情緒体験に触れる機会となった（矢野・青木，2005）、４）継続
観察は、保育者のメンタルヘルスの向上を支援する潜在的な可能性が感じられた。 保育
研修と訪問観察の協働による効果として、次のことが考えられた。1）保育者と心理士とい
う異なる専門性を持つ者が事例を共有することができた、2）継続訪問によって対象児の育

ちや保育者のメンタルヘルスを支援しやすくなることが考えられた、3）気になる子どもの
育ちや保育者の捉え方に対するフォローアップが可能となった。 

147 日本の子育て支援における保育士と心理士の協働～保育所を利用している特別な配慮を必日本の子育て支援における保育士と心理士の協働～保育所を利用している特別な配慮を必日本の子育て支援における保育士と心理士の協働～保育所を利用している特別な配慮を必日本の子育て支援における保育士と心理士の協働～保育所を利用している特別な配慮を必
要とする親子に関する質問紙調査の結果を基に～要とする親子に関する質問紙調査の結果を基に～要とする親子に関する質問紙調査の結果を基に～要とする親子に関する質問紙調査の結果を基に～ 
Yukiko Kurokawa, Kikuyo Aoki, Shozi Hiiragisawa (Japan) 

近年、日本の保育において、特別な配慮を必要とする親子、特に、保護者のメンタルヘル
スについて何らかのケアやサポートが必要な場合が増えている、という現場の声が多くあ

る。本研究では、保育所の入所要件から、保護者の精神疾患が明記されていて保育者に事
前に保護者の情報が与えられていた場合と、入所時には問題がなかったが、入所後、対応
に苦慮せざるを得なくなった場合について、保護者の臨床像とその対応の現状について東



京都内の保育者約 400名を対象に質問紙調査を行い、保育者のバーンアウトに対して心理
士が行う臨床的なサポートについて考察した。事前情報のある保護者に対しては、対応の
方針が立ちやすく、比較的安心して保育者が対応できることが示唆された。さらに、保育

者が他機関と連携を取りやすくするなど、保育者の心身消耗が軽減されるために、保育者
へのサポートシステムを構築すべきであることがより明らかになった。 

148 日本の子育て支援における保育士と心理士の協働～保育所を利用している特別な配慮を必日本の子育て支援における保育士と心理士の協働～保育所を利用している特別な配慮を必日本の子育て支援における保育士と心理士の協働～保育所を利用している特別な配慮を必日本の子育て支援における保育士と心理士の協働～保育所を利用している特別な配慮を必
要とする親子に関する典型事例の分析を通して～要とする親子に関する典型事例の分析を通して～要とする親子に関する典型事例の分析を通して～要とする親子に関する典型事例の分析を通して～ 
Shozi Hiiragisawa, Kikuyo Aoki, Yukiko Kurokawa (Japan) 

本研究では、一連発表の 1番目の質問紙調査(研究 1)の結果をもとに、典型的な事例を保育
者に時系列に沿って報告してもらうことで、具体的な臨床像を把握し、状況、対応につい

て検討することを目的とした。典型事例は、保育所の入所要件から、保護者の精神疾患が
明記されていて保育者に事前に保護者の情報が与えられていた場合と、入所時には問題が
なかったが、入所後、対応に苦慮せざるを得なくなった場合それぞれについて、研究 1で
抽出された 2つの下位尺度のそれぞれの得点が高い「対人トラブル型」、「不安・落ち込
み型」、両方の得点が高い「併存型」の保護者の状態の計 6タイプとし、取り上げるべき

と考えられる保護者の状態、保育者の対応を抽出した。保育者に事前に保護者の情報が与
えられていたか否かによって保育者側の構えが異なり、入所時に問題なしとされていた場
合、保護者の訴えを現実的にすべて対処しようとして巻き込まれて疲弊することが起きや
すく、問題が対人トラブルである事例のほうが、保育者の負担がより強い可能性がある。
また、全体として、他機関との連携をする必要がある場合、どこへ問題を訴えたら良い
か、という経験知が乏しいということが示唆された。 

149 日本の子育て支援における保育士と心理士の協働～乳幼児を持つ母親のメンタルヘルス～日本の子育て支援における保育士と心理士の協働～乳幼児を持つ母親のメンタルヘルス～日本の子育て支援における保育士と心理士の協働～乳幼児を持つ母親のメンタルヘルス～日本の子育て支援における保育士と心理士の協働～乳幼児を持つ母親のメンタルヘルス～ 
Reiko Takagi, Kikuyo Aoki (Japan) 

我々、福岡市主任保育士研究会のメンバーは、2003年に、３歳未満児の保護者 3120名に
対し、子どもの睡眠時間の問題に着目した生活実態調査を行った。調査の結果を活かして
親への啓発活動を４年間続けてきたが、あまり改善が見られなかった。そこで、親の子育
て意識について、さらに詳しく調査を行った。実施時期は、2006年１２月。対象は、３歳

未満児を持つ保護者 9272名。主な結果は、母親の育児に対する意識の実態に関して、ほと
んどの母親が「子どもと一緒にいると楽しい」「子どものことがかわいい」「産んでよか
った」と答えており、極めて望ましい傾向であることがわかった。しかし、その気持ちと
は裏腹に「育児に自信がない」「子育てについて気になることがある」という母親も少な
からずいることも同時に明らかになった。その具体的な内容は、「反抗期の対処法がわか
らない」、「上の子と下の子に対する接し方がわからない」、「寝かせ方がわからな

い」、「今の接し方、育て方で大丈夫なのか心配」、「叱り方がむずかしい」などであ
り、自信のなさや子育てについて気になっていることがあるということが、ここから見え
てくる。そこで、育児の荷い手である母親の育児支援は心理面を配慮しながらサポートす
ることが重要であると考えられる。 



150 日本の子育て支援における保育士と心理士の協働日本の子育て支援における保育士と心理士の協働日本の子育て支援における保育士と心理士の協働日本の子育て支援における保育士と心理士の協働    保育研修を通した保育士の成長保育研修を通した保育士の成長保育研修を通した保育士の成長保育研修を通した保育士の成長 
Kazuo Shimamoto, Kikuyo Aoki, Chiyo Mori, Kiyoko Tomita (Japan) 

本発表では、「気になる子ども」の保育研修会(Aoki＆Baba,2002)に参加した保育士の成長
について検討する。研修会後に、参加者自身の保育活動を振り返る質問紙調査を実施し
た。その結果、特に、中堅保育士は、研修後に子どもへの関わりを工夫し、研修での学び

を他の子どもの理解に応用すると言った保育の変化を実感していた。中堅保育士は、研修
会で得た知見を理解する経験や立場があるために、研修会での効果を最も実感できたと考
えられた。 

151 乳幼児の早期情緒的発達を促す：乳幼児の早期情緒的発達を促す：乳幼児の早期情緒的発達を促す：乳幼児の早期情緒的発達を促す：BEES (Building Early Emotion Skills ) カリキュカリキュカリキュカリキュラムの構ラムの構ラムの構ラムの構
築築築築 
Holly E. Brophy Herb, Rachel Schiffman, Esther Onaga, Hiram E. Fitzgerald, Laurie Van Egeren, 
Sara DuPuis, Erika London Bocknek, Mildred Horodynski, Lorraine McKelvey, Shelley Hawver, 
MaDonna Adkins, Mary Cunningham-DeLuca (United States) 

早期情緒的発達は、後の発達および機能遂行に重要である。ところが、乳幼児の情緒的発
達に焦点を当てたカリキュラムは極めて少ない。本ポスターでは、BEES (Building Early 

Emotion Skills ) カリキュラムについて報告する。これは、新たな乳幼児精神保健に基づ

き、家庭環境の中で家庭訪問員により実施されるように設計されたカリキュラムである。
本発表では、このカリキュラムの理論的根拠および概念的根拠と、その構成要素とについ
て説明する。具体的には、このカリキュラムは乳幼児精神保健モデルに基づいており、健
全な情緒的成長および発達を目指すために親子の関係性に重点を置いている。内容は、
ａ）親の気づきを構築する、ｂ）子どもに耳を傾け、交流する、ｃ）さまざまな感情を識

別し、分類する、ｄ）時間の経過とともに行動調節方略を展開する、という４つの主な構
成部分に分かれている。各構成部分に含まれる活動はさらにサブトピックの領域により分
かれており、簡単な動作から複雑な動作へと順序付けられ、具体的な動作が始めに提示さ
れてから、次第に概念的、抽象的な作業の提示が続くようになっている。尚、本発表で
は、このカリキュラムの評価および実行可能性研究に対する計画と現状についても報告す
る。 

152 応答的な養育を促進するための有益な実践：省察的な養育者トレーニング法の効果につい応答的な養育を促進するための有益な実践：省察的な養育者トレーニング法の効果につい応答的な養育を促進するための有益な実践：省察的な養育者トレーニング法の効果につい応答的な養育を促進するための有益な実践：省察的な養育者トレーニング法の効果につい
ての３つの研究ての３つの研究ての３つの研究ての３つの研究 
Elita Amini Virmani, Claire DeAnne Vallotton, Lisa Bohne (United States) 

このシンポジウムでは、内省的手法を介して、早期の子どもの教室での応答的養育を促進
するための 3つの異なった方法を提示したい。各発表者は養育のトレーニングのユニーク
な方法、そのトレーニング方法の研究、保育者に対するその方法の結果について述べる。3

つのトレーニングの方法には、内省的スーパービジョン、教室の外での内省的実践の活
用、教室内で双方向なコミュニケーションを促進するための乳児のサイン言語の活用が含
まれる。これらの内省的トレーニングは、応答的で洞察的な養育実践に保育者が関与する
ことを目指している。第 1の発表では、内省的スーパービジョンと保育者の洞察力に正の
関連を示している縦断的研究からの結果を述べたい。言い換えれば、保育者の洞察力と



は、完全に、開かれた、受容的な方法で子どもの行動の根底にある動機を理解する保育者
の能力である。21名の乳幼児の保育者がこの研究に参加した。第 2の発表では、内省的ト
レーニングツールの評価と活用に焦点を当てる。内省的トレーニングツールは、成人の表

情静止法のロールプレイ（The Adult Still-Face Procedure Role-Play）であり、乳児の情緒的
経験について保育者が洞察するのを助けるために考案された。参加者として、116名の乳
幼児の保育者が含まれていた。第 3の発表では、乳児のサイン言語が子どもと保育者の相
互の応答性のためのツールとして、有用と思われる縦断的研究からの調査について述べた
い。また、乳児のサイン言語は、保育者がケアの中で個々の乳児に調律することを学ぶに
つれて、日々の相互作用における応答性を高める。早期の子どもの教室にて、18名の保育

者と 10名の乳児が参加した。このシンポジウムは、調査者と実践者に、早期の子どもの環
境において、応答的で、かつ洞察的である養育実践を促進することを目指しており、研究
をベースにした内省的方法を提供するだろう。 

153 ソリハルソリハルソリハルソリハル アプローチの訓練アプローチの訓練アプローチの訓練アプローチの訓練:     訓練の実施と変化の維持訓練の実施と変化の維持訓練の実施と変化の維持訓練の実施と変化の維持 
Mary Rheeston, Hazel Douglas, Angela Sweet, Gianna Daly (Great Britain) 

Solihullアプローチは訓練コースと包括的な資源のパッケージからなる統合的モデルであ

り、英国で乳幼児や小児、青年と関わる仕事をしている人々により開発された。Solihullア
プローチモデルは、抑制、相互性、行動管理の３つの概念を統合して確固たる理論的骨組
みを作り上げ、専門家達が作業において使えるようになっている。それは、行動的･情緒的
問題をもつ子どもを抱える家族と関わる非常に実用的な方法であり、予防的、および早期
介入のはたらきかけに利用されている。訓練は Solihullアプローチにより、マニュアルを使
いながら段階的モデルに従って行われる。訓練は基礎（Foundation）、 養育グループ

（Parenting Group）、再教育（Refresher）、訓練士訓練のための訓練から成り立っている。
すべてのプログラムの場合と同様、訓練によってもたらされた初期の変化を維持すること
は努力を要する難しいことである。ポスター発表では Solihullアプローチの基礎の訓練を上
手に実施し、訓練を受けた実践者がそれを維持し活用していくために必要な要素を探究す
る。実践者が思考を深めモデルを統合し、家族との作業に利用できるようにサポートをつ

づけていく重要性を強調する。多機関のニーズに応じて作り出されたそれぞれ異なるアプ
ローチと、関係機関ごとにそれぞれに異なる職種から適切なサポートを提供する際の課題
について、その概要を示す。 

154 赤ちゃんを祝福し保健文化を変えていく赤ちゃんを祝福し保健文化を変えていく赤ちゃんを祝福し保健文化を変えていく赤ちゃんを祝福し保健文化を変えていく:    国家の取り組み国家の取り組み国家の取り組み国家の取り組み 
Nicholas Kowalenko, Bryanne Barnett, Marie-Paule Austin (Australia) 

Beyondblue,Australia:プライマリーケアにおいて普遍的尺度にもとづく心理社会的評価によ
り、周産期および乳幼児期の精神保健事業を推し進めていこうという国家実践計画

（National Active Plan、NAP）の展開のため、国家の主導でうつ病対策が立案された。これ
までと違い、評価は母親と乳幼児の心理的健康とウエルビーイングに焦点を当て健康管理
を行うことを目的としている。オーストラリアの調査では、妊婦（8.9%）、新たに母親と
なった女性（15.7%）に情緒の問題（emotional distress）が高い頻度でみられた。周産期う



つ病は、特に長引けば乳幼児の精神保健を損ないかねない。NAPの目的：A)周産期･乳幼
児の精神保健に対する一般社会の認識を高める；B)乳幼児の情緒の健全の基礎確立に寄与
する。協会は下記から情報･助言を受け、NAPを推進していく：i)消費者；ii)専門家；iii)周

産期・乳幼児の精神保健推進策と実践に関する国の実績調査；iv)国の諮問結果。NAPは
2008年度の早期に承認される予定である。健康管理に携わる人たち、政府、資金提供者、
学術関係者、消費者など、広い範囲の人たちの協力を受け、NAPの草案を展開し精神保健
を国の重要事項としている。この施策は乳幼児精神保健の基礎を確立し、健康管理へのこ
れまでの意識を変えていこうとする国のアプローチに貢献し乳児の情緒的健全性の向上が
認められ、評価されるようになるであろう。 

155 ラトビアにおける親訓練プログラム「子どもの健全な情緒発達促進」―母親のコンピテンスラトビアにおける親訓練プログラム「子どもの健全な情緒発達促進」―母親のコンピテンスラトビアにおける親訓練プログラム「子どもの健全な情緒発達促進」―母親のコンピテンスラトビアにおける親訓練プログラム「子どもの健全な情緒発達促進」―母親のコンピテンス
感、子どもの行動、母子の相互交流に与える影響感、子どもの行動、母子の相互交流に与える影響感、子どもの行動、母子の相互交流に与える影響感、子どもの行動、母子の相互交流に与える影響 
Inga Skreitule-Pikse, Anika Miltuze, Sandra Sebre (Latvia) 

本研究の目的は、ラトビアで改作された親訓練プログラム「子どもの健全な情緒発達促
進」の効果を評価することである。評価の観点は未就学児の行動上の問題に対処する親の
能力と親のコンピテンス感の強化である。本プログラム（Pathways to Competence. 

Encouraging Healthy Social and Emotional Development in Young Children：コンピテンスへの
経路。幼児の健全な社会性と情緒の発達, 2002）の考案者はカナダ出身の心理学者 Sarah 

Landy博士であり、改作者は同じくカナダ出身の心理学者である Ed Ozola博士である。1

歳から 5歳までの未就学児の母親が本プログラムに参加した。親訓練参加の前と後に, 母親
のコンピテンス感(Parenting Sense of Competence Scale：育児コンピテンス感尺度；Johnston 

& Mash, 1989)と子どもの行動(Child Behavior Checklist：子どもの行動チェックリスト；

Achenbach & Rescorla, 2000)、母子の相互交流 (Emotional Availability Scales：情緒応答性尺
度；Biringen, 1998)を評価した。親訓練プログラムに参加した母親の訓練後の評価は、育児
満足感がより高く、効力感がより高く、育児コンピテンス総合得点がより高くなった。母
親は訓練後の評価で, 子どもの外在化行動の問題は減少し、子どもの行動上の問題も全体的
に減少したと報告した。母親の親訓練プログラム参加前と後の母子の相互交流を調べるた

め、ビデオ観察が行なわれた。 

156 子どもの虹情報研修センターの事業について子どもの虹情報研修センターの事業について子どもの虹情報研修センターの事業について子どもの虹情報研修センターの事業について 
Hiroaki Okawa, Takashi Masuzawa (Japan) 

わが国で近年増加の一途にある児童虐待および非行・暴力などの思春期問題は、子どもと
家庭をとりまく社会構造上の問題を鋭く映し出しており、それらをどう受け止め、どう応
えていくかは、国の将来にかかわる緊急かつ重大な課題です。 子どもの虹情報研修セン
ター（日本虐待･思春期問題情報研修センター）は、この課題に対応するため、第一線の専

門援助者を養成し、また高度専門情報を集約・発信する拠点として設立されました。 セ
ンターは、厚生労働省、地方自治体、民間の援助機関、専門家団体、全国の諸研究機関な
どと緊密な連携をとりながら、福祉・保健・医療など幅広い分野を対象に、この重大な役
割を担っています。 



157 保育園保育園保育園保育園(幼稚園幼稚園幼稚園幼稚園)と学校における行動上の問題の早期発見と介入と学校における行動上の問題の早期発見と介入と学校における行動上の問題の早期発見と介入と学校における行動上の問題の早期発見と介入 
Merja-Maaria Turunen, Paivi Kontiola, Maija Von Fieandt (Finland) 

子どもの行動上の問題は社会の重大な関心事で、最近では児童精神科医に委託する際の最
も多い理由となっている。神経心理学的障害、うつ病、家族問題や葛藤、外傷的な体験等
いくつものリスク因子が行動上の問題を引き起こす可能性がある。子どもたちはストレス

の多い生活状況に挑戦的な行動で反応することもある。行為障害予防プロジェクトが 2003

年、ヘルシンキの Evaluation Clinic for Children（子ども評価クリニック）で始まった。この
プロジェクトの目的は、子どもたちの行動上の問題について、また行為障害のリスク因子
について保育園(幼稚園)や学校の職員の知識を高め、そこでの早期発見と介入方法を改善
し、困難な状況への有用な対処法を見出し、問題の悪化を防ぐことである。ヘルシンキの
幼稚園 1園と、学校 4校が参加した。グループのファシリテーターはクリニックのチーム

メンバーで、採られた手法はグループでの相談訓練だった。プログラムには各々1時間半
の 8つのグループミーティングが組み込まれ、12ヶ月行われた。どのミーティングにも行
動上の問題の種々の局面に関する具体的なテーマがあり、各セッションは、理論ベースの
グループワークで始まり、ファシリテーターの助けで知識基盤を作り、その後その日の主
題に関する症例コンサルテーションが行われた。評価結果から, 行動上の問題について参加

者の気づきと知識が深まったことがわかった。また、教師と子どもとの個人的な関係の重
要性も一層理解されるようになっていた 

158 子どもを失った親の子どもを失った親の子どもを失った親の子どもを失った親の 1.5人称の関係性人称の関係性人称の関係性人称の関係性 
Hiroko Sakashita, Kayoko Kurokawa (Japan) 

乳幼児の死は母親に対し大きな痛手を与えるが、そのこころのケアはほとんど行われてい
ない。発表者は「病児遺族の会」の代表を務めている。会では子どもを失った気持ちの
「わかちあい」を中心に行っている。わかちあわれる内容に、小さな子どもを亡くした親

特有の語りがあるのではないかと考え、本会の会員で 3歳未満の乳幼児を病気で失った 20

歳代後半～40歳代前半の母親 10名にインタビューを行った。その結果、以下の特徴が見
出された。①母子は常に一緒に過ごし密接な関係にあった。②子は全面的保護を必要とし
ていた。③母も子と身体的なつながりがあるような状態にあり、④子と同じことを五感で
感じているような時期だった。⑤その子は生活の中心にあって日常を象徴していた。⑥ま

だ子どもらしい楽しい経験をさせてあげる以前であり、⑦母にさえその子が生まれた意味
や目的が見えにくい時期だった。⑧死後も母はその子のことを「思い出す」のではなく常
に考えている。こうした特長から、母親にとってわが子は「わたし＝1人称」と「あなた
＝2人称」の中間的性質をもつ“1.5人称”の相手であり、その死は母親の生命を揺るがすほ
ど危機的なものであるといえる。当日は、遺族の会の活動を通して遺族が必要としている
ケアについて提案したい。 

159 プロファイルを手掛りに乳幼児精神保健領域への新たな取り組みプロファイルを手掛りに乳幼児精神保健領域への新たな取り組みプロファイルを手掛りに乳幼児精神保健領域への新たな取り組みプロファイルを手掛りに乳幼児精神保健領域への新たな取り組み     
Junichi Saeki (Japan) 

近年、乳幼児の精神保健の研究が大きな進展を見せている。その中で新たな知見をここに
報告する。それは行動科学と、対人関係間の精神力動的関わりによる結果である。それは



どういう刺激を周囲から受けたかで、その後の本人のプロファイルに影響が及ぶからに他
ならない。この点は、児童精神医学の領域において母親をはじめとする、ベビーシッター
等との関係や虐待に関する課題で既に解明されつつある。アタッチメントだけでなく、そ

の質的要素によって左右される。乳幼児本人が、精神保健領域の「刺激」を、どう受け止
めて意味づけるかに掛かっている。この意味づけがプロファイルを形成し、原体験などを
形作って成長していくからである。プロファイルの形成と、行動の軌道修正によって乳幼
児の精神保健と心理的発達課題等が克服できるのである。また、これまでどういう環境下
に置かれてきたかが、精神心理的発達に影響を与える。その意味で大人や親の果たす役割
は大きく、精神保健領域における対応能力を育まなければならない。対人関係形成能力と

その伝達能力も見逃せない。精神保健領域においては、直接見えないだけに的確な伝達能
力が求められる。結果として乳幼児の対処行動と精神力動的コーピングに具現化する 

161 特別招待講演特別招待講演特別招待講演特別招待講演: 乳幼児期と境界性人格障害乳幼児期と境界性人格障害乳幼児期と境界性人格障害乳幼児期と境界性人格障害 
Peter Fonagy (United Kingdom) 

このプレゼンテーションは、社会的認知の性質についての近年の研究と、愛着の神経生物
学の理解における最近の発展をつなげることを目的としている。私達は愛着と脳内の報酬

回路の活性化との関係性、すなわちドーパミン作動性の中脳皮質辺縁系回路の活性化を愛
着の体験とつなげること、についてのすばらしい理解を獲得している。また私達は、社会
的認知と関連した脳システムについても学んできていて、近年の研究は愛着と社会的認知
の脳システムとの相互関係を詳しく詰めてきている。この論文では、境界人格障害との関
連が頻繁に見られる社会的認知機能不全のモデルを提供する為に、この関連性を詳しく説
明する。その境界人格障害はまた、疫学的に愛着システムの無秩序性とも関連している。

このモデルは、これらの患者との望ましい理論的アプローチを同定する。そのアプローチ
の基礎となる根拠は徐々に増加している。 

164 うつ病状態の母親を持つ乳幼児と父親のさまざまなスタイルの相互作用うつ病状態の母親を持つ乳幼児と父親のさまざまなスタイルの相互作用うつ病状態の母親を持つ乳幼児と父親のさまざまなスタイルの相互作用うつ病状態の母親を持つ乳幼児と父親のさまざまなスタイルの相互作用 
Schale Azak (Norway) 

このプレゼンテーションは、生後６ヵ月時に母親が抑うつの治療を受けていた経験を持つ
乳幼児（50人）の長期的なプロスペクティブ研究の一部である。この研究は、抑うつの母

親を持つ乳幼児の発達の悪化や改善に、父親がどのように関与するかを考察するものであ
る。研究は、子どもが生後６，１２，１８，３６ヵ月時の、抑うつの母親とその父親およ
び子どもたちの調査を、抑うつのない母親と健康な父親を持つ子どもと比較する形で実施
されている。父親の乳児と過ごす時間の自己報告・母親の抑うつによるマイナスの影響を
軽減あるいは助長する父親の相互作用のスタイルの特徴・父親の診断状況の影響・父親に
よって与えられる要因のタイミングの重要性が調べられた。ビデオプレゼンテーションで

は、様々な年齢における、抑うつの母親を持つ乳幼児と父親の相互作用の特徴を、抑うつ
のない母親を持つ乳幼児と母親および乳幼児と父親の相互作用と比較する形で探求する。
母親が抑うつの場合、父親がより育児に関与しなくてならない状況であることが予想され
る。父親の感受性は、育児に費やす時間の総計とではなく、父親の診断状況や年齢と関連



していると予想される。加えて父親の感受性は、否定的な子どもの気分の状態との間に負
の関係がみられ、相互作用が働いている時は、子どもの父親との関わりと持続した注意力
との間に正の関係が予想される。さらにこのことから、高い感受性と子どもを上手になだ

める方法を持つ父親の相互作用は、母親の抑うつがもたらすマイナスの影響を減らすと考
えられる。 

165 反応性愛着障害の治療のためのセラプレイ（感覚運動遊びによる治療）の利用反応性愛着障害の治療のためのセラプレイ（感覚運動遊びによる治療）の利用反応性愛着障害の治療のためのセラプレイ（感覚運動遊びによる治療）の利用反応性愛着障害の治療のためのセラプレイ（感覚運動遊びによる治療）の利用 
Paivi Korkeaoja, Raija Niemi (Finland) 

規制されて引きこもった反応性愛着障害の子どもが、セラプレイの援助を受けて、相互作
用により、最初はセラピストと、そしておそらく後には養母との関係を作っていく過程を
ビデオにより示す。セラピーを始める前に、子どもと養父母の相互作用が Marschak相互作

用法（Marschak Interaction Method）で評価された。養父母それぞれにインタビューも実施
された。最初に、セラピストの一方がセラピールームで子どもと接し、もうひとりのセラ
ピストがマジックミラーの後ろで養母と共に観察した。我々は、さらに子どものいない状
態で養母だけ、あるいは義父母一緒のセッションを行った。セラピーの経過の中で、子ど
もは自発的になり、自己表現力を向上させていった。子どもは、それまでと違って、養育

行動に対するより高い反応性を見せ、リラックスすることもできるようになった。彼女は
セラピストが設定した制限を試し始めた。養父母は、子どもがこれまでと違って自分の意
志を表し、自分自身を守ることを始めたと報告した。彼女は、またなぜ事柄を一定の方法
で行われなければならないのか理由を求めるようになった。彼女は、活発に歩くようにな
り、そして養母が表現したように“内なる姿勢”を持つようになっていった。養母は、あの
子はただ存在しているだけではなく生きている存在となり、“新しい人が家の中に来たよう

な感じだ”と表現してその変化を説明した。我々のこの臨床経験は、セラプレイが相互作用
に問題のある子どもとその養父母の治療に有用であるという見解を支持するものである。 

166 アジアにおける乳幼児の養育環境支援の実際アジアにおける乳幼児の養育環境支援の実際アジアにおける乳幼児の養育環境支援の実際アジアにおける乳幼児の養育環境支援の実際    ～～～～    フィリピンフィリピンフィリピンフィリピン セブ島における草の根援助セブ島における草の根援助セブ島における草の根援助セブ島における草の根援助
の挑戦の挑戦の挑戦の挑戦    ～～～～ 
Kikuyo Aoki, Yoshie Nakano, Saori Ota, Kiyoko Tomita (Japan) 

我々が継続して行ってきたフィリピンセブ島の都市スラムにおける、乳幼児の養育環境の

質的水準を向上させることを目指した、コミュニティ心理学的アプローチの実際について
発表する。我々の使命は、子どもの就学前教育（ECD）が、単に知的早期教育に走らぬよ
う、初期の情緒発達と親の心理教育を重視したプログラムを開発し、この地域の人々が自
主的に運営できるシステムとして発展させることである。日本にとってアジアの隣人であ
るフィリピンへの支援は、長い歴史があり、多額の経済的・物資的援助が行われている。
しかし、乳幼児期の心理・教育環境の向上のために、親や地域リーダーを養成するという

人的資源の開発援助については、これからである。我々はまず、支援の専門家である参加
者に、このようなパイオニア的な段階にある支援の実情について、具体的な現地の映像を
用いて多くの情報を提供したい。乳幼児－親支援を巡る心理的・社会的環境の改善すなわ
ち、人と環境の適合(person-environment fit)を促進するための様々な方略について紹介す



る。例えば、多分野協働のノウハウ、エンパワーメントを促す介入の技法、及び実践評価
に関するものなどである。 

167 乳幼児の相互作用乳幼児の相互作用乳幼児の相互作用乳幼児の相互作用 
Julianna Vamos (France) 

このフイルムは、乳幼児施設 Lczyにおいて一緒に育てられた、4ヵ月から 2歳半までの乳
幼児の社会的接触の発達を、（実験的な状況ではなく）自然なままで撮影したものであ
る。ある段階から別の段階へと乳幼児が発達する上で、3つの互いに重なり合う期間が見
られる。最初の期間において、乳幼児は”他者”は物ではなく生き物であることを知る。次
に“他者”は人間であることを知る。そして最終的に、普段の遊びの活動を通して 、時とし
て激情や争いを経験するが、 感謝や友情が子どもたちの中に表れる。生後 7ヵ月頃から、

物は子どもたちの相互作用の中で、より役割を果たすようになる。物によって二つの相反
する意志が一緒になり、その子に“他者”の存在を意識させる役割を果たす。我々は、単純
な模倣が日常的な活動となり、後に協力へと通じる道筋を見るかもしれない。その過程
で、物はある時は子どもたちを結びつけ、またある時は隔たりを生み出したりする。我々
は、子どもたちがどのようにして次第に自らの葛藤への対処の仕方を学ぶようになるかを

見るだろう。彼らは互いに遊び、協力することを喜ぶ。1歳半ころは、別の乳幼児が床の
上で泣いている場面は、激しい感情を引き起こすかもしれないが、2歳半を過ぎると、泣
いている幼児に同情を感じるようになる。この年齢では子どもたちの間に人間同士のつな
がりが存在しているように見える。 

170 泣きやまない赤ちゃんの原因・治療における自己調節能力を多面的に検討する泣きやまない赤ちゃんの原因・治療における自己調節能力を多面的に検討する泣きやまない赤ちゃんの原因・治療における自己調節能力を多面的に検討する泣きやまない赤ちゃんの原因・治療における自己調節能力を多面的に検討する 
Miri Keren (Israel), Sandra Rusconi-Serpa (Switzerland) 

インターフェイスでは、過度に泣く３ヶ月半の男児の臨床例に焦点を当てる。異なったコ

ンテクストでの母と乳児、父と乳児の相互交流と、半構造的な神経小児科学的検査での乳
児の行動のビデオによる観察を、３つの異なる観点から分析する。その観点とは、乳児の
発達しつつある自己調節能力、乳児の強みと弱みが家族の関係性に及ぼす影響、そして乳
幼児の強みと弱みが二者関係の精神力動的表象に及ぼす影響である。インターフェイスの
過程では、観察だけに基づき、これらの様々な観点がどのようにこの障害の病因の理解を

深めるかを強調する。３人の発表者が、これらの異なった観点が互いにどの程度、そして
どのように収束し、重複し、相反するか、また統合し包括的な治療的介入の基盤を形成す
るだろうかについて、議論する。 

172 国際児童青年精神医学会会長国際児童青年精神医学会会長国際児童青年精神医学会会長国際児童青年精神医学会会長 
Myron Belfer (United States) 
Abstract unavailable 

180 自己感と病気の赤ちゃん：入院中の乳児に直接治療的に関わること自己感と病気の赤ちゃん：入院中の乳児に直接治療的に関わること自己感と病気の赤ちゃん：入院中の乳児に直接治療的に関わること自己感と病気の赤ちゃん：入院中の乳児に直接治療的に関わること 
Campbell Paul (Australia) 

小児科と小児外科の進歩により、かつて命を落としていたであろう多くの乳児が一命を取
り留めている。中にはその生後 1、２年目の大半を病院で過ごす一群の赤ちゃんたちがい

る。また慢性疾患のためにしばしば長期にわたる難しい経過をたどる、極端に未熟な、あ



るいは非常に未熟な乳児もいる。このような乳児がどのように感じ・考え、またなにを記
憶しているかを知ることは困難である。もしわれわれが臨床的介入の際に赤ちゃんと直接
関係を持つなら、彼らの内的世界と自己感の発達についてより深く理解できるだろう。そ

のときわれわれは、乳児の親がするのと類似した、非言語的で、調律されたコミュニケー
ション行動を使うだろう。これは、注視、声、タッチ、リズムや時間のとり方などの使用
を意味する。また親からの分離による途絶と痛みを体験している乳児と両親に直接の接触
することにより、われわれが求めるのは、赤ちゃんの体験についてより深く理解し、より
安定した自己感の発達と、両親やその他の専門家との安定した関係性を可能にすることで
ある。 

181 子どもの情緒体験への母親の洞察力：正常とハイリスク状況での子どもの発達への意義子どもの情緒体験への母親の洞察力：正常とハイリスク状況での子どもの発達への意義子どもの情緒体験への母親の洞察力：正常とハイリスク状況での子どもの発達への意義子どもの情緒体験への母親の洞察力：正常とハイリスク状況での子どもの発達への意義 
David Oppenheim (Israel) 

このレクチャーは、母親の洞察力評価(maternal Insightfulness Assessment)の論理的背景と、
その標準的対象およびハイリスク対象に関する研究への応用を紹介する。子どもの内的世
界に対する母親の洞察力には、子どもの行動の基礎になっている動機への気付き、子ども
に関する新しい情報への開かれた態度、そして子どもに対する多角的な見方が含まれてい

る。またそれは、敏感な養育行動の基礎を提供し、その結果、母子の愛着を安定させると
考えられている。母親の洞察力はビデオ再生技法 a video replay techniqueを用いて評価され
る。その技法では、母親はビデオで子どもの行動の一部を見て、その後子どもに関して
の、そして自分自身の、考えと気持ちをインタビューされる。本講義では、洞察力、母親
の敏感さ、および安定した愛着の間の相関関係を示す事によって、洞察力評価 IA の妥当性
を支持する、標準的研究結果を提示する。次いで、感情と行動上の問題を治療中の幼稚園

児に関しての現在の研究、自閉症児の研究、そして里親に育てられている子どもたちの研
究を紹介する。 

182 乳幼児期の引きこもり乳幼児期の引きこもり乳幼児期の引きこもり乳幼児期の引きこもり行動を評価する：行動を評価する：行動を評価する：行動を評価する：ADBBスケールスケールスケールスケール 
Antoine Guedeney (France) 

乳児期の引きこもり行動を ADBBスケールによって評価する。乳児期の社会的引きこもり
行動を認識し評価することは重要である。というのは、引きこもりは、その原因はさてお

き、発達に重要な影響があるからである。持続した引きこもり行動は異なるコンテクスト
から生じるだろう。すなわち、感覚の欠損、コミュニケーション障害、強く持続する痛
み、あるいは関係性における期待の裏切り、愛着障害や無秩序型愛着などがある。警告苦
痛赤ちゃん尺度 the Alarm Distress Baby Scale (ADBB)は月齢２～24ヶ月の乳児の引きこもり
行動を評価するためにデザインされた。これはいくつかの状況と国で使われ、妥当性が検
討されてきた。このレクチャーでは、参加者に尺度を使ってもらうために、ビデオを使

う。 

183 母親のこころの中に：妊娠中の調査から母親のこころの中に：妊娠中の調査から母親のこころの中に：妊娠中の調査から母親のこころの中に：妊娠中の調査から 
Massimo Ammaniti (Italy) 

親のコンピテンスには複雑な準備が必要である。なぜなら乳児を育てるには感受性、保
護、そして情緒的なコミュニケーションが必要だからである。妊娠中、母親たちは、自分



と子どもと 2人のために考える準備を整えるために、心理的にも神経生物学的にも深い変
容 transformationsに直面する。妊娠中の母親の表象に関するインタビュー(IRMAG-R, 

Ammaniti, Tambelli))を提示する。これは正常妊娠およびリスクの高い妊娠における心理的

な変化について探索する役に立つ評価法である。 

184 赤ちゃん部屋のおばけと神々：日本の家族における世代間伝達赤ちゃん部屋のおばけと神々：日本の家族における世代間伝達赤ちゃん部屋のおばけと神々：日本の家族における世代間伝達赤ちゃん部屋のおばけと神々：日本の家族における世代間伝達 
Hisako Watanabe (Japan) 

乳幼児―親精神療法は、世間の目を恐れ本音を隠しがちな日本の家族の、封じられたトラ
ウマを垣間見るユニークな「窓」であり、癒しとねぎらいを家族にもたらす。「どの赤ち
ゃん部屋にもおばけがいる。おばけとは親の忘れた過去からきたお客様。」このフライバ
ーグの言葉は、日本の家族に響くものがある。 表向きの近代化とは裏腹に、私たちは古い

価値観に基づく理想の母親像を抱いており、赤ちゃんをもつ日本の母親は、無言のプレッ
シャーにさらされている。フライバーグは言う。「赤ちゃんが相談室のまん中にいると、
他の相談では起きないことが起きる。」「邪魔ものをとりのぞいたとたんに赤ちゃんはよ
くなり、まるで神様が味方をしているみたい」 赤ちゃんの症状が家族の秘密とつながって
いた症例を述べよう。乳幼児―親精神療法では、母親の語る「ここ」と「いま」に研ぎ澄

まされた耳を傾け、母親のしぐさと言葉の響きや反復パターンに注目する。すると母親の
過去のトラウマが蘇り、目の前のやりとりに再現される瞬間が観察される。世代間伝達の
起きる瞬間である。母親自身がそのことに気づくと、母の目からは涙があふれ、抑圧され
ていた本音の思いが言葉とともに湧き出てくる。すると母子は葛藤から解放され自然な関
係が新しく生れる。この劇的な変化は「捨てる神あれば拾う神あり」という日本の諺を思
い出させる。実に赤ちゃんは二つとない歴史と文化をもつ家族と母親の一部なのである。 

185 旧ソビエトという単一文化のコンテクストでの乳幼児精神保健の発展旧ソビエトという単一文化のコンテクストでの乳幼児精神保健の発展旧ソビエトという単一文化のコンテクストでの乳幼児精神保健の発展旧ソビエトという単一文化のコンテクストでの乳幼児精神保健の発展 
Kasper Tuters (Canada) 

私は、私の体験と私の同僚の体験を共有したい。14年前、私はWAIMH のメンバーがかつ
ての“鉄のカーテン”の向こう側で初めての学会を組織し、かくして多くの点で新しい領土
に踏み込むのを手伝った。西欧諸国と比較して、旧ソ連に存在する伝統的な子育てにおけ
る文化の差異を、敬意を持って比較するというのは、非常に建設的でありながら複雑な取

り組みだった。その焦点は乳幼児精神保健の健全な発展を推進することだった。その 1994

年の最初の学会以来、われわれの同僚であるカナダの研究者と東欧の研究者との間で、世
界のその地域における新しいアプローチの統合を助ける合同プロジェクトがずっと行なわ
れてきている。 

187 行動の行動の行動の行動の 10年特別講演：文化－親－乳幼児：交流的、行動的、情緒的関係年特別講演：文化－親－乳幼児：交流的、行動的、情緒的関係年特別講演：文化－親－乳幼児：交流的、行動的、情緒的関係年特別講演：文化－親－乳幼児：交流的、行動的、情緒的関係 
Marc Bornstein (United States) 

親と乳幼児の二者間の交流過程 transactional processesは日常の出来事だが、その形態と機

能の両者は、文化によって劇的に異なる。この講演では、私は最初に交流の本質について
の基礎に触れる。私はまた、異なる文化に共通する実例を援用する。そして次に私は、文
化というコンテクストにおける親と乳幼児の交流に関して、形態と機能の理論的議論に移
る。それから私は、発達における文化特有の、そして異文化で共通する親子の交流の実例



に向かう。最後に、この異文化の観点が、発達的交流の理論的な概念、そして、情緒的関
係性や乳幼児精神保健への実際の結末に、どんな独特な貢献をもたらすのか議論して終わ
る。 

190 無垢の歌とコミュニケーションの経験：仲間作りへの動機無垢の歌とコミュニケーションの経験：仲間作りへの動機無垢の歌とコミュニケーションの経験：仲間作りへの動機無垢の歌とコミュニケーションの経験：仲間作りへの動機 
Colwyn Trevarthen (United Kingdom) 
Abstract unavailable 

191 甘え、依存そして同一化甘え、依存そして同一化甘え、依存そして同一化甘え、依存そして同一化 
Takeo Doi, Kiyoshi Ogura (Japan) 
Abstract unavailable 

192 乳児の生後１ヶ月と３ヶ月時の母親の話しかけについての、日本と米国の母親の文化特異乳児の生後１ヶ月と３ヶ月時の母親の話しかけについての、日本と米国の母親の文化特異乳児の生後１ヶ月と３ヶ月時の母親の話しかけについての、日本と米国の母親の文化特異乳児の生後１ヶ月と３ヶ月時の母親の話しかけについての、日本と米国の母親の文化特異
的パターンについての考察的パターンについての考察的パターンについての考察的パターンについての考察 
Yorio Kosawa (Japan) 
Abstract unavailable 

193 日本の家族における甘えの障害日本の家族における甘えの障害日本の家族における甘えの障害日本の家族における甘えの障害 
Hisako Watanabe (Japan) 
Abstract unavailable 

196 2歳の双生児におけるサインすることと言語発達：マカオで行われた症例研究歳の双生児におけるサインすることと言語発達：マカオで行われた症例研究歳の双生児におけるサインすることと言語発達：マカオで行われた症例研究歳の双生児におけるサインすることと言語発達：マカオで行われた症例研究 
Kim Hughes-Wilhelm, Lucia Lo (Macao) 

発表者らは、2歳の双生児にとって、サインは新しい語彙を導入し補強するために用いら
れるという、縦断的研究からの結果を共有する。この研究では（１）どのサインがより難
しく、あるいはより簡単に習得するのかを決定する、（２）言葉で使われる、サインで使
われる、そしてその組み合わせで使われる語彙の特定、そして（３）双生児と両親との、

双生児とその他の大人との、そして双子同士の相互交流とコミュニケーション（言語でそ
してサインして）を調査することが目的とされた。研究者は何回かの準備セッションでそ
の双子と家族に会い、その後 6週間にわたり、５回のサインをするセッションと復習セッ
ションを行った。それぞれの週の新しいサインは、Baby Signs Programからの材料（例えば
お気に入り、食事時間、洋服を着る、入浴時間）を用いたテーマに従った。必要に応じ、

補助的なサインがアメリカ手話 American Sign Languageや英語対応手話 Signing Exact 

Englishから引用され使用された。両親や研究者がモデルをしたサインには、食事、就寝時
間、入浴時間、お気に入りのおもちゃ、動物、または気分、感覚や欲求のような日常にお
いて使用するサインが含まれていた。この研究はマカオで約 6ヶ月以上の期間行われ、観
察、インタビュー、親によって記録された週間日誌とともに、12回の双生児のビデオ録画
セッションも含まれた。さらに両親は 3回インタビューを受けた。治療期間中に１回、1

ヶ月後にもう１回、そしてそれから 3ヶ月後だった。調査結果は、短期間あるいは長期間
に習得されたサインと語彙、また双生児を比較した時の、それぞれのパーソナリティ特
性、コミュニケーションの相互交流、そして自発的なサインの使用に焦点をあてる 

197 チリの赤ちゃんのジェスチャーによるコミュニケーションプログラムの効果チリの赤ちゃんのジェスチャーによるコミュニケーションプログラムの効果チリの赤ちゃんのジェスチャーによるコミュニケーションプログラムの効果チリの赤ちゃんのジェスチャーによるコミュニケーションプログラムの効果 
Chamarrita Farkas (Chile) 

生後数ヶ月間のジェスチャーによるコミュニケーションについてのさまざまな研究で、赤

ちゃんの言語、早期の相互交流の質、赤ちゃんの欲求不満の管理および自尊心を向上させ



るために、赤ちゃんにジェスチャーによるコミュニケーションを意図的に推進することの
利点が示唆されてきた。チリで実施された研究では、子ども、親そして教育者にとって
の、ジェスチャーによるコミュニケーションプログラムの利点を調査する。2つの研究結

果が提示される。(a)最初の研究は中程度の社会経済レベルの子どもに実施した。この研究
では親がこのプログラムで訓練を受けた。14組の母親と赤ちゃんにおける共時的相互交流
についての影響が、子どもが月齢 5-8ヶ月、12-14ヶ月、そして 18-20ヵ月の 3回の測定で
研究された。結果には、相互交流の視覚的、触覚的、そして発声の側面で、頻度と継続期
間における縦断的な差違が含まれる。(b)2つ目の研究は、社会的リスクが高い家庭の子ど
もに実施した。この研究では、保育センターchild care centersの教育者がこのプログラムで

訓練をうけた。親と教育者のストレスの水準における影響が、子どもが月齢 5-9ヶ月、12

ヶ月、そして 18ヵ月の時の 3回の測定で、親ストレス指数短縮版 Parent Stress Index, Short 

Form(PSI-SF)を用いて研究された。養育者のそれぞれのグループによる結果が議論され
る。 

198 乳幼児の早期のジェスチャーの使用を調査する縦断的研究乳幼児の早期のジェスチャーの使用を調査する縦断的研究乳幼児の早期のジェスチャーの使用を調査する縦断的研究乳幼児の早期のジェスチャーの使用を調査する縦断的研究 
Karen J. Pine, Elizabeth Kirk (Great Britain) 

われわれは、40人の乳幼児の縦断的研究から、第 1回目の調査結果を提示する。この研究
は月齢 8ヵ月から始め、ジェスチャーという様式を用いてコミュニケーションを促すこと
の影響を調査する。乳幼児は、4つの条件の 1つに、ランダムに割り当てられた。それら
の条件は、象徴的なジェスチャー訓練、イギリス手話 British Sign Language（BSL）訓練、
言語による訓練、そして非介入の対照群であった。２つのジェスチャー訓練を行っている
グループでは、目標とする 10の日常の項目や概念について赤ちゃんとコミュニケーション

をとる際に、親は象徴的なジェスチャーか正式な BSLのサインのいずれかをどのように使
うかの指示を受けた。次の（言葉による訓練）親のグループは、目標となる項目や概念の
言葉によるラベルを、乳幼児とのコミュニケーションに組みこむように指示を受けたが、
ジェスチャーの指示は受けなかった。それはそれらの刺激への言葉とジェスチャーの暴露
の別々の効果を決定するためだった。非介入グループは、特別な指示を受けなかった。8

カ月、 12カ月 、16カ月、と 20カ月で、家庭訪問中に、乳幼児の聴覚理解力と表出コミュ
ニケーション（PLS-3英国）や、受容語彙と発表語彙（オックスフォード CDI）が測定さ
れた。２週ごとの電話インタビューが、サインを使ってそして言葉で、目標項目を、親が
認識し、乳幼児が理解し発表するかを記録するために、実施された。乳幼児の目標項目の
理解力は、選好注視法パラダイムを用い、10カ月、12カ月と 14カ月時に家庭訪問中に評
定された。乳幼児の言語発達を比較しているデータが報告される。 

199 恐るべき恐るべき恐るべき恐るべき 2歳児を克服する：赤ちゃんは象徴的ジェスチャーをコミュニケーションに使用歳児を克服する：赤ちゃんは象徴的ジェスチャーをコミュニケーションに使用歳児を克服する：赤ちゃんは象徴的ジェスチャーをコミュニケーションに使用歳児を克服する：赤ちゃんは象徴的ジェスチャーをコミュニケーションに使用
することによって養育者のこころと行動を変えるすることによって養育者のこころと行動を変えるすることによって養育者のこころと行動を変えるすることによって養育者のこころと行動を変える 
Claire DeAnne Vallotton (United States) 

このプレゼンテーションでは、象徴的ジェスチャーを用いた縦断的研究の結果を報告す
る。そのジェスチャーは、Baby Signs Programとしても知られていて、言語能力習得前の子



どもと親の間でとられる双方向コミュニケーションを高めるために、実験的な親への介入
として使われる。参加者には Early Head Startに登録している 30組の低所得家族が含まれ
る。この研究では、子どもと親のジェスチャーの使用、親のストレス指数 Parenting Stress 

Indexによって測定された母親の子どもに対する認識、そしてビデオテープに録画された母
親と子どもの相互交流での母親の応答性に対する、介入の影響について調査する。子ども
のコミュニケーションの合図や子どもの感情の変化に対する母親の応答性は、毎秒の行動
をとらえるミクロ分析的行動コード化スキーマ microanalytic behavior coding schemesを用い
てコード化した。研究結果では、第１に、介入は、親子双方にコミュニケーションするた
めの象徴的ジェスチャーの使用を増加させた。次に、ジェスチャーをする子どもの母親

は、より肯定的な子どもの心的表象を持っていた。さらに、実験グループの母親は、子ど
ものコミュニケーションの合図に、特に苦痛の合図に、より応答的だった。最後に、双方
がジェスチャーする親子ペアの母親は、子どもの感情の変化により応答的だった。つま
り、双方がジェスチャーする親子ペアの子どもの感情が変化する時、母親は同じ方向への
感情の変化で応答しようとする傾向がより強かった。 

201 乳幼児と母親との精神分析的作業乳幼児と母親との精神分析的作業乳幼児と母親との精神分析的作業乳幼児と母親との精神分析的作業 
Bjorn Salomonsson (Sweden) 

臨床家の中には、乳幼児を治療的な対話に関わらせることは可能であり、必要でさえある
と感じている人もいる。これらの方法のうちの一つは、乳幼児と母親の精神分析的作業と
呼ばれる。この方法は、基本的な質問を提起する。われわれの介入によって、われわれが
子どもに到達できるのは何歳か？ どの意味レベルで乳幼児は精神分析家を理解するの
か？ どの意味レベルで分析家は乳幼児を理解するのか？ そもそも、われわれはその乳

幼児に直接到達できるのか、もしくは母親を通した間接的な方法でしか乳幼児に到達しな
いのか？ 私は症例を述べることによって、これらの疑問に取り組む。その症例では、私
は 16ヶ月の少女を母親との合同精神分析療法で治療した。その少女と私は 3歳 6ヶ月にな
るまで定期的な児童分析を続けた。このようにして、私は彼女の母親の抑うつによって深
く影響を受けた乳幼児期の状況の詳細を追跡することができた。この論文の中で、治療の

間、様々な記号論的レベルで、彼女の抑うつの母親への反応と、母親との相互作用が、ど
のように表現されたかを、私は考察する。抑うつの母親によってコンテインされることが
できなかった不安に捕らわれという一つの主要なテーマが、ますます洗練された記号論的
レベルで、詳細になってきたことが、明らかになった。その過程の中で、二人は私にとっ
て、そして彼女にとって、より理解できるものとなり、それが彼女には大きな助けとなっ
た。 

202 小児科病院というコンテクストにおける乳幼児親精神療法のプレイと言葉小児科病院というコンテクストにおける乳幼児親精神療法のプレイと言葉小児科病院というコンテクストにおける乳幼児親精神療法のプレイと言葉小児科病院というコンテクストにおける乳幼児親精神療法のプレイと言葉 
Brigid Jordan (Australia) 

この論文は、急性期の小児科病院における乳幼児親精神療法の課題と可能性を探求する。
この課題は、短いもしくは予測できない入院期間、乳幼児が医療器具に繋がれている時の
プライバシーの欠如、患者が家から遠く離れたところに入院している時の短期治療の必要



性、のようなコンテクスト上の要因から生じる。その他の課題は、乳幼児の家族とそれを
取り囲む医療チームのニードが関わっている。それは彼らが乳幼児の困難さを、生命医学
の介入によって解決される肉体の問題として見ることから、乳児の情緒的な生活に関わる

難しさとして見ることへと旅をするニードである。時には、その感情的な難しさは、病気
と治療のトラウマの結果である。乳幼児の情緒的世界、ならびに乳幼児と親の関係性に直
接取り組むという、われわれの精神療法的介入へのニードは、それ自身の問題と可能性を
提示する。乳幼児が象徴遊びに関われるのは何歳か？ プレイによって、生後 6ヶ月児
が、外傷後の摂食障害のコンテクストで生じてきた摂食についての葛藤に、直面できるよ
うに助けられるか？ 乳幼児と共に行う直接的な治療的作業は何を意味するのか？ どの

ように治療者は乳児とプレイするのか？ 乳児とプレイする治療者は、母親にとってどんな
意味があるのか？ 

203 三者関係化と三角化の過程としての親乳児治療三者関係化と三角化の過程としての親乳児治療三者関係化と三角化の過程としての親乳児治療三者関係化と三角化の過程としての親乳児治療 
Daniel S. Schechter, Aaron Reliford (United States) 

この調査報告は、親と子どもの介入より前には、母親の暴力に関連する外傷後ストレス障
害（ＰＴＳＤ）と、それに伴う精神生理学的調節障害が、彼女の子どもに敏感に気付くた

めの能力を妨げるという仮定をテストするために、臨床に紹介されたトラウマをおった母
親と子どものサンプルでの研究の考察から始まる。それからわれわれは、暴力に関連する
ＰＴＳＤの母親の対照的な短い症例を提示する。その母親の治療の中で、母親が子どもに
ついて語ることは、有意により否定的でなくなり、またゆがむことも少なくなった。臨床
家が援助するビデオフィードバック暴露セッション Clinician-Assisted Videofeedback 

Exposure Session (CAVES) (Schechter et al., IMHJ, 2006) と呼ばれる一回のセッションだけの

実験的な介入における、母親のリフレクティブな機能の程度のような、変化の予測因子に
関連づけられた実証的所見が、詳細に提示される。また同様に、様々な母親について、そ
の他の要因の中で、母親の個人差、関係性の精神力動、そしてその生育歴によって、介入
の過程の中でどのようにそしていつ変化が起こるのかにおける変動性の質的な例も説明さ
れる。母親のとても幼い子どもへの転移を取り囲む現象と、トラウマのある母親とその子

どもと協同してどのようにその転移を扱うかということに、明かりをともすために、われ
われは、これらの臨床の情報を、新しい生理学の所見および脳画像の所見と統合すること
を試みる。 

204 三者関係化三者関係化三者関係化三者関係化 triadification と三角化と三角化と三角化と三角化 triangulation の過程としての親乳児治療の過程としての親乳児治療の過程としての親乳児治療の過程としての親乳児治療 
Kai von Klitzing (Germany) 

乳児期の精神力動的介入はしばしば非常に成功する。飛び飛びの訪問と共に行う短期間の
精神療法でさえも、乳幼児の症状の減少、養育機能の向上や親と子の関係改善につなが

る。この論文では、これらの過程を説明することができる可能性がある理論的な枠組みを
扱う。可能性のある一つの説明は、心理療法的介入は、親のリフレクティブな機能を強化
することができることである。 もう一つの説明は、心理療法過程は、三者関係化
triadificationと三角化 triangulationの過程であるということである。われわれは三者関係を



形作る対人関係の過程を三者関係化 triadificationと呼び、三者関係を体験している精神内界
のプロセスを三角化 triangulationと呼ぶ。精神療法過程の中での三者関係化は、第三者
（例：治療者）が二人の人間（例：母親と乳児）の間の関係性の過程を調節できるように

助けることができることを意味する。精神療法過程の中での三角化は、第三者だけではな
く、何か第三者的なもの（例：言葉・象徴・思想）が自我とその行動（ニーズを満足させ
るために実行されることや投影的なひずみによって動かされる）の間に、内的に置かれる
ことができることを意味する。この概念の中で、治療的な第三者は、治療過程の参加者の
リフレクティブな機能を強化するための、一つの本質的な要素である。 この論文の中で、
精神療法的介入の触媒としての第三者の概念は、症例と他のシンポジウム論文の例によっ

て説明される。 

207 成人に達した警告苦痛ベビー成人に達した警告苦痛ベビー成人に達した警告苦痛ベビー成人に達した警告苦痛ベビー(ADBB)スケール：発達と限界スケール：発達と限界スケール：発達と限界スケール：発達と限界 
Antoine Guedeney (France) 

乳幼児期の持続する引きこもり行動の概念は、理論的にも臨床的にも有用であることが証
明されてきた。この発表では、この概念の起源と、その他の行動システム、すなわち恐怖
システムあるいは愛着システム、とのつながりを、簡潔に要約する。これは、いくつかの

スケールの妥当性と、さまざまな臨床および研究設定での応用、ならびにこの観察法の制
限についても、概説する。改良版 ADBBが簡単に紹介される。そして両方のスケールのト
レーニングセットも紹介される。 

208 社会的引きこもりの乳児を持つ母親と正常な行動をとっている乳社会的引きこもりの乳児を持つ母親と正常な行動をとっている乳社会的引きこもりの乳児を持つ母親と正常な行動をとっている乳社会的引きこもりの乳児を持つ母親と正常な行動をとっている乳児を持つ母親との自己報児を持つ母親との自己報児を持つ母親との自己報児を持つ母親との自己報
告の比較告の比較告の比較告の比較 
Kaija Leena Puura, Mirjami Mantymaa, Ilona Luoma, Tuula Tamminen (Finland) 

この研究では、われわれは、養育ストレス、母親の周産期の健康、および乳児に対する母

親の気持ちと態度に関する自己報告を、社会的引きこもりの乳児を持つ母親と正常な行動
をとっている乳児を持つ母親との間で比較した。母親と乳児のペアは、乳児が 8週から 11

週の時に、1対 1の自由な相互交流の中で、ビデオ録画された。母親たちは、育児ストレ
スインデックス Parenting Stress Indexを記入し、周産期の健康状態および乳児に対する気持
ちや態度に関してインタビューに答えた。乳児の社会的引きこもりは、構造化された乳児

観察方法である ADBBを用いて、ビデオテープから判定された。47人の乳児が社会的引き
こもりであると評価された。育児ストレス、母親の妊娠に対するあるいは乳児に対する態
度についての母親たちの報告には、社会的引きこもりの乳児と正常に行動する乳児の間に
有意な差は見られなかった。社会的引きこもりの乳児の母親は、妊娠中の不安の報告が有
意に少なかった（38%対 56%）。また、彼女たちには、精神保健上の問題の報告も少ない
傾向があり（94%対 89%）、乳児の喜びをより多く報告した（75%対 61%）。社会的引き

こもりの乳児の母親たちは、正常に行動する乳児を持つ母親よりも、育児、あるいは乳児
を難しいとは認知しておらず、精神保健上の問題の報告もより少なかった。 

209 アルゼンチンの子どものサンプルにおける警告苦痛ベビースケールアルゼンチンの子どものサンプルにおける警告苦痛ベビースケールアルゼンチンの子どものサンプルにおける警告苦痛ベビースケールアルゼンチンの子どものサンプルにおける警告苦痛ベビースケール(ADBB)の妥当性研究プの妥当性研究プの妥当性研究プの妥当性研究プ
ロジェクトロジェクトロジェクトロジェクト 
Monica Oliver (Argentina) 



ADBBは、子どもの引きこもりのレベルを感知する。この研究は、アルゼンチンの子ども
における ADBBスケール妥当性を確認するためにデザインされた。材料と方法：身体的に
健康な子ども 60人、月齢 2ヶ月-24ヶ月が、アルゼンチンの Hospital Alem¡nの小児科での

通常の外来検査の間に評価された。60人の子どもすべてが、小児科医との最初の臨床面接
と、2週間後に 2回目の面接を受けた。その小児科医は ADBBスケールを記入した。両方
の面接はビデオテープにとられた。2人の独立した小児科医が、それらのビデオを見て、
ADBBスケールを完成させた。それから、子どもたちは精神保健チームによって評価され
た。精神保健評価は以下の要素によって構成されていた。1.子どもとその親との自由プレ
イ free playにおける観察(ビデオ録画された)。2.環境的な病理の症状とストレス症状の存在

の評価。3. 子どもが両親そして／もしくは主な養育者とかかわる態度の評価。スケールの
信頼性と妥当性は、ADBBと精神科的評価 psychiatric evaluationの結果.を比較して、評価さ
れる。 

210 家族のストレス指数と乳幼児の社会的引きこもり家族のストレス指数と乳幼児の社会的引きこもり家族のストレス指数と乳幼児の社会的引きこもり家族のストレス指数と乳幼児の社会的引きこもり 
Mirjami Mantymaa, Kaija Leena Puura, Ilona Luoma, Raili Salmelin, Tuula Tamminen (Finland) 

月齢 4ヶ月、8ヶ月、および 18ヶ月の乳幼児、363人が、乳幼児健診センターで GPによる

通常の健診を受け、彼らの引きこもり症状が ADBBで評価された。カットポイント(>5)を
越える評価点だった乳幼児は、2週間以内に再評価され、再度カットポイントを越えた評
価点だった場合は、引きこもりと見なされた。乳幼児の社会的引きこもりは、両親の健康
状態、認識されている精神的健康状態や夫婦関係に有意に関係していた。引きこもりの乳
幼児の比率は、自身の健康状態を良好、普通、そして不良と記述した母親の中の、それぞ
れ 3% (4/153), 5% (5/92)そして 33% (1/3)であった。比率は、父親の場合でも同様だった。自

身の精神的健康状態を普通、または不良と認識していた、母親の 9%と、父親の 13%に、
引きこもりの乳幼児がいた。それに対して、健康な父母は 2%だった。自身の夫婦関係を不
良と記述していた母親のうち 25%（2/8）が引きこもりの乳幼児を持っていたのに対し、良
好または普通の夫婦関係の母親には 3%（9/290）だった（p=0.031）。引きこもりの乳幼児
を評価する時、両親の精神的および身体的健康状態や夫婦関係などの家族要因が、適切な

介入目標を発見するためには、調査されるべきである。 

213 未熟児の親の外傷後ストレス：愛着表象の伝達に対して持つ意味未熟児の親の外傷後ストレス：愛着表象の伝達に対して持つ意味未熟児の親の外傷後ストレス：愛着表象の伝達に対して持つ意味未熟児の親の外傷後ストレス：愛着表象の伝達に対して持つ意味 
Blaise Pierrehumbert, Carole Muller-Nix, Margarita Forcada-Guex, Ayala Borghini, Francois 
Ansermet (Switzerland) 

われわれは、愛着表象の世代間伝達(愛着の内的作業モデル, IWM)が、重要な親のストレス
の存在によって影響を受けることがあり得るのかについて、疑問を提示した。子どもの修
正月齢 6カ月と 18カ月の時それぞれに、38人の早期産児(在胎週数 GA<34週)の母親と 20

人の満期産児の母親は、彼女たちの乳幼児の表象について臨床面接に応じ、母親と子ども
の自由プレイ場面を観察され、周産期外傷後ストレス障害質問紙 Perinatal Posttraumatic 

Stress Disorder Questionnaire (PPQ)を記入した。45ヶ月時に、子どもは愛着の安定性指数
index of attachment securityを完了した。早期産児の表象は、満期産児のものに比べ、安定が
より少ないことが明らかになった。母親と子どもの愛着表象の間に、有意な関連が見られ



たが、満期産児群だけだった。母親のストレスと母親の感受性は、別々に子どもの表象と
関係性があったが、早期産児群だけだった。これらの結果は、リスクのある状況で生まれ
た子どもの集団では、親の IWM が子どもの表象に与える影響は、親のストレスの存在によ

って、圧倒されるかもしれないことを示唆している。 

214 未熟性と早期の分離が子どものプレイ物語未熟性と早期の分離が子どものプレイ物語未熟性と早期の分離が子どものプレイ物語未熟性と早期の分離が子どものプレイ物語(children’s play narratives)に与える影響に与える影響に与える影響に与える影響 
Reija Latva, Liisa Lehtonen, Raili Salmelin, Tuula Tamminen (Finland) 

この研究の目的は、未熟性と早期の入院が、5から 6歳時の子どものプレイ物語 play 

narrativesに与える影響を調査することであった。この研究では、早期産児は、プレイ物語
における分離と親から助けを求める状況について、満期産児とは異なって語るという仮説
を立てた。研究には、1998年に Tampere 大学病院で生まれた 28人の早期産児(37週間未

満、2500ｇ未満)と 40人の満期産児が含まれた。早期産児は分娩後に新生児集中治療室に
入院し、その平均在院日数は 23日間だった。早期産児の体重の中央値は 2055ｇ（Q1：
1659ｇ、Q3：2307ｇ）である。5-6歳の時、子どもはマッカーサーお話しの幹バッテリー
MacArthur Story Stem Battery (MSSB)のプレイ物語を 9つ完了した。その物語は、Robinson 

ら (2004) のコーディングマニュアルに従い、コード化された。早期産の子どもは、プレイ

物語における分離と親に助けを求める状況に対処することが、満期産の子どもよりも難し
いことが分かった。早期産の子どもはまた、分離の状況の物語において、物語の一貫性が
より低いことを示した。彼らはまた、満期産の子どもよりも多くの回避を使い、衝突の対
処が困難だった。これらの結果から、最初の入院の間に母親から分離したという早期産児
の早期体験は、後の分離と援助を求める状況における子どもの脆弱性を引き起こすかもし
れないことが示される。 

215 早早早早期のリスク要因と子どもの物語：愛着のお話しの解決期のリスク要因と子どもの物語：愛着のお話しの解決期のリスク要因と子どもの物語：愛着のお話しの解決期のリスク要因と子どもの物語：愛着のお話しの解決 
Margarita Ibanez, Maika Alberdi (Spain) 

早期のリスク要因が後の愛着表象へ与える影響を調べること、より具体的には、愛着のテ
ーマに関連するお話しの幹 story stemsを解決するコンピテンスへの影響を調べること。そ
のようなコンピテンスは早期の養育者との相互交流 (Sternの前物語封筒 pre-narrative 

envelope) から生じるだろう。3-6歳の全部で 370人の子どもが、愛着のお話し完成課題

Attachment Story Completion Taskに応答し、CCH Q-setでコード化した。それはいくつかの
尺度を用意する。お話しの解決、メンタライゼーション、そして親の態度である。臨床群
は 94人の非常にそして極端に早期に生まれた子ども、16人の虐待を受けた子ども、24人
の児童虐待の偽りの申し立てを受けた子ども、10人の早期のコミュニケーションの問題を
持つ子どもから構成された。226人の子どもは臨床ではない対照群だった。非常に高い周
産期のリスクを示している、非常にそして極端に早期に生まれた子ども、虐待の偽りの申

し立てを受けた子どもは、最も低い物語の解決スコアを示した（低い周産期リスクを示し
ている早期産の子ども、虐待が確認された子どもはそうではなかった）。特定の親の要因
(それらの中の、親の PTSD、親の分離、親子間のコミュニケーション)は、異なる臨床グル
ープと子どもの結果の間に見られる関係性の中で、相互に影響しあうと思われる。 



216 18ヶ月においての母親の反応性と４８ヶ月における愛着ヶ月においての母親の反応性と４８ヶ月における愛着ヶ月においての母親の反応性と４８ヶ月における愛着ヶ月においての母親の反応性と４８ヶ月における愛着 
Keumjoo Kwak (Korean Republic (south)) 

この研究では、18ヶ月での母親の応答性が後の子どもの愛着表象にどのような影響を与え
るかを調べた。全部で 39人の子どもが集められ、その平均年齢は 4歳だった。18ヶ月での
母親の応答性を測定するために、母親と子どもの自由プレイが約 10分間ビデオで撮影され

た。相互交流の間の母親の行動は、K-MBRSと呼ばれる韓国版 Mahoney's MBRSに基づき
コード化された。子どもが 4歳の時に、5つのお話しの幹から成る愛着のお話し完成課題
Attachment Story Completion Task (ASCT)をテストし、子どもの物語の愛着の特徴を CCH-

Lausanne coding procedure によってコード化した。MANOVA による結果から、母親の応答
性によって、安定、非活性化、無秩序についてグループ間に有意な差示された。母親がよ
り多く応答性を示す場合、子どもは安定した愛着のより高いスコアを示し、非活性かと過

活性化のスコアは低かった。これらの結果は、子どもの愛着表象は、母親と子どもの相互
交流の中での母親の応答性により変化させられるだろうことを示唆している。この研究
は、早期の母親の応答性は、安定した愛着モデルが発達するために重要であろうというこ
とを意味している。 

217 臨床介入における育児の異文化の問題の影響臨床介入における育児の異文化の問題の影響臨床介入における育児の異文化の問題の影響臨床介入における育児の異文化の問題の影響 
Martin Maldonado-Duran (United States), Marie Rose Moro (France), Clara Aisenstein (United 
States), Dalila Rezzoug, Olivier Taieb, Thierry Baubet (France), Pamelyn Macdonald, Charles 
Millhuff (United States) 

このワークショップでは、異文化の状況にある３つのグループから得られた知見を発表す
る。１つめのグループは、フランスの大都会に住む、北アフリカ・サハラ以南のアフリ

カ・南アジアからの移住者の親である。2つめのグループは、アメリカのナバホ居留地の
乳幼児メンタルヘルスクリニックでの体験である。３つめのグループでは、他の診療所か
ら紹介された 350人の乳幼児からなる大集団内の育児実践と症状パターン、育児に対する
信念、心理社会的なストレッサー、民族性、社会経済的な要因との関連を考察する。プレ
ゼンテーションではその３つのグループから発見されたことを比較検討する予定である。
移住者の地位の問題、主流の文化からの疎外、貧困などの問題を検討し、異なる民族的文

化的背景を持つ親の養育方法が調査され、社会経済的変数との関連が考察される。育児に
対する信念と、機能障害、問題行動、症状を構成する概念を様々な状況で考察する。大き
な都市化した多文化の社会では、特定の評価と介入戦略が、言葉の違いに取り組むため
に、そして乳幼児の世話をする独自の方法を組み入れるために開発されている。評価と適
切な臨床介入の目的のために、移住した親の心的表象の記述には特に注意が向けられてい

る。ナバホ保留地の人々に関しても同様に、主流の文化と宗教的信条からの疎外、および
伝統的な治療実践と臨床介入を結びつけることが考査される。 

219 愛着に基づいた介入プログラム：教育者向けの安全な愛着形成と幼稚園での行動観察：ド愛着に基づいた介入プログラム：教育者向けの安全な愛着形成と幼稚園での行動観察：ド愛着に基づいた介入プログラム：教育者向けの安全な愛着形成と幼稚園での行動観察：ド愛着に基づいた介入プログラム：教育者向けの安全な愛着形成と幼稚園での行動観察：ド
イツとニュージーランドでの目的・方法・実施イツとニュージーランドでの目的・方法・実施イツとニュージーランドでの目的・方法・実施イツとニュージーランドでの目的・方法・実施 
Karl Heinz Brisch (Germany), Augustina Driessen (New Zealand) 

２つの愛着に基づいた愛着プログラム SAFE と B.A.S.E.はドイツで開発された。これらの



目的は乳幼児の安定した愛着の発達を促進し、乳幼児の要求に対する親としての感受性を
高めること、そして攻撃と不安、特に世代を越えた暴力の再現を減らすことである。SAFE

は妊娠初期に始まり、乳児が 2歳になる前まで、グループ活動と個々のトラウマを重視す

る心理療法を通して親を指導するものである。B.A.S.Eは.乳幼児が発するシグナルに対す
る感受性を高めるために、母子観察を用いた幼稚園児のための訓練である。子どもは 1年
間の B.A.S.E.トレーニングの後では以前よりも攻撃的でなくなり、不安感も少なくなり、
注意深くなり、積極的になると評価された。このワークショップでは、ドイツとニュージ
ーランドの SAFE と B.A.S.Eのグループの目的と実践が考察され、感受性を高める訓練の
主な概念がビデオクリップで示される。 

220 仏教と乳幼児期仏教と乳幼児期仏教と乳幼児期仏教と乳幼児期 
Stephen Malloch (Australia), Vimala Inoue (Japan), Maria Pozzi-Monzo (Great Britain) 

ワークショップでは、仏教と乳児期の研究を関連付けて語る。仏教徒の瞑想は本質的に
我々の日々の精神をじっくり考察することであり、明らかに心理的である。しかしなが
ら、仏教は自己の姿そのものを問うことで、最も西洋的な心理学よりも先見的であり、自
己の本来の姿に関する誤解を精神的な苦しみの原因とみなしている。妊娠、出産、乳幼

児、親についての驚くべき固有の知識は、我々が自己と他者の境界を概念化する方法につ
いて問題を提起する可能性を持つ。ワークショップは次の 3つの視点から仏教と乳幼児と
の関連性を探る。一つめは、注意を研ぎ澄ますという仏教的な習慣は、根底の習慣とされ
る呼吸を意識すると、 “抱えられる環境”とみなされ、感受性・応答度・共感を高め、注意
を研ぎ澄ますことは、育児の世代間伝達を調査する手段として考慮されること。二つめの
視点は、精神分析学と仏教の関係について、両者が伝統的に苦しみと愛着を考慮する点を

強調して考える。父母と乳幼児との臨床的実践から見出される具体例が、空想・注意深
さ・同情・意識・包含・変容の概念を詳説するために引用される。三つ目の視点は、乳幼
児と親との客観的な関係に生じる言葉に拠らない意味のやり取りが、仏教の教えと照らし
合わせて考慮され、自己と他者との関連付けの理解における密接な関係が見出される。 

221 ノルウェーにおける乳幼児精神保健全国ネットワークの創設にあたノルウェーにおける乳幼児精神保健全国ネットワークの創設にあたノルウェーにおける乳幼児精神保健全国ネットワークの創設にあたノルウェーにおける乳幼児精神保健全国ネットワークの創設にあたってってってって 
Marit Bergum-Hansen (Norway) 

心理的健康を重点的に取り上げることを推進するノルウェー政府の意向を受けた第一歩と
して、乳幼児精神保健研究の国内ネットワークが 2006年 9月に設立された。早期の子ども
の発達の重要性への関心が続く中で、この数は拡大し続ける見通しである。ネットワーク
は現在、ノルウェーの首都オスローにある東部南部ノルウェー青少年精神保健（RBUP）を
その基盤にしている。しかしながら、国立財団であるため、国内の他の主要都市で働く雇
用者もいる。ネットワークの主要な目標は以下である。1．実際に適用可能な研究知見を発

展させたり確認すること、2．乳幼児精神保健の知見を得ることに貢献し、その分野の現状
を強化すること、3．乳幼児精神保健に関する問題の調査成果の増加を促進すること、であ
る。これらの目標はネットワーク内の日々の活動に根付いたものであり、例えば乳幼児精
神保健の博士号取得後の研究者訓練はそれである。ノルウェーの地方自治体で手法や道具



を試行したり実施することは、もうひとつの重要な仕事の一例である。加えて、ネットワ
ークでは、乳幼児精神保健の中心的課題に関する定期的なカンファレンスとワークショッ
プを開催し、そのフィールドにおける研究者を招き、その仕事を発表する場を設けてい

る。 

222 乳幼児精神保健における保健専門家訓練乳幼児精神保健における保健専門家訓練乳幼児精神保健における保健専門家訓練乳幼児精神保健における保健専門家訓練-ノルウェーにおける大学院ノルウェーにおける大学院ノルウェーにおける大学院ノルウェーにおける大学院 2年課程年課程年課程年課程 
Vibeke Moe, Lars Smith (Norway) 

この論文では、ノルウェーのオスローで実施され、最近ベルゲンでも始められた乳幼児精
神保健の 2年の大学院課程のカリキュラムについて提示する。 この課程は学際的なもので
あり、在籍する学生の専門性は、保健師、ソーシャルワーカー、臨床心理士、および医師/

精神科医など、広くバリエーションに富んでいる。しかしながら、全学生には、自分自身

の分野での最低でも学士号と同等な大学教育のほか、乳幼児精神保健分野で専門家として
働いていること、少なくとも 2年間の臨床経験があることが求められている。 訓練プログ
ラムの主要な目的のひとつは、乳幼児精神保健における共通知識の基盤をすべての学生が
持つことである。そのため初年度の訓練は全学生集団に対して一斉に行われる。そこで扱
われるテーマには、発達心理学や、発達精神病理学や早期相互作用などがある。2年目は

さらに専門化されている。 学生はいくつかのグループに分けられ、臨床治療の仕事におい
て必要な専門知識に関する、より具体的な訓練を受ける。 

223 親－乳幼児相互作用の親－乳幼児相互作用の親－乳幼児相互作用の親－乳幼児相互作用の MarteMeo介入の無作為臨床試験（介入の無作為臨床試験（介入の無作為臨床試験（介入の無作為臨床試験（RCT）研究）研究）研究）研究 
Turid Suzanne Berg-Nielsen (Norway) 

敏感な親は、心理社会的問題を抱えた子どものレジリエントにとっての予防的要因のひと
つであると考えられてきた。行為障害の子どもの中断率が 65％程度であるクリニックや施
設ベースでの治療からは離脱しがちな家族にとって、家庭ベースの養育スキルのビデオ視

聴訓練は特に有益であることがわかった。Marte Meo（MM）プログラム（ラテン語由来。
Mars Martis＝自分自身の強さ）は、北欧諸国の中では、最も一般的な家庭ベースの介入で
ある。 これらの介入プログラムの焦点は、両親と子どもとの建設的な相互作用を可能に
し、高めるスキルを見いだし、活性化させ促進することである。 MM介入の流行にもかか
わらず、その効果については実証的非無作為研究が１つあるだけだった。 本研究において

我々は、心理社会的障害においてハイリスクにある生後 6-20ヶ月の乳幼児をもつ 100家族
を、ランダムに 2つのグループに分け、MM プログラムの効果について検証した。 プレ・
ポストの治療指標は以下である。乳幼児の症状に関する質問紙（ASQと ASQ-SE）、
Emotional Availabilityによる相互作用観察がおこなわれた。親は子どもの作業モデル面接
(WMCI)にそった面接を受け、うつ病や不安障害、人格障害に関する自身の症状について質
問紙に回答した。 

224 1歳から歳から歳から歳から 2歳の縦断的に計画された疫学的研究歳の縦断的に計画された疫学的研究歳の縦断的に計画された疫学的研究歳の縦断的に計画された疫学的研究 
Lars Smith (Norway) 

就学前の精神医学的な疫学研究は数少ないが、より年長の子どもたちに用いられている伝
統的な診断カテゴリーは就学前の範囲でも有効であるかもしれないことが示されてきた。
コペンハーゲン子どもコホート 200を除いて、0歳から 3歳の子どもの疫学的研究はほとん



ど存在しない。本研究では、ノルウェーの４つの保健地域のそれぞれにある乳幼児のクリ
ニックから 1000名の 12ヶ月の子どもを集めることを計画している。オーバーサンプリン
グを介して、協力者の 300名は以前に発達的に心配された子どもであろう。それぞれの子

どもに対して、産前と産後のデータに基づく器質的なリスクの指標は、コンピューターで
計算される。また、心理社会的リスクの指標も、親から得た情報に基づいてコンピュータ
ーで計算される。データは、12、18、24ヶ月で集められ、毎回、ASQ、ASQ－SE、PSI、
ITSEAと気質の質問紙を実施された。24ヶ月で心配された全ての子どもや、目立たないけ
れどもメンタルヘルスの問題がある多くの協力者（3対 7という割合）は、ICD－10や
DC:0－3（0－3診断分類）に基づく包括的なアセスメントのために児童精神科外来クリニ

ックへ紹介されるだろう。そこでは、PAPA診断面接が含まれる。本研究の目的は、ノル
ウェーの 2歳児の精神障害の出現率または、早期の年齢において、リスクやレジリエンス
になりそうな前駆体を査定することである。 

225 維持された引きこもり―早期の警告のシグナル？維持された引きこもり―早期の警告のシグナル？維持された引きこもり―早期の警告のシグナル？維持された引きこもり―早期の警告のシグナル？ 
Mikael Heimann (Sweden), Unni Vannebo Tranaas, Lars Smith (Norway) 

引きこもりの反応は乳児の正常な調整行動のレパートリーの一部分であり、準最適な発達

にとって初期の警告のシグナルかもしれないだろう。たいていそうしたサインは、早期の
親－乳幼児の相互作用でのわずかな一時的な摂動に対する反応として生じる。ほんのわず
かな間母親からの応答がないことさえ、引きこもりの反応を生み出すかもしれないが、通
常、子どもは親の十分な注意を取り戻せば、報酬のある、魅力的な相互作用に再び入るこ
とができる。しかしながら、状況が解決されない場合、親や乳児が相互に報酬を得る関係
性を再び確立することができない場合、あるいは、状況が繰り返され長引く場合、引きこ

もりの反応は、最適でない発達の経路につながる重い苦痛の早期の反応であるだろう。こ
のように、維持された引きこもりは現われるかもしれない。また、維持された引きこもり
は、一次医療において、Alarm Distress Baby Scaleで査定される行動の応答である。今回の
発表では、3ヶ月から 9ヶ月の子どもの維持された引きこもりの反応を検討する縦断研究
から最初の観察について議論したい。最低限 3つのアセスメントが医療の臨床家（看護

婦）あるいは GP（一般医）によって、ノルウェーのトロンハイム（Trondheim）における
乳幼児のクリニックへの定期訪問の一つとして、実施された。 

226 法廷から赤ちゃんを救う法廷から赤ちゃんを救う法廷から赤ちゃんを救う法廷から赤ちゃんを救う    法廷における乳幼児発達学の使用法廷における乳幼児発達学の使用法廷における乳幼児発達学の使用法廷における乳幼児発達学の使用 
Joy D. Osofsky, Cindy Lederman (United States) 

アメリカ各地の dependency court (独立裁判所)の裁判官は毎日、育児に失敗した親から子ど
もを引き離している。貧しい家庭では精神病・薬物乱用・家庭内暴力は当たり前の問題に
なっているが、どこにでもあるこれらの問題により、子供たちに安全で安定した家庭を与

えられないことになる。これらの幼い子どもたちは、発達や精神保健の問題を抱えている
が、一般に、その多くは、問題が同定され、適切な保護が受けられるようになるのに、就
学年齢まで待たされ、その結果、問題がはるかに厳しくなっていることになる。少年裁判
所や家庭裁判所の裁判官は、これらの子どもたちが経験する絶望の連鎖を断ち切り、親と



子に未来への可能性を与えたいと思っている。しかし、裁判官がもっとも適切な行動を起
こして最善の決定をするためには、子どもがどのように発達していくかと言うことについ
てもっと学ばなければならない。そしてこれは法律学校では学べないのである。「法廷か

ら赤ちゃんを救う 法廷における乳幼児発達学の使用」は、裁判官が法廷で毎日出会う、
傷つきやすい乳幼児の生命に対して、できる限り最善の決定をすることを助ける目的で
Zero to Three: National Center for Infants, Toddlers, and Familiesによって製作されたビデオで
ある。このワークショップではビデオを上映して、討論する。 

227 トラウマの影響トラウマの影響トラウマの影響トラウマの影響 

228 乳児と子どもたちの心的外傷後の症状：評価と配慮乳児と子どもたちの心的外傷後の症状：評価と配慮乳児と子どもたちの心的外傷後の症状：評価と配慮乳児と子どもたちの心的外傷後の症状：評価と配慮 
Taieb Ferradji, Dalila Rezzoug (France) 

戦争によるトラウマが大人に与える影響への関心は増加しているものの，乳児と子どもた
ちに与える影響については十分に研究されておらず，認識されることも，また取り扱われ
ることも少なかった．1989年以降，我々は，世界中の戦争や破滅的状況にある地域（アル
メニア，中東，グアテマラ，インドネシアなど）で活動している“国境無き医師団”

（M.S.F.：戦争の渦中にある国々において活動する国際的な医療組織）に注目し，その精
神医学的な専門的知識に着目してきた．我々は，学際的な介入のための方略を作り上げて
きた．そこでは，文化的社会的文脈や，直接的および間接的な家族や集団の崩壊などの緊
迫した危機的状況において見られる病状の特異性が考慮されてきた．本研究では，乳児，
子どもたち，そしてその親がおかれている具体的な状況を通して，子どもの心理的な苦し
みの諸相，トラウマの臨床，そして特に治療の様式について，分析を行いまた評価を行

う．介入のための方略が，なぜ，現地のチームにおいて明確にされるのか，また現地での
トレーニングの主題となるのかについても説明する．戦争や破滅的状況などの危機的状況
に直面している子どもへの精神医学的介入のためには，評価と治療のための方略の構築が
必要である．そこでは，文化や社会の文脈を評価し，実際的・学際的枠組みを作ることが
重要である． 

229 戦争お戦争お戦争お戦争および国政の紛争のために，生後５歳までの子どもおよびその養育者が経験した，分よび国政の紛争のために，生後５歳までの子どもおよびその養育者が経験した，分よび国政の紛争のために，生後５歳までの子どもおよびその養育者が経験した，分よび国政の紛争のために，生後５歳までの子どもおよびその養育者が経験した，分
離と再統合について離と再統合について離と再統合について離と再統合について 
Zohreh Zarnegar (United States) 

Action on Rights of Childrenによれば，戦争や社会的紛争によって傷つけられたり殺された
りした人々の 85～95％が一般市民であり，そのうち約 50％が子どもである．戦争や内紛に
よって，家族は強制的に退去させられ，その結果，偶然または強制的に，子どもたちは養
育者から引き離されることになる．何が起きているかを理解することが難しい子どもたち

にとっては，このような状況は，混沌であり，予測不可能であり，そして把握することが
難しい．彼らは，安全網から追い立てられ，健康が著しく損なわれる．彼らの家やコミュ
ニティも破壊され，親しい物とのつながりも失う．また子どもたちは，組織的な暴力や不
適切な養育（虐待，ネグレクト，育児放棄）を受けるリスクが高まり，外傷や暴力にさら
されやすく，その結果，重大な発達機能障害が引き起こされる．本発表では，幼少期の最



も傷つきやすい，5歳までの子どもたちで，戦争や社会的紛争のために，主要な養育者や
愛着の対象から短期的および長期的に分離させられたことの帰結に関するレビューを行
う．生態学的モデルを用いて，文化的な慣習，幼少期の子どもたちの生活に与える影響，

分離から再統合の過程で受けるケアについて議論される．本研究では，学際的介入モデル
に焦点を当て，子どもたちの分離から再統合までの複雑なニーズを配慮しながら，重要な
大人の役割や最適な実践についてレビューする． 

231 周産期うつ病－予防と治療、乳幼児が健やかであるための重要性（このセッションはイン周産期うつ病－予防と治療、乳幼児が健やかであるための重要性（このセッションはイン周産期うつ病－予防と治療、乳幼児が健やかであるための重要性（このセッションはイン周産期うつ病－予防と治療、乳幼児が健やかであるための重要性（このセッションはイン
ターネットで行われる）ターネットで行われる）ターネットで行われる）ターネットで行われる） 
Kathryn Barnard (United States) 

今日、最も多い精神保健上の障害はうつ病である。周産期うつ病は妊娠の結果だけでな

く、乳幼児の全般的な健康にも影響する。われわれの現行の福祉と健康サービスシステム
は、周産期うつ病のスクリーニングと治療に適切に注意を向けていない。周産期うつ病は
ほとんど認識されていない。産後うつ病は女性によって、十分には報告されていない。認
識されていない母性抑うつは、乳幼児精神保健において重要な要因である。ワシントン州
で提唱されている周産期うつ病を発見する方法を提示する。使用されたスクリーニング・

ツールは、エディンバラ産後うつ病尺度 the Edinburgh Postpartum Depression Scaleと個人健
康質問紙９the Personal Health Questionnaire 9である。ワシントン州での主な目的は、治療
を必要とする大うつ病の女性の発見である。２つ目の目的は、中等度から軽度のうつ病、
あるいはうつ病へのリスクのある女性の発見である。うつ病の危険がある女性、あるいは
妊娠中や産後に中等度から軽度のうつ病のある女性の為の、集団サポートや不安の軽減と
ウエルネスケアを提供するプログラムが、気分の機能障害を予防ないしは減少させること

について述べる。ほとんどの地域社会で実行されうる予防と支援グループのモデルについ
ても述べる。産後支援インターナショナル Post Partum Support Internationalを通して利用で
きる資源を紹介する。地域社会がスクリーニング、予防と治療のプログラムを実施する能
力を発展させるためのステップを概説する。 

233 月齢月齢月齢月齢 12/16ヵ月での愛着の質の予測因子としての、生後ヵ月での愛着の質の予測因子としての、生後ヵ月での愛着の質の予測因子としての、生後ヵ月での愛着の質の予測因子としての、生後 10ヵ月における二者関係の感情制ヵ月における二者関係の感情制ヵ月における二者関係の感情制ヵ月における二者関係の感情制
御と気質御と気質御と気質御と気質 
Eva Costa Martins, Isabel Soares (Portugal) 

本研究の目的は、愛着の質（月齢 12/16ヵ月時）の発達上の予測因子（10ヵ月）である、
乳児の認知発達と気質、母親の情緒応答性、二者関係の感情制御の質といった因子の役割
を分析することであった。乳児の愛着の質は二者関係の感情制御の質と緊密に関係してい
ることが予想される。本研究では母親と乳児の 46組からなるリスクの低いサンプルを対象
とした。情緒応答性と感情制御について後で得点をつけるため、生後 10ヵ月時に、家族に

関する状況で母親と赤ちゃんとの相互交流をビデオ録画した。母親には Infant 

Characteristics Questionnaire（乳児性格質問票）に記入してもらい、乳児の認知発達を
Bayley尺度で評価した。生後 12／16ヵ月で、ストレンジ・シチュエーション法を使って愛
着の質を調べた。その結果、（i）生後 10ヵ月における、母親が感じた育てやすく鈍な気



質と（ii）感情制御を過剰に抑制する方略（否定的感情を引き出すことを意図した課題にお
いて否定的な感情表現がない）によれば、乳児の愛着パターンは回避型パターンであるこ
とが予測される。この結果は、回避型愛着パターンの赤ちゃんの場合は、早期（生後 10ヵ

月）で既に過剰な抑制ということを特徴とする感情制御の方略が赤ちゃんの愛着パターン
に関連しているという見解を裏付け、さらに、気質自体は愛着パターンの差異を説明する
には十分ではないという見解を支持するものである。 

234 乳幼児の母親の情緒応答性パターンの検討：日本版乳幼児の母親の情緒応答性パターンの検討：日本版乳幼児の母親の情緒応答性パターンの検討：日本版乳幼児の母親の情緒応答性パターンの検討：日本版 IFEEL Pictures に対する母親反応の分に対する母親反応の分に対する母親反応の分に対する母親反応の分
析析析析 
Sawako Nagaya, Chikako Fukatsu, Yoko Hamada, Kako Inoue (Japan) 

日本版 IFEEL Pictures（JIFP）は，情緒応答性測定のために作成された 30枚の乳幼児表情

写真セットである。近年では，JIFP反応分析のために７カテゴリーから構成された関係性
評価カテゴリーが作成され，研究が行われている。本研究では，このカテゴリーを用いて
母親の反応パターンを抽出し，さらに臨床事例を取り上げてパターン別に養育特徴につい
て検討する。研究では協力者（0～3歳児の母親 131名）に JIFPを提示し，写真の赤ちゃん
が示す情緒を一つの単語で答えるように求めた。反応結果は関係性評価カテゴリーを使用

して評定し，クラスター分析を行って分類した。抽出されたクラスターは５つで，第１ク
ラスター（平均型）は突出した反応を示すカテゴリーがなく，協力者の約半数が該当し
た。第２クラスター（思考優位型）は子どもの内的活動に注目する傾向，第３クラスター
（関係性優位型）は相互作用に関わる情緒読み取りが多い傾向，第４クラスター（情緒優
位型）は基本的情緒のみを読み取る傾向，第５クラスター（身体優位型）は子どもの身体
状態に注目し，情緒に敏感ではない傾向があった。また臨床事例の検討では，身体優位型

の母親の子どもは情緒表出が極端に少なく，関係性優位型の母親の子どもは過剰な要求・
欲求行動を示した。これらの結果から，JIFP反応パターンと養育時に生じる問題とは関連
性があることが示唆された。 

235 日本の伝統的育児法日本の伝統的育児法日本の伝統的育児法日本の伝統的育児法“あやしうたあやしうたあやしうたあやしうた”が初期の親子関係に及ぼす影響についてが初期の親子関係に及ぼす影響についてが初期の親子関係に及ぼす影響についてが初期の親子関係に及ぼす影響について 
Yoko Nagata (Japan) 

日本の伝統的育児法・あやし唄は、乳児の発達に沿った心身を健康に育てる有効な方法と

考えられている。乳児があやし唄に反応するので、親と乳児のコミュニケーション力が高
まると思われる。本研究は、生後 2－5ヶ月の乳児（７名）とその親に月 1回、６ヵ月間
（2005,10～2006,3）継続的にあやし唄の講習をした。その効果を自己受容度などの質問紙
法及び観察法で調査した。質問紙は講習開始前と 6ヵ月後の終了時に実施した。結果は、
１）情緒的安定性、明るさ、女性としての自分などの項目からなる自己イメージの平均得
点は全項目で上がり、母親の自己肯定感が高まった。２）母親が乳児の感情を理解しやす

くなり、乳児への親近感を持ち、乳児に対する肯定感が高まった。３）一般的に乳児期は
身体的成長に関心が向く。しかし、母親たちは、乳児と視線を合わせることの重要性を認
識し、乳児のコミュニケーションする能力を認めるなど、母親の乳児に対する視点が変化
した。以上の結果から、あやし唄は初期の母子関係の形成に肯定的な影響を及ぼす方法と



いえる。また、それらはＥ．Ｈ．エリクソンのパーソナリティの各発達段階達成の実際的
な方法を提示するものであると考える。 

236 感情的アベイラビリティから捉えた母子関係性の個人差感情的アベイラビリティから捉えた母子関係性の個人差感情的アベイラビリティから捉えた母子関係性の個人差感情的アベイラビリティから捉えた母子関係性の個人差 
Tomomi Kanamaru (Japan) 

本研究では、Emotional Availability（ＥＡ）という観点から母子関係性の特徴を明らかにし
た。母子ＥＡの高低の組み合わせから、ＥＡのタイプを分けた。さらに、タイプ間に母子
それぞれのどのような特性の差異があるかをも検討した。 80組の母子（子どもの平均年齢
：２歳８ケ月）を対象に、約５分間の自由遊び場面をビデオ撮影し、母子相互作用を
Emotional Availability Scaleによって評定した。さらに、母親へ、母親自身の抑うつ傾向、
養育態度、育児意識及び子どもの気質に関する質問紙を実施した。母子ＥＡの各下位尺度

の平均値を基準にし、高群と低群を決めたところ、８つのタイプに分類された。母親の抑
うつ傾向、養育態度、育児意識及び子どもの気質に関して、タイプ間で有意または有意傾
向の差異が見られた。母親ＥＡは低く、子どもＥＡが高いというタイプの存在は、親主導
の母子関係性のみでなく、子ども側から母子関係を変える可能性が示唆された。また、同
じように母親ＥＡが低くても、子どものＥＡのあり方によって母親の心理的特性が異なる

ことを明らかにし、各タイプの母子への必要な支援のヒントとなり得た。 

237 IFEEL Story Method を通してみた乳児との妊婦の主観的交流を通してみた乳児との妊婦の主観的交流を通してみた乳児との妊婦の主観的交流を通してみた乳児との妊婦の主観的交流 
Naoki Hirano, Aki Mantoku (Japan) 

本研究では、母子臨床における母親の、とくに妊婦の心理世界の理解を深めるため、妊婦
が imaginary baby (Lebovici,1988)に対してどのような主観的交流を持っているのか、またそ
の主観的交流は妊娠の前期と後期でどのような変化をみせるのかについて明らかにするこ
とを目的とする。私たちは妊婦と乳児のあいだに生じる主観的交流を知るために、IFEEL 

Story Method（以下、ISM）、つまり Japanese IFEEL Pictures（以下、JIFP）を TATで用い
るような投影刺激として用い、ひとつのストーリーを作るよう求めるものである。胎動を
経験する前、すなわち妊娠第 15週までに ISMを実施することができ、さらに縦断研究へ
の協力に応じた初産妊婦 32名に対して、すでに胎動を経験している時期、すなわち妊娠
28〜34週に再度 ISMを実施した。調査の結果から妊婦の胎動前後で ISMで語られるスト

ーリーの要素は変化していることが明らかになった。胎動体験後は体験前に比べて、乳児
の外界での状況を説明する要素が減り、展開の曖昧なストーリーへの変化がみられた。同
じ傾向が ISMにおけるストーリーの内容面での検討においても確認することができた。胎
動体験後、妊婦の ISMへの語りが貧困で曖昧なものへと変化することは、imaginary baby

との主観的な交流においてファンタジーの生産性が減衰したことの表れととらえられた。 

238 父－母－子父－母－子父－母－子父－母－子 三者の相互作用と子どもの気質、問題行動との関連三者の相互作用と子どもの気質、問題行動との関連三者の相互作用と子どもの気質、問題行動との関連三者の相互作用と子どもの気質、問題行動との関連 
Kaori Okada, Satomi Murase, Minoko Oba, Hitoshi Kaneko, Shuji Honjo (Japan) 

本研究は 18ヶ月の子どもの家族 20組を対象とし、父－母－子の相互作用と子どもの気
質，後に現れる問題行動との関連を検討することを目的とした。父－子，母－子の二者、
父－母－子の三者の相互作用が CPICS（Child and Parents’ Interaction Coding System）によっ
てコード化された。子どもの気質について TTS(Toddler Temperament Scale)，子どもが２歳



の時点で問題行動について CBCL(Child Behavior Checklist)を実施した。結果、順応性が高
い子ども，反応が弱い子ども，敏感な子どもの方が，母－子相互作用で母親の子どもへの
「承認」が多かった。父－子相互作用では，反応が弱い子どもに父親の「承認」が増え

た。子どもの気質は両親から「承認」をより多く与えられるための重要な要因であること
が示された。また両親の「承認」は子どもの問題行動の低減に重要であることが示され
た。さらに子どもへの反応性が高い母親は，子どもとのやりとりも長く続きやすいが，同
時に問題行動をより多く評定する傾向があることが推察された。 

239 母親の「子どもの内的世界に目を向ける傾向」の時間的安定性の検討母親の「子どもの内的世界に目を向ける傾向」の時間的安定性の検討母親の「子どもの内的世界に目を向ける傾向」の時間的安定性の検討母親の「子どもの内的世界に目を向ける傾向」の時間的安定性の検討 
Ikuko Shinohara (Japan) 

母親が子どもの心的経験について目を向け、考える傾向の個人差について、時間的安定性

（及び変容性）を検討するため、生後 1～5年目に亘る縦断調査を実施した。生後 6ヵ月児
を育てる母親 38名を対象に、1回目の調査を行った。乳児のビデオ刺激を提示し、ビデオ
の乳児の言動の背後に、何らかの心的状態(思考・感情・欲求など)を想定しやすいかどう
かという特徴を測定した。子どもが 4歳になった時点でこれらの母親を追跡調査した。
Insightfulness測定のための面接調査(Oppenheim&Koren-Karie,2002)を行い、母子相互作用場

面のビデオ映像を用いて、母親が子どもの動機や思考について開かれた姿勢で考えるかを
測定した。現在までの分析から、子どもが 6ヵ月時に乳児の内的経験に触れることが少な
かった母親は、子どもが 4歳になった時点でも、子どもの動機や思考を語ることが少ない
ことが見出された。一方、乳児期に子どもの心についてより多く言及した母親たちは、4

年後も同様に、子どもの心的経験への豊富な語りを示した。ただし、子どもの視点に寄り
添った肯定的な語りを示す母親群と、親自身の先入観に偏った語りを示す母親群が存在

し、母親個人内において、乳児に対する心的帰属の豊富さと、幼児期の子どもに対する肯
定的な洞察力が、必ずしも連続していない可能性が考えられた。最終的な分析結果の詳細
は当日の発表で紹介したい。 

240 カンガルーケアが早期産児母子の関係性進展に及ぼす影響カンガルーケアが早期産児母子の関係性進展に及ぼす影響カンガルーケアが早期産児母子の関係性進展に及ぼす影響カンガルーケアが早期産児母子の関係性進展に及ぼす影響 
Kuniko Nagayama, Yuri Kita, Tomomi Hasegawa (Japan) 

近年、日本において新生児集中治療の進歩によって、早期産児の生命予後が改善され、出

生後の母子の愛着形成を促進する目的で多くの施設においてカンガルーケア（以下 KCと
する）が導入されている。本研究では KCを実施した 9組の早期産の母子を対象とした参
加観察（約 75.8時間）を行い、観察内容を橋本の「親と子の関係性の発達モデル」を参考
に指標として、事例ごとに母子の関係性の進展過程を詳細に分析・評価した。その結果、
それぞれの事例において KCの回数を重ねるごとに母子の関係性が進展していたことから
KCの有用性が示唆された。 

241 乳児院における、愛情の世代間伝達―愛されたことが心の底に残るようにー乳児院における、愛情の世代間伝達―愛されたことが心の底に残るようにー乳児院における、愛情の世代間伝達―愛されたことが心の底に残るようにー乳児院における、愛情の世代間伝達―愛されたことが心の底に残るようにー 
Kazuo Shingu, Kazue Kuriki, Kyoko Tanimoto, Kei Sawada (Japan) 

「みその乳児院」では、0歳から 3歳までの赤ちゃんが、親や家族と離れて暮らしてい
る。さまざまなトラウマを抱えている赤ちゃんと家族に対して、どのような役割が担える
だろうか。私たちは、12年間で約 120例のケアカンファレンスを行なってきた。本研究で



は、二つの事例を通じて乳児院の実践を報告し、乳児院の役割とその意義について考察す
る。私たちの使命は、一つには、赤ちゃんが乳児院の生活でありのままの存在を受け入れ
てもらい、愛されていると感じることである。もう一つは、親が受容と共感を体験するこ

とである。そのために、私たちの果たす役割は、①スタッフが親に代わって愛情を育み、
伝えていくこと。②傷ついた赤ちゃんの心身をいやすこと。③かつて子どものころに愛さ
れていなかったという、親の心の葛藤を聴くこと。④親が、スタッフから共感を受けるこ
と。⑤親が、トラウマを解決する糸口を見つけていく支援を行なうことである。私たち
は、乳児院で愛される喜びを体験した赤ちゃんが、生きる力を回復し、自信に満ちた存在
として親を温かく包み込み、赤ちゃんが親を変えていく力を発揮する点に注目している。

そして、乳児院で愛されたことが心の底に残って、次世代に伝わるようにと願っている。 

242 2歳時における摂食場面での母子相互交流から、歳時における摂食場面での母子相互交流から、歳時における摂食場面での母子相互交流から、歳時における摂食場面での母子相互交流から、5歳時における子どもの行動上の症状を予歳時における子どもの行動上の症状を予歳時における子どもの行動上の症状を予歳時における子どもの行動上の症状を予
測する測する測する測する 
Mirjami Mantymaa, Kaija Puura, Vilja Vihtonen, Raili Salmelin, Tuula Tamminen (Finland) 

本研究は、2歳時での摂食場面における母親または子どもの相互交流行動が、その子ども
の 5歳時での感情的な症状や行動上の症状と関連するのかどうかを評定することを目的と

して施行した。方法：研究対象者 (n = 38)は、地域の人口ベースの大規模前方視的研究の対
象者の一部である。対象は、ウェルベビークリニックで地域保健の看護師がかかわった乳
児とその家族であり、また育児支援がより必要な家族も対象に加えた。子どもが 2歳の時
点で、摂食場面における母子関係をビデオで撮影し、その母子相互作用を Emotional 

Availability Scalesを使って分析した。子どもたちが 5歳の時点では、子どもの行動チェッ
クリスト (Child Behavior Checklist) の記入を母親に依頼した。結果：感受性が高い母親ほ

ど、また 2歳の子どもに適した食事行動をさせていた母親ほど、また子どもも同様に母親
への反応性がよく、母親とうまく関わっていた幼児ほど、5歳時での外在化障害および総
合得点が低かった。高／中程度に母親と関わった子どもたちと、あまり関わらなかった子
どもたちとの間には外在化および総合得点に有意な違いが認められた。また、子どもの食
事行動がうまくいくように適切な関わりで摂食を促している母親と、そのような母親の役

割を回避しているか、または命令的に子どもに食べさせている母親の子どもたちの間にも
外在化および総合得点に有意な違いが認められた。母子相互作用を評価すると、子どもた
ちに将来、行動上の問題が発生しかねないことについて認識しやすくなる。また、母親の
感受性や子どもへのかかわり方についてのみでなく、子どもの行動を観察すること、特に
母親に対する子どもの関与を観察することも重要である。 

243 母子の抱きをめぐる身体接触の葛藤について母子の抱きをめぐる身体接触の葛藤について母子の抱きをめぐる身体接触の葛藤について母子の抱きをめぐる身体接触の葛藤について 
Naoko Kyouno (Japan) 

本研究は、１歳代に母親との身体接触をめぐる葛藤を示した乳児が２歳代にいたる過程で
早期の親子関係修復を行なった事例１０組をとりあげた。方法は、半構造化面接及び参与
観察。半構造化面接による１０組の母子に共通する語りとして母子相互の抱きをめぐる葛
藤の背景には、①母親自身が子ども時代に抱きをめぐる否定的な思い出があること、②父



親が抱っこが上手であることからくる母親の自信のなさ③母親自身の子育てに対しての実
母の厳しい批判からくる葛藤があったこと③母親が身体接触への抵抗感をもっているこ
と、④子ども自身の持っている気質的な難しさなどがあげられた。これらの要因から母親

が子育てへの自信が持てずにいるという葛藤がみられた。そこで筆者は、２つの技法を考
案して参与観察の中で実践に生かした。技法１母子丸ごと抱っこの技法；ぎこちなく子ど
もを抱く母親をセラピストが母子を両手で包み込むように外からしっかりと抱くことで抱
きへの抵抗を少なくし、また抱きへの心地よさを共に体感できるように援助する方法、技
法２ちょい抱きの技法；２歳にかけて子どもが激しくまとわりつくようになることから、
子どもが抱っこを求めたらほんのちょっとだけ抱いてあまり長くは抱き続けないことがよ

い、いわゆるちょい抱きを提案した。その結果、２歳になる頃には母子の抱きをめぐる葛
藤が徐徐になくなり、２歳代でしっかりとした絆づくりができるようになっていった。 

244 母親のうつ病母親のうつ病母親のうつ病母親のうつ病, 育児ストレスと乳幼児期の社会適応との関係育児ストレスと乳幼児期の社会適応との関係育児ストレスと乳幼児期の社会適応との関係育児ストレスと乳幼児期の社会適応との関係 
Keumjoo Kwak, Yeonsoo Kim (Korean Republic (south)) 

子どもの養育におけるさまざまな状況的, 個人的特質が母親の情緒の状態に影響を与えるこ
とが多くの研究者から指摘されている。先行研究では、うつ病の母親は子どもの養育が困

難で、子どもとの間に愛着関係を築くのが難しいと感じているとされる。さらに、うつ病
の母親の子どもには、就学前にさまざまな逸脱行動がみられるという。本研究の目的は, 18

ヶ月児とその母親を対象に, 母親のうつ病および育児ストレスと幼児の行動上の問題との関
係を調査することである。本研究には、18ヶ月児をもつ韓国人の母親 333名が参加した。
全調査協力者に BDI（Beck Depression Inventory：ベックうつ病インベントリー）を実施
し、BDIスコアの上位と下位の 61名をそれぞれ高群・低群とした。そしてその 6ヵ月後、

母親の育児ストレス（PSI：Parenting Stress Index：育児ストレス指標）、子どもの社会適応
（TBC：Toddler Behavior Checklist：幼児の行動チェックリスト）における両群間の差を測
定した。抑うつ高群の母親の 6ヵ月後の育児ストレスは高く、その子どもには身体的な攻
撃と未熟性の得点が高い傾向がみられた。この結果から、乳幼児育児期の母親のうつ病は
育児ストレスと子どもの社会適応に影響を与えることが明らかになった。この影響がどの

くらい続くのかについて、さらに調査する必要がある。 

245 10ヶ月児の二者関係における感情調節を測定する新尺度―心理測定の質ヶ月児の二者関係における感情調節を測定する新尺度―心理測定の質ヶ月児の二者関係における感情調節を測定する新尺度―心理測定の質ヶ月児の二者関係における感情調節を測定する新尺度―心理測定の質 
Isabel Soares, Eva Costa Martins, Susana Tereno (Portugal) 

難度の高い形分類課題（The Shape Sorter Task; Martins, 2007)）に基づいて二者関係における
感情調節の質を評価する新尺度「二者関係における陰性感情の調節尺度」(The Dyadic 

Negative Emotion Regulation Scale=RED；Martins & Soares, 2006)が開発された。この尺度で
は、10ヶ月時に母子の二者関係が自宅でビデオ撮影される（10分間）。撮影された各ビデ

オテープは, 4名の評定者の内 2名が互いの評定は見ずに評定したが、テープの 63%につい
ての評定者間の相関(ICCs=.76)と信頼性(α=.75)は高かった(p<.001）。REDに基づいて乳児
と母親の相互関係の質をコーディングした後、母子を次のカテゴリー―a)最適な感情調
節、b)感情調節困難、c)陰性感情表現なし―のいずれかに分類した。二者関係における感情



調節の質は乳児の知的機能や心理運動機能で測定する認知的発達段階(Bayley Scales of 

Infant Development, 2nd ed.：ベイリー乳児発達尺度；Bayley, 1993)によっては予測されず, 

弁別的妥当性が示された。構成概念妥当性に関しては、10ヶ月児の二者関係における最適

な感情調節カテゴリーは母親との相互関係の質の高さ(Emotional Availability Scales：情緒応
答性尺度；Biringer et al., 1998)と育てやすい気質によって予測され(Infant Characteristics 

Questionnaire：乳児の特徴質問紙；Bates et al., 1979)、（陰性感情を引き出すようにデザイ
ンされた課題での）「陰性感情表現なし」のカテゴリーへの所属は, 12～16ヶ月時の愛着
の回避型(ストレンジシチュエーション法；Ainsworth et al, 1978)を予測した。 

246 母子関係と母親のうつ病と集団場面における母子関係と母親のうつ病と集団場面における母子関係と母親のうつ病と集団場面における母子関係と母親のうつ病と集団場面における 2歳児の情緒発達との関連：エジンバラ産後歳児の情緒発達との関連：エジンバラ産後歳児の情緒発達との関連：エジンバラ産後歳児の情緒発達との関連：エジンバラ産後
うつ尺度を用いてうつ尺度を用いてうつ尺度を用いてうつ尺度を用いて 
Kuniko Kato (Japan) 

本研究では，吉田(2000)が提示した「産後うつ病の発生の心理社会モデルと子どもの発
育・発達環境との関連」モデルをもとに，2 歳児をもつ母親の抑うつが母子関係，子ども
の情緒発達や子どもを取り巻く養育環境に関連することを明らかにすることを目的とす
る。横浜市にある研究施設の親子教室に通う 146組の 2歳児とその母親を対象として，エ

ジンバラ産後うつ尺度、母親の認知する子どもの育てにくさ、養育態度、育児を支援して
くれる人の数を質問紙調査によって尋ね、母子関係に関する行動観察、集団場面における
情緒発達の観察評定を実施し、変数間の相関分析を行った。その結果、抑うつと干渉的，
拒否的養育態度との間に有意な関連がみられ、また母親の認知する子どもの育てにくさと
も関連していたが，母子関係，子どもの情緒発達との関連は見られなかった。したがって
子どもの行動に対する判断や子どもへの働きかけは，母親の抑うつの程度と関連すると考

えられるが、子どもの情緒発達は，母親の抑うつにあまり関連せず，柔軟に集団場面に適
合させて情緒を表出したり，安定するように調整することができるという可能性が示唆さ
れた。 

248 生後３ヶ月間における母親の対乳児発話の発達過程生後３ヶ月間における母親の対乳児発話の発達過程生後３ヶ月間における母親の対乳児発話の発達過程生後３ヶ月間における母親の対乳児発話の発達過程 
Shigeru Nakano (Japan) 

母親が乳児に話しかけるとき（対乳児発話：IDS）には大人に向けて話すとき（対成人発

話：ADS）よりもピッチの高い発声をすることが知られている。IDSは乳児の注意を親に
向けさせるのを助けていると考えられている。しかしながら、IDSを縦断的に調べた研
究、とりわけ、最初の３か月での IDSの出現過程について調べたものは皆無である。この
縦断研究では、１５名の母親に、出産後２、４、８、１２週の時点で、「ビデオ育児日
記」として自身と子どもとのやりとりを家庭で１０分間以上、録画することを依頼した。
それらのビデオテープから、最も明瞭な６０秒間の母親の IDSと ADSを抽出し、抑揚を示

す「音調曲線（ICP）」とピッチの高低を示す「平均 F0」をコンピュータープログラムに
よって解析した。また、乳児とのやりとりタイプと IDSの関係性も調べた。結果から、①
２週目でも IDSは ADSより高ピッチだが、フラット ICPが主である、②IDSの典型である
「上昇下降」ICPの出現は 12週で優位に増加した、③８週で IDSは「注意喚起」から「受



容応答」タイプのやりとりで用いられるように変わり、「受容応答」は１２週で「上昇下
降」ICPと有意な関係を示した、などが見出された。これらの結果は、IDSの発達過程、つ
まり、「親になる過程」に個人差のあることを示唆するのではないかという視点から考察

された。 

249 出生体重出生体重出生体重出生体重 400ググググラム未満の超低出生体重児における母児関係ラム未満の超低出生体重児における母児関係ラム未満の超低出生体重児における母児関係ラム未満の超低出生体重児における母児関係 
Hidekazu Homma, Takeshi Arimtsu, Masayuki Miwa, Gen Kuratsuji, Ryousuke Kusano, Isao 
Hokuto, Hisako Watanabe, Kazushige Ikeda (Japan) 

背景：日本の乳児死亡率は世界最低のレベルを誇るが、超低出生体重児（特に、出生体重
500グラム未満児）の死亡率はまだ高い。2006年 10月から 2007年 9月までの間に、慶応
義塾大学病院 NICUでは、出生体重が 400グラム未満の 4人の超低出生体重児の出生とそ
の治療を経験した。そのような強い未熟性を持って生まれた新生児の集中治療を行う際に
は、初期のストレスを軽減し、成長発達を促すため、児と母親や家族との強い結びつきを

整える環境を作る必要がある。今回は、母児関係に焦点を当てて 4症例について報告す
る。結果と議論：症例は、母体妊娠高血圧または絨毛膜羊膜炎により在胎週数 23-26週で
出生した。出生時体重は、それぞれ 265g、380g、316g、389gであった。どの子の両親も、
最初は一様に硬い表情をしていた。NICUのスタッフは、必要な治療を行いつつ、両親の
自主性、自発性を尊重して、母児にとって快適な環境を整えるよう努力した。最初の 2人

の児は、全身状態が落ち着いてすぐに、カンガルーケアを開始した。乳幼児専門の精神保
健医が、母親、家族たちの恐れや不安をしっかりと受けとめた。4児すべてが、母親との
十分に良好な関係を築くことに成功した。2007年 9月現在、2人が退院し、2人が入院中で
ある。出生体重 265グラムの児は、アジアで最も小さく生れ、世界で 2番目に小さい赤ち
ゃんとして退院した。 

250 母子の早期の非言語的コミュニケー母子の早期の非言語的コミュニケー母子の早期の非言語的コミュニケー母子の早期の非言語的コミュニケーションにおけるリズムの同調ションにおけるリズムの同調ションにおけるリズムの同調ションにおけるリズムの同調 
Mette Vaever, Susanne Harder (Denmark) 

乳児の行動は早期から双方向的であり、協調的に順番を交代しながら行ったり来たりする
感情的な経験の表現、やりとり、共有、さらに非言語的でリズミカルなパターン－たとえ
ば、声のパターンや見つめ合い、微笑、ジェスチャーといった複合的な方法で他者と情報
のやりとりをしている。律動的な構造は人間の行動の基本であり、私たちの声や動作は律
動的に組織化されている(Lashley 1954)。クロスモーダル(2つの感覚の統合)という一時的な

関係の中で、動作は早期の発達における重要な役割を果たしている可能性がある
(Lewkowicz and Lickliter, 1994)。本研究の目的は、4、7、10ヵ月時点におけるこれらのリズ
ムの同調－たとえば、共同的制御 co-regulation (Fogel, 1992)のような、母親と乳児の動作や
声によるコミュニケーションを明らかにすることである。この研究は 13ヵ月の子どもの共
同的制御と認知および情緒の発達の関連性を探ることを目的とするより大きな縦断研究の
一部である。母親と乳児の動作は Qualisys Track Managerシステムを用いて記録される。動

作によるリズムの同調について上肢の速さと加速度が調べられる。母親と子どもの声はふ
たつのチャンネルをもつデジタル録音機に別々に録音される。時間を基準にしたデータの
パターンを検出し解析するツールである Noldus Themeソフトウエアは、動作と声のクロス



モーダルな同調を解析するために用いられる。4、7、10ヵ月の 6組の母子のデータが示さ
れる予定である。 

251 出生前診断期間の超音波スキャン出生前診断期間の超音波スキャン出生前診断期間の超音波スキャン出生前診断期間の超音波スキャン 
Sylvie Viaux-Savelon, Ouriel Rosenblum, Philippe Mazet, Marc Dommergues, David Cohen 
(France) 

妊娠は女性にとって、アイデンティティ構築の上で重要な段階である。女性の一生の中で

特別なこの期間に女性は重要な「精神的透明性」を示すが、それは精神的傷つき易さの表
れでもある。この期間は、乳児に対する表象と相互交流の土台が形作られる時期である。
自分の子どもが完全無欠かどうかに対して高まる疑念は母親の表象モデルに影響を及ぼす
とともに、今回の妊娠の落とし子との相互交流に困難をもたらし、また, この傾向により子
どもの発達に悪影響をもたらす。目的、母集団と方法：こうした破綻を明らかにするた
め、次の２群の女性を出産と子どもの 2か月時まで追跡した。超音波検査で異常が疑われ

た後、妊娠についてスーパーバイズを受けた群と、22週目の出生前超音波診断（the 22 SA 

scan）と妊娠四半後期のスキャンで異常がみられなかった群である。結果：これは第一報
である。妊娠期間中、最初のスキャン告知の後とスキャン・コントロールの期間中、母親
は赤ん坊への傾倒を中断したと述べた。それ以後は、胎児の表象が揺らいだという。誕生
時の母子の出会いは緊張したもので, 二者関係は十分に力動的なものとはならなかった。母

親は不安が強く、期間中不安はますます高まった。 結論：しかしながら、妊娠最初期か
ら異常の疑いに対して医学的なフォローアップ(継続管理)を続けながら予防的に管理する
ことにより、母性の精神的メカニズムの上記のような逸脱を回避する役に立つことができ
るだろう。何と言っても、母性によって女性はより精神的に近づきやすくなるものであ
る。 

252 コミュニケーション的音楽性にみられる新生児の前方視的調整能力コミュニケーション的音楽性にみられる新生児の前方視的調整能力コミュニケーション的音楽性にみられる新生児の前方視的調整能力コミュニケーション的音楽性にみられる新生児の前方視的調整能力 
Jonathan Thomas Delafield-Butt (Great Britain) 

声の調節には、手や指の動きのコントロールと同様、目標に向かう前方視的調整能力が必
要とされる。これはあらかじめ横隔膜や胸郭や声帯や口腔の筋の緊張が協調されながら変
化することを必要とする。乳児は言葉の発達につれ洗練された動きを身につけるが、目標
へと前方向に導かれる基本的調整の原則は、誕生直後の第一声から認められる。本ワーク
ショップではこれらの啼泣（声）の調節‘パラメーター’と推定される物を探り、運動調節

に関する無様式理論に基づく新たな方法論を提唱する。この定量化された前方視的運動調
節理論は、乳児の欲求や気持を伝えるジェスチャーのように、泣き声のが合目的的である
あることをも説明するであろう。 

253 母親の分離不安と育児コンピテンス母親の分離不安と育児コンピテンス母親の分離不安と育児コンピテンス母親の分離不安と育児コンピテンス 
Hui-Chin Hsu (United States) 

分離不安とは、母親が子どもから一時的に離れる際に伴う心配、罪悪感、悲しみなどの不
快感である。母親が経験する分離不安は、うつ病のような精神保健の問題に結びついてい

る。さらに極度の分離不安を経験している母親の乳幼児は愛着が不安定となりがちである
ことも研究から明らかになっている。しかし、母親の分離不安が育児の質を低下させてい



るかどうかは明らかでない。そこで、本研究では, 母親の分離不安と育児コンピテンスとの
関連について検討することを目的とした。105組の母親と 12ヶ月児が本研究に参加した。
乳児がロボット犬と対面するという新奇なおもちゃを用いる手続きを実施して、母親の育

児コンピテンスを評価した。母親の育児コンピテンス（感受性、構造性、非侵入性、非敵
対性など）と乳児の反応性については、情緒応答性尺度を用いて評価した。その結果、母
親の分離不安は、乳児の性別や反応性の影響を統計的に統制した後でも、育児コンピテン
スに対して有意な寄与因子となることが明らかになった。極度の分離不安を経験した母親
は感受性が乏しく、自分の子どもに対して押しつけが強く、敵対性も強かった。気分の適
合理論によると、個人の感情状態は、情報に対する関心の向け方、評価の仕方、解釈の仕

方に影響する。日常の育児経験から発生する悲しみ、心配、罪悪感のような陰性の感情状
態は、乳児のシグナルに対する母親の処理の仕方、反応の仕方に負の影響を与える。育児
コンピテンスに関する今後の調査では、育児感情と認知を考慮に入れることが必要となる
であろう。 

254 施設環境における早期介入の基盤としての相互交流モデル―基礎神経生物学的研究からの洞施設環境における早期介入の基盤としての相互交流モデル―基礎神経生物学的研究からの洞施設環境における早期介入の基盤としての相互交流モデル―基礎神経生物学的研究からの洞施設環境における早期介入の基盤としての相互交流モデル―基礎神経生物学的研究からの洞
察察察察 
Gro Vatne Brean, Are Brean (Norway) 

乳幼児は、脳機能を十分に発達させ最適化するために, もともと環境に依存するように遺伝
的に決定づけられている。我々は、きわめて重篤な発達障害とされながらも、適切な介入
により部分的な修正が見られた症例を紹介する。この症例では、基礎神経物理学による洞
察とともに用いられた相互交流モデルが、親子施設の日々のワークに対して、どのように
実践的な含意を与えられるか、が示される。相互交流モデルは、Sameroffと Chandlerが提

唱した通り、子どもの発達を、「子ども」と, その家族と社会的文脈が提供する「経験」と
の間で起きる連続的かつ力動的な相互交流の産物として捉えている。例え脳の基礎的な構
造が遺伝的に決定づけられていても、環境的な入力は生後の脳構造の発達にきわめて重要
な役割を果たす。ニューロンの可塑性の概念は、学習と適応への相当な可能性を示唆して
いるが, それだけでなく、発達期の子どもが、とくに不十分な環境にさらされた場合のかな

りの脆弱性をも、また示唆している。母子相互交流と子どもの発達に対する早期観察は、
さらなる発育不良を防ぐ適切な介入の基盤となりえる。この基礎的臨床観察は、理論的に
は相互交流モデルから、生物学的には神経生物学的研究で明らかにされつつある証拠から
説明することができる。神経生物学と子どもの発達理論の接点に対してはもっと注目すべ
きである。将来、両分野が収束すると、リスクをもつ乳幼児に対して、より焦点化された
介入が可能となるであろう。 

256 産後の女性におけるベビーマッサージの効果産後の女性におけるベビーマッサージの効果産後の女性におけるベビーマッサージの効果産後の女性におけるベビーマッサージの効果 
Hiroko Kotani, Hidenori Nakagawa (Japan) 

最近、日本では、核家族化および情報過多により、母親が赤ちゃんを世話することが困難
になってきている。その解決方法の一つとして「ベビーマッサージ」を取り上げ、ベビー
マッサージが母親に与える効果について検討をおこなった。 まず、母親に 1歳未満の赤



ちゃんを 15分間マッサージしてもらい、脳波や心拍、唾液中に含まれる成分濃度などを調
べたところ、マッサージした後の母親はリラックスしているときに現れるアルファー波が
倍増、血圧は最低・最高とともに 15％前後低下していた。また、ストレスホルモンの指標

とされるコルチゾール濃度も半減していた。アルファー波とは、脳波のひとつで、アルフ
ァー波が出現するときは、リラックスした状態であるといわれている。 今回の結果か
ら、ベビーマッサージは、乳幼児だけでなく、行っている母親にとってもリラックス感を
得る手段として非常に有効であることが明らかとなった。産後の母親は身体的精神的苦痛
を伴っているが、ベビーマッサージを行うことで母と子の絆が深まり、育児ストレスが軽
減する可能性があることが示唆された。 

257 日本語版日本語版日本語版日本語版 NCATS（（（（Nursing Child Assessment Teaching Scale）の開発に関する研究）の開発に関する研究）の開発に関する研究）の開発に関する研究 
Taeko Teramoto, Taiko Hirose, Miho Kusanagi, Kayoko Suzuki, Sonoko Shirakawa, Izumi 
Takahashi, Mami Sonobe, Motoko Okamitsu, Hiromi Kawasaki, Miwako Okamoto, Michiko 
Yamazaki, Mayumi Hiramatsu, Yukiko Ohashi, Kimiko Murase, Keiko Komoto, Kayoko Hiroi, Aki 
Kawamura, Takahide Omori (Japan) 

 本研究では，日本語版 Nursing Child Assessment Teaching Scale（J-NCATS）の開発プロセ
スについて紹介する。NCATSは親子相互作用アセスメント用具で実践や研究において広く

使用されている。J-NCATSの開発手順は次のとおりである。1) 原版用具（マニュアル，コ
ーディング用紙，訓練用 DVD）の日本語訳，2) バック・トランスレーション，3) NCAST-

AVENUW（原版開発者）とのライセンス契約，4) 日本人母子（約 400組）のデータ収集，
5) 原版と J-NCATSによるコーディング，6) 統計解析，7) J-NCATSの信頼性検討。 原版
との比較の結果，J-NCATSの平均総合得点と SDの方が小さく，日本人母子における J-

NCATSによる一貫性のある測定が示唆された。また，J-NCATSの平均得点は対応する原
版得点と有意な正の相関関係にあり，J-NCATS内の総合得点と下位尺度得点間にも同様の
関係が認められ，J-NCATSの信頼性が示唆された。α係数（KR-20）も比較的高く，内的
整合性が示唆された。 以上の手順を通じて，平均得点およびその母子の属性（児の性別
や年齢，母親の年齢や教育年数等）との関係，カットオフ値（10パーセンタイル値）等を
まとめた J-NCATSデータ・ベースが作成された。今後は，J-NCATSの妥当性研究ならび

に実践研究を進める必要がある。 

258 質問紙法による日本版質問紙法による日本版質問紙法による日本版質問紙法による日本版 IFEEL Pictures 施行の試み施行の試み施行の試み施行の試み 
Masashi Tanaka (Japan) 

本研究は、自己評定式の質問紙法による日本版 IFEEL Picturesの施行への可能性を検討す
ることである。月齢２ヶ月から 86ヶ月の乳幼児をもつ母親 20名と女子大学生 97名に対し
て、乳幼児の表情読み取り質問紙を実施したところ、①乳幼児の表情からの情緒読み取り

については、母親と学生とに差違はみられなかった。しかし、②乳幼児が示す情緒から推
定する乳幼児の快・不快感情、および、乳幼児が求める関係性については差異が見られ
た。すなわち、学生は、乳幼児が示す情緒が快であると推定した場合は、子どもは接近を
望んでいる。あるいは、不快と推定した場合は回避を望んでいると、乳幼児の快・不快感
情と乳幼児が求める関係性とを単純に関連づけていたが、母親は、乳幼児がどのような感



情であれ、乳幼児は、母親への接近を求めていると考えていた。ここから、質問紙法によ
る日本版 IFEEL Picturesの施行可能性が示された。 

259 二卵性双生児出産後、次女に対する拒否感を訴えた産後うつ病症例の治療的経過二卵性双生児出産後、次女に対する拒否感を訴えた産後うつ病症例の治療的経過二卵性双生児出産後、次女に対する拒否感を訴えた産後うつ病症例の治療的経過二卵性双生児出産後、次女に対する拒否感を訴えた産後うつ病症例の治療的経過 
Hiroko Suzuki (Japan) 

症例Ａ35歳女性。Ａは不妊治療後に多胎妊娠したが、2つを残す減数手術を受け双胎妊娠
となり、X年１月 37週で帝王切開で二卵性双生児（ともに女児）を出産した。第 2子が低
体重（1,660g）で NICUに 1ヶ月入院となり、Aは第１子と退院した。第 2子が退院後、第
1子も連れて、実家に里帰りして約 6ヶ月間子育てをしたが、Ａは第 2子を触るのも怖く感
じて、自分の子どもという実感がわかず、実母に任せていた。Ａは児たちと実家から自宅
に戻るが、第 2子が泣くと手を挙げたくなったりするので、主に夫に養育をまかせてい

た。第 2子についてＡも夫も第 1子に比較して抱くと身体が硬く、発達が遅れを心配して
いる。Ａは出産後から徐々に抑うつ的となり、睡眠障害、自己不全感が認められ、同年 9

月産後うつ病と診断で投薬開始された。考察：①親－乳幼児関係に何らかの問題を抱える
ケースの早期発見早期治療を目指しての体制が機能した。関係機関の連携が重要で、EPDS 

を中心に、育児支援チェックリスト、赤ちゃんへの気持ち質問票の 3つの自己記入式質問

票を使用することで援助の視点や質を保持された。②Aと第２子との関係性については、
専門的視点から観察および介入が必要であった。関係機関が密に連絡を取り合い、検討し
ながら母子に関わったことが、ゆっくりであったが安全に母子関係を改善したと思われ
る。小児科医とそれぞれの保健師が母子に直接関わり、当室はコンサルテーションと役割
分担した。③Aの産後うつ病の治療では、薬物療法を開始後、実母とＡとの関係を傾聴し
ながら、Aの持っている資源の開発し、安定をはかった。④今後も、A家族を関係機関が

これまでの取り組み方を維持して、見守っていくことが必要である。 

260 日本語版日本語版日本語版日本語版 IFEELPictures による産後うつ状態が母親の乳児の表情認知に与える影響の検討による産後うつ状態が母親の乳児の表情認知に与える影響の検討による産後うつ状態が母親の乳児の表情認知に与える影響の検討による産後うつ状態が母親の乳児の表情認知に与える影響の検討 
Yukiko Morioka, Yumiko Kurihara, Tetsuji Sawa, Arata Oiji, Katuso Inoue (Japan) 

本研究の目的は、産後のうつ状態が母親の乳児の表情認知へ与える影響を調べることであ
る。北日本のある総合病院に通院している出産後の母親に調査を依頼して 111名の母親か
ら文書による同意を得た。対象者は、初産婦 60名、経産婦 51名で、平均年齢は 31.2歳で

あった。 この対象に、日本語版 Zung自己評価抑うつ尺度（以下 SDSと略す）と小此木ら
が日本人の写真を用いて開発した日本版 IFEELPictures（以下 JIFPと略す）を産後 1ヶ月で
施行した。この結果、SDS40点以上の場合、うつ状態である可能性が高いと考えられるた
め、 対象者を SDSが 40点以上の抑うつ群（n=30）、40点未満の非抑うつ群（n=81）に分
けた。そして、抑うつ群と非抑うつ群で JIFPの結果を比較した。JIFPのカテゴリー「思
考」の比率が抑うつ群で有意に高かった。25番目の写真については、「疲労」の比率が抑

うつ群で有意に高かった、28番目の写真については、「怒り」の比率が抑うつ群で高く、
「注意と疑惑」が抑うつ群で有意に低かった。これらの結果は、産後のうつ状態が母親の
乳児の表情認知に有意ではあるがわずかな影響を与えていることが示唆された。 

261 母親の不快な情動を生じさせる乳児の音声特徴に関する検討母親の不快な情動を生じさせる乳児の音声特徴に関する検討母親の不快な情動を生じさせる乳児の音声特徴に関する検討母親の不快な情動を生じさせる乳児の音声特徴に関する検討 
YeounJung Kim, Shinya Miyamoto (Japan) 



乳児の泣きは、多様な社会的な行動の 1つである。泣き声は乳児の異なる状態を表し、保
護者から異なるケアーをもらう。この研究は、乳児の泣き声の中で母親にネガティブな情
動を引き起こしやすい音声の音響学的な特徴を明らかにするため行った。用いた泣き声は

6ヶ月の健康な乳児 6名の 3つの状況（空腹・痛み・母親不在）からの泣き声である。これ
らの泣き声を 90名の育児中の母親に聞いてもらい、情動を評価してもらった。また母親の
ネガティブな情動や感情と関係した音声は CSL4400によって音響学的に分析された。分析
要素は周波数、エネルギー、総発声時間、発声数である。研究の結果、母親にとっては乳
児の殆どの泣き声が不快な音声ではなかったが、空腹状況での音声に比べて痛みと母親不
在状況での泣き声に不快情動が多く見られた。特に、母親不在状況での音声は他の状況で

の音声より母親の不快情動や不安定な感情を引き起こしやすい音声である可能性がうかが
えた。痛み状況と母親不在状況での音声は、高い周波数、強いエネルギーそして長い発声
時間という音声特徴を持っていることが明らかになった。研究の結果は母親の不快情動と
泣き声の音響学的な特徴の間に何らかに関係を示唆している。 

262 うつ病と母親愛着に関する縦断研究：妊娠期から産褥期までうつ病と母親愛着に関する縦断研究：妊娠期から産褥期までうつ病と母親愛着に関する縦断研究：妊娠期から産褥期までうつ病と母親愛着に関する縦断研究：妊娠期から産褥期まで 
Hitoshi Kaneko, Shuji Honjo, Kenji Nomura, Haya Sechiyama, Yasuko Takahashi, Satomi Murase 
(Japan) 

本研究の目的は，妊娠期から産褥期にかけての，母親の抑うつと母親愛着との関係を明ら

かにすることであった．参加者は，妊娠中期と産後 1週の両時点に参加した母親 440名で
あった．妊娠中期の質問紙は，エジンバラ産後うつ病自己評価票（Edinburgh Postnatal 

Depression Scale ; EPDS），Zung’s Self-Rating Depression Scale (SDS)，妊娠中期胎児母親愛
着尺度，ソーシャルサポートから構成されていた．妊娠後期の質問紙は，EPDS，SDS，産
後母親愛着尺度から構成されていた．抑うつ陽性となった者の割合は，妊娠中と産後の共
におよそ 13%であった．実家からのソーシャルサポートは，妊娠中の抑うつ得点と，関連

が認められた．抑うつ得点と実家からのソーシャルサポートは，妊娠中期胎児母親愛着得
点と関連が認められた．これらの結果は，実家からのソーシャルサポートは，日本人女性
において重要な事を示唆している 

263 乳児の問題―ある治療研究乳児の問題―ある治療研究乳児の問題―ある治療研究乳児の問題―ある治療研究 
Bjorn Salomonsson (Sweden) 

本ポスター発表では、乳児と母親に対して通常行われている治療と精神分析的治療を評価

した研究を紹介する。本研究は, ストックホルムのカロリンスカ研究所で行われ, 2005年以
降続いている。母親たちは自分の赤ん坊についての問題を体験し、このプロジェクトに連
絡してきた。ここでは、研究デザインと対象、質的, 量的方法および予備的結果について発
表する。 

264 母乳育児における日本人母親の健康感に関する調査母乳育児における日本人母親の健康感に関する調査母乳育児における日本人母親の健康感に関する調査母乳育児における日本人母親の健康感に関する調査 
Namiko Kawamura, Hiroko Matsumura, Mayumi Yamauchi (Japan) 

目的：地域における母乳育児の精神的側面からの支援の方策を検討するために、地域で４

か月児を養育する母親の心の疲労度および健康度、それに影響する要因を明らかにするこ
とを目的とした。研究デザインと方法：Z市（日本）で実施された 4か月児健診を訪れた 4



か月児の母親 216名を調査対象とした。Z市の協力を得て、母親に口頭で研究の主旨を説
明し、質問紙の受け取りに同意が得られた場合に返信用封筒と無記名自記式質問紙を手渡
した。質問紙は郵送法にて回収した。 調査内容は、研究者の作成した 14－22項目の質問

紙およびWHOの the Subjective Well-being Inventoryを用いた。分析には統計解析ソフト
SPSS 15.0J for Windowsを用いた。結果：返送の得られた 138部（回答率 63.9%）、うち
有効回答を得られた 137部を分析対象とした。対象者の平均年齢は 30.７歳であった。現在
の児の栄養方法は母乳のみ 59.2%、混合栄養 22.5%、ミルク 18.3%であった。SUBIによる
母親の「心の健康度」の平均スコアは 40.61、「心の疲労度」の平均スコアは 50.28であっ
た。心の健康度および疲労度は、児の栄養の種類によって差はなかった。母乳に関して他

の人からのサポートを受けた経験の有無が、母親の心の健康度（p=0.001）および心の疲労
度（p=0.005）に有意な差をもって影響していた。また、夫からの肯定的サポートの有無
が、母親の心の健康度（p=0.001）および心の疲労度（p=0.007）に有意に影響していた。
結論：重要な人からの心身のサポートは、母親の心の健康度と疲労度に影響を及ぼしてい
るといえる。 

265 乳児を持つ母親の自尊感情と養育意識・行動との関連乳児を持つ母親の自尊感情と養育意識・行動との関連乳児を持つ母親の自尊感情と養育意識・行動との関連乳児を持つ母親の自尊感情と養育意識・行動との関連 
Kimie Tanimoto, Kayo Ogawa (Japan) 

育児初期にある母親の育児に対する意識や行動と自尊感情の関連を検討するため，乳児検
診のために医療機関を訪れた母親（N＝89名）を対象とし，育児に対する意識・行動尺度
とローゼンバーグの自尊感情尺度を無記名自記式質問紙により調査した．本研究は，当該
施設の倫理委員会の承認を得た．分析は，自尊感情得点と育児意識・行動尺度の 3つの下
位尺度「育児生活のストレス」「育児肯定感」「否定的育児行動」との関連の確認のため

Spearman順位相関係数を行った．対象の母親の年齢は，平均 29.5±4.61歳．自尊感情尺度
の平均は 29.2±4.62，「育児生活へのストレス」の合計平均は 8.82±2.89であり，「育児肯
定感」と「否定的育児行動」はそれぞれ 16.7±2.85と 7.70±2.65であった．自尊感情と「育
児生活へのストレス」の間（ｒ＝－0.334，ｐ＝0.002）および自尊感情と「否定的育児行
動」の間（ｒ＝－0.421，ｐ<0.0001）にそれぞれ負の弱い相関を認めた．自尊感情と「育児

肯定感」との間には有意な相関はなかった．これらの事から，自尊感情と育児に対する否
定的な意識や行動との関係が推測された．母親が自分の事を究極的に完全であると感じる
のではなく，むしろ母親の成長と改善の限界を知っていることが，育児に対する否定的な
意識・行動を減少させる可能性があることが示唆された． 

266 乳幼児発達支援事業における母子関係への支援の効果：母親支援の意義の探究乳幼児発達支援事業における母子関係への支援の効果：母親支援の意義の探究乳幼児発達支援事業における母子関係への支援の効果：母親支援の意義の探究乳幼児発達支援事業における母子関係への支援の効果：母親支援の意義の探究 
Emiko Satoh, Mineko Kashima (Japan) 

母親には子育ての力が備わっていると信じる。普通の母親でも環境の変化や予想外の出来

事や子どもの発達のつまずきによって、母親機能が崩壊する事がある。①発達に問題があ
るがまだ確定的でない、②関係性障害が疑われる、③母親が育児に無関心、というケース
があるが、どの場合も介入支援は大切である。育児に疲れて自信がない母親は、指摘や助
言によって不安が高まることが多いため、子どもの発達を促すことが支援の主たる目的で



はあるものの、その子どもを育てる母親を丁寧に受け容れ支えることが大切である。もし
母親に、子どもへのかかわり方や捉え方に変容すべき点があったとしても、他人が指導す
るべきではない。母親が子どもと一緒に安心して楽しく居られれば、自ずと子どもへの姿

勢は前向きになっていくものだ。Ｚ市の１歳半・３歳半健診では、子どもの発達面に注意
を向けつつも、母親の話をよく聞くことに力を入れている。また、気軽な形のカウンセリ
ングや親子教室を設けて、母親が問題を気軽に話し合って安心できるようにしている。 

267 乳幼児を持つ親の精神健康状態に関する研究乳幼児を持つ親の精神健康状態に関する研究乳幼児を持つ親の精神健康状態に関する研究乳幼児を持つ親の精神健康状態に関する研究 
Yuka Kataoka, Yuko Oikawa, Husako Odagiri, Kyoko Kubo (Japan) 

首都圏に住む乳幼児を持つ母親 183名を対象に質問紙調査を行った。初産婦と 2人の子ど
もを持つ母親の GHQ得点について比較検討した結果、有意差はみられなかったが、全体と

して GHQ得点が 8.25点と高い事から、乳幼児を持つ親のメンタルヘルスは良い状態では
ない事が明らかになった。そのため、初産婦、経産婦ともに、対象者の特性に適した育児
支援を行っていく必要がある。 

268 乳幼児を持つ母親の精神健康状態に関する研究（第２報）－精神健康状態と自我状態との乳幼児を持つ母親の精神健康状態に関する研究（第２報）－精神健康状態と自我状態との乳幼児を持つ母親の精神健康状態に関する研究（第２報）－精神健康状態と自我状態との乳幼児を持つ母親の精神健康状態に関する研究（第２報）－精神健康状態と自我状態との

関連関連関連関連 
Yuko Oikawa, Husako Odagiri, Yuka Kataoka, Kyoko Kubo (Japan) 

乳幼児を持つ母親の精神健康状態と自我状態との関連を明らかにすることを目的に、日本
の首都圏で質問紙調査を行った。調査紙は、精神健康調査(以下 GHQとする。GHQ：
General Health Questionnaire )とエゴグラムを用いた。GHQは抑うつ傾向などを反映する尺
度で、GHQ30は下位項目に「不安気分変調」「抑うつ傾向」などの６項目があり、総得点
を『GHQ得点』とするものである。エゴグラムは、自我状態を示すもので、「批判的親の
自我（CP）」「養育的親の自我（NP）」「大人の自我（A）」「自由な子どもの自我

（FC）」「順応する子どもの自我（AC）」の５項目である。 質問紙は 580部配布、有効
回答数は 213名（36.7%）。対象者の平均年齢は 33.6歳。GHQ得点は、平均 8.13点であっ
た。エゴグラム平均は、批判的親（CP）は、21.9点、養育的親（NP）は 24.2点、理性的
（A）は 21.4点、自由な子ども（FC）は 22.3点、従順な子ども（AC）は 20.9点であっ
た。GHQと親の自我状態の相関は、ACと GHQ得点（ｒ=.300）、ACと下位項目の不安気

分変調（ｒ=.352）に弱い正の相関がみられた。 親の自我状態は NPの得点が高くなって
おり、育児期の特徴を示しているものと考える。また、母親の AC(順応する子どもの自我
状態)と GHQ得点・不安気分変調に相関が見られたことから、環境の変化に順応しようと
することが不安や抑うつに繋がっていることが推測される結果といえる。 

269 自然観察による縦断調査にもとづく乳児の運動発達への母親の足場づくり自然観察による縦断調査にもとづく乳児の運動発達への母親の足場づくり自然観察による縦断調査にもとづく乳児の運動発達への母親の足場づくり自然観察による縦断調査にもとづく乳児の運動発達への母親の足場づくり 
Keisuke Shiraga (Japan) 

独立歩行を開始する前の乳児に，母親が身体的，言語的働きかけを行うことによって歩行

を引き出そうとする行動はしばしば見られる。こうした行動は乳児の運動発達に何らかの
影響を及ぼしていると考えられる。本研究では，子どもの運動発達に対する母親の働きか
けを取り上げ，これに対する乳児の反応からその効果を検討する。独立歩行開始前の乳児
とその母親４組を家庭で観察した。まず，子どもへの母親の働きかけを 13のカテゴリに分



類した。方略ごとに乳児の歩行を引き出すのに高い成功率をもつ方略もあれば，あまり歩
行につながらない方略もあった。とくに乳児に直接的な身体接触をすることで歩行を誘導
しようとする方略は，成功率は高いものの，一方で失敗した場合に強い拒否反応を導きや

すいという結果が得られた。本研究の知見は，乳児の運動発達に不安をもち何らかの働き
かけを企図している母親にとって，より利用しやすい方略を提言し，その不安を軽減する
ことに寄与できると考えられる。 

270 家族機能、親の関係性、および精家族機能、親の関係性、および精家族機能、親の関係性、および精家族機能、親の関係性、および精神保健について：世代間伝達および子どもの発育の関連神保健について：世代間伝達および子どもの発育の関連神保健について：世代間伝達および子どもの発育の関連神保健について：世代間伝達および子どもの発育の関連 
Hannele Raiha, Niina Junttila, Minna Aromaa, Sari Ahlqvist-Björkroth (Finland) 

本研究では、家族全体の相互交流、両親の身体的および社会的ウェルビーイング、親の自
己有効性および子どもの発達に焦点を当てて、家族を妊娠から大人になるまで縦断的追跡

を行った。本研究の目的は、家族内の相互交流、家族機能、親の関係性の質、親の精神保
健、および子どもの発達を分析し、両親の孤独、不安、抑うつが、その子どもの各発達段
階において社会情緒的ウェルビーイングに与える影響を評価することである。妊娠中は、
家族機能、親の関係、個々の心理的および社会的ウェルビーイング、およびその子どもの
内的作業モデルに焦点を当てる。幼児期では、子どもの発達および両親と子どもの三者関

係における家族関係に、そしてその後は、仲間や学校という観点から、青年期における社
会的および心理的ウェルビーイングに焦点を当てる。本研究では、3500～4000人のフィン
ランドの子どもたちおよびその家族に対して年 1回コホート試験を行って計画的に追跡し
た。また、リスクの高い 80家族とリスクのない 80家族を研究対象として、その家族相互
交流についてさらに詳細に研究している。その予備結果を発表する。 

271 インターネットや自助グループを利用した、産後うつ病の自助グループ活動の実態についインターネットや自助グループを利用した、産後うつ病の自助グループ活動の実態についインターネットや自助グループを利用した、産後うつ病の自助グループ活動の実態についインターネットや自助グループを利用した、産後うつ病の自助グループ活動の実態につい
ての報告ての報告ての報告ての報告 
Hiromi Miyazaki (Japan) 

出産女性の 10人に 1人が産後うつになるといわれている。英国やアメリカ、オーストラリ
アなどでは、産後うつ病の女性への支援が活発である。日本では、2003年に三重大学の岡
野禎治氏による PSI-JAPANという研究会が発足し、産後うつ病への関心が高まっている。
2004年からは産後うつ病の女性とその家族が、ママブルー支援研究会主催で運営している

Webサイト「ママブルー」で情報交換をしている。日本での支援ははじまったばかりであ
るが、産後うつ病の支援が日本ではどのように行われているのか、「ママブルー」で行わ
れている「Webサイトによる支援」「自助グループによる支援」｢リラクセーションを使っ
た支援｣「０歳児～１歳児までのママへの支援」「妊婦と家族への啓蒙活動」「回復者の情
報交換」を例にして、報告する。 

272 乳幼児における早期情緒的発達乳幼児における早期情緒的発達乳幼児における早期情緒的発達乳幼児における早期情緒的発達の理解について：早期ヘッド・スタートの理解について：早期ヘッド・スタートの理解について：早期ヘッド・スタートの理解について：早期ヘッド・スタート のスタッフおよびのスタッフおよびのスタッフおよびのスタッフおよび
両親の視点両親の視点両親の視点両親の視点 
Holly E. Brophy Herb, Rachel Schiffman, Hiram E. Fitzgerald, Erika London Bocknek, Sara DuPuis, 
Mildred Horodynski, MaDonna Adkins, Shelley Hawver, Mary Cunningham-DeLuca, Lorraine 
McKelvey (United States) 

カリキュラム開発プロジェクトの１つとして、フォーカスグループを EHS（早期ヘッド・



スタート）のスタッフおよび両親で実行した。EHSは、米国における連邦政府資金による
介入・育児教育プログラムである。スタッフおよび親からなるフォーカスグループには、
主要テーマが特定された。すなわち（ａ）乳児および幼児の感情を持つ能力と他人の感情

を感知する能力、（ｂ）擁護、教育、および躾を任されている両親の役割、（ｃ）育てに
反映される自分自身の経験に関する親の内省、の３つである。その結果、EHSに参加した
両親は、基本感情とその発達について知識はあるが、感情の表れを実際には策略として誤
解しやすいこと、感情表現に性差を早期から期待していること、社会的地位のある両親ほ
ど自分たちを子どもたちに対するロールモデルや教師として見る可能性があること、内省
的な両親ほど幼児の自他の感情感知に必要な思いやりのある相互交流において関係を構築

しやすいことがわかった。この結果は、乳幼児精神保健 IMH (Infant Mental Health)の枠組み
が求められているという前提が裏付けられたことになる。親が子どもにリフレクティブな
内容を示してあげること、親業、および性差への期待などの要因は、親子の成長を目指す
コンテクストとして支援的な関係性を促すモデル内でこそ最善の解決がなされる。 

273 オープン・アダプション家族におけるテリングについての発達心理学的検討オープン・アダプション家族におけるテリングについての発達心理学的検討オープン・アダプション家族におけるテリングについての発達心理学的検討オープン・アダプション家族におけるテリングについての発達心理学的検討 
Yorio Kosawa (Japan) 

血縁のない幼い子どもを迎えた育て親が、子どもに、生みの親の存在をはじめ子どものル
ーツに関わることがらを伝え続けることを「テリング」と呼んでいる。テリングは、子ど
もが「生みの親がいて自分がいる、そして今の家族がある」という存在のつながりを理解
し、自分史を形成していくことを積極的に支援する。本研究は、血縁意識が特に強いとさ
れる日本社会において、オープン・アダプションにより子どもを迎えた育て親家族（150

件）の協力を得て実施した。育て親が子どもの発達に伴ってどのような「テリング」を行

っていくのか、そこで子どもはどのような反応をみせ、語られる内容をどのように理解し
ていくのかについて、家庭訪問によるインタビュー調査や育て親によるテリング記録か
ら、解釈的に検討した。その結果、１）乳児期よりテリングを継続してきた育て親家族に
おいて、子どもが一時的にテリングを嫌がる時期が存在すること、２）幼児期の子ども
は、育て親とは別に生みの親がいるという理解に混乱が生じたり生みの父親の存在に思い

が至らないことが多いが、児童期になると、実体として生みの親の存在を理解し、生みの
親から育て親へと託された理由を問い始めること、などが見出された。 

274 加古川市子育て相談センター加古川市子育て相談センター加古川市子育て相談センター加古川市子育て相談センター 
Ritsuko Ohgami, Atsuko Inoue, Yuka Hayashi, Kayo Hoshiba, Nao Takayanagi (Japan) 

加古川市子育て相談センターは、就学前乳幼児の発達相談と親の育児ストレスの軽減を目
的として、1999年に開設された。現在では、親子への心理的援助を積極的に行うことによ
り、虐待の二次予防の役割を果たしている。 1999年から 2007年の 9年間で、子どもの発

達の状態を査定した上で、乳幼児発達の専門医師と連携し、親子を援助する体制が作られ
た。また、早期発見･早期ケアによる問題解決を目指し、保育園訪問や乳幼児健康診査、医
療機関との緊密な連携を進めてきた。虐待の潜在化、家族関係の崩壊、さらには親を取り
巻く人間関係が複雑になり、様々なストレスや問題が起こりやすくなっている。乳幼児の



健全な育成を支えるためには、虐待や DVといった危機的育児環境から、親が脱却してい
く過程を支えることは重要で、心理療法的アプローチや専門的な査定が要求される。子ど
もの家庭背景や親の精神状態など、相談者の状況を的確に把握する必要があり、子育て相

談センターに臨床心理士が複数配置される意味がここにある。より専門的なケアを地域で
受けられる体制を作ることが重要と考え、ここに報告する。 

275 第一子誕生前後の夫婦のうつ病状態とその関連要因第一子誕生前後の夫婦のうつ病状態とその関連要因第一子誕生前後の夫婦のうつ病状態とその関連要因第一子誕生前後の夫婦のうつ病状態とその関連要因 
Chihiro Murayama, Hiroshi Murayama, Toshiro Henmi (Japan) 

第一子誕生前後における夫婦それぞれの心理状態について、抑うつ傾向を指標として、そ
の実態と関連要因を明らかにする。2006年 6月から 10月に、都内大学病院で第一子出産予
定および第一子出産 1ヶ月前および一ヶ月後の夫婦を対象に、無記名自記式質問紙調査を

実施した。調査項目は、抑うつ傾向（CES-D）、夫婦関係（MAT）、対児感情（対児感情
評定尺度）であった。本研究は、調査実施病院の倫理委員会の承認を得た。 有効回答数
は、産前 198票（57.9%）、産後 95票（49.0%）であった。「抑うつ傾向あり」であったの
は、産前では男性 10.9％、女性 26.4％、産後では男性 9.1％、女性 25.5％であった。また、
産前でのみ、男性が女性よりも CES-D得点が高かった。さらに、産前、産後の男女共に、

MAT 得点が低いほど、CES-D得点が低かった。 第一子の産前産後において、女性の 1/4に
抑うつ傾向が見られることが明らかになった。また、第一子誕生予定または誕生後の夫婦
の抑うつを予防するために、その夫婦関係の実態を把握すると共に、それに配慮して関わ
っていくことが重要と考えられる。 

276 養育に作用する要因の差異についての考察：養育に作用する要因の差異についての考察：養育に作用する要因の差異についての考察：養育に作用する要因の差異についての考察：民族性は関係に影響を及ぼすのか？民族性は関係に影響を及ぼすのか？民族性は関係に影響を及ぼすのか？民族性は関係に影響を及ぼすのか？ 
Toko Oshio, Ann Michele Stacks (United States) 

多くの養育者は子どものために、安全で安心できる適切な環境を作り、子どもたちの幸福

と健康を促進し守ろうとする。しかし、どうして親たちの養育行動に対する姿勢や、育児
の仕方は異なるのだろうか？本研究は、養育行動に作用する要因の違いと、その違いによ
る子どもの発達への影響を考察する。本研究は、アメリカの平均的な個人と家族のサンプ
ルからデータを集めた縦断研究である Panel Study of Income Dynamics Child Development 

Supplement (PSID-CDS)を用い、養育行動に作用する要因（養育者の性質；ストレスとサポ

ートになる環境要因；子どもの特性）がどのように養育行動に関係し、子どもの発達に影
響しているのかを検討する。加えて、このモデルがさまざまな民族グループに応用できる
か、また民族性によりどのように関係が異なるのか検討を行う。共分散構造分析を用い、
理論モデルを検証し、養育行動に作用する要因，養育行動、子どもの発達の潜在変数を調
べた。 

277 思春思春思春思春期・青年期の育ち直し期・青年期の育ち直し期・青年期の育ち直し期・青年期の育ち直し    ＜種の会＞の実践＜種の会＞の実践＜種の会＞の実践＜種の会＞の実践 
Mana Matsukura (Japan) 

不登校や引きこもりを経験した子どもやその家族が、再び学校や、社会に出て行くのは容
易ではない。状況は違っても、その人たちに共通していえるのは、傷ついた体験であり、
孤立感であり、それが外界とのかかわりを持つことを妨げている。投薬やカウンセリング
など医療機関を利用するとしても、それは生活の一部でしかない。が、受け入れられ、認



め合い、小さな経験を積み重ねていくことで、信じる力を取り戻し、希望を持って次のス
テップを踏み出しやすくなることがある。＜種の会＞は、このような状況にある人たちの
ために、個人の開業医によって 2002年 6月に設立された会員制の会である。 まずは、人

目を気にせず、気楽に出かけられる落ち着ける家で、子どもたちやその家族がおしゃべり
をしたり、お茶を飲んだりすることから始まった。そして、だんだんとスポーツセンター
やカラオケなど外に出かけられるようになり、最近では、大人の助けを借りながら、パン
を焼いたり、フリーマーケットで焼いたパンを売ったりできるようになってきている。会
そのものはゆるやかに受け止める子宮の役割を、会員どうしの関わりは、響きを伝える羊
水のような役割を担っていると考えられる。＜種の会＞では、傷つき体験のある若者たち

が、大きな家族のような関係の中で、本来の自分を取り戻していく＜育ち直し＞の実践を
伝えたい。 

278 実母との母子関係に問題がある母親とその児への育児支援の検討―母親とのパートナーシッ実母との母子関係に問題がある母親とその児への育児支援の検討―母親とのパートナーシッ実母との母子関係に問題がある母親とその児への育児支援の検討―母親とのパートナーシッ実母との母子関係に問題がある母親とその児への育児支援の検討―母親とのパートナーシッ
プの形成について―プの形成について―プの形成について―プの形成について― 
Motoko Okamitsu, Taiko Hirose, Taeko Teramoto, Miho Kusanagi (Japan) 

実母との母子関係に問題がある母親とその児への育児支援について検討を行ったので、事

例を報告する。低出生体重で出生し、ダウン症をもつ児とその母親に対する NCATS（
Nursing Child Assessment Teaching Scale）を用いた縦断的な育児支援介入研究の途中で、母
親が抱える実母との母子関係の問題、不登校、夫との関係の問題が明らかとなった。毎回
の家庭訪問で母親の訴えに傾聴し、発達の遅れの著しい児への具体的な育児方法について
支援を行ってきた。母親は育児不安が強く、母子は社会的に孤立していた。母親の児への
対応で良い点を見出し褒めるように支援を実施した結果、徐々に母親は児の発達への見通

しが立ったことで前向きな発言が聞かれるようになった。ところが、2年間継続して関わ
った結果、これまで語られなかった衝撃的な事実が母親から語られ、未熟な支援者が関わ
ることは、真実を引き出すことに時間がかかることがわかった。こうして介入は振り出し
に戻り、育児支援の方法を再検討した。母子のニーズに対応できる乳幼児精神保健の実践
が求められ、児童精神科医やケースワーカーとの連携をすることで、社会的孤立にある母

子を支援へとつなげていくことの必要性が明らかとなった。育児支援を行う上で日本人の
文化的特性をふまえ、母親とのパートナーシップを形成することの必要性を認識させられ
た。 

279 性同一性と育児―精神障害と文化の問題性同一性と育児―精神障害と文化の問題性同一性と育児―精神障害と文化の問題性同一性と育児―精神障害と文化の問題 
Kristiana Siste Kurniasanti (Indonesia) 

UKと NLは半陰陽の子どもである。女性として生まれ, 親は女性として育てた。しかし, 

UKは２歳になると、車や銃など男子の玩具を好み、女の子とは遊ばず、スカートを嫌が

り、自分を男の子だと言った。母親はそれを悲しく思い, UKにスカートを使うように言っ
た。UKは女の子とは遊ばなかったが, 遊ぶことを選ぶ。親は UKと NLを女の子だと感じ, 

彼らは女の子のようにふるまわなくてはならなかった。５歳になると彼らは女の子になる
ことを奇妙に感じ、ズボンをはこうとした。NLは学校にスカートで行こうとしなかった。



しかし, UKと NLの親は彼らに腹を立てた。彼らの文化では、女子はズボンではなくてジ
ルバブ（スカーフ）とスカートを着用するべきなのである。UKはまだ友達と出歩き, 彼ら
と共に遊ぶことを望んでいたが, NLは内気で無口になった。UKは 12歳になったとき, 自

分の性器に塊があるのに気づいた。親は彼を医者のところに連れて行った。医者は UKに
生理と声変わりを待つように頼んだ。医者は染色体を調べ, 親は UKは女性だと主張した。
UKが 18歳になったとき、医者は UKは少年だと説明した。そして, 医者は NLの染色体を
調べ, 9歳の NLも男子であると主張した。母親は結果を拒んだが、UKも NLも医者の説明
を喜び、性を変えることを選択した。この事例は、3ヶ月間の長期縦断研究により追跡調
査され、この調査は今も続いている。結果と考察： 18歳の UKは実家から遠く離れた小

さな病院で働いていた。UKは、自分は新しい生活を得、現在は自分自身に満足するよう
になったと言った。9歳の NLはまだ小学校 3学年である。いつもズボンとシャツを着用し
ようとする。学校に行く時だけは、スカートを着用し, 学校ではいつも帽子を使っているが
、周りの子はいつも彼に大声をかけ, NLを男の子だと言う。NLは物怖じし無口になり劣等
感に陥って, 学校に行きたがらなくなった。両親は隣近所に言わず、近所と交際しようとし

ない、特に母親は。NLは悲しくなり、精神科医に相談し、認知行動療法を受けている。東
洋文化をもつインドネシアでは、性役割の変更は深刻な問題であり、家族は恥じ入る事に
なる。ほとんどの場合、近隣の者はその家族は神に呪われていると感じている。 

280 小児科開業医は、障害の有無に関わらず、如何にしてこども達の成育支援をするか？小児科開業医は、障害の有無に関わらず、如何にしてこども達の成育支援をするか？小児科開業医は、障害の有無に関わらず、如何にしてこども達の成育支援をするか？小児科開業医は、障害の有無に関わらず、如何にしてこども達の成育支援をするか？ 
Kouki Oguchi (Japan) 

近年，多くの日本のお母さん達は，地域社会の隣人や祖父母等の親類の援助無くして、孤
独な育児をしている（母子カプセル）。クリニックの医師、看護師は長年、同じ NICUで

勤務した経験を共有していたため，8年前の開業と同時に NICUを退院したこども達の地域
における成育支援を理想に描いた．最初は臨床心理士も含めた 3つの専門職が協力して、
様々な障害を有するこども達の成育支援の行なってきた．人間関係が希薄となった現代社
会では、障害の有無に係わらず全てのこども達の成育支援が必要であり、地域の開業小児
科クリニックこそが、その役割を担うことができると我々は思い至った．そこで、小児科

クリニックでは相前後して発達支援外来（Developmental Clinic）と家族支援室（
FSU:Family Support Unit）を開設した。発達支援外来は当初、NICU卒業児を念頭に運営を
始めたのであるが、予想を遥かに超えたこども達が受診するようになり，ほぼ 6年間で、
送受診数は 500人に達した．受診するこども達の障害は全ての分野に及び，超低出生体重
児、ダウン症候群等の先天異常症候群などの NICU卒業児群、自閉症等の代表される軽度
発達障害児、そして不登校等の心理的要因群がそれぞれ同数の 1/3となった。日常診療の

経験から、我々は障害の有無に係わらず，全てのこども達の成育支援が必要であり，医療
的なケアのみでは目的を達成出来ないと結論し，2005年から新たなスペースを確保し、看
護師達が中心となって家族支援室を設立した．家族支援室は小児医療とは独立した存在で
あり，かつ経済的にも別個の活動である．看護師達のセミボランティアとして成り立って
いるが，地域の子育て中の母親達のたまり場を目指し，また地域の様々な知的財産を有す



る母親達をボランティアとして集め、母親達の為の様々な教育的教室や活動に取組んでい
る．基本は不安を抱えて訪れる母親の話にじっくり耳を傾ける事である．家族支援室は当
クリニックとは緊密な関係性を有しながら、受診するこども達だけでなく地域のこども達

に開いた成育支援を行なっている．開業小児科は、単なる小児の common diseaseの診断治
療のみならず，こども達の心のケア、そして障害の有無に係わらず成育支援の拠点として
今後ますます重要性を帯びてくるものと考えられるので、新しい試みとして我々の活動を
紹介した． 

281 赤ちゃんと王様：人間の無力感についての検討赤ちゃんと王様：人間の無力感についての検討赤ちゃんと王様：人間の無力感についての検討赤ちゃんと王様：人間の無力感についての検討 
Nara Amalia Caron (Brazil) 

Bick法を適用した産科的超音波検査による観察を通して、親、きょうだい、祖父母になっ

ていく移行過程を胎児の姿として視覚化することが可能になっている。その画像イメージ
や状況によって誘発される強い流動化作用によって、誰もが退行を誘発するような情緒的
影響を受ける。そこで無力で、未知の存在であり、私たちの予想を超えたところで反応す
るものとして人間性が現れる。関係性の理想化によって与えられている平穏なイメージは
、不快で劇的な感情の交錯によって神秘性が取り除かれてしまう。世代間の関係に巻き込

まれると、赤ちゃんは結果的に親の大きな投影の対象となり、王様(威厳ある対象)とはみ
なされない。代わりに赤ちゃんの家族のメンバーが王様になる。医師がプライバシーの保
たれる空間を提供することによって、そこでイメージの解釈を共有することが可能になり
、父親、母親、きょうだい、祖父母になっていく過程を手助けし、その結果、赤ちゃんと
の結びつきを創造し、整理する助けとなる。 

282 横浜：多文化共生社会横浜：多文化共生社会横浜：多文化共生社会横浜：多文化共生社会 
Masako Maeda (Japan) 

現在、経済的、社会的、文化的など様々な分野でグローバリゼーションが進んでいます。
そのため横浜では、国際交流事業を継続的に推進していくため、1981年に（財）横浜市国
際交流協会（YOKE）を設立しました。 1990年代以降、「ニューカマー」と呼ばれる日本
語が不自由な外国人市民が急増しています。1980年代には、およそ 20,000人であった外国
人居住者数は、1990年には 38,000人に、そして、2000年には 56,000人となり、現在は、

73,000人を越えています。 YOKEでは、これらの外国人に対して、英語、中国語、スペイ
ン語の話せるスタッフによる情報提供・相談や多言語による行政情報の提供などの支援を
行っています。また、区役所や保健所の窓口に市民通訳ボランティアを派遣したり、外国
人市民対象に、初心者向けの日本語教室も実施しています。さらに、日本語の不自由な児
童・生徒には、母語の話せる市民ボランティアによる学習支援の活動も行われています。
横浜が様々な文化が共存し、外国人にとっても住み良い街となるため、私たちは、活力溢

れる国際的な都市・横浜の創造に向けて努力をしています。 

283 幼児が生活習慣を習得するために必要な母親の「子育て力」に関する研究幼児が生活習慣を習得するために必要な母親の「子育て力」に関する研究幼児が生活習慣を習得するために必要な母親の「子育て力」に関する研究幼児が生活習慣を習得するために必要な母親の「子育て力」に関する研究 
Hiromi Kawasaki, Mika Nishiyama, Pete D'Angelo, Morihiro Fujita (Japan) 

目的：子どもが生活習慣を習得するために必要な「子育て力」を子育てに関わる様々な人
がどのようにイメージしているかを明らかにし，母親に聞き入れてもらえる指導のあり方



を考察する。方法：研究者との面接，またはグループで「母親の子育て力」としてイメー
ジすることを問い，自由に発言を求めた。協力の得られた幼児や乳児を育てている保護者
および子育て支援・母子保健に関係する住民，専門職を対象とした。逐語録を作成し，ま

とまりのある発言ごとに区切り，イメージ内容を抽出した。結果・考察：子育てを支援す
る者，母親に共通したのは「主体的に生活すること」「子どもの将来の大人としてのあり
ようを見定めること」であった。専門職も母親も，母子それぞれの生き方に着目していた
。支援する者は，「いろいろな人と仲良くする」「周囲の人々を活用する」「大人として
の基準」「母親の生活体験」ととらえていた。これは，母親自身の生活や生き方に対する
ことであり，支援する者は，母親の大人としての成熟や生活技術の向上を望んでいること

が示唆された。支援に関わる者は，職種によって，異なるイメージを持っていた。教員や
保健師は，母親が子どもに対して説明や促しをすること，母子推進員は，具体的な家事能
力に着目していた。協働して，母親に関わる場合，得意な分野や活動の特徴によって母親
への支援の役割を分担することが，効果的，効率的な支援につながると考えられた。 

284 日本の青森県における子育て支援センターの実態について―育児不安への対応―日本の青森県における子育て支援センターの実態について―育児不安への対応―日本の青森県における子育て支援センターの実態について―育児不安への対応―日本の青森県における子育て支援センターの実態について―育児不安への対応― 
Tohru Takizawa (Japan) 

近年、日本の合計特殊出生率は低下しています。さらに、児童虐待の数も増加しています
。このような中、地域において養育者に対して、子育て支援や情報提供を行うことは必要
と考えられます。子育て支援センターは、主に保育所に併設されています。厚生労働省が
行うこの事業は、地域における子育て家族に対する育児支援を行うことです。これらの活
動の中心は、育児不安に対する相談指導と子育てサークルの支援です。本研究の目的は、
青森県における子育て支援センターの実態を把握することです。調査方法は郵送法であり

、保育士らに回答を依頼しました。全ての子育て支援センターを対象に調査を実施し回収
率（数）は 52.9%（45センター）でした。相談や指導の方法はどのような方法で行うかと
質問をしたところ、「電話での相談」が 43ヵ所（95.6％）、「保育所内で」が 35ヵ所（
77.8％）、「家庭訪問」が 8ヵ所（17.8％）でした。また、子育て支援センターの役割につ
いて質問をしたところ、「育児不安への対応」は 91.1％でしたが、「児童虐待の予防」は

51.1％と少なかったことが注目されます。 

285 ファミリーリソースセンターのネットワーク：その目標、目的および役割についてファミリーリソースセンターのネットワーク：その目標、目的および役割についてファミリーリソースセンターのネットワーク：その目標、目的および役割についてファミリーリソースセンターのネットワーク：その目標、目的および役割について 
Zohreh Zarnegar (United States) 

特別な健康管理が必要な子どもの親および養育者は、標準的なニーズをもつ幼児の親／養
育者に比べて多くの責任がある。心理的、情緒的および身体的に多大な能力、エネルギー
、援助を必要としている。その一方で複雑かつ多層的なニーズによって、親や養育者は否
定的な発想や発言、抑うつ、欲求不満、さらに子どもの虐待の可能性が高いという大きな

リスクにさらされる。Los Angeles County (LAC)のような広大な市街地環境では、多くの家
庭にとって必要とされ利用できるサービスへのアクセスが困難である。提示される問題の
履歴についての正確な情報の不足や個々の家庭に関わる専門家間のコミュニケーション不
足により、誤診や不適切で重複した介入が行われる。本発表では、特別な健康管理の必要



性がある子ども達とその家族からの数多くのニーズに応じることを目標とするファミリー
センターと呼ばれる地域社会を基盤とした機関を紹介する。センターは、特別な管理の必
要性がある年少の子ども達の養育者を手助けすることに焦点をおき、予防と健康促進につ

いて教育や情報提供を行ったり、必要とされる利用可能なサービスにアクセスできるよう
にし、Parent-Professional Partnership training and support groups (PPP TG)の提供を行っている
。個別障害者教育法(IDEA) の Part Cの施行に則り、LACでは地域全体に広がるファミリー
センターのネットワークを介して、障害や特別なニーズのあるすべての乳幼児向けの包括
的な早期介入サービスシステムが義務づけられており、これらの乳幼児の家族に連絡がと
られる。ファミリーセンターネットワークは、１つの機関ではできないような家族の複雑

な要求を処理することが可能である。 

286 フィリピンにおけるフィリピンにおけるフィリピンにおけるフィリピンにおける ECDプログラムに関する研究－子どもの生活と教育を支える、親教育プログラムに関する研究－子どもの生活と教育を支える、親教育プログラムに関する研究－子どもの生活と教育を支える、親教育プログラムに関する研究－子どもの生活と教育を支える、親教育
プログラムの効果の個別的検討－－子どもの生活と教育を支える、親教育プログラムの効プログラムの効果の個別的検討－－子どもの生活と教育を支える、親教育プログラムの効プログラムの効果の個別的検討－－子どもの生活と教育を支える、親教育プログラムの効プログラムの効果の個別的検討－－子どもの生活と教育を支える、親教育プログラムの効
果の個別的検討－果の個別的検討－果の個別的検討－果の個別的検討－ 
Saori Ota, Kikuyo Aoki, Kiyoko Tomita, Yoshie Nakano (Japan) 

本研究は、フィリピンセブ市スラム地区での ECDプロジェクトの親支援部門である。目的

：３−６歳児４９名の全７回の不適切な養育の予防を目的とした親教育プログラムの効果の
検討である。方法：（a）プログラム実施前後で、参加者である親に現地語による集団読上
げ式質問紙調査を実施した。測定内容は、プログラム狙いである養育行動および精神面の
抑うつ・自尊感情・QOLであった。(b) 参加者の子どもに対して、プログラム前後で、子
どもの情緒面の測定を教師評定で行った。測定内容は、衝動性・注意集中・集団からの逸
脱・主体性の欠如・引きこもりであった。結果：（１）全体的傾向を測るために、養育行

動および精神面について、実施前後の得点についてｔ検定を用いて検討した。その結果、
養育行動は有意な改善が得られたが、精神面については有意な結果は得られなかった。（
２）より詳細な効果を検討するため、養育行動得点の変化が大きかった４名を対象に、個
別的検討を子どもの情緒面を重ね合わせて行った。その結果、養育行動が大きく改善した
養育者の子どもは、情緒面も安定し、そうでない子どもは、変化が認められないという重

なりが認められた。プログラムの効果として、ねらいとする養育行動の改善は得られたが
、QOLに代表されるような精神面への支援までは至らないことも示された。今後はより精
神面へのケアを重視したプログラムの策定が課題とされた。 

287 フィリピンにおけるフィリピンにおけるフィリピンにおけるフィリピンにおける ECDプログラムに関する研究－保育施設における子どもの発達とメンプログラムに関する研究－保育施設における子どもの発達とメンプログラムに関する研究－保育施設における子どもの発達とメンプログラムに関する研究－保育施設における子どもの発達とメン
タルヘルスプログラムの効果－タルヘルスプログラムの効果－タルヘルスプログラムの効果－タルヘルスプログラムの効果－ 
Kiyoko Tomita, Kikuyo Aoki, Saori Ota, Yoshie Nakano (Japan) 

本研究は、フィリピンのスラム街における、子どもへの ECDプロジェクトに関するもので

ある。目的：本研究の目的は、現地の保育園の子どもたちの発達やメンタルヘルスに関し
て提案したプログラムの効果を検討することである。方法：本研究では、保育園に通う３
歳～７歳の子ども５０名に対して、発達スクリーニング調査とメンタルヘルス調査を行っ
た。結果：発達的側面からは、微細運動は顕著な伸びがみられ、製作物を作る機会や道具



に触れる機会の増加が一定の功を奏したとわかった。メンタルヘルスの側面については、
不安緊張が低減し、主体性が改善傾向にあることから、プログラムも含めた様々な活動を
通じて、場や人に慣れ、安心感を持ち、主体的に振舞えるようになったためと考えられた

。集団からの逸脱行動が増えた背景には、従順さを最重視する現地の教育規範がある。主
体性が伸び自己主張をすることが、集団逸脱として受け取られたとも考えられる。自信の
なさと自己主張の折り合いは課題かもしれない。また、言語的な側面への支援に関しては
、課題として残り、教授法などについても工夫をさぐる必要がある。 

288 西オーストラリアの早期養育ユニットにおける「西オーストラリアの早期養育ユニットにおける「西オーストラリアの早期養育ユニットにおける「西オーストラリアの早期養育ユニットにおける「Tuned in Parenting (TIP、新感覚子育て）、新感覚子育て）、新感覚子育て）、新感覚子育て）

」」」」 
Lynn Priddis, Gail Wells (Australia) 

本ポスター発表は、乳幼児との関係性障害のリスクをもつ親を対象とした西オーストラリ
ア、パースにおけるプロジェクトの報告である。このプログラムは Tuned In Parenting 

Programme (TIP)と呼ばれ、乳幼児の広範な情緒表現に対して敏感に反応できる親の能力の
増強を目的としている。このプロジェクトは、パース（西オーストラリア）の Curtin大学
と NGALA ファミリーリソースセンターとの共同企画である。アプローチ方法は、ビデオ

のフィードバックを介入の中心として使用することで成功をおさめている国際的介入プロ
ジェクトに準拠している。ビデオを一緒に見るという方法は、訓練の行われる様々な環境
を超えてフィードバックを提供する際に広く普及している方法である。若い親達は実生活
では赤ちゃんからの信号に即座に応答しなければならないが、子どもとの相互作用をうつ
したビデオクリップを後から見ることにより、その応答の仕方について分析、反省、新し
い考えを創造する機会が得られる。このプログラムは 9週間行い、Photovoice法（Wang, 

1998）を組み入れて終了とする。事前評価、事後評価、また、追跡評価も行う。ポスター
では、この多機関協働のプロセス、子育てプログラムの本質、スタッフの選定と教育、4

つのグループによる結果を説明する。参加者のインタビューによる質的分析や参加者のビ
デオデータと対照群の分析から引き出されるメタ・テーマを報告する。 

289 緊急課題：性被害を受けた乳幼児や障害者のための緊急課題：性被害を受けた乳幼児や障害者のための緊急課題：性被害を受けた乳幼児や障害者のための緊急課題：性被害を受けた乳幼児や障害者のための 24時間危機介入センターの必要性時間危機介入センターの必要性時間危機介入センターの必要性時間危機介入センターの必要性 
Michiko Sakai, Hisako Watanabe, Catherine Umehara (Japan) 

【背景】：近年日本では殺人や誘拐、幼児性愛者による性虐待などを含む性犯罪が急増し
ている。日本は 1994年に子どもの権利条約を批准したが幼児性愛者は野放しである。乳幼
児や障害者は訴えるすべがなく訴えを適切に聞いてもらえないためにとても傷つきやすい
。多くの子どもの被害者はまず初めに加害者によってトラウマを受け、次に被害直後のケ
アシステムの欠如によってトラウマを受けて苦しんでいる。【方法と対象】私たちは日本
で性被害を受けた子どもたちに対する現行の医学的、司法的、社会的システムについて研

究した。裁判になった幼児や障害児の性被害の症例を通して、いかに被害者たちの訴えが
踏みにじられているかを検証した。①幼稚園の男性教師により性被害を受けた３才女児 
②特別支援学級で教師から性被害を受けた二人の障害児 【結果と考察】性被害を受けた
乳幼児や障害児に対する日本のシステムには欠陥があることが明らかになった。被害児の



両親が適切な診察や治療を受けさせるために子どもを医師や治療者の所に連れていったの
は事件後数週間たってからだった。日本には助けを求め、犯罪を立証する証拠を得るため
の適切な医学的診察と治療、司法的対応ができる２４時間危機介入センターがない。【結

論】性被害を受けた乳幼児や障害者のための 24時間危機介入センターが緊急に必要である
。 

290 日本における地域をベースにした子育て支援ネットワークの構築：子育てひろばの親子の日本における地域をベースにした子育て支援ネットワークの構築：子育てひろばの親子の日本における地域をベースにした子育て支援ネットワークの構築：子育てひろばの親子の日本における地域をベースにした子育て支援ネットワークの構築：子育てひろばの親子の
相談事業に関する現状相談事業に関する現状相談事業に関する現状相談事業に関する現状 
Masako Yatsuda, Kikuyo Aoki, Hideo Jingu, Kiyoko Tomita, Chiyo Mori (Japan) 

子育てひろばは、地域の中で子育て支援の核となりつつある。我々は４つの目的からなる
研究を実施した。第 1に、質問紙調査により子育てひろばの親子の相談事業に関する現状

、第 2にアクションリサーチによってプログラムに関する支援ネットワークの開発、第 3

に質的分析による、インターネットの掲示板等での親とスタッフの交流、第 4に、親をエ
ンパワーメントする心理教育のプログラムについて検討した。まず、東京都の A市の 37

の子育てひろばで質問紙調査を実施し、他機関との連携を含めて、子育てに関する 9つの
リスク要因の観点を検討した。各リスク要因の傾向が高いと思われる親子へのかかわりと

潜在性について、リスク要因の項目の平均値を標準化し、同時にプロットした。その結果
、スタッフは子育て不安が高い親には実際よくかかわっており、潜在的に存在しているだ
ろうと予測していることが示された。一方、多文化な背景をもった親、若い親、社会的に
孤立している親子には実際それほどかかわっておらず、潜在的に存在していると思う割合
が低かった。これらの結果から、子育てひろばのスタッフは多くの親が子育て不安を抱い
ていると考えており、親が自信をもって子育てを楽しめるように働きかけていることが示

唆された。今後、地域において社会的に孤立している親子への代替となるアプローチに取
り組まなければならないだろう。 

291 日本における地域をベースにした子育て支援ネットワークの構築：インターネットをも日本における地域をベースにした子育て支援ネットワークの構築：インターネットをも日本における地域をベースにした子育て支援ネットワークの構築：インターネットをも日本における地域をベースにした子育て支援ネットワークの構築：インターネットをもちちちち
いた親ネットワークの形成いた親ネットワークの形成いた親ネットワークの形成いた親ネットワークの形成 
Atsuko Hirayama, Hiroko Muraki, Hideo Jingu, Kikuyo Aoki, Kiyoko Tomita, Masako Yatsuda, 
Chiyo Mori (Japan) 

この研究はコミュニティの親ネットワーク形成におけるインターネットとプログラムのス
タッフの役割について検討する。スタッフは保育士と臨床心理士からなる。スタッフは子

育て支援プログラムを実施し、親のネットワーク形成のためにインターネットを用いた。
プロジェクトはプログラムに参加する人を募集し、ネット上にプログラムに参加した感想
を書き込んでもらった。このコメントはそれを複数のカテゴリーに分ける KJ法によって分
析された。結果ではスタッフは親にプログラムに参加したり、コメントを掲示板に書き込
むことを初期に集中的に奨励していた。後期になると、親は自発的に相互交流し、様々な
感情を表現するようになった。まずスタッフと親のネットワークが形成され、次に親同士

のネットワークが形成された。スタッフの最も重要な役割は親同士の相互交流を促進する
のと同様に、子どもの行動に新しい枠組みを与えることであった。新しい観点が得られる
ことによって親は子どもの行動をリフレイムすることができるようになった。メーリング



リストと掲示板の違いは、掲示板の方が親の書き込むコメントに対してより反応的、直接
的であった。これはメーリングリストと違って掲示板では親のコメントを直接見ながら反
応することができるからである。またインターネットを用いるだけでなく親同士の相互交

流を対面で促進することが重要であろう。 

292 日本における地域をベースにした子育て支援ネットワークの構築：エンパワメントの観点日本における地域をベースにした子育て支援ネットワークの構築：エンパワメントの観点日本における地域をベースにした子育て支援ネットワークの構築：エンパワメントの観点日本における地域をベースにした子育て支援ネットワークの構築：エンパワメントの観点
からみた子育てひろばの参加体験過程からみた子育てひろばの参加体験過程からみた子育てひろばの参加体験過程からみた子育てひろばの参加体験過程 
Hiroko Muraki, Kikuyo Aoki, Masako Yatsuda, Chiyo Mori, Kiyoko Tomita, Atsuko Hirayama, 
Hideo Jingu (Japan) 

本研究では、子育てひろばにおける母親の参加体験過程をエンパワメントの観点から検討
する。我々は、まず子育て支援のネットワーク化を目的として、就園前の親子が、各地域
の子育てひろばをツアー形式で参加するといったプロジェクトを企画（「ポケットスタン
プラリー」）し、その運営を行った。そして、9組の母親を対象に半構造化の面接調査を

行い、彼女らの参加体験についてエンパワメントの観点から質的に分析した。その結果、
｛馴染みのない場への参加をめぐる逡巡｝と｛参加後の新たな生活の作り直し｝という２
つの段階が明らかとなり、さらに、(1)参加を阻害するもの、（2）参加を促進するもの、
（3）交流した楽しい思い出、（4）母親としての自己の確認、（5）また行きたい思い、（
6）子育て支援への視野の広がり、の６つの下位カテゴリーに分類できた。これより、子育

てひろばにおける母親の参加体験において、エンパワメントと類似の要素が認められた。
また、従来、「参加」は、エンパワメントプロセスの第一の段階とされているが（清水
,1997など）、実際には「参加」以前に、多くの母親が子育て支援の利用や「参加」に躊躇
する段階があることがわかった。今後、親自身のエンパワメントを意識した子育て支援が
重要であり、そのためには、参加への阻害要因を軽減し、その後の参加を定着させるよう
な個別対応的な配慮や工夫が必要といえる。 

293 日本における地域をベースにした子育て支援ネットワークの構築：子育てピアサポートプ日本における地域をベースにした子育て支援ネットワークの構築：子育てピアサポートプ日本における地域をベースにした子育て支援ネットワークの構築：子育てピアサポートプ日本における地域をベースにした子育て支援ネットワークの構築：子育てピアサポートプ
ログラムの開発ログラムの開発ログラムの開発ログラムの開発 
Masuyo Tsukada, Kikuyo Aoki, Chiyo Mori, Kiyoko Tomita, Masako Yatsuda, Hideo Jingu (Japan) 

本研究の目的は、日本における地域の母親に対するピアサポートリーダーを養成するプロ
グラムの提案である。このピアサポーター養成によって、地域の子育て支援センターの援
助資源を利用する動機付けが低く、ハイリスクな親子に予防的環境を整備することが、我

々のコミュニティ・アプローチの目標と言える。このプログラムは母親同士が支えあう力
、すなわちピアサポートのスキルアップを図るという観点から、母親のエンパワメントを
目指す子育て支援実践を試みている。プログラムの内容は、コラージュ作成、気になる親
子への声かけについてのディスカッション、ロールプレイである。月に１回、計４回のプ
ログラムを実施し、次のプログラムが開催されるまでの間に、インターネット掲示板を用
いて参加者同士の交流を促進するよう努めた。コラージュ作品の変化及びインターネット

の掲示板に書き込まれた感想の内容から、子育てにおいて同じような立場の他者に、自分
が役に立つのだという効力感が高まるのかを分析した。また、子育て支援イメージについ
て問う質問紙に回答してもらい、Mann-Whitneyの U検定を行った。さらには、プログラム



内での語りについて質的に検討した。これらにより、母親が子育て支援を主体的に子育て
支援を利用していこうという意識が芽生えたことが示された。 

294 CAPEDP:ハイリスクの母親を対象にしたフランスにおける予防研究についてハイリスクの母親を対象にしたフランスにおける予防研究についてハイリスクの母親を対象にしたフランスにおける予防研究についてハイリスクの母親を対象にしたフランスにおける予防研究について     
Romain Dugravier, Thomas Saias, Antoine Guedeney, Tim Greacen, Florence Tubach (France) 

本ポスターでは、CAPDP 研究について発表する。CAPDP は、2006年 11月に開始された、
ハイリスクの女性を対象とするフランス初の大掛かりな予防研究で、子どもの症状を軽減
することを目的としている。調査は、Old 要件に従い、Society for Preventive Research の
CONSORTS 規則に準拠して、効率性および有効性を図っている。この研究は、対照研究の
形態であり、無作為割り当てにより、通常通りのケアをされたグループ（ウェルベビーク
リニックの看護師、産科チーム、Gps ）と介入（自宅を中心に妊娠後期になる前から週一

回のペースで始められ、回数を徐々に減らしていく）を受けたグループとの比較を行った
。この介入は、訓練とスーパーバイズを受けた心理士により一定にマニュアル化された方
法で行われる。対象は、26歳以下の女性で初産、教育レベルが低く、社会的に孤立し、社
会経済的状況が低い女性とする。この研究の大前提は、若い母親が信頼できる関係性を築
いていれば、子どもが生後 3カ月の時点における母親の出産後の抑うつが低減されやすく

なり、2歳時に CBCLで調べる子どもの症状が減るというものである。これは、子どもの
ニーズに対する母親の感受性が高まるためと考えられる。心理士は、ビデオスコープを使
って母親のリフレクティブ機能を促す。まもなく、各グループ 50人ずつによる補助研究が
始まる見通しで、これにより愛着問題とグループ間の移行に関する詳しい説明が可能とな
るだろう。介入を続けることにより、通常グループよりも介入グループにおける愛着の無
秩序レベルが下がることが見込まれる。 

295 専門家ネットワークによる早期促進介入事業（石川県方式専門家ネットワークによる早期促進介入事業（石川県方式専門家ネットワークによる早期促進介入事業（石川県方式専門家ネットワークによる早期促進介入事業（石川県方式 
Naoko Numata (Japan) 

日本における保健師による家庭訪問は、周産期における家庭への支援に大変有効であると
評価されている。しかしながら、往々にして困難な背景をもつ家庭、たとえば一人親家庭
、１０代の母親、精神疾患をもつ母親などへの支援への難しさが認識されている。また、
医師、その他看護職、保健師間における家庭支援の理念が異なることにより連携が難しく

なっている側面がある。医学領域ではまず母子の生命予後が第一義的な命題となるため、
原因―結果論がより重要な課題となる。他方、保健師はより現実的な家庭の問題に関わり
、そのためより心理的な側面に関心を寄せることとなる。そのため、ハイリスク要因を多
くもつ家庭に関して医療機関から保健師への連携が、意識の違いにより順調に行われない
結果となっている。さらに問題なのは、医療機関スタッフ同様に保健師も、どのように家
庭を支えればよいのかという理論的枠組みと家族は一つのシステムとして捉えられるべき

であるという視点に欠けていることにある。そこで第一に、県として行うべき事業として
、家族間の関係性を支えるということが重要でありそれを支えるという命題を理解するた
めに、専門家が一同に介し学び共有するという仕組みを提供した。研修会を年に数回開催
することで一同に介する機会を保障し、産科医や周産期に携わる小児科医にハイリスク事



例を地域の保健師に情報を提供するシステムを提案した。医療機関から地域への継続的な
支援体制によって、そのような事例と支援者がよい関係性を切れ間なく保ち続けることが
可能となる。保健師には、子どもがＮＩＣＵ退院する前に医療機関を訪れ、積極的に医療

スタッフと共に事例に関わるように後押しした。その結果、事例が地域に帰るまでに、よ
り良い関係が築かれる結果となった。第二に、「家族になっていく」プロセスを支えるた
めには、家族を支える支援者が適切な考え方と支援の姿勢を持つ必要があると考えられた
。事例検討会はすべての多職種にオープンにされ、家族の問題を掘り下げて理解する機会
が設けられている。経験豊富な臨床心理士に助言を仰ぎながら、心理学的な側面に焦点を
あて、家族を支援する時に最も重要なことは何なのかという理論的な枠組みを変化させて

いる。県の事業として、７年間、赤ちゃんと家族に関わっている専門家の機能的なネット
ワークを確立する試みを続けている。有機的なネットワークを形成するためには、顔と顔
を付き合わせる関係がもっとも有効な手段であり、また考え方を共有することがネットワ
ークを有機的に動かす上で重要であった。 

296 日本における看護職による早期母子保健サービスの現状と課題－フィンランド・デンマー日本における看護職による早期母子保健サービスの現状と課題－フィンランド・デンマー日本における看護職による早期母子保健サービスの現状と課題－フィンランド・デンマー日本における看護職による早期母子保健サービスの現状と課題－フィンランド・デンマー
クの母子保健サービスとの比較よりクの母子保健サービスとの比較よりクの母子保健サービスとの比較よりクの母子保健サービスとの比較より 
Kayoko Suzuki, Yukiko Ohashi, Taiko Hirose, Kimiko Murase (Japan) 

本研究の目的は、日本と北欧諸国（フィンランド、デンマーク）における母子保健サービ
スの現状を明らかにし、比較することで、わが国における母子保健サービスのあり方を検
討することである。調査は、各国の保健師、看護師をはじめとした専門職者に対する面接
調査とインターネットや文献からの情報収集により行った。日本は、人口 1億 2千万人の
比較的大きな国であるにもかかわらず、母子保健法に基づき、新生児訪問指導や乳幼児健

診などのサービスが、全国的に行き渡っており、すべての子どもが無料でこれらのサービ
スを受けることができる。近年では、少子化や核家族化が進み、子どもの虐待が社会問題
となり、そのサービスの重点は、乳幼児の身体的な健康問題の早期発見から、両親への育
児支援に置かれるようになった。フィンランドやデンマークでは、各自治体や Child Clinic

を拠点とした母子保健サービスが無料で提供されている。フィンランド、デンマークにお

いてもわが国と同様に、子どもの虐待が社会問題となっており、親子の関係性構築に焦点
をあてた育児支援が継続的に行われている。親子を取り巻く様々な問題を予防するために
も、早い段階から親子の関係性構築に焦点をあてた育児支援が重要であり、日本において
も、このような乳幼児精神保健活動を普及させていく必要がある 

297 Solihullアプローチアプローチアプローチアプローチ:    出産前出産前出産前出産前 Resource Packとととと Parenting Group（養育グループ）（養育グループ）（養育グループ）（養育グループ） 
Mary Rheeston, Hazel Douglas, Tracy Mansbridge, Lorraine Mattocks (Great Britain) 

Solihullアプローチは英国の Solihullで、子どもをもつ家族と関わる保健分野の専門家によ

って開発され、助産師も含む幅広い種々の専門職、分野まで広がっていった。専門家のグ
ループがアイスランドで訓練を受けてきた。理論的モデルは抱えること（Containment）、
相互性（Reciprocity）、行動（Behavior）の３つの概念を核とする。いくつかの小規模な調
査が、その効果を評価するために行われた。Solihullアプローチ訓練は、包括的なリソース



パックに基づいて、0-18歳の子どものいる家族に対し Solihull アプローチ養育グループ（
Parenting group）が関わりながら 10週間行われる。ポスターでは Solihullアプローチモデル
を基に、出生前のリソースパックと Parenting groupがどのように開発されていったかを示

す。リソースパックは Solihullアプローチを使い作業していく専門家をサポートするためで
あり、赤ちゃんと親の関係の質と子育ての転帰に良好な影響を与える要素に焦点を合わせ
ている。リソースパックは、Solihullアプローチがいかに実践に大きな影響を与えるかを内
省的に考察することを含んでいる。親とこれから親になる人との作業において、専門家が
思考していく助けとなる症例検討を提示する。 

298 共に親となること共に親となること共に親となること共に親となること:：：：：    初めて親となる人たちが相互にそして赤ちゃんにとって情緒的安全初めて親となる人たちが相互にそして赤ちゃんにとって情緒的安全初めて親となる人たちが相互にそして赤ちゃんにとって情緒的安全初めて親となる人たちが相互にそして赤ちゃんにとって情緒的安全
基地となることをサポートする反映的関係性に基づくプログラム基地となることをサポートする反映的関係性に基づくプログラム基地となることをサポートする反映的関係性に基づくプログラム基地となることをサポートする反映的関係性に基づくプログラム 
Holly Nichole Hatton-Pong, Donis Eichhorn (United States) 

夫婦（カップル）の関係と親子関係は、子どもの健全な社会的、情緒的、認知的発達の基
礎である。多くの印象的な研究がなされ、次のような指摘をしている。良好な子どもの発
達の多くの面を予想する手がかりの一つは、感情･信念･願望をもつ意志のある人間存在と
して、親自身と子どもの精神状態について受容し内省する親の能力である。そして、それ

は安定した乳幼児―親アタッチメント関係の確立に不可欠である(Fonagy, Steele, Steele, 
Moran, & Higget, 1992; 2005; Mayes, Slade, & Sadler, 2005; Oppenheim & Koren-Karie, 2002; & 

Reynolds, 2003)。親が自身については勿論、子どもの精神状態も理解することができる能力
は、感受性豊かな子育ての本質的なことである。内的経験が言葉によって共有され、主観
的経験が重要で共有されたという感覚が生まれるのは、“reflective dialogue”という過程を経
てである(Seigel, 1999)。この過程を踏まえて、実験的研究は妊娠 5ヵ月から 7ヵ月の初産の
妊婦のカップルを対象に選んでいる。Becoming Parents Togetherという共同研究チームは、
パラレルプロセス（関係が関係に影響を与える）の概念を用いて、初めて親になる人たち

が反映的機能（reflective functioning）の能力を身に付け深めていく手助けをするものであ
る。 

299 母子生活支援施設入所の母親に見られる不安感の検討母子生活支援施設入所の母親に見られる不安感の検討母子生活支援施設入所の母親に見られる不安感の検討母子生活支援施設入所の母親に見られる不安感の検討    ―ＤＶ被害者と非ＤＶ入所者の比較―ＤＶ被害者と非ＤＶ入所者の比較―ＤＶ被害者と非ＤＶ入所者の比較―ＤＶ被害者と非ＤＶ入所者の比較
―――― 
Hiroko Arizono (Japan) 

本研究では、ＤＶ被害者の不安と子どもについての心配についての現状把握を目的に、母

子生活支援施設におけるＤＶ被害者のニーズ調査を行った。母子生活支援施設入所中の母
子 141名を対象に、CBCL (Child Behavior Check List)を用いて面接調査を行った。結果：Ｄ
Ｖ被害者 55.4%、ＤＶ被害以外の理由による入所者 44.6%（離婚、経済的困難等）であっ
た。同伴児童 85名のうちＤＶ家庭の児童は 49.4%で、このうちＤＶを目撃した児童 83.3%

、被虐待体験のある児童 47.6%、ＤＶ目撃および被虐待体験の両方を経験している児童
38.1%であった。多くの母親が子どもの DV目撃の影響性を心配していた。CBCLの結果か

らは DV目撃の有無による違いは確認できなかった。むしろ入所理由に関わらず、施設入
所児童全体の傾向として行動上の心配が多く認められる群であることが確認された。また
、母親からは「子どもへの接し方が分からない」との相談が多かった。特に、ＤＶ被害者



の母親の特徴は DV被害を受けていない母親に比べて、子どもと家族の将来についての心
配が高く、母子ともに暴力の影響による症状を持っていることがあげられた。今後の支援
では、母子には外的資源援助（経済的自立や居住場所の提供）が必要であるが、母親の不

安と問題行動への対応に関する相談支援も望まれていた。 

300 日本における虐待予防のための早期介入プログラム：日本における虐待予防のための早期介入プログラム：日本における虐待予防のための早期介入プログラム：日本における虐待予防のための早期介入プログラム：    地域で産後うつ病に気づき支援す地域で産後うつ病に気づき支援す地域で産後うつ病に気づき支援す地域で産後うつ病に気づき支援す
るための手立てるための手立てるための手立てるための手立て 
Hiroshi Yamashita (Japan) 

背景： 産後うつ病が早期の母子相互作用に与える否定的影響は広く注目されている。特
に日本では、近年の児童虐待の報告件数の増加に伴い、リスクのある母子と家族への総合
的な予防・早期介入システムの確立が求められている。しかしながら産後うつ病などリス

クをもった母子のスクリーニングとその後のサポートや専門機関への紹介のアルゴリズム
は十分には確立されていない。 

301 保健師による継続的なスクリーニングと親からの情報という方法から得られた発達上の問保健師による継続的なスクリーニングと親からの情報という方法から得られた発達上の問保健師による継続的なスクリーニングと親からの情報という方法から得られた発達上の問保健師による継続的なスクリーニングと親からの情報という方法から得られた発達上の問
題の早期予測因子（題の早期予測因子（題の早期予測因子（題の早期予測因子（0-7ヶ月）に関する臨床的展望ヶ月）に関する臨床的展望ヶ月）に関する臨床的展望ヶ月）に関する臨床的展望 
Anne Margrethe Rostad (Norway) 
Abstract unavailable 

302 低出生体重児の地域における継続的な育児支援の検討低出生体重児の地域における継続的な育児支援の検討低出生体重児の地域における継続的な育児支援の検討低出生体重児の地域における継続的な育児支援の検討 
Miho Kusanagi, Taiko Hirose, Kumi Mikuni (Japan) 

近年、わが国では少子化が進む一方で、周産期医療の進歩により低出生体重児の出生割合

が増加傾向にある。低出生体重児は、NICU退院後も健康や成長発達に関する継続的な経
過観察と支援が必要である。本研究では、北海道 S市に在住する NICU退院後の低出生体
重児とその母親 7組を対象に、低出生体重児とその母親の NICU退院後の育児支援方法を
検討することを目的とし、子どもの成長発達の促進と、母親が安心して育児ができ良好な
母子関係が築けるよう専門職による継続的な家庭訪問を実施した。家庭訪問では、NCAST

により母子相互作用の観察・測定を行うとともに、津守・稲毛式乳幼児精神発達質問紙、

総研式育児支援質問紙、日本版 PSIを用い子どもの成長や育児状況を把握した。また、母
親へ子どもの cueの読み方を指導し母子関係の支援を行った。その結果、cueに焦点をあて
た継続的な育児支援は低出生体重児の cueの明瞭性を促すことになり、また専門家による
適切な支援が母親の不安を軽減し、低出生体重児母子の母子関係を良好に保つということ
が示唆された。 

303 介入によって介入によって介入によって介入によって NICU(新生児治療室新生児治療室新生児治療室新生児治療室)退院後の乳児の睡眠と両親の福利を改善する退院後の乳児の睡眠と両親の福利を改善する退院後の乳児の睡眠と両親の福利を改善する退院後の乳児の睡眠と両親の福利を改善する 
Arna Skuladottir, Rakel B. Jonsdottir (Iceland) 

NICUから退院した乳児の親に向けて短期の教育プログラムを実施した。本介入研究の目
的は、このプログラムが乳児の睡眠と両親の疲労に与える効果を、退院の１４週間後に評
価することである。参加者は３３名の低出生体重児とその親であり、介入群の乳児が１７
名、対象群の乳児が１６名であった。教育は退院時に提供され、データはその３ヶ月後に
郵送された質問紙と日記によって収集された。教育プログラムは、乳児の最初の一ヶ月間

の生活についての資料, 乳児の発達, 好ましい睡眠習慣を確立するために示されたもの、



NICUに入る子どもをもつことが親に与えた影響、親になることの情緒的部分からなる。
結果から、介入群の親は対照群の親より退院３ヶ月後の疲労得点が有意に低いことがわか
った。両群とも、母親の得点は父親より高かった。退院３ヶ月後に、介入群の乳児は対照

群の乳児より夜間目覚めることが少なかった。合計睡眠時間は, 介入群の乳児のほうが有意
に長かった。対照群の乳児には, 夜眠る前に自分をなだめることができる者が有意に少なか
った。結論として, 短期教育プログラムにより、NICU退院１４週間後の乳児の睡眠を改善
できるといえる。また、このプログラムによって親の疲労感も軽減するようである。教育
プログラムは、臨床のワークや研究でさらに試行されるべきである。 

304 特殊なニーズのある子どものきょうだい（未就学期）を対象にしたワークショップの効果特殊なニーズのある子どものきょうだい（未就学期）を対象にしたワークショップの効果特殊なニーズのある子どものきょうだい（未就学期）を対象にしたワークショップの効果特殊なニーズのある子どものきょうだい（未就学期）を対象にしたワークショップの効果 
Yayoi Kitamura, Reiko Ueda (Japan) 

特殊なニーズのある子どものきょうだいを対象にして、２週間間隔で２回のワークショッ
プを行った。参加者の母親すべては、身体的あるいは行動的に特異な徴候に気付いており
、心配事を共有する他の母親と感情や経験を交換する機会を求めていた。すなわち、特殊
なニーズのある子どもの早期介入プログラムには、きょうだいの課題もとりあげる必要が
あると考えられる。 

305 トラウマと回復、トラウマの再発―台湾での地震の後で行われたトラウマと回復、トラウマの再発―台湾での地震の後で行われたトラウマと回復、トラウマの再発―台湾での地震の後で行われたトラウマと回復、トラウマの再発―台湾での地震の後で行われた PTSD(外傷後ストレス障外傷後ストレス障外傷後ストレス障外傷後ストレス障
害害害害)のリスクをもつ子どもたちへの児童サポートプログラムの９年目の追跡報告のリスクをもつ子どもたちへの児童サポートプログラムの９年目の追跡報告のリスクをもつ子どもたちへの児童サポートプログラムの９年目の追跡報告のリスクをもつ子どもたちへの児童サポートプログラムの９年目の追跡報告 
Kuo, Huang-Tsung (Taiwan) 

1999年 9月台湾の中心部で地震が起き、2800人が死亡した。多くの子ども達は恐怖や飢え
、家族の死という災難を経験した。CAEIPは PTSD(外傷後ストレス障害)のリスクをもつ児
童に対してサポートプログラムを打ち立てた。本研究の目的は、このサポートプログラム
が PTSDの恐れがある児童にとって８年後も持続して有益かどうかを調べることである。

再体験、回避、覚醒の３つの尺度(総得点＝17)で構成されている PTSDの症状チェックリス
トを４ヶ月に渡って、３シリーズ発送し、全部で 6296名のデータを回収した。このうち
781名の児童が高リスクの基準を満たしていた。子どもたちは絵本を読むセッション, また
は物語を話すセッションの間, 3回観察された。110名の児童は要求する基準を満たし, 子ど
も向けのサポートプログラムが開始された。プログラムは 1週おきに行われた。子どもた

ちは一定のシンプルな方法で、遊び, 物語を話し, エクササイズを体験した。それらは穏や
かに悲しみを和らげる過程を伴うものである。我々はトラウマ、回復、再発の過程につい
て論じるために例として 10家族を選んだ。トラウマの過程における長期間の結果を知るた
めにこのシンプルな研究を実施した。１）プログラムの介入の効果は有意で, 大部分の症例
で有意な改善がみられた。２）介入後改善されたが, 5年後に退行した症例もあった。３）
周囲の影響、とりわけ子どもの養育者の地位の影響が強い症例もあった。 

306 孤立した子どもを守る軸としての保育活動孤立した子どもを守る軸としての保育活動孤立した子どもを守る軸としての保育活動孤立した子どもを守る軸としての保育活動 
Emiko Sakita, Tukiko Shibata (Japan) 

１．選択性緘黙児のネグレクト事例、２．身体に障害を持つ親子の２事例をあげて報告す
る。発表者は、市からの民間委託により 6年前からこの地域で保育所を運営している。地
域は、田舎のよさを十分に残し、住民同士の心のつながりがある。一方、封建的な考えも



残っており、よそ者が地域に馴染むにも時間を要する。特に問題家庭等への関心は薄い。
保育では、子どもの安心した生活を保障する事を目的とし、状況によっては保護者や子ど
もを取り巻く関係者間の連絡調整を行い、安定した継続的な支援を可能にするためのきっ

かけを積極的に作ってきた。また、課題を持つ子どもには、より個別的に対応することで
、落ち着きを取り戻し、穏やかな生活を送るようになった。また、子どもの変化に親が気
づくことで、園への信頼も増し、親は、徐々に心を開いて会話の機会が増えてきた。その
ことで、家族の様子も分かり、兄弟や親へも支援するケースも出てきた。保育所での支援
の範囲を大きく超える場合には、病院や行政の専門機関、兄弟が通う学校等にも協力を依
頼した。保育所は、家族・近隣・関係機関の連携の要として機能することにより、子ども

を守る軸となり継続した支援の可能性を広げていった。 

307 小児精神科医不在地域における選択性緘黙症の幼児と家族のケアの試みの検討小児精神科医不在地域における選択性緘黙症の幼児と家族のケアの試みの検討小児精神科医不在地域における選択性緘黙症の幼児と家族のケアの試みの検討小児精神科医不在地域における選択性緘黙症の幼児と家族のケアの試みの検討 
Hiroko Hanada (Japan) 

研究目的：小児精神科医不在地域における選択性緘黙症の幼児と家族のケアの実践の可能
性について検討する研究期間：2006年 8月から 2008年 2月 結果および考察：4歳の Iは
、幼稚園入園以来 1年間一言も話さず、他の子どもと同じ行動がとれず立ち尽くして泣く

などがあり教諭が不安を感じて、両親に育児相談を勧めた。Iちゃん一家の居住地域には小
児精神科医がいないため、200キロ離れた病院の小児精神科医に通院することを両親と相
談して同意をえて決める。両親、特に母親は、育児相談を実施した看護師に、受診時に同
席を強く希望する。遠隔地の家族、主治医、看護師の役割として、看護師は、面接と電話
によるペアレンティグを行い、その都度遠隔地の主治医に文章で報告する、受診時に、主
治医が箱庭療法と育児指導を行うことを継続した。母親が自身の子供時代、母親に障害が

あったこともありスキンシップが殆どなく、母親一人がしゃべっているような家庭であっ
たこと、学校でも友人関係が乏しく一人で過ごすことが多かったことなどを語りだした。
この時期に一致するように Iちゃんは、受診時に看護師とお話しするようになる。Iちゃん
の箱庭は、最初は防衛的な様相を示していたが、次第に解放的で明るくなるが特徴として
「母と子」がテーマとなっていた。遠隔地であっても、専門医の治療を受けることの必要

性と遠隔地から通院することで家族として問題に取り組む姿勢が形成されたと考えられた
。 

308 発想の転換：発達のおくれを示す発想の転換：発達のおくれを示す発想の転換：発達のおくれを示す発想の転換：発達のおくれを示す乳幼児をもつ家族への支援を、従来の一対一介入から家乳幼児をもつ家族への支援を、従来の一対一介入から家乳幼児をもつ家族への支援を、従来の一対一介入から家乳幼児をもつ家族への支援を、従来の一対一介入から家
族全体への丸ごと支援アプローチに変えていくこと族全体への丸ごと支援アプローチに変えていくこと族全体への丸ごと支援アプローチに変えていくこと族全体への丸ごと支援アプローチに変えていくこと 
Haruko Watanabe Choosakul, Melissa Bickford (United States) 

ワンダーランド発達センター（WDC）は米国・シアトル市とその周辺地域の家族への早期
介入援助を行う機関である。対象は 米国法の Individuals with Disabilities Education Act: Part 

C の eligibility criteria に該当する０―３歳の 発達障害を呈する乳幼児をもつ家族である。
援助の全ては子どもと家族の自然な生活環境（家庭、保育園、公園など）の場でなされる
。過去数年にわたりWDCは 乳幼児や家族の援助方法を抜本的に変えつつある。つまりス
タッフが直接その子とかかわりながら発達を促進する 従来の方法（児への個人言語療法、



物理療法、作業療法、 特殊教育）から、多職種の臨床チームが家族全体を丸ごと支える、
関係性に基づくアプローチ relationship-based approachに 変えているのである。新しい方法
は家族の個々の固有の関係性の脈絡（コンテクスト）を重視する。そして発達障害をもつ

わが子を受けとめていく親のキャパシティーを育て、わが子へのかかわりに親が自信をも
てるよう応援する。そのことにより子どもの発達を促進していく。本ポスターにおいては
、家族支援アプローチの抜本的な変化により、家族と早期介入者それぞれに、どのような
利点と新しい課題が生じたかにつき述べてみたい。 

309 「「「「18トリソミーの会」の活動：トリソミーの会」の活動：トリソミーの会」の活動：トリソミーの会」の活動： 18トリソミー児の親のためのメンタルケアトリソミー児の親のためのメンタルケアトリソミー児の親のためのメンタルケアトリソミー児の親のためのメンタルケア 
Sakurai Hiroko (Japan) 

心身ともに困難な状況にある児と親のメンタルケアは、障害児とともに生活する家族には

欠かせない。そのメンタルケアには患者会など当事者団体によるピア・サポートが極めて
有効であり、障害児支援に大きな役割を持っている。本報告では、患者会のひとつである
「18トリソミーの会」の活動を紹介する。 18トリソミーは染色体異常症のひとつであり
、成長・発達の遅れや様々な合併症を持つ。3,000人から 8,000人に 1人の割合で誕生し、1

歳に達する児は 10％以下である。「18トリソミーの会」は 2001年からはじまり、会員は

、250家族と賛助会員（医師・看護師・心理士）によって構成されている。当会の主な活
動は、親が必要とする医療情報へのアクセスサポート・実態調査の公表・病院への冊子配
布である。なかでも特に力を入れているのは、ピアカウンセリングである。家族が包み隠
さず経験を語る場を設けたり、近くに住む会員同士のマッチング、電話やメーリングリス
トでの相談等を実施している。「18トリソミーの会」は、家族が児を受容して生活を営ん
でいくうえで、大きな役割を果たしている。さらに、会員へのサポートだけではなく、学

会での報告や医療者主催の研究会へ委員として参画している。患者会が医療や福祉に当事
者の立場から積極的に関わることは、障害児支援の質の向上に決定的な意味を持つといえ
よう。 

310 夫から深刻なドメスティック・バイオレンスを受けていた女性の心理療法夫から深刻なドメスティック・バイオレンスを受けていた女性の心理療法夫から深刻なドメスティック・バイオレンスを受けていた女性の心理療法夫から深刻なドメスティック・バイオレンスを受けていた女性の心理療法 ―回復の過程と回復の過程と回復の過程と回復の過程と

発達障害を疑われた子どもの変容―発達障害を疑われた子どもの変容―発達障害を疑われた子どもの変容―発達障害を疑われた子どもの変容― 
Mie Sasaki (Japan) 

夫から深刻なドメスティック・バイオレンスを受けていた女性の心理療法過程を報告する
。夫は Aの尊厳を削り落としていくような言動や身体的暴力を繰り返し、最終的に Aは自
分の意志や考えをほとんどもてない状態となっていた。心理療法の開始時には Aの子ども
は 2歳半を過ぎた頃であったが、Aの子どもは、当初自閉傾向や多動性など発達の問題を
疑われていた。しかし心理療法過程において女性が夫から分離し自分自身を取り戻してい
くにつれて、子どもの発達の問題も消失していった。本事例においては、暴力的に支配さ

れ自己を半ば失った状態から、セラピストを新たな依存対象として得ながら、そこからも
徐々に分離し自己を取り戻していく過程が描き出された。夫に取り込まれていた Aが夫と
分離するためには、まず新たな別の依存対象が必要であった。そのような依存対象なくし
て夫との分離のみを図ることは、自己を保てなくなるほどの強い混乱を招く可能性も考え



られ、そこでは治療的な段階としての Thへの強い依存状態が強調された。また、乳幼児の
心的発達において応答性のある情緒的で安定した対象が得られない場合に、自閉症や多動
傾向とも診断されうるような状態を呈する可能性があることが示唆された。 

311 子どもたちに行われる精神分析療法子どもたちに行われる精神分析療法子どもたちに行われる精神分析療法子どもたちに行われる精神分析療法 Cot Group Therapyについてについてについてについて    - 早期に愛情はく奪や外早期に愛情はく奪や外早期に愛情はく奪や外早期に愛情はく奪や外
傷を受けた子どもたちへの新たな機会傷を受けた子どもたちへの新たな機会傷を受けた子どもたちへの新たな機会傷を受けた子どもたちへの新たな機会 
Sirpa Behm-Kostiainen, Ulla Maunu-Koskinen, Heikki Aitalaakso, Ritva Kajamaa (Finland) 

本方法は、早期相互交流の愛情はく奪、早期外傷、またはこの双方を経験し、現在も対人
関係での相互交流に問題のある 4歳を超える子どもたちの治療を目的としている。こうし
た子どもたちには、行為障害や神経学的問題 (ADHD、アスペルガー障害) が見られること
が多い。本方法は 1980年代にフィンランドで開発されものである。今回の発表では、Cot 

Group Therapy とそのグループプロセスについて解説したい。1グループにつき 4～6人の子
どもたちを、2～3年にわたり毎週 45分間ずつ治療する。この目的は、基本的な経験と具
体的なケアを受ける機会を新たに子どもたちに提供することである。子どもたちは各自の
ベッド(cot)が与えられ、母乳の象徴として欲しいだけのジュースとお菓子を食することが
できる。毎回、本の朗読が行われ、他の時間は自由遊びに当てられる。開始当初、子ども

たちは、落胆やその他の感情をなかなか抑えられず、早期に受けた外傷が再現されること
もある。このグループ活動は、安定した環境のもとで経験を再構築する機会を与えるもの
である。したがって、治療が進むにつれ、子どもたちはケアされることを受け入れ、自分
の感情もコントロールできるようになり、協力しようとする能力が秩序立ってくる。この
ように、Cot Group Therapy は、愛情はく奪や早期外傷を経験した子どもたちに対する一助
となり得る精神分析療法である。 

314 アスペルガー障害とアスペルガー障害とアスペルガー障害とアスペルガー障害と AD/HD の韓国人未就学児における心的表象の比較の韓国人未就学児における心的表象の比較の韓国人未就学児における心的表象の比較の韓国人未就学児における心的表象の比較 
Kyung-Sook Lee, Yee-Jin Shin, Jinah Park, Boram Kim (Korean Republic (south)) 

本研究は，これまでほとんど研究されてこなかった幼児期の子どもの精神障害の鑑別診断
について新たな理解を深めることを目的としている．幼少の子どもの表象を分析するため
にマッカーサーの話の幹バッテリー（MacArthur Story Stem; MSSB）を用いて，自閉性スペ
クトラム障害と AD/HDのナラティブを比較した．研究協力者は，自閉性スペクトラム障害

の未就学児 12名と AD/HD13名の未就学児で，いずれも４歳～７歳であった．MSSBは，
14のエピソードによって心的表象をアセスメントする評価法である．分析の結果，アスペ
ルガー障害の子どもは AD/HDの子どもよりも，共感的関係性と道徳的テーマにおいて低得
点であり，解離症状が高得点であった．また，アスペルガー障害の児の方が，ストレスの
かかる状況下において心配や苦痛，不安の表出が低かった．これは，アスペルガー障害の
子どもは，他者の感情に対しての感受性が低いことを示す結果である．アスペルガー障害

の子どもは AD/HDの子どもよりも，社会的な関係性を理解することが困難であったり，解
離的な思考を有していたりすることが示された． 

315 自閉性スペクトラム障害という診断についての両親の受容決意自閉性スペクトラム障害という診断についての両親の受容決意自閉性スペクトラム障害という診断についての両親の受容決意自閉性スペクトラム障害という診断についての両親の受容決意 
Shahaf Salomon, Nurit Yirmiya, David Oppenheim, Nina Koren-Karie, Shlomit Levi (Israel) 

本研究の目的は，自閉性スペクトラム障害（ASD）の診断に対する両親の受容決意を明ら



かにすることでる．また，子どもの特徴（e.g.年齢，精神年齢，生活能力，診断のタイプ）
と両親の特徴（e.g.年齢，ストレス，精神症状，子どもの自閉症の表現型のあらわれ）の両
方，あるいはいずれかが受容決意の段階に関連しているのかを検討することである． 61組

の家族が参加した。子どもたち（男子 34名，女子 27名，2歳～17歳）は自閉症診断面接
（Autism Diagnostic Interview）と自閉症診断観察尺度（Autism Diagnostic Observation Scale

）を用いて ASDと診断をされている．診断面接に対する反応と，WAISⅢ，育児ストレス
尺度（the Parenting Stress Index），短縮版症状質問紙（the Brief Symptom Inventory）,自閉症
指数（Autism Quotient）,人関係尺度（the Friendship Questionnaire）を両親に実施した．母親
では 61名のうち 22名が，父親では 60名のうち 30名が診断を受容決意した段階であった

．このことから，約半数の両親は診断を受容決意していたと考えられる．受容決意の段階
と診断を受けてからの期間との関連はみられなかった．また，両親の受容決意は，子ども
の特徴や親の年齢，IQ，子どもの表現型のあらわれと関連していなかった．しかし，受容
決意していない父親では心理的症状の得点が有意に低く，親役割に関連したストレスも低
かった．これらの結果を，ASD児の子育てとの関連で考察を行なう．ASDの子どもを育て

ることに関連させて考察した． 

316 アトリエ・アウトスと自閉症少年アトリエ・アウトスと自閉症少年アトリエ・アウトスと自閉症少年アトリエ・アウトスと自閉症少年 
Tetsuo Ishii, Hisako Watanabe (Japan) 

人生にはただ生きのびるのではなく、真にいきいきと生きねばならない瞬間がある。これ
は重い障がいをもつ乳幼児にもあてはまる。人生早期から真心をこめた瞬間ごとの体のコ
ミュニケーションを積み重ねることは、重い障がいをもつ乳幼児が地道に発達し続け、そ
の後の人生においても大きな変化の節目を迎える基盤につながる。ここに一人の自閉症男

性を報告する。乳幼児期、学童期から成人期にわたりいろいろな治療者との関係の中で育
った彼は、一貫して根気よく寄り添う関係に恵まれ、やがては画家となった。現在 41歳の
彼の名前は浜園武生。呼称「たけちゃん」である。１歳半で言葉を失い、常同行動と癇癪
を呈し、自閉症と診断された。幼児期よりていねいに彼の気持によりそう養育生活をつみ
重ねたが、思春期に激しい睡眠障害と情緒不安に陥った。その時石井哲夫先生の創立した

重度成人自閉症者のコミュニティー「のびろ学園」に出会い、そこで美術の戸谷先生によ
り色彩への情熱を見出された。戸谷先生は彼が自ら描くことを促し、２年以上の歳月にわ
たり粘り続く励まし続けた。その結果ある日彼はついに自ら絵筆をとり描き始めた。以来
彼の絵は賞をとり続けている。本ポスターでは、重い自閉症児に、乳幼児期から地道に共
感的にかかわり続けることの意味を考えてみたい。 

317 自閉性スペクトラム障害の子どもの自閉性スペクトラム障害の子どもの自閉性スペクトラム障害の子どもの自閉性スペクトラム障害の子どもの“泣き泣き泣き泣き”はどのように知覚されるのか？初期のコミュニはどのように知覚されるのか？初期のコミュニはどのように知覚されるのか？初期のコミュニはどのように知覚されるのか？初期のコミュニ
ケションスタイルに関する研究ケションスタイルに関する研究ケションスタイルに関する研究ケションスタイルに関する研究 
Gianluca Esposito, Simona deFalco, Paola Venuti (Italy) 

自閉性スペクトラム障害（ASD）とは，言語や社会的スキルに様々な水準で影響を及ぼす
障害である．これまでに，ASD児の発話や相互作用の文脈における行動パターンや発達に
着目した研究は多くなされてきたが，乳児期の泣きについて検討した研究ほとんどみられ



ない．このことは，泣きが，人間の発達において最初期のコミュニケーション構造であり
社会的構造であると認識されていることを考えると驚くべきことである．本研究の目的は
，ASD児の泣きが，知的障害（ID）児の“泣き”と比べて，どのように知覚されるのかにつ

いて明らかにすることである．とりわけ，ASD児の非定形構造の泣きが，0歳から 2歳児
の親に偏った知覚をさせるのか否かについて，質問紙法，実験法，観察法によって検討し
た．自閉性障害の子どもの“泣き”は，泣いている原因がわからない親にとっては不可解な
ものであることが明らかにされた．これらの結果は，自閉性障害における情動表出や情動
共有の問題に関する知見を支持するものである．自閉性障害の子どもに対する両親の反応
は，同年齢の健常児の親とは質的に異なるものであった．この違いは，親の，気持ちを共

有したり，間主観性を発達させたりしようとする試みによって生まれたものである． 

318 幼児に対する言語学習プログラム幼児に対する言語学習プログラム幼児に対する言語学習プログラム幼児に対する言語学習プログラム 
Simon Chaza Sakala (Japan) 

このプログラムの指導者は、妊娠 25週、体重 900gで生まれた子供の父親である。その子
供は英語と日本語を話し、現在小学一年生である。二カ国語の環境下で子供を育てること
は、子供の言語やコミュニケーション、社会性の発達における様々な側面の体験実習の場

であり、これらに対する深い洞察力を持つ機会となる。一般的に、自閉症やダウン症、そ
の他の学習障害を持つ子供は言語やコミュニケーションスキルを高めるプログラムに参加
する。ここで提唱するプログラムは、言語とコミュニケーションのどちらか、または両方
のスキルが未発達な子供を含むすべての幼児を対象とする。このプログラムの要件は、意
欲を高める学習環境、生徒と教師との良い関係、子供同士の良い関係そして効果的なコミ
ュニケーション法を与えることである。プログラム内でのコミュニケーション手段は英語

である。参加する子供にとっては母国語ではなく、通訳もいない。したがって、初歩の段
階では言葉とそれに合うジェスチャーを交えてコミュニケーションを取り合う。ジェスチ
ャーを加えることは言葉の意味を判断し、理解するための助けとなる。次第にジェスチャ
ーは少なくなり、最後は言葉のみでコミュニケーションができることを目指している。本
プログラムは子供の社会性を向上させ、ひとりひとりの可能性を高めることを目的として

いる。 

319 子ども達との心理劇的遊戯療法：親子と乳幼児期の子どもたち子ども達との心理劇的遊戯療法：親子と乳幼児期の子どもたち子ども達との心理劇的遊戯療法：親子と乳幼児期の子どもたち子ども達との心理劇的遊戯療法：親子と乳幼児期の子どもたち 
Fumiko Yabuki, Teruko Shibata (Japan) 

関係性の発達に課題があることを親に気づかれずに、あるいは親が感じていても相談や支
援を受けられずにいる子どもたちが保育所・幼稚園に在園している。そうした子どもたち
のために発達評価とともに自己肯定感の獲得と関係性が育ち人間関係の発展の契機になる
ような活動として、また親子関係の発展の活動として心理劇を活用している。子どもとの

心理劇は遊戯療法との共通点もあるが、遊戯療法は物（遊具など）に子どもがかかわり展
開する遊びの状況が作られやすいことに比べて、心理劇では、物的状況が、舞台、空想で
共有する場面状況、空想で見立てられたものに限られているために、人間関係が主として
展開することに特色がある。「模倣、同調、やり取り遊び、イメージ遊び、ふり遊び、見



立て遊び、象徴遊び」という人との関係の発達過程で重要なことが心理劇には自然に溶け
込んでいる。関係性の発達に課題のある子どもたちは、過去の体験に引きずられ、繰り返
し、こだわり、変化に対して不安が強い。人間関係は瞬時の応答であり、絶えず変化する

難しさがある。今ここでの人間関係における変化を暖かい情緒の流れる「関係性」の本質
として体験できることが、変化に対応する力を育てていく。「今・ここで・新しく」人間
関係の体験が重ねられる心理劇的方法の子ども集団療法と親子関係状況療法における活用
について多くの実践を基に論じる。 

320 自閉自閉自閉自閉症児とその母親へのビデオ・ホーム・トレーニングを用いた心理療法症児とその母親へのビデオ・ホーム・トレーニングを用いた心理療法症児とその母親へのビデオ・ホーム・トレーニングを用いた心理療法症児とその母親へのビデオ・ホーム・トレーニングを用いた心理療法 
Megumi Sekine (Japan) 

本事例は，重度精神遅滞を併せ持つ自閉症児の母親に子どものとのコミュニケーションを

促進させようとしてビデオ・ホーム・トレーニング(VHT)療法を用いた援助の報告である
。自閉症の子どもたちの情動や意図は親にとってわかりにくいことが知られている。本児
においても頭打ちや抜毛などの自傷行動をはじめとする様々な問題行動が見られ，両親に
とってはその行動は不可解でありどう対応して良いかわからないものであった。しかし，
これらの問題行動自体よりも，それによって見落とされがちだった本児の肯定的な情動表

出にむしろ注意を向けられるようにすることで，親の子ども理解が促進されるのではない
かと考えた。そこで本児の自宅を訪問，母子のやりとりをビデオ撮影してその中から本児
が微笑・笑いを表出した場面を抽出したビデオ・クリップを作成し，母親に繰り返し視聴
するよう求めた。自宅での月１回計８回訪問によるセラピーとその間の母親単独でのビデ
オ・クリップのくり返し視聴の結果，子どもの情動表出への母親の感受性が増し，子ども
の行動を共感的に受け止めることができるようになった。自閉症児と母親の間主観的な理

解を促進する技法としての VHTの効果について報告する。 

322 カタロニア地方（スペイン）の主治医による児童青年の精神保健（カタロニア地方（スペイン）の主治医による児童青年の精神保健（カタロニア地方（スペイン）の主治医による児童青年の精神保健（カタロニア地方（スペイン）の主治医による児童青年の精神保健（PCAMH）を促進する）を促進する）を促進する）を促進する
トレーニングプログラムトレーニングプログラムトレーニングプログラムトレーニングプログラム 
Jorge Luis Tizon, Belen Parra, Lefa S. Eddy, Margarita Ibanez (Spain) 

小児の第一次救急で働く小児科医と看護師に対するトレーニングプログラムである CAMH

の，目的や理念，組織のあり方について紹介する．PCAMHプログラムのねらいは，カタ

ロニア地方の小児の第一次救急で働くすべての小児科医（949名）と小児科の看護師（
1583名）に向けられたものである．このプログラムは，カタロニア子ども健康プログラム
の精神保健促進アイテムを紹介あるいは，利用を促すことをねらいとしている．例えば，
2007年版では，精神保健のリスク要因の発見，精神面の警告となる兆候，公衆衛生に関す
る教育に関する項目が含まれている．PCAMHプログラムは，2007－08年の精神保健及び
嗜癖に関する指針と，カタロニアの自治政府における事業計画と評価の一般指針において

優先されてきた事業であり，実際に 2007年７月から実施されている．この事業は，スペイ
ンの厚生労働省から助成金を得て，異なる省庁間と専門家間，多数の模範的教育者会議に
よって展開し，カタロニアにある４つの教育的グループ実践のために応用された． 

323 早期養育センター早期養育センター早期養育センター早期養育センター: 現在のモデルと今度の方向性現在のモデルと今度の方向性現在のモデルと今度の方向性現在のモデルと今度の方向性 
Megan Galbally, Dirk Schurink (Australia) 



早期養育センターでは，早期の養育に関して心配がある親と乳幼児を援助している．それ
は，住居の調査や管理，睡眠や食事に関する問題，その他関連する問題を含んでいる．こ
れらのセンターは養育を改善するためのアドバイスや教育や具体的な方法を提供する．し

かしながら，母親の精神疾患が乳幼児の調節障害を高め，乳幼児の調節障害は母親の精神
疾患の罹患率を高めるという認識が高まっている．この知見を支持するエビデンスとして
，このような早期療育センターを利用する母親の 62％が抑うつ状態にあり，不安定型愛着
障害の子どもの割合が高いというもの挙げられる．しかし，センターのサービスでは，メ
ンタルヘルスよりも，伝統的な母親に向けた教育や育児法に関するプログラムが組まれて
いる．オーストラリアのメルボルンにある O'Connell Family Centreでは，家族に提供する居

住プログラムに関しての新しい取組みを発展させてきた．現在では心理アセスメントにお
いて，居住プログラムにおいて，養育の早期の段階において困難を抱えている親子に向け
た包括的なサポートや教育，介入に関する情報を提供している．本ワークショップでは，
現在の早期養育センターのモデルを概観し，O'Connell Family Centreでの参加者の健康な側
面を生かしたアプローチを紹介する．これらを参加者とディスカッションの話題としたい

．臨床から得られた知見を，異なるアプローチやその結果に焦点を当てるために紹介する
．ディスカッションにおいては，最近のトピックである乳幼児の睡眠の問題の一つである
，子どもの泣きをどのように落ち着かせるかといったことに関して議論したい．参加者か
ら，早期の養育に関する問題をマネージメントすることについて，あるいは反論する異な
る視点からの知見を提供して頂けることを期待する． 

324 資源を繋ぎ合わせる試み：乳幼児精神保健サービスを高めるために資源を繋ぎ合わせる試み：乳幼児精神保健サービスを高めるために資源を繋ぎ合わせる試み：乳幼児精神保健サービスを高めるために資源を繋ぎ合わせる試み：乳幼児精神保健サービスを高めるために 
Jenny Howard, Anne Holland, Toni Cantwell (Australia) 

参加者は，本ワークショップに参加することで，乳幼児精神保健サービスの提供を高める
ことを目的としてメルボルンの Eastern Metropolitan Regionで実施しているプログラムにつ
いて学ぶことができる．予算の制約がある中で，また，協力に重点を置いた創造的な連携
と共に活動することによって，1．乳幼児に向けた CAMHSの中で紹介されたサービスを拡
大し，2．母親に明らかな精神的疾患がある乳幼児に，乳幼児と母親の必要性に適したサー

ビスに力点をおいて，乳幼児のための統合的サービスモデルを展開させるということに焦
点化された発展をしてきたものである．協力体制は，妊娠期の女性，大人と子どもの精神
保健に関するサービス，地域を基盤とした親支援のサービスを含んでいる．3．地域を基盤
とした家族支援における乳幼児精神保健についての視点を増やし，理解を深める．成果と
しては，乳幼児が CAMHSにかかりやすくなったこと，乳幼児精神保健に関する必要に応
じたサービスの増加（これには，精神疾患のある親のための様々な遊びグループや，心理

治療的グループ，サービス間の内容の充実，サービス間の連携の強化などが挙げられる）
，閉鎖的な体質が崩れ，地域に教育プログラムに基づいたコミュニティを作ることができ
たことが挙げられる．発表者との討論を通じて，参加者自身が関わっているサービスの改
善可能性を検討して頂きたい． 

325 ハイリスクの母親と赤ちゃんのための３回シリーズのグループ介入ハイリスクの母親と赤ちゃんのための３回シリーズのグループ介入ハイリスクの母親と赤ちゃんのための３回シリーズのグループ介入ハイリスクの母親と赤ちゃんのための３回シリーズのグループ介入 



Annette Murphy, Karen Asgill, Bernardine McDonald (Australia) 

The Benevolent Societyによる 20年に渡る早期介入プログラムの実践により，心理力動的志
向の乳児－親心理療法についての膨大な経験が蓄積されてきた．この心理療法は，長期的
な関与を提供する家庭訪問プログラムと，周産期や芸術療法，遊戯グループを含むグルー
ププログラムの両方がある．本ワークショップでは，過去 10年における，3つのグループ

の流れを含んだ周産期グループプログラムの発展について焦点を当てたい．最初のグルー
プは，出生前のサポートグループであり，妊娠後期において 8週間かけて行なわれる．出
産後，研究協力者は赤ちゃんマッサージグループに 10週間の参加を求められ，引き続いて
母子グループに 10週間参加を求められた．この 3グループの展開がそれぞれの時期におい
て，理論的枠組みと臨床ツール，短い観察によって検討される．現在，研究プロジェクト
として評価がされている段階であるが，このグループプログラムはハイリスク群に対して

の効果的な介入を提供することができると期待される 

326 アイルランドの保健事業による乳幼児精神保健の力の構築アイルランドの保健事業による乳幼児精神保健の力の構築アイルランドの保健事業による乳幼児精神保健の力の構築アイルランドの保健事業による乳幼児精神保健の力の構築 
Rochelle Anne Matacz, Catherine Mary Maguire (Ireland) 

North Corkの心理学乳児精神保健（IMH）事業は，乳幼児事業に関わる専門家に向けた
IMH トレーニングのための訓練形態に基づく資質を向上させてきた．本ワークショップで
は，トレーニングプログラム作成における３つの段階について考える．この３段階には，

専門クラスの開催，IMH ネットワークグループの確立，２年間の構造化された IMH トレー
ニングプログラムが含まれている．この枠組みによって，健康保健の専門家は，IMH トレ
ーニングを通して専門性をさらに高めることができるであろう．この専門コースはアイル
ランドでは始まったばかりである．ワークショップでは，一段階目と二段階目の評価と成
果についての議論を行う予定である．また，養育環境の役割を具体的に示すとともに乳幼
児精神保健に与える影響についても述べる．子どもの作業モデル面接（Working Model of 

Child Interview）（Zeanah, Benoit & Barton, 1994）の臨床的応用と，これを用いてケースを
見立てて介入計画を立てることの有効性についても述べる．WMCIについて，研究実践と
尺度とカテゴリーの詳細も含めて包括的に概観する．これによって，親の表象の質がいか
に乳幼児精神保健に影響を与えるのかについて示し，ケースを深く理解することができる
だろう． 

327 乳幼児観察の役割と早期介入における父親の役割－デンマークの例乳幼児観察の役割と早期介入における父親の役割－デンマークの例乳幼児観察の役割と早期介入における父親の役割－デンマークの例乳幼児観察の役割と早期介入における父親の役割－デンマークの例 
Hanne Munck (Denmark) 

コペンハーゲンにある大学附属クリニックにおける，30年以上に渡って実施されてきた新
生児を抱える家族に対する心理的介入に基づいた発表を行う．乳幼児に焦点を当てた利点
とリスクを，健康センターからリファーされてクリニックに来談する家族の問題との関連
から考察する．臨床的介入は，親と乳児，また早期の両者の関係性に関して心理学的に実
証された事実及び，我々独自の研究に基づいている．本研究のデータは，人口 4万 5千人

の研究フィールドにおけるすべての該当家族（n＝389）のデモグラフィックデータと，父
親と，父親と乳幼児のとの関係性に関する研究データを元にしている．ケースは研究，臨
床的介入，学部や大学院教育の内容を統合するような形で発表される．本研究の結果から



：（1）新生児を持つ親と治療同盟を結ぶには，病理的な視点で見ないこと， （2）いかな
る問題であれ，“新生児”のいる家族の全てを治療におくこと，（3）2人のセラピストが心
を開き，傾聴し，従来の治療モデルにとらわれることのない姿勢で，柔軟に様々な視点で

会うこと，（4）彼らの関係性のみでなく個人内の資源に目を向けたり，現時点での状態に
焦点を当てること，が極めて重要であることが明らかになった．これらの知見が我々の観
察技術を通して得られた． 

329 日本における周産期の心理的支援について日本における周産期の心理的支援について日本における周産期の心理的支援について日本における周産期の心理的支援について 
Mariko Iwayama (Japan) 
Abstract unavailable 

330 ＮＩＣＵにおける心理的支援の必要性について～事例から～ＮＩＣＵにおける心理的支援の必要性について～事例から～ＮＩＣＵにおける心理的支援の必要性について～事例から～ＮＩＣＵにおける心理的支援の必要性について～事例から～ 
Miyuki Maekawa (Japan) 
Abstract unavailable 

331 ＮＩＣＵ入院中の低出生体重児と親の心理支援ＮＩＣＵ入院中の低出生体重児と親の心理支援ＮＩＣＵ入院中の低出生体重児と親の心理支援ＮＩＣＵ入院中の低出生体重児と親の心理支援 
Yumiko Okada (Japan) 
Abstract unavailable 

332 NICU 退院後のフォローアップについて退院後のフォローアップについて退院後のフォローアップについて退院後のフォローアップについて 
Tomoko Uno Noda (Japan) 
Abstract unavailable 

333 NICU における重篤な疾患をもつ児の家族への心理的サポートにおける重篤な疾患をもつ児の家族への心理的サポートにおける重篤な疾患をもつ児の家族への心理的サポートにおける重篤な疾患をもつ児の家族への心理的サポート 
Emiko Inamori (Japan) 
Abstract unavailable 

334 死に逝く赤ちゃんと家族への心理的支援死に逝く赤ちゃんと家族への心理的支援死に逝く赤ちゃんと家族への心理的支援死に逝く赤ちゃんと家族への心理的支援 
Yoko Hashimoto (Japan) 
Abstract unavailable 

335 NICU における心理士の役割に関する調査における心理士の役割に関する調査における心理士の役割に関する調査における心理士の役割に関する調査 
Emi Imai (Japan) 
Abstract unavailable 

336 周産期領域における心理的ケアがマタニティブルーズおよび母親愛着に及ぼす影響周産期領域における心理的ケアがマタニティブルーズおよび母親愛着に及ぼす影響周産期領域における心理的ケアがマタニティブルーズおよび母親愛着に及ぼす影響周産期領域における心理的ケアがマタニティブルーズおよび母親愛着に及ぼす影響 
Masako Nagata (Japan) 
Abstract unavailable 

338 乳児を育てている母親の養育意識や行動と家族機能の関連乳児を育てている母親の養育意識や行動と家族機能の関連乳児を育てている母親の養育意識や行動と家族機能の関連乳児を育てている母親の養育意識や行動と家族機能の関連 
Kayo Ogawa, Kimie Tanimoto (Japan) 

乳児健診に来院した母親 111名を対象として，母親の養育意識や行動と家族機能を調査し
た．調査期間は 2005年 10月～2006年 12月であった． 調査内容は，母親の属性，加藤ら

の『育児生活へのストレス』『育児肯定感』『否定的育児行動』の 3因子より成る養育意
識・行動尺度 12項目，法橋らの Feetham Family Functioning Survey(FFFS)日本語版Ⅰ家族機能
尺度であった．養育意識・行動尺度 3因子の得点と，家族機能 25項目の充足度の評価得点
との関連をみた．倫理的配慮として，当該施設倫理審査会の承認を得た． その結果，『育
児生活へのストレス』は，「余暇や娯楽の時間」，「夫との意見の対立」，「仕事や家事

を休むこと」，「子どもに関する心配事」，「知人からの情緒的サポート」の 5項目と正
の相関があった．『育児肯定感』は，「子どもと過ごす時間」，「日課が邪魔されること
」の 2項目と負の相関があり，『否定的育児行動』は，「子どもと過ごす時間」，「子ど



もに関する心配事」の 2項目と正の相関があった．母親の余暇，娯楽の時間や夫との意見
の対立，子どもに関する心配事，知人からの情緒的サポートなどの不充足感が育児生活へ
のストレスを強めており，子どもと過ごす時間や育児によって日課が邪魔されることなど

の不充足感は，育児肯定感を弱め，否定的育児行動につながることもわかった． 

339 乳幼児期の障害児を育てる両親の育児における相互協力の特徴乳幼児期の障害児を育てる両親の育児における相互協力の特徴乳幼児期の障害児を育てる両親の育児における相互協力の特徴乳幼児期の障害児を育てる両親の育児における相互協力の特徴 
Naho Sato, Akiko Araki, Nobue Nakamura (Japan) 

本研究の目的は、乳幼児期の障害児を育てる両親の育児における相互協力の特徴を明らか
にすることである。障害児の両親 42組（障害児群）と健康児の両親 52組（健康児群）に
、育児における協働感（日本版 Parenting Alliance Measure: PAM-J)、育児に対するとらえ
方（育児ストレスショートフォーム: PS-SF)、配偶者からのサポート感（ソーシャルサポー

ト質問紙：SSQの配偶者サブスケール）と、夫/妻からの育児に関するサポートへの期待と
満足に関する調査を実施した。  その結果、以下の内容が明らかとなった。１）両親別
に、群間の PAM-J総得点を比較したところ、有意な差は見られなかった。２）PAM-J各項
目における両親の得点を比較したところ、障害児群にのみ、「夫/妻はこどもの世話のため
に時間や労力を割くことを嫌がらない」「夫/妻は私の育児を楽にしてくれる」「夫/妻と私

はよいチームである」の 3項目で有意な差が見られた。３）障害児群のうち、PAM-Jの総
得点が両親とも高いペアは、育児を肯定的にとらえ、夫/妻からのサポート感が高い傾向が
あった。一方、PAM-Jの総得点が両親とも低いペアは、夫/妻からのサポート感が低い傾向
があった。また、PAM-Jの回答に両親間でギャップがあるペアでは、母親の父親の育児参
加に対する不満が強く、父親の育児参加への期待が低い傾向があった。これらより、育児
における協働感は、乳幼児期の障害児を育てる両親の相互協力の状況のアセスメントに適

用可能な指標であると考えられた。協働感が低いペア、協働感に両親間で差がみられるペ
アに対する介入が必要と考える。 

340 時間軸を超えた家族の健康時間軸を超えた家族の健康時間軸を超えた家族の健康時間軸を超えた家族の健康: 子どもと家族におけるリスクと回復力子どもと家族におけるリスクと回復力子どもと家族におけるリスクと回復力子どもと家族におけるリスクと回復力 
Erika Beth London Bocknek, Holly E. Brophy Herb, Rachel Schiffman, Hiram E. Fitzgerald, 
Lorraine McKelvey, Mary Cunningham-DeLuca, Shelley Hawver (United States) 

本ポスターでは， the national Early Head Start Research and Evaluation Project (EHSRE)に関す
る地域プロジェクトの結果を発表する．Early Head Start (EHS) とは，アメリカ合衆国で連
邦政府によって設立された早期介入プログラムであり，妊娠期から 3歳の子どものいる低

所得者に対して提供されるサービスである．初期の研究目的は，時間軸に沿った家族の健
康と，家庭で実施される EHSプログラムが親と子どもに与える長期的な効果を検証するこ
とであった．子どもが就園前（TPK）の 6，14，24，36ヶ月の 4時点と就園後１年後（
PFG）の時点の合計５時点で調査を行った．本発表では，TPKと PFG両時点の縦断研究の
結果をまとめる．TPK時点では，投薬量は子どもの最適な社会的発達，あるいは，攻撃行
動の低減と関連していた．家庭訪問の回数は，TPKと PFG両時点で親子関係の良好さと関

連し，TPK時点では親のディストレスの低さと関連していた．様々な効果がランダム抽出
されて研究対象となった家族において認められた．つまり，EHSサービスを受けていた家
族は，TPKと PFGの両時点において家族機能がよく，PFG時点において個人的熟達がより



進んでいた．EHSに参加した子どもは，TPK時点において参加しなかった統制群の子ども
よりも問題行動が少なかった．このような結果は，一様に投薬量とプログラムの効果を示
しており，早期介入の重要性を支持するものであるといえる． 

341 ソーリハルでのアプローチソーリハルでのアプローチソーリハルでのアプローチソーリハルでのアプローチ: 親グループに関する研究親グループに関する研究親グループに関する研究親グループに関する研究 
Mary Rheeston, Hazel Douglas, Jill Delaney, Emma Strahan (Great Britain) 

Solihulアプローチは，英国の国立医療制度における専門的活動によって作られた理論的モ
デル，資源のパック，親グループとトレーニングプログラムのことである．専門家は，こ
れを子どもとその家族に関わる機関で用いることができ，アイスランド共和国においても
，トレーニングを受けてきた．理論的モデル（抑制・相互性，行動のマネージメント）に
よって，行動や感情の困難さに影響を受けている家族と共に考えたり協同したりするため

の枠組みが得られる．Solihull アプローチは，いくつかの研究によって評価されてきた．こ
のアプローチモデルは，Solihull アプローチによる親グループを開発するのに用いられてき
た．そのグループとは，0～18歳の子どもがいる家族に適用され，週 2時間ずつ 10週間の
期間行われるグループである．それは，親－子ども関係に目を向け，生涯にわたるスキル
としての，親の内省的スタイルを促す効果的な親グループを構成することを目的としてい

る．本発表では，研究協力が得られた親 72名(Bateson, Delaney and Pybus in preparation)のデ
ータについて分析した結果を発表する．ベック式不安尺度（Becks Anxiety Inventory ；BAI

），子どもの行動チェックリスト（Child Behaviour Checklist ；CBCL），子どもの強さと困
難さアンケート（Strengths and Difficulties Questionnaire；SDQ）について分析した．分析の
結果， 親の不安と子どもの問題行動は 10週間を通してどちらも改善していたことが明ら
かになった．また，CBCLで測定した子どもの問題行動 BAI で測定した親の不安の差の間

には，興味深い関連が見出された． 

342 低収入家族で幼児の母親を対象とした自己評定式家族危機志向尺度（低収入家族で幼児の母親を対象とした自己評定式家族危機志向尺度（低収入家族で幼児の母親を対象とした自己評定式家族危機志向尺度（低収入家族で幼児の母親を対象とした自己評定式家族危機志向尺度（Family Crisis 

Oriented Personal Scale）の検討）の検討）の検討）の検討 
Lorraine M. McKelvey, Rachel F. Schiffman, Hiram E. Fitzgerald, Lori A. Roggman, Holly E. 
Brophy Herb, Gina A. Cook, Danya Johnson (United States) 

コーピングはストレスを理解するために，また，ストレスが個人や家族に与える影響を理
解するために本質的に重要である．コーピング方略によって，ストレスフルな状況から家
族を保護するための家族の資源を強化したり維持したりすることができる．本研究におい

ては，初期のヘッドスタート評価研究の対象となった 17の区域のうち，2区域を対象とし
，その区域の中でも，ヘッドスタートプログラムの対象とならなかった低所得家族の中で
，36ヶ月の子どもを持つ母親 144名を対象とし，家族コーピングに関する心理測定につい
ての検討を行うことを目的とした．低所得家族のコーピング方略に関する心理測定法に関
しては，これまでほとんど検討されてこなかった．また，Family Crisis Oriented Personal 

Scale (F- COPES )に関する研究では，代替の尺度に関して 1つ報告がなされているのみであ

る．その研究においては，確認的因子分析により，代替の尺度を乳児を持つ低所得家族の
母親を対象に用いることが適切であることが示されている．FCOPESの新しい因子構造に
は，従来の 2つの下位尺度（リフレーミングと精神的サポートの希求）と新しい 3つの下



位尺度（友人と家族によるサポート，近隣の住人からのサポート，支援提供者からのサポ
ート）が含まれていた．新しい尺度構成によって，認知的リフレーミングに加えて，サポ
ート源に関する情報も捉えることができるようになった．異なる情報源を従来よりも正確

に測定できることによって，ストレスのコーピングプロセスを提供し，養育行動を予測す
るストレスとコーピングの相互作用のあり方をよりよく理解できるようになるだろう 

343 ４歳児の母親の４歳児の母親の４歳児の母親の４歳児の母親の Mind-Mindednessと養育ストレスと養育ストレスと養育ストレスと養育ストレス 
Catherine McMahon (Australia) 

本研究の目的は，自身の性格特徴と精神状態を子どもに帰属させる特徴と育児経験による
ストレスとの関連を検討することである．4歳の子どもがいる母親を対象に，自身の子ど
もを描写するよう求めた．母親の回答を逐語に起こし，mind- mindedness (MM) の有無をコ

ーディングした．MM のコーディングについては，Elizabeth Meins (1998)によって開発され
ている．また，同一の母親に対して，短縮版育児ストレス尺度（PSI-SF: Parenting Stress 

Index short form (Abidin et al.,1990)）の記入も求めた． 回帰分析を行った結果，母親の MM

は短縮版育児ストレス尺度の全下位カテゴリーと ps <.025で有意な関連が見られた．この
結果は，母親の学歴，母親が英語を母国語とするかどうか，子どもの IQを統制した場合で

も有意であった．MM の低い母親（つまり，子どもを描写するときに心的語彙の使用が少
なかった母親）は，子どもの気難しい行動，子どもとの相互作用，親役割を担うことへの
ストレスを多く報告した．この結果から，育児ストレスは，親が自身の子どもや子どもと
の相互作用をどのように捉えるのかに影響を及ぼす可能性が考えられる．他の可能性とし
て，子どもの行動を心的状態に帰属しやすい親は，子どもの視点からものごとを捉えやす
く，それゆえに，子どもの行動や子どもとの相互作用をネガティブなものと解釈しにくい

とも考えられる．親が子どもの視点を持つことになること，また，子どもの心的状態を理
解することの重要性に関して，臨床的視点から考察した． 

344 乳幼児の国を超えた養子縁組：新しい家族の集まりを祝福する心理学的支援サービス乳幼児の国を超えた養子縁組：新しい家族の集まりを祝福する心理学的支援サービス乳幼児の国を超えた養子縁組：新しい家族の集まりを祝福する心理学的支援サービス乳幼児の国を超えた養子縁組：新しい家族の集まりを祝福する心理学的支援サービス 
Aparna Rao (United States) 

本研究は，国を超えた（inter-country）乳幼児の養子縁組の増加について，健康の促進と多
文化心理学の視点から検討する．各国の養子縁組を斡旋する組織は，新しく異なる国や文

化から来た子どもの親となった人が子どもを養育できるように，法的・経済的な責任を果
たす努力をしているものの，養子縁組をした家族の心理的，多文化的な困難に対してのサ
ポートは限られている．とりわけ，本研究では，心理的支援の提供のためのパラダイムを
提案し，以下の 3つの重要な側面を挙げる．a）親時代の気づきを広げること，b）感覚（
特に触れること）を通して愛着の形成を促すこと，c）子どもの多文化にまたがるアイデン
ティティ形成をサポートすることである．発表するパラダイムでは，養子縁組に特有の心

理学的問題を養子縁組の前後で区別して扱う．養子縁組後の段階は，養子縁組による家族
のライフサイクルの枠組みをベースに議論する．本研究は，国際的養子縁組のための心理
学的支援サービスの重要性と，健康心理学の中でも現在研究が行われつつあるこの領域で
今後必要なことに光をあてる． 



346 早期産児に対する早期産児に対する早期産児に対する早期産児に対する NIDCAP 神経行動学的観察：ストレスと精神的健康のサインを察知する神経行動学的観察：ストレスと精神的健康のサインを察知する神経行動学的観察：ストレスと精神的健康のサインを察知する神経行動学的観察：ストレスと精神的健康のサインを察知する
ためにためにためにために 
Carme Costas-Moragas, Frances Botet-Mussons, Angela Arranz-Betegan, Marta Lopez-Guardia, 
Albert Fornieles-Deu (Spain) 

本研究の目的は，新生児集中治療室（NICU）で簡単に適用でき，得点化できるアセスメン
トツールを作成することである．早期産児を対象に，その発達およびストレスとウェルビ
ーイングの兆候となりうる神経行動学的発達を分析した．対象となったのは，27週から 36

週で出生した神経学的欠損のない新生児 60名である．観察には，自律性，運動，状態の 3

つの下位システムから構成される全 88項目の NIDCAPの観察シートが用いられた．新生
児は，ベースライン，世話をされる場面（オムツ替え），オムツ替えが終わった後といっ
た連続する 3つの場面で観察された．これら一連の観察は，4日おきに，子どもがベッド
に移される段階になるまで行われ，その観察回数は合計 2300回であった．世話をされる場
面をベースラインと比較したところ，嘔吐，げっぷ，しゃっくりなどのストレスに関する

14のサインを見いだした．また，オムツ替えが終わった後で，再び表れまた増加する項目
の分析を行いウェルビーイングに関する 11サイン（顔中で表現する（face open），握って
くる，つかまる）を見つけた．NIDCAPの観察シートは，乳児を取り巻く環境のみでなく
，早期産児自身の発達による神経行動学的な変化を捉えるためのツールである．ストレス
とウェルビーイングのサインは，NICUの新生児の養育者にとってのアドバイスとなるは

ずである．なお，本研究は，スペイン教育科学省の研究補助による助成を受けて行われた 

347 NICU の早期産児への電気点灯時間の影響：の早期産児への電気点灯時間の影響：の早期産児への電気点灯時間の影響：の早期産児への電気点灯時間の影響：1-2歳時での睡眠パターンと神歳時での睡眠パターンと神歳時での睡眠パターンと神歳時での睡眠パターンと神経発達の比較経発達の比較経発達の比較経発達の比較 
Juriza Ismail, V. Chandran, Nem-yun Boo (Malaysia) 

この横断的コホート研究は，Kebangsaan Malaysia大学附属病院において 1999年 12月１日
から 2000年 8月 31日までの 9ヶ月間にわたって行われた．対象は，NICUに入院していた
2001g未満の早期産児であり，1998年 8月 1日から 1999年 3月 31日までの期間，12時間
おきに規則的な点灯を行った昼夜サイクル環境群（昼夜群）と，連続的に薄暗い環境を作

った群（子宮内環境群）とに無作為に割り当てられた．本研究の目的は，上記の 2群の乳
児の，修正月齢が 16.3ヶ月の時点での神経発達と睡眠パターンを比較することであった．
NICUを退院した早期産児 98人のうち，66人（昼夜群 36人，子宮内環境群 30人）につい
て調査した．両群において民族の違いが有意であったが(p= .034)，性別(p= .10)，調査時の
体重 (9.35 kg (SD = 1.00) vs. 9.33kg (SD = 2.77), p=.97)，調査時の月齢 (18.4 ヵ月 (SD= 3.5) vs. 

18.7 ヵ月 (SD = 2.6), p= .66)には有意差はなかった．また，PSI得点 (98.7 (SD= 18.57) vs. 98.2 

(SD= 15.5), p= .9 )と MDI 得点 (95.3 (SD = 14.77) vs. 88.7 (SD=14.9), p=.12)にも有意差は認め
られなかった．二群間の神経発達に有意な差は見られず（p= .50），また睡眠時間について
も，有意差は認められなかった（9.9時間 (SD= 1.1) vs. 9.6 時間 (SD = 1.5 ), p= .35）．これ
らの結果から，早期産児の NICUに入院中に，規則正しい点灯のサイクルを行った場合と
，連続的に薄暗くした場合とで，1-2歳の時点における睡眠パターンと神経発達に違いはな

いことが示唆された． 

348 早期産児と満期産児の出産予定日における社会的刺激への反応早期産児と満期産児の出産予定日における社会的刺激への反応早期産児と満期産児の出産予定日における社会的刺激への反応早期産児と満期産児の出産予定日における社会的刺激への反応 



Hui-Chin Hsu (United States), Suh-Fang Jeng (Taiwan), Pei-Fen Li (United States) 

人間の胎児は在胎 30週目に入ると，心臓反応や体の動きで聴覚刺激に対して反応する．早
期産児は，大人からの話しかけや触るといった社会的な刺激に対し否定的な反応をしがち
だが，成長するにつれてより分化した反応が現れてくる．しかしながら，出産予定日にお
ける早期産児の社会的刺激に対する反応については，あまり知られていない．そこで本研

究では，社会的刺激に対する敏活さおよび負荷の程度に関して，早期産児と満期産児の比
較を行う．早期産児 30名および満期産児 30名を対象として，その出産予定日において社
会刺激実験が行われた．その実験は 3つのエピソードから構成されたている．第 1エピソ
ードでは，実験者は乳児を 30秒間静かに見つめ，第 2エピソードでは，実験者は 1.5分間
，乳児の方を見たり話し掛けたりし，そして第 3エピソードでは，実験者は 1.5分間，乳
児の方を見たり話し掛けたりしながら，その腕をなでる．撮影したビデオ映像を元に，目

の開きによって示される敏活さの程度や，ネガティブな表情によって示される負荷の程度
についてのコーディングがなされた．本研究の結果から，早期産児は社会的刺激が増える
と目を開ける回数は減るものの，満期産児と比較して，より長く目を開いていることが明
らかにされた．負荷の程度に関しては，早期産児は，満期産児と同様，社会的刺激が増え
るほど否定的な表情を示した．本研究からは，早期産児は，満期産児と比較して，社会的

刺激に対し敏感ではあるが，より多くの反応を示すわけではないことが示唆された．早期
産児は，産後の期間が延びるために，社会的感受性が高められるのかもしれない．本研究
では，早期介入に対する示唆についても議論されるであろう． 

349 NICU における両親の心理的サポートの検討における両親の心理的サポートの検討における両親の心理的サポートの検討における両親の心理的サポートの検討    ―両親の気持ちの過程に着目して――両親の気持ちの過程に着目して――両親の気持ちの過程に着目して――両親の気持ちの過程に着目して― 
Rena Sakai (Japan) 

NICUで救命された子どもと両親の関係を支えるために早期からの両親の心のケアが必要
であるといわれている（橋本，2000）。しかし、親の気持ちの過程に注目した研究は少な

い。そこで本研究では、NICU入院期間中に親の気持ちがどのように変化し、さらに、何
によって影響されるかを明らかにすることを目的として、NICUに入院した子どもの親 3組
に半構造化面接を行った。初めて保育器の中にいる我が子を見て「かわいい」「元気」等
ポジティブな発言もあるが、やはり子どもの小ささに驚き、子どもの状態に関する心配が
多い。同時期には、自分だけ小さく生んだのかという不安や、NICUが重苦しいところで

あるという印象があり、いずれもが先に述べた心配を増加させると推察された。こういっ
た心配を抱えつつも、面会に通う親は比較的早い段階でひとまず大丈夫と思うようになる
。この変化には、NICUにおけるケアに関する説明、元気になっていく他の子どもの姿を
見ること、親自身がわからないことを調べるなどの情報収集が関わっている。また、子ど
もから離れなければならないことによるつらさを乗り越える時期に支えとなったこととし
て、子どものためにやってあげられることの存在があげられていた。両親の抱えている心

配やつらさは NICUスタッフがいかに医療的、心理的ケアを行っても存在するものである
。しかし、NICU内での出来事や働きかけが気持ちの揺れを緩和する働きがあることが示
唆されたといえる。 



350 NICU 入院児にとって女性看護師の声は特別な刺激であるのか？－入院児にとって女性看護師の声は特別な刺激であるのか？－入院児にとって女性看護師の声は特別な刺激であるのか？－入院児にとって女性看護師の声は特別な刺激であるのか？－NIRSによる脳血流変化による脳血流変化による脳血流変化による脳血流変化
の検討－の検討－の検討－の検討－ 
Yuri Saito, Rie Fukuhara, Shiori Aoyama, Tamotsu Toshima (Japan) 

早期から母子分離を余儀なくされる未熟児がどのように愛着を形成していくのかを念頭に
研究をすすめた。そこで本研究では，近赤外文光法（NIRS）を用いて，新生児集中治療室

（NICU）入院の未熟児にとって，担当の女性看護師の声が最適な愛着のサインになってい
るのかを検討した。26人の未熟児を対象とし，自分の母親，担当の看護師，見知らぬ女性
の声を聞かせ，その間の脳血行動態反応を NIRSで測定した。測定部位は情動処理と関係
のある前頭領域（左右）とした。分析の結果，声の種類と測定部位の交互作用が有意で，
母親の声を聞かせた時には，左の前頭領域での活性化がより高まり，担当看護師の声を聞
かせた時には，右の前頭領域での活性化がより高まっていた。このような半球の非対称性

の結果は，生後の接触経験量に依存するのか，接触経験の質的な差が反映されたものなの
か，今後検討する必要がある。 

351 極低出生体重児（極低出生体重児（極低出生体重児（極低出生体重児（ELBW）と家族へのケア：）と家族へのケア：）と家族へのケア：）と家族へのケア：265ｇで生まれた女児ｇで生まれた女児ｇで生まれた女児ｇで生まれた女児 
Mami Takatou, Eriko Hayashi, Naoko Hayashi, Rumiko Ueda, Sumiko Tsukioka, Kazushige Ikeda, 
Hisako Watanabe (Japan) 

【背景と目的】：日本の新生児医療の進歩はめざましいが、極低出生体重児（＜500g）の
死亡率はいまだ高く、そのケアは大きな挑戦課題である。児のみならず母親と家族の不安
緊張は大きい。慶応病院の周産期センターは３次病院であり、６床の NICUと 12床の

GCU を有する。毎年 15-20名の 1000g未満の極低出生体重児の誕生とケアを経験している
。今回は 265gで生まれた女児について報告する。【対象と方法】Aとその家族。【結果と
考察】Aは緊急帝王切開により在胎週数 25週 2日にて生まれた。生下時体重は 265g、
APGARは１点、３点であった。24時間体制の発達ケアを含む集中治療を行い、児と母が
ともに心地よく過ごせるようこころがけた。その結果 Aは着実に発達し、母子の愛着形成
が進んだ。私たちは母児の主体性を第一に尊重し、治療経過は４段階に分かれた。Aは世

界では２番目に低い体重で、アジアでは最も低い体重で生まれ無事に退院していった赤ち
ゃんである。 

352 日本の日本の日本の日本の NICU(Neonatal Intensive Care Unit)におけるカンガルーケアとにおけるカンガルーケアとにおけるカンガルーケアとにおけるカンガルーケアと“あまえあまえあまえあまえ”についてについてについてについて 
Yuka Sasamoto, Tomomi Takagi, Mayumi Nishizaka, Yujun Ito, Ryoko Yoshinare, Miho Aikyo, 
Masashi Taki (Japan) 

カンガルーケアは子どもを裸のまま母親の胸に直接肌と肌を合わせて抱っこするケアで、
1979年に NICU(Neonatal Intensive Care Unit）の設備の不十分な南米のコロンビアで始めら
れた。これにより低出生体重児の死亡率の減少がみられた他、養育遺棄をする母親が激減

し、早産母子の愛着形成に効果があることがわかり、先進国の NICUに広がったものであ
る。当院周産期センターNICUでは 1995年にカンガルーケアを日本で最初に取り入れた。
私たちは早産母子の関係性の発達について検討することを目的とし、35組の親子を対象に
花沢の対児感情評定尺度、Brazeltonの MABS(Mother and Baby Scale )と母親の感想文を用い
て検討した。結果はカンガルーケアを重ねることにより、母親は未熟なわが子への肯定的



感情が増し、その後子どもの行動の読み取りや意味付けがみられた。そして親子の相互交
流が積み重なり、否定的な感情さえも含め、わが子を丸抱えし受け入れていくことが観察
された。こうして母親はわが子の“あまえ”を受け入れ、安定した関係性を築いていくこと

ができるようだ。このような母子の優しい相互交流の影響が医療者にまで拡がり、赤ちゃ
んと家族に優しい NICUの環境作りへの意識改革につながっている。集中治療が中心であ
った NICUが“あまえ”子育ての場へと変化している。 

353 重度の先天性心疾患を持つ乳幼児の診断のタイミング‐そのことが親の適応，親子間の関係重度の先天性心疾患を持つ乳幼児の診断のタイミング‐そのことが親の適応，親子間の関係重度の先天性心疾患を持つ乳幼児の診断のタイミング‐そのことが親の適応，親子間の関係重度の先天性心疾患を持つ乳幼児の診断のタイミング‐そのことが親の適応，親子間の関係
に影響を与えるか？に影響を与えるか？に影響を与えるか？に影響を与えるか？ 
Candice Franich-Ray, Vicki Anderson, Samuel Menahem, Andrew Cochrane, Elisabeth Northam, 
Abdullah Al-Farqani, Brigid Jordan (Australia) 

この研究の目的は，子どもが重度の心奇形をもって生まれてきた場合，親に診断を告げる
タイミングが，親の適応や親子間の関係性に影響を与えるのかどうかを調査することであ

った．生後 3ヶ月未満で心臓の手術を行った乳幼児の親 105人が研究に参加した．最新の
超音波技術によって，出産前に，約 40％の心奇形を発見することが可能である．このこと
によって親は，心臓手術に対しての，物理的，心理的準備を，長い時間をかけて行うこと
ができるだろう．しかしその一方で，このことは，親の精神保健上のリスクを高め，さら
に親子間の関係性の構築を妨げる可能性も持っている．退院約１ヶ月後に，親に対して，

抑うつ，状態不安，トラウマ的ストレス反応，母親体験を測定するアンケートが行われた
．さらに，病気，入院，手術が親子関係に及ぼした影響を調べるための面接調査が行われ
た．予備調査の結果からは，出生前診断を受けた場合と受けなかった場合とで，母親が抑
うつ的になる割合は，ほとんど違いはなかった．しかし，他の精神的な症状では違いが見
られることが示された．例えば，出生前に診断された場合，約 84％の母親が著しい解離性
の症状を経験していたのに対し，出生後に診断された場合は約 53％であった．これらの予

備調査の結果からは，出生前診断を受ける家族は，出産後だけでなく，妊娠期間中を通し
てサポートを受けることが必要であることが示された． 

354 発達障害のリスクを持つ新生児と家族を援助するための発達障害のリスクを持つ新生児と家族を援助するための発達障害のリスクを持つ新生児と家族を援助するための発達障害のリスクを持つ新生児と家族を援助するための NBASの臨床的利用の臨床的利用の臨床的利用の臨床的利用 
Shohei Ohgi, Tomitaro Akiyama (Japan) 

Neonatal Behavioral Assessment Scale (NBAS)は，世界各国で新生児行動の発達研究や，新生
児・乳幼児の精神保健の予防的介入方法として広く利用されている。私たちは，これまで

NBASを発達障害のリスクを持つ新生児とその家族の育児支援に利用してきた。NBASの
利用は，個々の児の行動能力を的確に把握し，発達の介入プランや家族介入を図るうえで
有益な手段であると考えている。  NBASを基にした介入（以下，NBAS-based 

intervention）の新生児行動の発達，および母子相互作用に対する効果を検討した研究では
，NBAS-based interventionは母親の児の行動に対する感受性と育児技術を向上させ，母子の
相互作用，母親の育児の自信と児の行動発達を促進する結果であった。以上の結果から，

NBAS-based interventionは発達障害のリスクを持つ児と母親の関わり方や母子の相互作用を
促し，相乗的に児の行動発達も促進する可能性があると考えられた。また，低出生体重児
を対象とした， NBASによる発達障害の新生児期の神経行動特性と臨床診断の有効性を検



討したコホート研究では，脳性まひ，精神発達遅滞，行動問題などの発達障害や遅滞と診
断された児で，新生児期の神経行動の組織化に障害・遅滞が認められ，その予後診断の精
度も高い結果であった。NBASによる新生児期の神経行動学的評価が，発達障害の早期診

断と介入計画に有用であると思われた。本研究は，発達障害のリスクを持つ新生児と家族
に対する NBASの利用について報告する。 

355 NICU への短期入院が親に与える影響への短期入院が親に与える影響への短期入院が親に与える影響への短期入院が親に与える影響 
Rakel B. Jonsdottir, Arna Skuladottir (Iceland) 

このレトロスペクティブおよびプロスペクティブ研究の目的は，NICUへの短期入院が，
出産児および退院 3ヶ月後の親の疲労感に影響するのかを調査することであった．参加者
は同じ病院で生まれた乳児 97人の親であり，1）NICU入院が 7日以上の乳児 26人の親（

平均 23.31（±23.43）日），2）NICU入院が７日未満の乳児 36人の親（平均 3.75（±1.93）
日），そして 3）NICUに入院をしていない乳児 35人の親（平均 1.8（±1.47）日）の 3つの
グループに分類された．データは，疲労感を測定するアンケートを用いて，退院約 3ヶ月
後に集められた．結果は，違いは顕著というわけではなかったが，グループ 1と 2の親は
，出生時および退院 3ヵ月後において，グループ 3の親より疲労度得点が高かった．また

，グループ 1と 2の父親は，グループ 3の父親より，出生時に大きな疲労を示した（p<.05

）．母親はどの時点でも父親よりも大きな疲労を呈しており，また全ての親は，出生時と
比べて 3ヶ月時の疲労は低くなっていた．このことは，全ての親の疲労は，時間とともに
改善していることを示している．また，NICUに入院した乳児の親は，短期・長期関係な
く，入院していない乳児の親よりも，長い期間にわたって疲れきっていることが明らかと
なった．NICUに短期入院することの親の健康に与える影響は，今日まで，研究やケアの

対象として注目されることはほとんどなかった． 

356 早期産児の二者関係の共調節から自己調節過程の発達に関する予備的報告早期産児の二者関係の共調節から自己調節過程の発達に関する予備的報告早期産児の二者関係の共調節から自己調節過程の発達に関する予備的報告早期産児の二者関係の共調節から自己調節過程の発達に関する予備的報告 
Grazyna Kmita, Eliza Kiepura, Aleksandra Budniak (Poland) 

本研究の目的は，高いまたは低い生物学的リスクのある，早期産児の自己調整過程の発達
について記述することである．さらに，母子相互作用における共調節と子どもの自己調整
能力の間の力動的・相互的な関係性を分析することであった．対象は，ワルシャワの母子

機関の NICUおよびフォローアップクリニックに受診した 24組の母子であった．彼らは，
1）生物学的・医学的リスクの高低 2）子どもが入院中の母親の利用可能性・対処方略（距
離をとるのか関与するのか）の 2つの基準によって，生後 4ヶ月の時点でリクルートされ
た．本研究では，5ヶ月，11ヶ月，24ヶ月の時点で縦断的にアセスメントが実施された（
最後のアセスメントはまだ実施されていないが，発表時には含まれる予定である）．5ヶ
月および 11ヶ月時の手続きにかかる時間は 12分間であり，1）母子二者での自由遊び 2）

第 3者を含めた 3者での相互作用 3）母－子－新たな対象物での遊びの 3つのエピソードを
含んだ．また 11ヶ月時の手続きでは，短時間の母子分離と再会のエピソードが加えられた
．これらの相互作用は 2台のビデオカメラによって記録された．手続き後，筆頭著者が各
家族に面接を行い，また約 1時間の子どもの自由遊びが観察された．マクロ・マイクロレ



ベルでの特別なデータ解析が行われ，二者間の共調整パターンと自己調整過程のパターン
の実証的な同定を行った．発表では，予備的な結果を示す予定である． 

357 極低出生体重児における気道クリアランス法の評価に極低出生体重児における気道クリアランス法の評価に極低出生体重児における気道クリアランス法の評価に極低出生体重児における気道クリアランス法の評価に関する文献的考察関する文献的考察関する文献的考察関する文献的考察 
Yoshie Kondoh, Rika Fukui, Yoko Sato (Japan) 

【はじめに】極低出生体重児の出生数は年々増加し, 新生児集中治療室の治療とケアは呼吸
障害を中心とする長期的な呼吸循環管理へと移行している。呼吸管理中の児にとって, 気管
内吸引及び呼吸理学療法は必須のケアであり, これらは NICUの看護師によって慣例的に行
われている。しかし, ケアのたびに起る低酸素状態や徐脈, 血圧の変動は, 脳血流に影響し, 

ひいては発達的予後をも脅かす危険を孕んでいる。これまで, 極低出生体重児に関する呼吸
理学療法の安全性についてはほとんど研究されていないことから, 児に適した気道クリアラ

ンス方法の検討は重要である。【目的】極低出生体重児に実施されている気道クリアラン
ス法について論文を分析し根拠のレベルを明らかにする。【方法】調査は, 新生児, 極低出
生体重児に関して出版された主要な著書と医学中央雑誌Web版, CINAHLなどのデータベ
ースを用いて, 2000年以後に発表された文献を検討した。キーワーズは, chest physical 

therapy, respiratory physical therapy, drainage position等とした。また, Cochrane Libraryなどの

二次資料については, 1990年以後のシステマティック･レビューを参考にするとともに, す
でに報告されている NICUにおける呼吸理学療法ガイドライン(田村ら, 2003)についても対
象とした。【結果】53論文が抽出され, そのうちの 30論文について分析した。メタ分析, 

RCTは少なく, ケースコントロール研究や症例報告がほとんどであった。【結論】本邦で
は RCTによる研究がほとんどなされていない。また, サンプルサイズが小さく, アウトカム
は, 分泌物の量, 呼吸機能（一回換気量, 肺コンプライアンス, 呼吸抵抗）等の生理学的指標

で短期的評価がほとんどであった。以上より, 気道クリアランス法に関する評価指標の検討
, ならびに極低出生体重児にとって最小のリスクで最大の効果が期待できる呼吸理学療法を
明らかにしていく必要がある。 

359 子どもの先天性四肢障害の診断後のフォローアップ･サポートに影響を与える父親の特性子どもの先天性四肢障害の診断後のフォローアップ･サポートに影響を与える父親の特性子どもの先天性四肢障害の診断後のフォローアップ･サポートに影響を与える父親の特性子どもの先天性四肢障害の診断後のフォローアップ･サポートに影響を与える父親の特性 
Akiko Ashino (Japan) 

障がいをもつ子どもの診断告知は、家族に危機をもたらす。この調査の目的は、これらの

家族に効果的な支援を可能にするために、障がいをもつ子どもの父親の特性を探ることで
ある。殊に、文化的影響や、母親の特性との違いに焦点をあてる。データは、先天性四肢
障害をもつ子ども達の４人の父親への深層インタビューを通して収集した。グランデッド･
セオリー(Glaser & Strauss, 1967)に基づく分析の結果は、次の通りである。（１）この研究
の全ての父親は、独りで告知を受け、悪い知らせを家族に説明した。（２）強い父親イメ
ージは、両親においてともに、診断へ異議を唱えることに影響を与える。（３）父親が子

どもとの愛着を築くのは困難である。（４）父親は、自分の感情を容易に表現することは
できない。この研究に参加した父親の場合、医療者から心理学的ケアを受けている者はい
なかった。現在、母親へのサポートの必要性は強く叫ばれるようになった。他方、父親は
、母親の援助者として位置づけられがちである。しかし、父親が子どもを受容できない、



あるいは感情を表現することができないとき、これらの特性を持った父親への心理学的サ
ポートは、特に必要とされるものである。 

360 低出生体重児の父親低出生体重児の父親低出生体重児の父親低出生体重児の父親の育児に影響する要因の育児に影響する要因の育児に影響する要因の育児に影響する要因 
Sakae Saitoh, Yoko Emori, Fimie Murai, Mikiko Nonoyama, Taiko Hirose, Miho Kusanagi (Japan) 

低出生体重児の育児における父親役割についての研究は少ない。本研究の目的は、低出生
体重児の育児における父親役割に影響する要因を明らかにすることである. 外来でフォロー
を受けている 197名の低出生体重児の母親が質問紙による調査に参加した。父親の育児へ
の参加と協力、母親の育児不安、家族員の健康状態、子どもの気質と特徴、子どもの入院
中のケア経験、専門家・家族・友人からの社会的サポートに対する母親の満足について、
母親に答えてもらった。調査対象の子どもの年齢は 36ヵ月以下とし、出生時の平均体重は

、1564gであった。研究の結果、父親の育児参加と協力は、母親の育児不安を有意に低下
させることが示された（ｐ＜.01）。また、低出生体重児の父親の育児と関連した要因は、
児の在胎週数、児の入院中の面会の時期と頻度、退院してからの日数、父親の健康状態と
母親の抑うつ傾向、母親の教育レベル、児の特徴であった。児の慢性的な病気の有無や発
達の遅れと父親の育児とは関連がみられなかった。結果より、低出生体重児の子育てにお

ける父親役割の重要性と、父親役割にはさまざま要因が関係することが示唆された。 

361 ダウン症児の遊びにおける父親の役割ダウン症児の遊びにおける父親の役割ダウン症児の遊びにおける父親の役割ダウン症児の遊びにおける父親の役割 
Paola Venuti, Simona deFalco, Gianluca Esposito (Italy), Marc Bornstein (United States) 

本研究の目的は，ダウン症児の遊ぶスキルに与える親の影響を検討することである．ダウ
ン症児の発達は他の特別な支援を必要とする子どものグループと同様に，両親のかかわり
における適切な刺激や情緒的サポートによるものが大きいとされるが，近年の研究の大部
分は母親との間の相互作用を検討している．そこで本研究では，子どものひとり遊び，父

親との協調的遊び，また父親の子どもとの遊びを観察することによって，遊びのやりとり
における父親の存在によって，子どもの探索的・象徴的な遊びの量が増えるかどうかを検
討した．さらに，父と子の遊びがお互いに調節されていくかについても検討した．総計 19

名のダウン症児（平均月齢＝35.32ヶ月，SD＝10.35，平均精神年齢＝19.58ヶ月，SD＝5.43

）とその父親が参加した．10分のセッションが 2回(1回は子どもの一人遊び，もう 1回は

子どもと父親との協調的遊び)ビデオに記録された．両セッションとも，探索的，象徴的遊
びがコーディングされた．子どもは，一人遊びよりも協調的遊びのセッションにおいて，
より多くの探索的・象徴的な遊びを行った．しかし，象徴的な遊び，これは，子どもの認
識レベルのとても重要な指標としてだけでなく最も知的な遊びといえるものにおいてのみ
有意な増加が見られた．父親と子の探索的・遊びと象徴的遊びの間には有意な正の相関が
示された．これは，本研究の対象となった父親が自身のダウン症児の遊びのきっかけを与

えることに成功したことを示すものである．さらに，遊びにおいて父子は互いに調節しあ
っており，これは，認知発達において重要である，共有を示す． 

362 ダウン症児の情緒的応答性―母－子，父－子のペアに着目してダウン症児の情緒的応答性―母－子，父－子のペアに着目してダウン症児の情緒的応答性―母－子，父－子のペアに着目してダウン症児の情緒的応答性―母－子，父－子のペアに着目して 
Simona deFalco, Gianluca Esposito, Paola Venuti (Italy), Marc Bornstein (United States) 

情緒的応答性は，関係性の構築という点，また，理論的，実証的に愛着との関連が示され



ている母子相互作用の質の指標となる概念である．本研究においては，ダウン症児を持つ
家庭における母子間，父子間における情緒的応答性に対し，提言を行うことを目的として
いる．22名のダウン症児（平均月齢 35.32ヶ月）がそれぞれの親と 10分間ずつ遊ぶ場面を

情緒応答性尺度（Emotional Availability Scale）に基づき，コーディングを行った．この尺度
は親－子間の情緒調節に関する 6つの下位次元から構成されている．4つの下位次元は親
の子どもに向ける情緒的応答性を示し（感受性，構成性，非侵入性，非敵意性），2つの
下位次元は子どもが親に向ける情緒的応答性を示す（反応性と関与）．クラスター分析に
よって，父母と子どもは同等に情緒的応答性を有しているということが明らかにされた．
父母間の情緒的応答性には強い正の相関が見られ，また，子どもの反応の安定性と両親と

の相互作用における関与においても相関が見られた．子どもの反応性と関与の得点に母子
間，父子間における有意な差は見られなかった．当日は，特別な支援を必要とする子ども
とその親における情緒応答性尺度（Emotional Availability Scale）の使用の妥当性についての
議論を行う予定である． 

363 イギリスにおける新生児ユニットの父親に関する研究：乳児の行動観察とイギリスにおける新生児ユニットの父親に関する研究：乳児の行動観察とイギリスにおける新生児ユニットの父親に関する研究：乳児の行動観察とイギリスにおける新生児ユニットの父親に関する研究：乳児の行動観察と NBASの使用にの使用にの使用にの使用に
関して関して関して関して 
Joanna Hawthorne Amick, Margaret Killen (Great Britain) 

将来を予測すると、 新生児神経学における Dilemmasはイギリス南部の 4つの新生児ユニ
ットにおいて行われている社会科学的研究プロジェクトである．このプロジェクトの目的
は，インタビューを通して医療スタッフと親の経験との間で共有されている情報を観察し
，検討し，理解を深めることである．乳児が行動によって情報を伝える方法についても共
有される．インタビューは NICUに入院する 65名の乳児の親に対して行われた．16名の父

親が母親と共にインタビューの対象となった．その結果，父親は母親と同様に，自身の経
験に関して深く感じ，子どもの行動に対して似通った感情を持っていることが明らかにな
った．NBASは 18名（全対象の 28％）の子どもを対象に 2つのユニットから退院する前に
実施された．当日は父親の観察の結果と子どもの行動に関して発表を行う予定である． 

364 日本の家族における，父―母―子三者相互作用―夫婦の愛情関係と，子どもへの対応との関日本の家族における，父―母―子三者相互作用―夫婦の愛情関係と，子どもへの対応との関日本の家族における，父―母―子三者相互作用―夫婦の愛情関係と，子どもへの対応との関日本の家族における，父―母―子三者相互作用―夫婦の愛情関係と，子どもへの対応との関
連から連から連から連から 
Minoko Oba, Satomi Murase, Kaori Okada, Hitoshi Kaneko, Shuji Honjo (Japan) 

これまで，不適切な親子の相互作用が，子どもの情緒，行動の問題に影響することが多く
の研究によって指摘されてきた。また，これらの親子相互作用が，両親の夫婦関係の不和
から生じる親の子どもへの対応と関連していると指摘する研究がなされている。しかし，
日本では，父親を含めた親子三者の相互作用における，両親の夫婦関係と子どもへの対応
との関連を検討した研究はほとんどない。本研究では，父―母―子の三者相互作用におけ

る，両親の夫婦関係と親の子どもへの対応との関連について検討した。調査協力者は，18

ヶ月の幼児をもつ家族 10組であった。両親には，背景情報に関する質問紙と，Marital 

Love Scale (MLS)が実施された。父―母―子の三者相互作用がビデオ撮影され，Child-

Parents' Interaction Coding System (CPICS)によって分析された。この結果，母親の MLS得点



が，子どもの働きかけがターンテイキングにつながる割合や母子相互作用における同調性
と有意な正の相関を，母親のネガティブな表情や発声による働きかけと有意な負の相関を
有していた。一方，父親の MLS得点と CPICS指標との相関は示されなかった。夫婦関係

における不和は，とりわけ母親のネガティブな感情の表出や，子どもへの敏感さの欠如と
関連していることが示唆された。 

365 父親の早期産児との『父親の早期産児との『父親の早期産児との『父親の早期産児との『Paternal Attachment』の理論の生成』の理論の生成』の理論の生成』の理論の生成 
Miyuki Sekimori (Japan) 

父親が築いている早期産児との関係性を理解し、父親に対する看護援助のあり方を検討す
るために、早期産の子どもの誕生直後から新生児期における、父親の早期産児との『
Paternal Attachment』の理論を生成することを目的とした。対象は、初めての子どもが在胎

週数 35週未満の早期産児のため NICUに入院中の父親とした。研究協力へは対象者の自由
意思を尊重し、プライバシーと個人の匿名化を厳守した。データは、面会後の面接および
面会時の観察により収集した。データ収集と分析においてはグラウンデッドセオリーアプ
ローチに基づいて行った。分析の結果、【安心感への依拠】【無事の誕生からの感動】【
早期産で誕生した我が子への愛情】【父親としての意識】の 4つの概念が抽出された。新

生児期における父親の早期産児との『Paternal Attachment』は、【安心感への依拠】と【無
事に誕生からの感動】という父親自身の安心感を基盤に、【早期産で誕生した我が子への
愛情】という子どもへの情緒的な絆を結び、【父親としての意識】を獲得していく過程と
して理論化された。看護実践においては、これら 4つの概念は父親が築いている子どもと
の関係性の状況を理解し、分析するための視点として活用することができるであろう。 

366 8ヶ月の男児の睡眠障害ヶ月の男児の睡眠障害ヶ月の男児の睡眠障害ヶ月の男児の睡眠障害 
Francoise Moggio (France) 

8ヶ月男児とその親の心理療法。その赤ちゃんは、一夜に 12回起き、親は圧倒されていた
。妊娠期に多くの困難な出来事や、夫婦間にジェンダー役割に関する過去の緊張があった
。この赤ちゃんに述べられた古典的なエディパルな解釈は、両親も認め、セラピーの中心
であり続けた。今では、男児は 6歳になり、回復している。父親の同一視は、強固である
。発表者は親の面接とともに初期の親－乳幼児心理療法のフォローアップに関する調査に

ついて議論したい。 

367 あなたの赤ちゃんにはセラピーが必要か？あなたの赤ちゃんにはセラピーが必要か？あなたの赤ちゃんにはセラピーが必要か？あなたの赤ちゃんにはセラピーが必要か？ 
Elizabeth Tuters (Canada) 

赤ちゃんが生後 1ヶ月以来、自分の赤ちゃん（生後 7ヶ月）を寝かせられないという母親
がいた。 介入によって、母親は、自身の過去、つまり、彼女が赤ちゃんを寝かせられない
ことに影響している彼女自身の母親との未解決の問題に思い至った。乳児-親の関係に焦点
を当てる短期的介入と、その一組の親子それぞれへのセラピストによる積極的な参加につ

いて、子どもが 2歳半のときのフォローアップとともに提示したい。 

368 ２２２２つの臨床論文についての討論つの臨床論文についての討論つの臨床論文についての討論つの臨床論文についての討論 
Sandra Maestro (Italy) 

“心理療法的な行動を何の目的でやるのか”という第一の問題に焦点を当てるために、赤ち



ゃんとその親と行う精神力動的心理療法における概念と技法の問題を提示する。 

369 「家族－遊戯療法」という乳幼児家族治療の試み「家族－遊戯療法」という乳幼児家族治療の試み「家族－遊戯療法」という乳幼児家族治療の試み「家族－遊戯療法」という乳幼児家族治療の試み 
Yuji Kawabata (Japan) 

最近、個人精神療法としての「遊戯療法」や親子並行面接では治療効果が上がらない心理

的問題を抱える子どもやその家族にしばしば遭遇する。集団として家族成員を抱える機能
を失った家族に対しては、心理教育的な親ガイダンスは効果が薄いのである。それに対し
、演者は一つのプレイルームで幼児と家族全員を同時に治療するという方法を試みてきて
おり、それを我々は「家族・遊戯療法」と呼んでいる。指示的なことはほとんど伝えず、
家族のより自由な状況を提供する。個人への適宜の介入や解釈も行うが、家族全体の雰囲
気やお互いの力動的な関係性により注目し、その関係性に介入するのである。そこでは、

子どものこころの動きを here and nowで親に解釈でき、親が子どもの気持ちを実感しやす
い。 非言語的コミュニケ―ションである子育てについては、治療者が子どもとのやり取り
を見せることで伝え、情緒的体験として親が獲得することが期待できる。家族全体を同じ
場で扱うために家族を支えるということを互いに認識しやすく、バラバラだった家族に有
機的なつながりを持たせる（家族全体を holdingする機能）。家族間の日常でのなにげない

情緒的やり取りが再現されやすく、それを観察し関与できるという特徴がある。つまり、
家族全体を支持することで、家族に有機的なつながりを持たせ、子どもが安全感を抱き、
問題解決にも至ると考えられる。 

370 長期例の産後うつの母親に対するビデオガイダンスを使用した家庭訪問による介入長期例の産後うつの母親に対するビデオガイダンスを使用した家庭訪問による介入長期例の産後うつの母親に対するビデオガイダンスを使用した家庭訪問による介入長期例の産後うつの母親に対するビデオガイダンスを使用した家庭訪問による介入 
Nicholas Kowalenko, Cathrine Fowler, Karen Saint, Catherine McMahon, Baillie Andrew 
(Australia), Martha Farrell Erickson (United States) 

出産後の抑うつは出産後１年以内の女性の 14％に見られ、長期にわたる抑うつは母親と子
どもにネガティブな影響を与え得る。児童家族担当保健師(C&FHNs)は、情緒的な障害を持
つ母親から積極的に受け入れられる継続的な家庭訪問により彼らを支援している。

C&FHNsは母親の情緒的健康と安寧、特に母親の子どもとの関係性に影響を与えることが
できる。我々の研究プロジェクトでは、（10回の）半構造的な家庭訪問による介入により
、抑うつに悩む母親を支援することを目的としている。C&FHNsは、赤ちゃんのために、
母親が乳児の行動サイン(cues)を理解して適切に反応できるように援助する。この過程は相
互作用的なビデオガイダンス技術である Seeing is Believingによって促進される。また

C&FHNsは、母親に対して、認知行動カウンセリングを行い、その結果、訪問過程の中で
、母親の乳児との相互作用が変化していく。プログラムの専門的な発達の構成要素により
養育行動は変化し始める。ビデオ映像による事例で、このことを実証し、最初の介入群家
族（n=30）と比較群における予備データを提供する。このワークショップでは、ビデオを
用いた家庭訪問により抑うつの母親を支援する相互作用的なガイダンスアプローチを報告
し、ビデオの説明や討論の機会としたい。 

371 睡眠･覚醒リズムとロコモーショ睡眠･覚醒リズムとロコモーショ睡眠･覚醒リズムとロコモーショ睡眠･覚醒リズムとロコモーションの発達障害は、精神、知能の発達障害の早期徴候であるンの発達障害は、精神、知能の発達障害の早期徴候であるンの発達障害は、精神、知能の発達障害の早期徴候であるンの発達障害は、精神、知能の発達障害の早期徴候である 
Masaya Segawa, Yoshiko Nomura (Japan) 

行動障害の病態と超早期徴候と脳幹アミン系神経系の関与の解明を目的に、脳幹アミン系



神経系に制御される睡眠・覚醒リズム（SWR）とロコモーションの発達の良否と高次脳機
能の発達を対比、検索し、3歳以下の乳幼児の異常行動が乳幼児期の SWRおよびロコモー
ションの発達障害に起因することを明らかにした。乳児自閉症は、4ヶ月までに形成され

るサーカディアン･リズムの発達障害を有し、這い這いおよび二足歩行の発達障害を伴う。
レット症候群は、サーカディアン･リズムは確立しているが、乳児期後期からの昼間睡眠の
制御と這い這いおよび二足歩行の発達の高度の障害を伴う。一方、乳児期早期の SWRの発
達障害は、自閉症の徴候を発現させる。これは、神経学的には姿勢維持系（抗重力筋）の
筋緊張低下、這い這いおよび二足歩行の発達の高度の障害を伴い、知能発達遅延につなが
る。二足歩行を含むロコモーションの異常を有する症例は前頭葉障害を示す。これは、乳

児期の SWRの発達障害が、乳幼児期の精神・行動の発達、ロコモーションの発達に関与す
るセロトニン神経系の発達を障害、後者はドパミン神経系の発達障害を併発、乳児期後期
以後の前頭葉の発達障害、高次脳機能障害を発現させたことを示す。乳幼児期早期の SWR

の矯正、訓練によるロコモーションの改善は、これらアミン系神経系の活性を改善させ、
精神知能障害の発現の阻止、発達性精神運動疾患の改善につながる。 

372 2歳で自閉症圏障害と診断された幼児における症状発現の安定性と変化歳で自閉症圏障害と診断された幼児における症状発現の安定性と変化歳で自閉症圏障害と診断された幼児における症状発現の安定性と変化歳で自閉症圏障害と診断された幼児における症状発現の安定性と変化 
Kasia Chawarska (United States) 

このティーチインの発表は、2歳で自閉症圏障害（ASD）と特定され 4歳までフォローア
ップされた子ども達に関するプロスペクティブな研究結果に焦点を当てる。自閉症圏障害
は、社会性とコミュニケーションの発達に深刻な影響を与える複雑な神経発達障害を持ち
、多くの場合、2歳までに症状の発現を経験する。現在、自閉症圏障害の生物学的マーカ
ーがないため、ASDの子どもの早期特定は必ずしも決定的ではないが、早期治療は認知機

能と適応機能の両方にとって有効である。研究結果からは、ADS診断は短期間においては
非常に安定している。2歳で重篤な社会生活上のコミュニケーション障害を発現する子ど
もは、１～２年後も同じような障害を持つことがわかっている。しかしながら、少ない症
例ではあるが、社会的なコミュニケーション領域と認知領域において良好な変化が期待で
きるものもある。認知・言語・適応技術に関する成果の特別な予測判断材料を考察し、ま

た発達の早期において ASDを診断し、その症状を明らかにする既存の最新技術の利点と限
界について討論する。さらに、乳幼児期の ASDの主な症状をビデオで紹介し、症状発現の
変化を説明するために、6ヵ月から 48ヵ月までフォローした臨床例のいくつかを発表し考
察する 

373 早期の養子の臨床的問題早期の養子の臨床的問題早期の養子の臨床的問題早期の養子の臨床的問題：モントリオールとテルアビブからの考察：モントリオールとテルアビブからの考察：モントリオールとテルアビブからの考察：モントリオールとテルアビブからの考察 
Martin St-Andretokua (Canada), Miri Keren (Israel) 

同調性 Synchrony－複数の分野横断的に、出来事と出来事の間の経時的な関係性 temporal 

relationshipを意味するために使われている構成概念－は、親と乳児の相互交流に適応され
、対人関係の研究のための枠組みとして提案される。親と乳児の同調性についての 10年間
の研究に基づいて、この発表では、妊娠初期から生後１年目の終りまでの同調性の発達の
概要を提供する。この期間は、同調性が描写されてきた哺乳類における妊娠から離乳期と



平行している。親と子のミクロ水準の非言語的行動間における経時的な関連性のさまざま
なパターンは、図表化され、最初の 1年から 1歳以降のそれらのパターンの変化が描写さ
れる。同調性は、哺乳類において絆の形成を支えている生理学的な機制に依存している。

特に、体内時計や心臓のペースメーカーのような生理学的な振動子や、オキシトシン、バ
ゾプレッシン、コルチゾールやエンドルフィン oxytocin,vasopressin, cortisol, and endorphins

のような神経内分泌系に依存している。また、同調性の生物学的基礎についての根拠は、
さまざまな生理学的システムのなかに見られる。同調性の体験の発達の結果は、自己調節
、象徴の使用、こころの理論のスキル、そして児童期から青年期にかけての共感の能力の
領域で観察される。ヒトの関係性研究への、時間に基づく、ミクロ分析的行動的アプロー

チは、人生全体を通しての間主観性と人間関係の親密さについて、新たなる洞察を提示す
るかもしれない。 

374 赤ちゃん・母親・文化・移民：その臨床的視点赤ちゃん・母親・文化・移民：その臨床的視点赤ちゃん・母親・文化・移民：その臨床的視点赤ちゃん・母親・文化・移民：その臨床的視点 
Taieb Ferradji, Marie Rose Moro (France) 

比較文化精神医学の一部として、乳幼児精神保健の問題に応用されている民族心理分析に
ついて発表する。この専門領域は文化間を移動する家族や親子の状況を理解し扱うために

、精神分析学と人類学を結びつけて成立している。文化的な俗説、関係性や子どもの発達
、要求を理解するための文化的なタブーや様式、機能障害の徴候を理解するための文化的
な方法の重要性が考察される。我々は、特に周産期中の亡命や移民における治療的コンサ
ルテーションを分析する。この期間は子どもや家族にとって特に脆弱な時期である。また
この時期、文化や家族に関する俗説は、無意識であっても親の記憶の中では鮮明に残って
いるのだが、 “新しい”文化の要求によってそれらは否定されて捨てられる可能性がある。

補完的に使用する民族心理分析的な原則（臨床症状を人類学的に理解する重要性）とコン
サルテーションに関する治療モデルを、具体的にはセラピストグループとの臨床業務を、
臨床例と共に説明する予定である。妊娠期の障害、哺乳（接触）の問題、発育障害、乳児
の過敏性などについての相談は多い。 

375 親・乳幼児への短期治療介入：心理力動的アプロー親・乳幼児への短期治療介入：心理力動的アプロー親・乳幼児への短期治療介入：心理力動的アプロー親・乳幼児への短期治療介入：心理力動的アプローチチチチ 
Louise Sharon Emanuel (Great Britain) 

この講演で私は、タヴィストック・クリニックの 5歳未満の子どもに対する臨床支援にお
ける技術的および理論的なアプローチを述べる。このアプローチにおける、過去と現在の
経験への自発的な探索についての詳細な臨床材料を示し、処理されていない親と夫婦の葛
藤がいかに乳幼児の情緒発達に影響を与えるかを考慮する。過去の親の喪失とネグレクト
が子どもに影響した結果、行動障害を引き起こした臨床例に焦点を当てる。報告する２つ
の臨床例によって診療過程と介入の様々な面が示される。１例目では、乳幼児の親への攻

撃によって、集中的な家族介入が必要とされた家族に対するファミリーセッションを詳細
に説明しつつ、それぞれの問題に焦点を当てることができた親・夫婦との面談を繰り返し
ながら、家族全体への診療が子どもの症状を劇的に減少させた経過について述べる。２例
目では、噛み付いて激しく攻撃する２歳児を例に挙げ、集中的にその子の親との面談を繰



り返すことによって、子どもの意思伝達の意味を理解し、最終的には短期間で子どもの噛
み付きがなくなった事例を紹介する。 

376 なぜ親はこのなぜ親はこのなぜ親はこのなぜ親はこの NICU では悪い行動が報われるのかでは悪い行動が報われるのかでは悪い行動が報われるのかでは悪い行動が報われるのか 
Andrew Mark Watkins, Megan Galbally (Australia) 

このワークショップの題名は、忙しい第 3次新生児集中治療室の掲示板に貼られた文章で
ある。NICU全体が緊張状態にあった時に貼られたこの投稿は、治療のためしばらく NICU

に留まらなければならなかったある家族のことであった。患者は健康関連分野の専門家で
ある 40歳後半の母親で、妊娠のために集中した生殖技術介入を受けた後、非常な早期産で
双子を出産したのだった。家族が歩んで来た道のりは複雑で、それまでに複数の医療従事
者から困難な介入を受けてきた。出産後も家族は複雑な経過を辿り、家族と NICUのスタ

ッフとの関係には問題があった。このケースについて、NICUにおける他の経験と共に、
厳しい状況下のある家族の問題に焦点を当てて考えたい。このワークショップの目標は、
両サイドからの相互作用を調査することであり、看護スタッフおよび医療スタッフの観点
から、家族を困難な状況にする危険因子と有害因子を特定するのは比較的簡単であるが、
我々医療側と NICU側のダイナミックスから、特定の親のこうした要因を検証することは

恐らくもっと複雑である。このワークショップをきっかけとして、NICUの厳しい環境に
おいて、要求の多い家族や他の専門家および我々自身の問題について探求したい。 

379 南アフリカにおけるＨＩＶ母子感染：スティグマ、悲しみと文化南アフリカにおけるＨＩＶ母子感染：スティグマ、悲しみと文化南アフリカにおけるＨＩＶ母子感染：スティグマ、悲しみと文化南アフリカにおけるＨＩＶ母子感染：スティグマ、悲しみと文化 
Campbell Paul (Australia), Astrid Berg (South Africa) 

HIV-エイズは、乳幼児の生命が宿った時から感染している、死に至る病気である。この病
気を免れている国は無い。南アフリカでは、特に貧困化した地域において HIV-エイズは圧
倒的に深刻な問題となってきている。ケープタウンの地域に拠点を置く親乳幼児精神保健

サービスでは、HIV 感染の罹患率が 2000年の 11.4%から、2005年には 44.4%に増加した。
HIV 患者人口における臨床経験によると、早期の発見と医学的治療が、継続的な心理的社
会的支援とあいまって、必然的な死から持続的な生存へと HIV の進行を変え得ることを表
している。しかしながら、生きのびた子ども達における、この病気の長期間の情緒的影響
は、評価されなければならない。このプレナリーでは、２つの事例のビデオクリップに焦

点を当てる。それぞれの事例において、恐怖、希望、悲しみ、スティグマのテーマを探索
する。世界の異なる地域からの３人の経験豊富な臨床家が、異なった臨床のレンズを通し
て乳幼児の体験と臨床家の体験の両方について省察 reflectする。そしてそれぞれの事例が
展開する関係性のドラマを探索する。 

385 安全圏の探索：アタッチメントに基礎を置く標準化された介入安全圏の探索：アタッチメントに基礎を置く標準化された介入安全圏の探索：アタッチメントに基礎を置く標準化された介入安全圏の探索：アタッチメントに基礎を置く標準化された介入 
Neil Boris (United States) 

安全圏の介入 The Circle of Security interventionは、愛着の発達科学からの主な発見を、親が

幼い子どもとのぎくしゃくした関係性を修復できるような援助へと、翻訳するようにデザ
インされた。標準化されたビデオ録画された評価法を使って、臨床家はそれぞれの親子の
関係性で明らかになった問題に合わせて、介入をあつらえる事ができる。このマスターレ
クチャーでは、薬物依存治療プログラムを行っている母親のグループから、ビデオ撮影さ



れた例を使って、評価と介入の両者に焦点を当てる。 

386 乳幼児精神保健：新しい「こころの生物学」の臨床的応用乳幼児精神保健：新しい「こころの生物学」の臨床的応用乳幼児精神保健：新しい「こころの生物学」の臨床的応用乳幼児精神保健：新しい「こころの生物学」の臨床的応用 
Miri Keren (Israel) 

環境的体験は、今や脳組織そのものの分化に欠かせないと認識されている。出生後最初の

数年間に、脳の基礎的な回路が発達し、それは情緒、記憶、行動、そして対人関係を含む
精神過程の基盤となる。脳の MRI研究により、決定的な生後 3年間という考えが支持され
る。左半球が言語的行動のほとんどをつかさどっている一方で、右半球はコミュニケーシ
ョンのより広い側面において重要であり、右半球はまさに生後 3年間優位にある半球であ
る。私は、いかに脳の生物学に関する新しい知識が、出生後非常に早期に生じる“脳からこ
ころへ”の進化のように、ヒトの発達に対する新しい概念形成につながったかを紹介する。

精神保健の臨床家にとっての重要な臨床的な意義としては、脳の発達のレベルでの早期児
童期の体験の影響を改善／変化させようとすることを、介入の目標とすることである。 

387 親親親親-乳幼児療法から子どもの個人療法へ乳幼児療法から子どもの個人療法へ乳幼児療法から子どもの個人療法へ乳幼児療法から子どもの個人療法へ 
Kai von Klitzing (Germany) 

私たちがしばしば心理療法的過程で幼い子どもたちとその家族に関わるのは、子どものこ
ころの組織が相互交流レベルから表象レベルへと移行している発達段階においてである。

早期の三者関係の発達についての新しい精神力動理論と研究結果は、この発達上の移行期
ばかりか、心理療法的治療の経過をも理解する理論的基礎を与えてくれる。このレクチャ
ーは、治療経過と転移・逆転移の関係の展開を、（対人関係レベルにおける）三者関係化
triadificationと（精神内界の表象レベルにおける）三角化 triangulationの過程として理解す
るために、発達理論と心理療法作業を通じて得た体験の両方（症例も含む）に焦点を当て
る。  

388 親・乳幼児心理療法におけるジレンマ：臨床と研修のはざまで親・乳幼児心理療法におけるジレンマ：臨床と研修のはざまで親・乳幼児心理療法におけるジレンマ：臨床と研修のはざまで親・乳幼児心理療法におけるジレンマ：臨床と研修のはざまで 
Elizabeth Tuters (Canada) 

親－乳幼児心理療法の分野で仕事し、教えることは、これまでわれわれが信じて来た考え
方への挑戦である。精神保健の専門家に力動的システム評価や治療技法のトレーニングを
すると、それまでの考え方に混乱を来たし、リフレクティブなチームアプローチによるコ
ンテインとワークスルーが必要になるという可能性がある。親-乳幼児心理療法の評価と治

療について学ぶプロセスを説明するため、いくつかの症例報告を用いる。 

389 父親の問題：早期の子どもの発達に及ぼす父親の影響父親の問題：早期の子どもの発達に及ぼす父親の影響父親の問題：早期の子どもの発達に及ぼす父親の影響父親の問題：早期の子どもの発達に及ぼす父親の影響 
Hiram E. Fitzgerald (United States) 

父親の存在および不在が、子供の発達にどの程度の直接的影響を持つかは広く議論されて
いる。父親が子供の世話にどの程度直接責任を負うかについては、文化的な違いがある。
発達早期において、自己調節と認知スキルの組織化に父親が特に重要であろうということ
には、エビデンスがある。これらの発達領域のそれぞれは、後の児童期において、行動や

感情のコントロール、さらには学校の成績にも影響する。早期ヘッド・スタート Early 

Head Startの全国調査やミシガン縦断研究 Michigan Longitudinal Studyのデータは、子ども
の発達における父親の影響を記述する経路に関する議論の基準点として役に立つであろう



。 

391 Serge Lebovici特別講演―外から内へ、そして外へ：内的表象と対人的相互交流への考察特別講演―外から内へ、そして外へ：内的表象と対人的相互交流への考察特別講演―外から内へ、そして外へ：内的表象と対人的相互交流への考察特別講演―外から内へ、そして外へ：内的表象と対人的相互交流への考察 
Dieter Bürgin (Switzerland) 

赤ちゃんが実際にどんなものを生まれつき備えられているのか、私達は知らない。しかし

、妊娠中の生理学的な相互交流において、そして特に出産後の相互交流ややり取りの中で
、赤ちゃんは大人と直面し、内的世界を作り上げるために模倣の能力を使うということは
、明らかな証拠がある。限りない経験を基に赤ちゃんは、内的世界を構築し始める－実際
の精神能力 mental capacitiesに従いながら－。この内的世界は、他者との関係における自己
の相互交流体験を、ある程度表象する。これらの内部構築の一部は即座に使われることが
でき、また別の部分はこの点では使えず、貯蔵され舞台裏で機能する（抑圧され、無意識

に）。行為と理解に向けて、この舞台裏の部分は、一生涯の間修正され改訂されることに
なる。精神内界の相互交流表象はそれ自体、赤ちゃんの対人相互交流行動を導く。外側か
ら内側そして外側へ、内側から外側そして内側へというループは、赤ちゃんが実際の脳の
組織化を展開するのに役立っている。 

394 乳幼児期における暴力：発達上の、関係性の、そして病理学的重要性乳幼児期における暴力：発達上の、関係性の、そして病理学的重要性乳幼児期における暴力：発達上の、関係性の、そして病理学的重要性乳幼児期における暴力：発達上の、関係性の、そして病理学的重要性 
Miri Keren (Israel) 

われわれの臨床経験上、暴力は非常に一般的なコミュニティに基盤を置く乳幼児精神保健
ユニット Community-based Infant Mental Health Unitsに紹介される理由である。例えば、わ
れわれ自身のユニットでは、生後 2年目の紹介で 18％、3年目の紹介で 24％である。攻撃
性の３つの発達型が特定されてきており、暴力は攻撃性の表現のスペクトラムの一方の端
である。乳幼児の意図性の概念には賛否両論が提起される。乳幼児の攻撃性を調節する上
で、親と社会それぞれの役割は強調される。そして乳幼児期における暴力の長期にわたる

重大性が示された研究が、概説される。われわれは、早期児童期での標準的な攻撃から病
的な攻撃への移行に関連する要因について議論する。その議論には、‘私、自分自身とその
環境’という多要因的モデルと、予防的ならびに治療的介入に対するその直接の意味を利用
する。 

395 トラウマや大災害への反応としての幼児の攻撃的行動トラウマや大災害への反応としての幼児の攻撃的行動トラウマや大災害への反応としての幼児の攻撃的行動トラウマや大災害への反応としての幼児の攻撃的行動 
Joy Osofsky, Howard Osofsky (United States) 

乳幼児は、家族や環境内でのトラウマによって打撃を受けるだけでなく、トラウマへの反
応として養育者によって体験されたストレスによっても打撃をうける。この発表ではハリ
ケーン・カトリーナ後の 2年間で集められたスクリーニングデータと、ハリケーン･カトリ
ーナの結果激しく打撃を受けた地域に戻ってくる乳幼児の観察に、焦点をあてる。攻撃的
行動は、混乱が続き、回復が遅い災害後の環境に、日常的だった。われわれは、攻撃的お
よび退行的行動、ならびに注意集中困難は、その他の要因に加え、環境内でのストレスや

混乱、混沌さの結果であることを示唆する。われわれは、打撃を受けた子どもにより適し
た発達を促進させ、その家族を支持するため、保護的要因と災害からの回復力の構築に焦
点をあてている、介入と治療モデルを提示する。 

396 幼児の攻撃性と苦痛：併存障害の診断と研究指針の理解と治療幼児の攻撃性と苦痛：併存障害の診断と研究指針の理解と治療幼児の攻撃性と苦痛：併存障害の診断と研究指針の理解と治療幼児の攻撃性と苦痛：併存障害の診断と研究指針の理解と治療 



Jean Thomas (United States) 

幼児の攻撃性は苦痛の兆候やサインである。子どもの攻撃性を理解するには、子どもの潜
在的な苦痛や関連する内科的、神経発達的、環境的、および心理社会的リスク要因を理解
することが必要である。4年以上にわたって収集されたデータによれば、2種類の早期の破
壊的行動障害の発達パターンが区別できる：神経発達・破壊的パターン（認知、言語、運

動、そして／または神経行動的差異を伴う）と非神経発達・破壊的パターン（環境的リス
クと、しばしば不安症状、そして／または気分症状を伴う）である。これら２つの発達パ
ターンは、幼児の苦痛へ理解を与え、特定の治療戦略や紹介の指針となる。われわれは、
この診断データと社会心理学と神経生物学からの研究所見を提示する。短い臨床例は、両
方の発達パターンと関連する治療戦略を説明する。 

397 SET-PC: 親子関係の困難のための短期の統合的治療親子関係の困難のための短期の統合的治療親子関係の困難のための短期の統合的治療親子関係の困難のための短期の統合的治療 
Jean-Victor Wittenberg (Canada) 

この発表では SET-PCの開発と評価ついて報告する。これは Luborskyの精神力動的 CCRT

アプローチを適応したものである。CCRTの治療の焦点では、親の不適応的な内部表象が
記述される。解釈により、親が自分自身の親子の関係性の中で繰り返される認知と反応の
パターンを、特に子ども達の見せている問題に関連したものを、認識できるように援助さ
れる。週に 1度、短時間の親子のプレイセッションをビデオテープに録画し、リフレクテ

ィブな機能の発達を促進させるため、治療者と親によってそれを見直しする。心理教育的
な介入が、子どもたちの内的なモデルや行動についての親の理解を支持し、子ども達の苦
痛や攻撃性を調節することを親が学ぶのを助け、親が子どもに社会的に適切な行動を教え
るために、使われる。対照研究では、SET-PCが親や破壊的行動障害のある 2-5歳の子ども
に、効果的であると示されている。これが最初の実証的な妥当性のある破壊的行動障害の
ための精神力動的治療である。 

400 顔の中に目を探す：自閉症者における視線処理の特徴顔の中に目を探す：自閉症者における視線処理の特徴顔の中に目を探す：自閉症者における視線処理の特徴顔の中に目を探す：自閉症者における視線処理の特徴 
Atsushi Senju (United Kingdom) 

非定型なアイコンタクト行動は自閉症者における特徴の一つであるが、その基盤となるメ
カニズムについては不明な点が多い。本研究では、視覚探索課題を用い、自閉症者におい
て顔文脈が「自分向きの視線」の検出に影響を与えるかどうかについて検証した。実験協
力者は様々な視線方向を持つ妨害刺激の中から、特定の視線方向の標的刺激を検出するこ

とが科された。刺激は目の部分のみの写真（実験１）、正面向きの顔写真（実験２）また
は斜め向きの顔写真（実験３）であった。自閉症児は定型発達児童用、目の部分のみの刺
激または正面向きの顔刺激が用いられた場合には「自分向きの視線」に対する検出促進を
見せたが、斜め向きの顔刺激が用いられた場合には、定型発達児とは異なり、視線方向が
検出効率に影響を与えなかった。さらに、実験２で、顔刺激を倒立呈示した条件において
、定型発達児では「自分向きの視線」に対する検出促進が消失したのに対し、自閉症児で

はそのようなことは起こらなかった。以上の結果は、自閉症児は視線方向を顔文脈の中で
処理する傾向が弱く、彼ら・彼女らの視線処理は目の形態や対称性などの要素的な特徴に
依存していることが示唆された。 



401 自閉症ハイリスク乳児における視線刺激への非定型な自閉症ハイリスク乳児における視線刺激への非定型な自閉症ハイリスク乳児における視線刺激への非定型な自閉症ハイリスク乳児における視線刺激への非定型な EEG反応反応反応反応 
Mayada Elsabbagh (United Kingdom) 

自閉症者を兄弟・姉妹に持つ乳児を対象とした研究報告の増加により、「広義の自閉症表
現型」と呼ばれる非臨床群における発達初期の行動特徴が明らかとなってきており、乳児
期における自閉症の創発についての前方視的なアプローチが可能となってきている。自閉

症成人や児童における視線処理の異常に関する先行研究を元に、本研究では「広義の自閉
症表現型」における視線処理の特徴について、自閉症者を兄弟・姉妹に持つ乳児群（sib-

ASD群）及び統制群（sib-TD群）を対象に、自分に向けられた視線とよそ向きの視線に対
する神経活動連関の違いに焦点を当てた研究を行った。sib-ASD群 19人、sib-TD群 17人
（平均年齢 10ヶ月）が実験に参加し、乳児が自分向き、またはよそ向きに視線を向けてい
る女性の静止画像を注視している際の EEGが記録された。Sib-TD群に比べ、sib-ASD群で

は、後頭部での P400成分の潜時が、自分向きの視線に対して、よそ向きの視線に対するよ
りも増加した。より早期の P1成分や P290成分においては、両群間に違いは見られなかっ
た。同様に、γ帯における高周波での同期に関する潜時—周波数解析の結果、自分向きの
視線に対する右前頭部での群間差が確認された。平均的に、自閉症者を兄弟・姉妹に持つ
乳児では、自分向きの視線に対する神経活動連関が、よそ向きの視線に対するものよりも

非定型であった。この結果は「広義の自閉症表現型」が早期乳児期には顕現すること、こ
れらが他のリスク要因と結びつくことによって、一部の個人における自閉症の創発へとつ
ながる可能性を示唆している。 

402 模倣によって自閉症児が示した他者への関心の増大：随伴行動との比較から模倣によって自閉症児が示した他者への関心の増大：随伴行動との比較から模倣によって自閉症児が示した他者への関心の増大：随伴行動との比較から模倣によって自閉症児が示した他者への関心の増大：随伴行動との比較から 
Wakako Sanefuji, Hidehiro Ohgami (Japan) 

自閉症児を模倣することによって、他者へのポジティブな注意の増加が観察されている。
この現象についてより詳細に検討するために、本研究では模倣行動と随伴行動（模倣では

ないが、子どもの行動と動く時間的タイミングのみ合わせる行動）の比較を行った。養育
時における模倣の介入的効果の検討を視野に入れ、養育者に模倣を依頼した。対象児は自
閉症児群 32名（MA = 27.91ヶ月）と定型発達児群 32名（CA = 27.41ヶ月）及びその母親
であり、各群はランダムに模倣条件と随伴条件に割り当てられた。Still-faceパラダイムを
使用し、SF1、介入 （模倣／随伴）、SF2における母親への注視量を測定した。その結果

、定型発達児は自閉症児より全体的に母親を長く注視し、群を問わず対象児は介入時に
SF1、SF2時よりも母親を長く注視した。また、介入と SF2において、自閉症児群（随伴条
件）における母親への注視量は、定型発達児群（模倣／随伴条件）・自閉症児群（模倣条
件）より短かった。模倣は自閉症児の他者への注意を促すのに有効といえる。子どもの行
動との時間的な近接性というよりむしろ、模倣に含まれる自他の行動の形態的類似性が、
自閉症児が他者に関心を向ける手助けをしているのかもしれない。 

405 Story Stem Narrativesのための新たな臨床コード化マニュアルのための新たな臨床コード化マニュアルのための新たな臨床コード化マニュアルのための新たな臨床コード化マニュアル 
Reija Latva, Palvi Kaukonen, Tarja Sorvali, Raili Salmelin, Ilona Luoma (Finland) 

この発表の目的は、MacArthur Story Stem Battery（MSSB;Bretherton et al. 1990）における遊
びのナラティブの為の Robinsonら（2004）による研究志向のコード化マニュアルを新たに



臨床に適応することを記述し、評価することである。MSSBはこの 10年、筆者らの所属す
る児童精神科にて子どもの個別臨床評価の一翼を担ってきた。我々の経験によると、子ど
もの情緒を調整する能力についての情報同様に、親密な関係における子どもの情緒的に意

味のある経験についての重要な情報が story stem narrativesによってもたらされる。臨床に
おいて、研究志向のコード化マニュアルはナラティブをコード化するには複雑過ぎで、時
間の無駄である。それ故著者らは臨床使用により適している新たな臨床コード化システム
を開発した。臨床コード化システムは異なる 7つのテーマを持つ、例えば、共感性、攻撃
性、解離と語りの一致の評価、つまり語りの葛藤と情緒的トーンについて注意を向ける、
という事である。臨床の現場で、臨床コード化システムを使用したものは良い結果を出し

、そしてこのマニュアルは元の研究志向のコード化マニュアルよりも、臨床使用により適
している。このマニュアルは MSSBの語りをコード化するより簡素で時間を無駄にしない
やり方で、臨床家の実践の中でより容易に使い方が覚えられる。 

406 家族病棟における臨床査定の一部としての家族病棟における臨床査定の一部としての家族病棟における臨床査定の一部としての家族病棟における臨床査定の一部としての Story Stem Narrative 
Ilona Luoma, Reija Latva, Tarja Sorvali, Raili Salmelin, Palvi Kaukonen (Finland) 

この発表の目的は、フィンランドのタンペレ大学病院 Tampere University Hospital児童精神

科家族病棟における年少の子どもたちの臨床査定の過程の一部としての遊びのナラティブ
の使用を記述し評価することである。家族病棟とは乳幼児と年少の子どもたちとその家族
の為の病棟である。この病棟は同時に 3家族が収容できる。3週間の家族入院期間には集
中的な評価と治療プログラムが含まれている。子どもの情緒、行動そして発達の問題に加
え、子育て、家族の暴力、両親の精神障害、そして親権争いがリファーの主な原因である
。MacArthur Story Stem Battery(MSSB)は 10年に渡り、子どもの個別臨床査定の一部となっ

ている。加えて、家族観察及び子どもと家族の臨床面接である Achenbach’s Child Behavior 

Checklist(CBCL)および Teacher’s Report Form(TRF)が家族病棟の子どもの査定には含まれる
。子どもの入院患者の症例によると、ナラティブの主題と診断カテゴリーの間に関連が見
つかった。臨床状況では、ナラティブは診断的査定及び治療計画に使われる、例えば子ど
もの体験、情緒の状態、愛着の質、家族関係や子育ての質に関する重要な情報を提供する

。 

407 年少の子どもたちの年少の子どもたちの年少の子どもたちの年少の子どもたちの Story Stem Narrativesに関する臨床研究と実践に関する臨床研究と実践に関する臨床研究と実践に関する臨床研究と実践 
JoAnn Robinson (United States) 

Story stem narrative methodsは年少の子どもたちが語った親子関係や仲間関係の評価の信頼
性と妥当性を明らかにした。しかし、すべてではないが、ほとんどの先行研究は標準的に
発達している児童を研究対象としている。臨床研究や児童精神科の間でこの方法に対する
関心が高まり、重度な行動障害や気分障害をもつ子どもに用いることについて、多くの重

大な問題が浮上した。今後、臨床現場の子どもに適用していくには、スコアリングのシス
テムを子どもの語りの内容と行動の双方を、同時に考慮するものとなるようさらに修正す
る必要があるだろうし、スコアのプロファイルを中心としたアプローチも望まれる。そし
て、ある特定のグループの子どもの物語の主題(story stems)に対する反応パターンがどれだ



け典型的なグループから逸脱したものかを理解することによって、臨床家は最も役割を果
たす。 

408 Story Stem Narrativesと年少の子どもたちの社と年少の子どもたちの社と年少の子どもたちの社と年少の子どもたちの社会的コンピテンス会的コンピテンス会的コンピテンス会的コンピテンス 
Kai von Klitzing (Germany), Stephanie Stadelmann, Sonja Perren (Switzerland) 

本研究の目的は、story stem narrativeの内容と遂行が子どもの社会的コンピテンスと関連が
あるのか、また子どもの症状レベルがこの関連を緩和するかどうかを検討することであっ
た。本研究には、幅広い臨床像に富むスイスのサンプル（n=187）の 5歳児が含まれていた
。子どもは MacArthur Story Stem Battery(MSSB)の 8つのお話を作った。教師が子どもの社
会的コンピテンスを評価した。保護者と教師が子どもたちの行動上および情緒的症状を評
価し、これらを用いて子どもたちを臨床群（n=80）、ボーダーライン群（n=31）、及び健

常群（n=74）に分類した。性差と言語能力の統制を行ったところ、健常群と臨床群の子ど
もの間でお話の反応に関して違いは見られなかった。しかしながら、向社会的/道徳及び規
律に関するテーマ、そして物語の首尾一貫性や質は子どもたちの社会的コンピテンスと有
意に関連があった。ナラティブと社会的コンピテンスの関連は、臨床群の子どもたちにお
いて突出しており、ナラティブの査定は心理療法的アプローチを組み立てうる資源を同定

する手助けとなるかもしれないことを示唆している。 

411 日本における産後うつ病の予防と治療のための包括的な介入アプローチについて日本における産後うつ病の予防と治療のための包括的な介入アプローチについて日本における産後うつ病の予防と治療のための包括的な介入アプローチについて日本における産後うつ病の予防と治療のための包括的な介入アプローチについて 
Saya Kikuchi, Hiroaki Honma (Japan) 

日本では、各市町村による母子保健事業の一つとして、新生児訪問が行われてきた。この
自宅訪問は、元来 1ヶ月から 3歳までの子どもの発育や身体的な健康のために行われてき
たものである。最近では、産後うつ病の早期発見、早期介入は、母親のメンタルヘルスだ
けでなく、この後の生活に大きく関わる母子関係の構築のためにも必要であると考えられ

ている。そこで私たちは、この 5年間、産後うつ病のハイリスク群を早期に発見し、地域
での早期の訪問活動により彼らをサポートすることを行ってきた。2006年には、1116名の
ケースが産後うつ病のハイリスク群としてあげられた。このシンポジウムでは、宮城県の
早期の訪問活動システムについて紹介する。この訪問は、エジンバラ産後うつ病質問票（
EPDS）を使うトレーニングを受けた保健師や助産師によって行われる。訪問終了後、訪問

したスタッフと保健所からのスタッフが集まり、それぞれのケースについて検討を行い、
ハイリスク群にはどのようなサポートが必要であるかを検討する。また、ハイリスク群の
特徴と彼らが地域でどのようなサポートを受けているかについて紹介する。私たちは、心
理社会的環境、家族関係、子どもの成長などの要因について、ハイリスク群の分析を行っ
た。 当日のシンポジウムでは、我々のシステムについて、またハイリスク群の特徴につい
てより詳細なデータを提示し、他地域からの先生方とディスカッションを行う予定である

。 

412 母親のうつ病と幼児期から青年期までの発達について母親のうつ病と幼児期から青年期までの発達について母親のうつ病と幼児期から青年期までの発達について母親のうつ病と幼児期から青年期までの発達について 
Tuula Tamminen, Ilona Luoma, Palvi Kaukonen, Marie-Kaarin Korhonen, Raili Salmelin (Finland) 

長期的な前方視的研究の目的は、産前、産後うつ病や並存する抑うつ症状が子どもの情緒
行動上の問題にどのように関わるかを調査することである。また、この研究は保護因子の



効果を分析することを可能にする。サンプルは 349人の初産婦からなり、1989-90年にフィ
ンランドのタンペレ市の母子クリニック(maternal health clinics)にて集められた。母と乳幼
児/子どもをともに数回にわたり追跡し、最後の追跡調査のための質問票は、2006年に 327

人の母親と彼女たちの 16-17才の青年期の子どもたちに配られた。母親のうつ症状はエジ
ンバラ産後うつ病質問票を用いて調査し、母親の基礎的背景や健康、家族関係、心理的な
幸福感(well-being)について質問票により収集した。長子が 5-6才、8-9才、16-17才の各時
点での情緒および行動上の症状については、子どもの行動チェックリスト（CBCL）により
、最終時には子ども自身による報告(Youth Health Report)により行われた。母と乳幼児の下
位群(sub-sample)に対して産後 3ヶ月の時点でビデオ撮影を行った。母親のうつ症状は、時

期により様々であり、子どもの発達のどの段階においても、すでに妊娠期から、子どもの
幸福感(well-being)に影響を与えていた。母親のうつ病やうつ症状でさえも、子どもの発達
にはリスクとなるため、サポートを必要としている母親を発見し、適切なサービスを提供
することは、子どもの精神保健の促進には必要不可欠な部分である。 

413 日本における乳幼児と子どものシステム・オブ・ケアの中での統合的な予防サービスと母日本における乳幼児と子どものシステム・オブ・ケアの中での統合的な予防サービスと母日本における乳幼児と子どものシステム・オブ・ケアの中での統合的な予防サービスと母日本における乳幼児と子どものシステム・オブ・ケアの中での統合的な予防サービスと母
親の精神病理の治療の方策親の精神病理の治療の方策親の精神病理の治療の方策親の精神病理の治療の方策 
Yoshiro Ono, H. Yoshida, Hiroaki Honma (Japan) 

母子関係を障害したり母親の育児能力を妨げることによって、さまざまな形の母親の精神
病理が年少の子どもの発達に影響を及ぼすことが知られている。できるだけ早期に子ども
に悪影響を及ぼす可能性のある母親の精神病理を発見し、精神症状に苦しんでいる母親の
支援と治療を提供することは非常に重要である。宮城県子ども総合センターは 15歳以下の
子どもとその主たる養育者に精神保健サービスを提供するとともに、産後うつ病のスクリ

ーニング、精神保健と児童福祉の専門職の研修などの予防プログラムを行うために 2001年
に設立された。当センターは児童青年精神保健だけでなく、児童福祉施設、児童相談所、
保健センター、学校などとも密接な関連を持つ独自の組織であり、そのため宮城県におけ
る子どもと青年のシステム・オブ・ケアの中心的な役割を担うことが期待されている。乳
幼児を持つ母親たちは自分自身の精神保健上の問題のために精神保健クリニックを受診す

ることをためらうことが多く、子どもと母親の両方を包含した精神保健サービスシステム
は、彼女たちに必要なサービスを受ける機会を増大させると考えられる。 

414 南アフリカ都市周辺部での、母親のうつ病、母子関係、乳幼児の調査結果：対照治療臨床南アフリカ都市周辺部での、母親のうつ病、母子関係、乳幼児の調査結果：対照治療臨床南アフリカ都市周辺部での、母親のうつ病、母子関係、乳幼児の調査結果：対照治療臨床南アフリカ都市周辺部での、母親のうつ病、母子関係、乳幼児の調査結果：対照治療臨床
試験から試験から試験から試験から 
Mark Tomlinson, Peter Cooper, Mireille Landman, Leslie Swartz, Chris Molteno (South Africa), 
Alan Stein (Great Britain), Lynne Murray (South Africa) 

南アフリカの都市周辺部である Khayelitshaでは、産後うつ病が高い割合で出現している。
先進国と同様に、このようなうつ病は母子関係の重大な障害、特に母親の非感受性
(maternal insensitivity)の増加と関連しており、うつ病でない母親の乳幼児と比較した場合、

うつ病の母親の乳幼児は明らかに母子間の交流に非常に低い積極性を持って関わった。パ
イロット調査によると、妊娠後期と産後早期における介入は、母子関係に好ましい利益を
もたらすことが示された。この結果より、対照試験が行われた。妊娠女性の大きな集団（



N=454名）が無作為に介入群と非介入群に分けられた。治療は、母親に情緒的サポートを
与えるように考案され、母子関係の質を改善するための特定の手法を含んだ。母親と乳幼
児は、産後 2、6、12と 24ヶ月に評価を受けた。12ヶ月時に行われた遊戯による評価によ

り、乳幼児の出すサインに対する母親の感受性(maternal sensitivity)において、介入が明らか
に効果的であることが示された。 

416 正常とうつ病状態の母親の感情ミラーリング：愛着、リフレクティ正常とうつ病状態の母親の感情ミラーリング：愛着、リフレクティ正常とうつ病状態の母親の感情ミラーリング：愛着、リフレクティ正常とうつ病状態の母親の感情ミラーリング：愛着、リフレクティブな機能と神経生物学ブな機能と神経生物学ブな機能と神経生物学ブな機能と神経生物学
の基礎の基礎の基礎の基礎 
Massimo Ammaniti, Cristina Trentini, Delia Lenzi, Gian Luigi Lenzi, Patrizia Pantano, Emiliano 
Macaluso (Italy) 

乳児期の早期社会的コンピテンスの発見は、育児における親の能力の重要性を強調してい
る理論的で経験的な研究を鼓舞させてきた。子どものニーズに応変的な contingentやり方
で応える母親の性質である感受性は、情動調律を通して、乳児の内的状態をミラーする母

親の態度に広がってきた。Fonagy と Targetによれば、母親の共感能力は、リフレクティブ
な機能に基づいており、母親が子どもを精神的な代理人 agentとして表象することを許して
いる。このメタ認知コンピテンスは、母親の表象モデルの多重性に委ねられ、母親自身の
愛着体験に基づいて柔軟に組織されている。抑うつは、子どもの合図に対して応答的であ
る母親の能力を、有意に制限する。ミラーリングの神経生物学的な説明は、ミラー・ニュ

ーロンの最近の発見により、提供されることができた。ミラー・ニューロンは、個人が行
動を起こしたときだけでなく、観察している他者が同様の行動を起こしたときにも発火す
る。主観的な感情体験に関与しているものと同じ神経構造が、他者の内的状態のコード化
プロセスにも、共感的理解という意味で、かかわっていることが証明された。私たちの調
査の中で、子どもの年齢が６-１２ヶ月の間の、正常と抑うつ状態の母親における、心理学
的－表象の側面(愛着モデル、リフレクティブな機能と感情表象)と 感情のミラーリングの

神経生物学的意味との間での相互的な対応 reciprocal correspondencesを、われわれは探った
。 

417 親親親親と乳児の同調性と乳児の同調性と乳児の同調性と乳児の同調性 Synchrony：生物学的基礎、発達の結果、そしてリスク状況について：生物学的基礎、発達の結果、そしてリスク状況について：生物学的基礎、発達の結果、そしてリスク状況について：生物学的基礎、発達の結果、そしてリスク状況について 
Ruth Feldman (Israel) 
Abstract unavailable 

418 原初の親らしい没頭：心配、報酬と習癖形成にかかわる回路の再編成原初の親らしい没頭：心配、報酬と習癖形成にかかわる回路の再編成原初の親らしい没頭：心配、報酬と習癖形成にかかわる回路の再編成原初の親らしい没頭：心配、報酬と習癖形成にかかわる回路の再編成 
James F. Leckman, James E. Swain, Linda C. Mayes (United States), Ruth Feldman (Israel), Robert 
T. Schultz (United States) 

親による育児には、一組の極めて変化なく保存されている行動と精神状態が含まれている
。それは個人の遺伝的素質と、乳児として育てられていた幼いころの体験の両方が反映さ
れているだろう。早期の親による育児の精神的および行動的な要素を簡単に説明した後で

、われわれは現在進行中の典型的な母親と父親の縦断研究から、心理検査、行動、および
脳の画像のデータを分析する。これらのデータは、家庭内でのインタビュー、自己報告書
、そして短く録画された親子の相互交流、ならびに連続的機能脳画像研究 （目立つ乳児の
合図により活性化される区画のデザイン（ほかの乳児の泣き声と対比して自分の乳児の泣
き声を聞くこと、そしてほかの乳児の写真と対比して自分の乳児の写真を見ること））か



らもたらされる。以前の研究と合わせて、われわれの研究は、極めて変化なく保存されて
いる視床下部－中脳－旁辺縁系 paralimbic－皮質回路が、親としての思考や行動を支えるた
めに一致して作用するということが、示唆される。特異的に、乳児という刺激は重要な脳

回路を活発化する。そして、その回路は、特定の養育と保育の反応を調整するだけでなく
、注意、報酬、心配、習癖形成、および共感のための脳の回路網の活性化も調整する。母
親の反応を父親の反応と、そして初めての親の反応を経験がある親の反応と対照すること
によって、また、特定の脳部位における活性化のレベルを自己報告した精神状態や観察さ
れた養育行動の関係を比較することによって、われわれは新米の親に見られるいくらかの
個人差を分析する。 

419 妊娠中の親の三者関係を作る能力：子どもの行動機能と表象機能の早期予測因子妊娠中の親の三者関係を作る能力：子どもの行動機能と表象機能の早期予測因子妊娠中の親の三者関係を作る能力：子どもの行動機能と表象機能の早期予測因子妊娠中の親の三者関係を作る能力：子どもの行動機能と表象機能の早期予測因子 
Kai von Klitzing (Germany) 

この論文では、出産前に評価された親の三者関係（父親－母親－子ども）を作る能力（三
者関係能力 Triadic Capacity）と、その子どもの表象機能と行動機能との関係を検証する。
三者関係能力は、父親と母親が、自分自身あるいはパートナーのどちらかを、子どもとの
関係性から排除することなく、家族の関係性を予測する能力と定義される。親としてのパ

ートナーシップの力動、親の対話能力、親の表象の柔軟さと三角形度 triangularity、親自身
の関係性体験の連続性は、すべて不可欠な次元である。親に対する三者関係面接 The 

Triadic Interviewは、以下のようなトピックを扱っている。自分自身の子ども時代の体験、
妊娠中の感情の変化、生まれる前の子どもへの心的イメージ、夫婦関係の変化、家族関係
への期待、そして祖父母との関係。面接のコード化システムでは、記述と語られた内容と
の間の一貫性と表出された情動性を含む、親が語る話の内容と、インタビュー全体の構造

を評価する。この評価法の予測妥当性は、妊娠から就学年齢までの研究結果を示すことに
よって、説明される。出生前に評価された親の三者関係能力は、子どもの情緒発達と行動
発達の側面を予測できた。子どもの表象世界の発達にとっての、三者関係的家族プロセス
の重要性が、議論される。 

421 産後うつ母親の診療において産後うつ母親の診療において産後うつ母親の診療において産後うつ母親の診療において Circle of Security概念を用いながら愛着の観点を導入する概念を用いながら愛着の観点を導入する概念を用いながら愛着の観点を導入する概念を用いながら愛着の観点を導入する 
Caroline A. Zanetti, Anne Clifford (Australia) 

乳幼児の発達の多くの側面に、母親の抑うつと不安が有害な作用をもたらすということが
、よく認識されている。母親の抑うつと不安は、母子の関係性に圧倒的な影響を与え、そ
の影響は抑うつが治療された後も長く続く傾向を持つ。このワークショップでは、我々は
それぞれの段階での、親と乳幼児の関係性を考慮しつつ、どのように小規模な周産期の乳
幼児精神保健サービスにおいて、出産後の抑うつと不安に対する多様なアプローチを生み
出したかについて述べる。介入の段階で、Circle of Security モデルに直接的に関わる治療に

焦点を当てる予定である。乳幼児に対する母と父の関係性について注目することが不可欠
要素である産後うつと不安の治療グループ（The Postnatal Depression & Anxiety Treatment 

Group）においては、両親に Circle of Securityについて教え、家族の本来の問題だけではな
く、現在の親子関係について内省することを促す。親は介入前後で母親/父親の愛着測定尺



度を完成させるように求められ、結果（分析中）が考察される。Circle of Security プロトコ
ールに基づく個々の 20週の集団プログラムによって、母親は、子どもとの関係性における
問題を理解するようになる。予備研究における介入前後のストレンジ・シチュエーション

法の結果では、初回においては組織化されない愛着タイプが多く見られることが明らかに
なった。中流階級の産後うつの唯一のリスク因子が同定されたということは、驚きと不安
であるが、親－乳幼児の関係性を支えることが、出産後の抑うつと不安の治療において必
要不可欠な構成要素であることを示唆している。 

422 今日、父親の出産後の憂うつを考えることは可能か？今日、父親の出産後の憂うつを考えることは可能か？今日、父親の出産後の憂うつを考えることは可能か？今日、父親の出産後の憂うつを考えることは可能か？ 
Pietat Fuster, Jorge Luis Tizon (Spain) 

導入：パートナーが妊娠した時の父親の役割と心理的な変化について要約する。チームの

これまでの発表と論文では、妊娠期の父親の変化に関するデータと、父親の心理社会的な
推移に関する持続的な側面をまとめた。今回の発表で我々は、子どもが生後 3ヵ月の時の
父親に焦点を合わせることにする。方法：対象：62人の参加者。道具：これまでの研究に
基づき、今回の研究のために作成された３つのアンケート。スペイン語による妥当性を検
討された EADG(Goldberg's Anxiety and Depression Scale)。手続き：家族計画センターに通っ

ている母親とバルセロナ地方の第一保育園に通わせている母親について調査した。結果：
妊娠期から乳児が 12ヵ月になるまでの父親の変化が研究で明らかになった。子どもの出生
後に起こりうる父親の憂うつはデータとして示される。応用：この父親の変化を意識する
ことは、現在必要とされている、父親を子どもの治療全体・家族療法・家族の精神的な援
助に参加させることを目的とした、我々の治療法の考え方や技術の変更を促進させるかも
しれない。それは親・子心理療法という視点から再考されるべきである。 

423 神戸大震災（１９９５．１．１７）と子どもたち神戸大震災（１９９５．１．１７）と子どもたち神戸大震災（１９９５．１．１７）と子どもたち神戸大震災（１９９５．１．１７）と子どもたち 
Masayuki Shimizu, C.G. Seijisuwa (Japan) 

1995年に神戸で発生した大地震の際、災害発生後 10日目から子どもの精神保健支援を組
織し運営したので、その経験から自然災害罹災時における子どもへの援助について報告す
る。我々が受けた相談は２ヶ月間に 90件程度と、災害規模から予想したより非常に少なか
った。相談のほとんどは、親面接を行い、親を安心させることによって、子どもの軽微な

症状（退行など）は消失した。災害発生直後には、子どもは救援メッセージを発すること
が少ないのかも知れない。これは 1999年にトルコ西北部および台湾中部大地震の子どもの
救援を手伝ったとき、2004年に新潟地震でも同じであった。10歳未満の子どものＰＴＳＤ
を、自然災害後に私は観察したことがない。しかし、10ヶ月ないし１年後に、子どもは援
助を求めるサインを示し始めるようだ。学校の教室がざわついて落ち着かなくなる、攻撃
的な言動が増えるなどのサインである。いまひとつ、神戸ので地震で親を喪った子どもた

ちのケア施設でコンサルテーション（Rainbow House）を行っているが、震災時に零歳であ
った子どもがこの施設へやってきたことに驚いた。経済的苦境・怨念・怨嗟の思いの中で
育ったことによる二次被災であろうかと考えた。自然災害における子どもの精神保健援助
は、当初よりむしろ、５年、10年と長期に緩やかなケアを継続する必要があると私は考え



ている。 

424 投獄された母親の建設的な関係を促進する：予備的研究投獄された母親の建設的な関係を促進する：予備的研究投獄された母親の建設的な関係を促進する：予備的研究投獄された母親の建設的な関係を促進する：予備的研究 
Judith Harel, Anat Heimberg (Israel) 

この研究は母子双方にとって肯定的な要因である母子関係を中心としたリハビリテーショ

ンプログラムの成果を調査したものである。母親の立場と母子関係は密接に関連しており
、a)投獄された母親の母子関係はハイリスクであること、ｂ）投獄された女性の更生は困
難であるということが仮定される。11人の投獄された母親とその子ども（１～８歳の 15

人）が研究対象となった。この研究の全ての母親は病的で虐待的な関係を経験し、1~13年
間投獄されている。研究では面接・アンケート・IQテスト・録画された母子の相互作用の
分析が用いられた。ほとんどの測定尺度で、母子共に介入の恩恵を得ていることが示され

た。母親はプログラムに満足し、自分と子どもについてより多くのことを知ることになっ
た。全ての子どもの IQ値は正常範囲で、これは通常このような状況下では珍しい。母子の
相互作用は調査された全ての側面で正常であった。興味深い関連が母親の自尊心・育児態
度・子どもとの相互作用の間で見出され、母親の自尊心が高いほど、子どもの感情に対し
て肯定的であり、子どもの母親への反応が高まった。母親に症状があるほど、子どもとの

相互作用の中で愛情を示すことが少なく、自分が子どもを制御していると感じることが少
なかった。これらの関連は、母親の立場と母子関係が密接に関連するという介入の仮説を
裏付けている。 

425 Looking for Home保護施設を求める家族と共に住居と仕事を求める保護施設を求める家族と共に住居と仕事を求める保護施設を求める家族と共に住居と仕事を求める保護施設を求める家族と共に住居と仕事を求める 
Louise Newman (Australia) 

住む場所を失った人々は世界中で 2000万人以上いると推定されており、多くの場合は戦争
や災害がその原因となっている。彼らの多くは難民キャンプで長年過ごし、これらの状況

下で生まれた子どもたちは喪失と持続するトラウマを経験している。保護施設と再定住を
求めている人々にとって、その過程はしばしば長期化し、結果も不確定なものとなってい
る。心に傷を負った家族は、受入国に適応する際、複雑な問題に直面し、過去の経験を克
服しようともがくかもしれない。文化的特殊性をもった介入の不足、そして保護施設を求
める人々の文化的背景に限定した経験の不足が臨床実践に影響を与えており、オーストラ

リアのようないくつかの国では、保護施設を求める人々が行動の自由を奪われ、乳幼児は
、一連の愛着障害と心理的な障害を引き起こしている。このセッションでは、保護施設を
求めなければならない状況が、育児と子どもの発達に与える影響と、支援するための臨床
的取り組みおよび、トラウマの回復を促進するための臨床的介入について再検討する。 

426 早期介入のためのアプローチ早期介入のためのアプローチ早期介入のためのアプローチ早期介入のためのアプローチ 

427 オーストラリアにおける，ハイリスクな就学前児童および親に対するオーストラリアにおける，ハイリスクな就学前児童および親に対するオーストラリアにおける，ハイリスクな就学前児童および親に対するオーストラリアにおける，ハイリスクな就学前児童および親に対する the Circle of Security

の利用：地域機関における二つのコホートを対象にの利用：地域機関における二つのコホートを対象にの利用：地域機関における二つのコホートを対象にの利用：地域機関における二つのコホートを対象に 
Anna Huber (Australia) 

the Circle of Securityは，発達の不全が予想される，ハイリスクな親子関係の養育上のパタ
ーンを変化させることを目的に，アメリカ合衆国において開発されてきた．この方法は，
親子の関係性に焦点を当てるものである．親が子どものニーズをうまく理解し，反応でき



るようにすることで，子どもの愛着のパターンを，より統合的で安定なパターンに近づけ
ることを目的とする．Hohhmannら（2006）は the Circle of Securityによって好ましい変化
を遂げた 67組の親子について報告している．そこでは，ストレンジシチュエーション法に

よって測定された子どもの愛着が，統合されていない安全でないパターンから，組織的で
安全なパターンへと変ったことが明かにされた．オーストラリアのパースにおいて行われ
た研究においても，この介入によって，同様の好ましい変化が得られたことが示されてい
る（Zanetti, 2007）．本研究では，オーストラリアのキャンベラにおける結果について報告
する．子どもと家族のためのカウンセリングサービスに訪れた６組の就学前児童とその親
からなる，二つのハイリスクな親子コホートへの介入について報告をする．我々は，子ど

もの行動的・情緒的問題が起きている関係性に注目している．本研究では，このビデオに
よる介入を行ったときの，我々の経験について報告する．そして，どのように親が反応し
たかや，他の治療を行った時とどのように異なっているのかについても報告する． 

428 暴力にさらされた母親の子どもに対する愛着を基盤とした介入暴力にさらされた母親の子どもに対する愛着を基盤とした介入暴力にさらされた母親の子どもに対する愛着を基盤とした介入暴力にさらされた母親の子どもに対する愛着を基盤とした介入 
Stig Torsteinson, Lars Smith, Ida Brandtzaeg (Norway) 

本研究では，暴力にさらされた母親とそれを目撃した子どもへの愛着を基盤とした介入に

ついて報告する．母親への暴力は，その養育行動を妨害するものでもある．そこで我々は
，このような母子に対する，愛着を基盤とした治療を行うことの重要性を明らかにする．
ここでは，母子 3ケースについて述べることとする．そのアセスメントおよび治療は，サ
ークル・オブ・セキュリティ（the Circle of Security）の理念に基づいている．ストレンジシ
チュエーション法では，2人の子どもが D型を示し，１人の子どもが A型の愛着スタイル
を示した．これらの子どもたちの母親のうち 2人は，高いストレス状況または世話をすべ

きときに無力であり，養育能力が低減しているとみなされた．また，その親子のパターン
には，役割の逆転が見られた．我々は，母親達は受けた暴力によって，恐れという色眼鏡
で状況を見るようになり，その結果，子どもの示す感情にもおびえているという仮説を立
てた．母親も自分自身の愛着の歴史によって影響されていた．本研究では，母子の安全な
愛着を発達させるために，どうすれば，この制御され低減された養育システムについての

理解を，サークル・オブ・セキュリティで活用できるかについて議論する． 

429 乳幼児を守り育てるための暖かい環境づくり乳幼児を守り育てるための暖かい環境づくり乳幼児を守り育てるための暖かい環境づくり乳幼児を守り育てるための暖かい環境づくり 
Hisako Watanabe, Michiko Sakai, Hiroko Suzuki, Catherine J. Umehara (Japan), Campbell Paul 
(Australia) 

このワークショップでは乳幼児や子どもを安全に守り育てる環境を確立することに焦点を
当てて議論する。日本は 1994年に子どもの権利条約を批准したにもかかわらず、幼児性愛
者は野放しである。そして特に乳幼児や障害児が性被害のターゲットになりやすい。まず
渡辺が現在の日本の司法制度の問題点を指摘し、乳幼児の人権を守る内容に改変すべきで
あると提言する。次に酒井が日本において性被害をうけた乳幼児や障害児のための 24時間

緊急危機介入センターの必要性を述べる。特別支援学級の教師により性被害を受けて裁判
で敗訴した二人の障害女児のケースを報告する。また鈴木は幼稚園教師により被害を受け
て今も犯人は処罰されずに野放しになっている 3歳女児のケースを報告する。いずれのケ



ースも適切な司法面接がなされていないことが犯罪の立証を難しくしている。日本在住の
オーストラリア人、C.Umehara(Warriors Japan)は性被害者を支援する活動から、Campbell 

Paulはメルボルン王立子ども病院の児童精神科医の立場から、Robyn Millerはビクトリア州

児童保護局の虐待対応専門家の立場から、いかにして子どもを守り育てるための暖かい環
境を確立できるかについて提言する。 

430 ソーリハルアプローチ：アイスランド・ロシア・イギリスにおける、親と乳幼児精神保健ソーリハルアプローチ：アイスランド・ロシア・イギリスにおける、親と乳幼児精神保健ソーリハルアプローチ：アイスランド・ロシア・イギリスにおける、親と乳幼児精神保健ソーリハルアプローチ：アイスランド・ロシア・イギリスにおける、親と乳幼児精神保健
の促進の促進の促進の促進 
Mary Rheeston, Hazel Douglas (Great Britain), Marga Thome (Iceland), Svyatoslava V. Dovbnya, 
Tatiana U. Morozova (Russian Federation) 

ソーリハルアプローチは、包含（精神分析学）・相互作用（発達学）・行動制御（行動学
）という３つの分野の概念を統合した理論モデルである。ソーリハルアプローチは、総合
的な専門資料パック、訓練プログラム、育児グループへと広がっている。最初は、イギリ

スにおいて、行動や情緒の問題を有する家族の臨床の専門家によって開発され、現在では
、イギリスの 100以上の地域における様々な機関で採用されている。2006年パリの
WAIMH の大会で、ソーリハルアプローチについて議論され、イギリスとロシアの専門家
の共通認識が得られた。その結果、『ソーリハルアプローチ・リソースパック』がロシア
語に翻訳され、ロシアにおけるソーリハルアプローチ訓練の導入が検討された。さらには

2002年のWAIMH アムステルダム大会での出会いにより、2007年の春、アイスランドの保
健師が『ソーリハルアプローチトレーニング』を受けることになった。このワークショッ
プでは、イギリス・アイスランド・ロシアの３国の異なる‘第一次健診制度（乳幼児健診）
’で働く専門家によって、ソーリハルアプローチがどのように使われているかを示す。また
異なる文化背景において‘第一次健診制度（乳幼児健診）’や‘精神保健事業に提供できる理
論モデルについても探求する。 

431 非配偶者間人工授精によって出生した成人の意識と精子提供者を知りたいという願い非配偶者間人工授精によって出生した成人の意識と精子提供者を知りたいという願い非配偶者間人工授精によって出生した成人の意識と精子提供者を知りたいという願い非配偶者間人工授精によって出生した成人の意識と精子提供者を知りたいという願い 
Bill Cordray (United States) 

私の目的は、医療従事者が彼らの仕事の中心目的である子ども自身を尊重してこなかった
ことを示し、人々の意識を変えて、種々の生殖医療機関に見られる非倫理的方針を明らか
にすることである。私はここで研究を終えようとしているが、本研究は今後とも数年にわ
たって続行されることを望む。本研究は、非配偶者間人工授精によって生まれた成人が、

自分の出生について持つ態度、および彼らが精子提供者を知りたいと思っているかどうか
についての基本的な概要である。３０歳未満の成人６３名と、３０歳以上の成人４５名に
ついて対比すること、離婚について、および精子提供者を会いたいかどうかについて、若
干の差が見られる。また男女別では、男性２１名・女性８７名であり、男性の方が、あま
り興味を示さない、或いはあまり気持ちを表に出さないという傾向が見られる。 

432 日本の成人した日本の成人した日本の成人した日本の成人した DI の出自を知る権利の必要性の要求の出自を知る権利の必要性の要求の出自を知る権利の必要性の要求の出自を知る権利の必要性の要求 
Mari Saimura, Jun Miyajima, Hideaki Katou (Japan) 

（才村）厚生労働省（日本）の設置した審議会は２００３年４月に「精子・卵子・胚の提
供等による生殖補助医療制度の整備に関する報告書」を公表した。その報告書には子ども



たちの出自を知る権利を確保する視点を含んでいたが、現在これを実現するための法律は
まだできていない。そして DIは今でも秘密裡に実行されている。宮嶋は、この医療が子ど
もの出自を知る権利を侵害しており、医療者、カップル、そしてそれを放置してきた社会

の権利侵害行為であるとし、子どもの社会的虐待であると主張する。加藤英明ら.の３人の
成人した DIは、２０代で真実を発見した人たちである。彼らはお互いに出会って自分たち
の権利を護るために、日本ではじめての成人した DIのグループを立ち上げた。彼らがこれ
まで、いかに内面的な混乱や苦悩に耐えてきたかについて話す。（才村）このワークショ
ップでは、今後安心して赤ちゃんが生まれてくるためには、提供により生まれてくる子ど
もたちの意見を尊重した、透明性のある医療制度が不可欠であることを主張する。 

433 提供者の匿名性：人権侵害提供者の匿名性：人権侵害提供者の匿名性：人権侵害提供者の匿名性：人権侵害 
Mari Saimura (Japan), Eric Blyth (Great Britain) 

１９世紀以来、提供による生殖補助医療は、まず男性の、その後女性の、不妊を回避する
ための医療として行われてきた。当初より、医師たちが実施し提唱してきたのは「慎重さ
」である。具体的には、第一に、提供者と被提供者は、ずっと相互に知らされないままで
あること（したがって提供者と、その提供の結果出生する子どもも、お互いに知り合うこ

とはない）、第二に、提供を受けた側はその事実を秘密として隠し、子ども自身にも知ら
されないということである。世界的にこの秘密性と匿名性が生殖補助医療の特色であった
が、少数の例外として、司法の場で、匿名性の原則は法律違反であるとされ、生殖補助医
療を受けて出生した人々が提供者について知ることが出来るような制度（彼らが自分が生
殖補助医療の結果出生したと知っていることを前提に）を確立すべきと判断されるケース
が出てきた。このような変化への要求は、国の内外における人権に関する法令によっても

裏付けられており、とくに、国連子どもの権利条約（特に第３条：子どもの最善の権利の
優先・第７条：父母を知る権利）では、一貫してこれを主張している。本研究はこれらの
問題を探求し、生殖補助医療によって出生した人々が、自分の遺伝的歴史について全ての
情報を得る権利を否定されることは人権侵害であることを論ずる。また、提供者の匿名性
を廃止する人権訴訟例についても概説する。 

436 Rene Spitz 特別講演：乳幼児精神保健に潜在する力特別講演：乳幼児精神保健に潜在する力特別講演：乳幼児精神保健に潜在する力特別講演：乳幼児精神保健に潜在する力 
Robert N. Emde (United States) 

Rene Spitzと土居健郎の先駆的な考えは、この学会のプレナリー・セッションの講演者によ
って紹介される多くのテーマを結びつけるための背景となる。これらのテーマが、今度は
研究の最前線を指し示す。文化とコンテクストのまっただ中における発達生物学に関する
発展しつつある知識は、乳幼児精神保健の好機を提供するだけでなく、課題も提供する。 

437 自由に動く、自由にする、自由に動く、自由にする、自由に動く、自由にする、自由に動く、自由にする、Pikler Loczyアプローチによる乳幼児・親グループミーティンアプローチによる乳幼児・親グループミーティンアプローチによる乳幼児・親グループミーティンアプローチによる乳幼児・親グループミーティン
グの映像グの映像グの映像グの映像 
Julianna Vamos (France) 

現代の都会の社会において親となることは困難である。両親は混乱しており、周囲に暖か
く包まれて妊娠する環境は失われている。私たちは、出産後に社会的に包み込まれること
が求められる両親を対象として、出産前後の乳幼児と親のグループを作った。この提案は



、E. Pilkerの見方によれば精神的な構造の構築にとって不可欠な、子どもの自発的な運動
発達に基づく環境を特別に作り出すことである。子どもの活動の観察を共有することは考
えること（liens merveillement）の喜びの１つである。最初のグループは精神分析的および

Piklerのアプローチで、幼い子どもとの日常生活の様々なことについて両親から質問を受け
る。第２のグループは、成長し続けている子どもたち（3-15ヵ月）やその自発的な活動の
周辺でミーティングを続ける。両親は自分の子どもたちが有能であるためのニーズに対す
る感受性を高め、自由な動作とその動作を実際に行うことに多くの喜びを見出す。映像は
乳幼児と親との小集団での経験を示し、さらに、親に注意を払ってもらいながらも邪魔さ
れること無く自発的に探求する子どもたちの喜びを示す。 

438 小・中学校における素敵なパパ・ママ（妊婦・育児）未来体験小・中学校における素敵なパパ・ママ（妊婦・育児）未来体験小・中学校における素敵なパパ・ママ（妊婦・育児）未来体験小・中学校における素敵なパパ・ママ（妊婦・育児）未来体験 
Kazuhisa Inukai (Japan) 

日頃乳幼児と触れ合うことが少ない小・中学生にとって、乳幼児との触れ合い体験は、命
の大切さ、重さに気付き、生きていることの喜びを感じ、他者への共感と優しさを育み、
感性豊かな人づくりに計り知れない効果のある授業です。また将来親になった時の親準備
教育のひとつでもあります。生後３ヶ月から３才までの乳幼児約１００名とその親(大半は

母親）、数名の妊婦、１００名近いボランティアの参加のもと、午前中の半日使っての体
験授業。風船を使っての妊婦体験、ビデオで胎兒・新生児の能力を学習。その後赤ちゃん
との触れ合い体験：抱っこ、おんぶ、オシメ交換や１歳以上の歩ける幼児とは自作のおも
ちゃで遊んだり、音楽に合わせて一緒に遊ぶ(約一時間）。その後教室へ戻って絵本「ラブ
・ユー・フォーエバー」を読み聞かせボランティアにしていただき、最後は体験感想文作
成で終了。感想文からは、大多数の子ども達は優しい幸せな気持を共有、親に愛されて育

ったことヘの感謝、親子のあり方や子育ての大切さ、大変さ等々、多くのことを学んでく
れていることを読み取ることができる。また女子では妊娠して育児する未来の姿を描いて
いる。この体験授業を通して、子どもを授かり、育むことの喜びを感じとって未来の人生
に向かってくいくこと、子ども虐待がなくなることを期待している。 

439 原初的知覚、愛着、そして情動的コミュニケーション：自閉症圏障害をもつ乳幼児に対す原初的知覚、愛着、そして情動的コミュニケーション：自閉症圏障害をもつ乳幼児に対す原初的知覚、愛着、そして情動的コミュニケーション：自閉症圏障害をもつ乳幼児に対す原初的知覚、愛着、そして情動的コミュニケーション：自閉症圏障害をもつ乳幼児に対す
る早期介入る早期介入る早期介入る早期介入 
Ryuji Kobayashi (Japan) 

関係障碍の視点に立って乳幼児期早期の自閉症圏障碍のリスクをもつ子どもたちへの早期
介入を行う中で、われわれは子どもと養育者のコミュニケーションの変容過程と、養育者
が子どもの行動に対する関与の質的検討を行ってきた。自閉症には原初的知覚が活発に働
いていることから（J Autism Dev Disord 26, 661-667, 1996)、Mother-Infant Unit(MIU)におい
て、コミュニケーションの原初の段階である情動的コミュニケーションの成立を目指して

きた。その中で以下の諸点が明らかになった。１）愛着形成を促進するための早期介入に
よって、自閉的行動様式は急速に消退し、愛着行動が出現し、両者の情動的コミュニケー
ションは徐々に深まっていった。しかし、そこでは養育者の関与の質的問題も浮上してき
た。２）初期にみられた強迫的、常同反復的行動は次第に軽減していった。３）しかし、



自閉症に特異的な知覚行動は急速には消退せず、かなりの期間残存していた。自閉症に特
徴的な原初的知覚はコミュニケーションの発達過程とより密接に関連しながら変容してい
くことが推測された。 発表では親子の関係変容過程を規定する要因の検討と知覚行動の

変容過程に焦点を当ててビデオ供覧する予定である。 

440 早産児の痛みに対する反応へのカンガルーケアの影響についての神経行動学的評価：ラン早産児の痛みに対する反応へのカンガルーケアの影響についての神経行動学的評価：ラン早産児の痛みに対する反応へのカンガルーケアの影響についての神経行動学的評価：ラン早産児の痛みに対する反応へのカンガルーケアの影響についての神経行動学的評価：ラン
ダム化比較試験ダム化比較試験ダム化比較試験ダム化比較試験 
Sari Goldstein Ferber, Imad R. Mahoul (Israel) 

早産児の痛みに対する反応におけるカンガルーケアの短期的および長期的な効果を評価し
た。対象と方法：大きな新生児集中治療室においてランダムに対象を選択した患者対照研
究を行った。30名の早産児が対象となった。乳児は血液検査の針を刺す群（BT）となし群

（W）に分け、それぞれの手技をカンガルーケア中で行った（K）群と、通常通り新生児
ベッド上で処置を受けた（C）群に分けた。4群（BTK、WK、BTC、WC）を以下の 4セッ
ションで観察した。ベースラインのセッション（10分間）、介入（BTあるいはW）2分間
、検査後（10分間）、介入 1時間後のフォローアップセッション（新生児ベッド内で 20分
）。神経行動学的評価としては、Newborn Individualized Developmental Care and Assessment 

Program （NIDCAP）から Naturalistic Observation Methodを採用し、点数化については Fever 

and Makhoul 2004を採用した。BTKセッション（カンガルーケアを行う最中の血液検査針
刺し）において、組織化されない運動および伸展運動の減少を認め、ポジティブとネガテ
ィブと両方の注意サインの増加を認めた。通常の新生児ベッド上で処置を受けた乳児と比
べて、すべての神経行動学的変化が、カンガルーケア後のフォローアップ時において、有
意に持続していた。トレンド解析の結果では、カンガルーケアを受けた乳児のみがフォロ

ーアップ時には完全にベースライン値に回復していた。カンガルーケアは、通常の処置を
受けたのと比較して、早産児の血液検査針刺しによる痛み反応を軽減した。早産児におけ
る血液検査針刺しは、常にカンガルーケアを行われている体制で実施されるべきであると
考える。 

441 早期産児の脳発達とケア早期産児の脳発達とケア早期産児の脳発達とケア早期産児の脳発達とケア 
Heidelise Als (United States), Shohei Ohgi (Japan) 

DVDフォーマットで作成されたビデオプロブラムは、早期産児の妊娠から自宅への退院ま
での発達に焦点を当てている。この研究は早期産児の環境構成や、どのようにケアを行う
かが、乳児の早期の脳の発達、ひいては、将来の発達に重大な影響を与えることを明らか
にした。NIDCAP(Newborn Individual Developmental Care and Assessment Program)はケアの大
枠と訓練のモデルを提供し、NICUの構造やシステムを作業指向から関係性に基礎をおい
たものに変える。両親が脆弱な早期産児を支え、養育し、ケアを行う上で果たしている最

も重要な役割が NIDCAPプログラムにおける基本方針であり、その役割は詳しく示されて
いる。早期産児発達支援ツールキットは 3枚の DVD、TV視聴ライセンス、支援 CD-ROM

と DVD解説を含み、値段はアメリカドルで$995.00である。 

442 心的外傷における母子心理療法と箱庭療法心的外傷における母子心理療法と箱庭療法心的外傷における母子心理療法と箱庭療法心的外傷における母子心理療法と箱庭療法 
Elizabeth Batista Wiese (Netherlands) 



近年、心的外傷と、家族における世代間の問題についてさまざまな知見が得られている。
トラウマを残すような出来事にさらされた後、被害者は異質で複雑な徴候と症状を発生す
るかもしれない。トラウマは文化において考えられなければならない。なぜなら、トラウ

マは文化の中で経験され、レジリエンスもまた文化の中で形成されるからである。トラウ
マ治療における母子の異文化的心理療法の過程で、我々は以下のことを目指す。恐れに対
して現実的に反応することを促す；正常レベルの情動喚起を回復、維持することを支援す
る；相互作用において相互性を築くのを支援する；トラウマ的な反応を正常に戻し、トラ
ウマを受けた経験を秩序立てて整理する。同時に母子相互作用に焦点を合わせ、母子の、
感受性・コミュニケーション・情緒的やり取り・関わりと応答性・相互作用と遊びを調節

する能力・お互いの肯定的な表象を発達させるのを目標とする。かくして、母子心理療法
は箱庭療法と結びついて、患者の母親がいない葛藤の発見と治療にとって重要な心理学的
空間を広げ、子どもの精神病理学的症状の進行の予防だけでなく、母子間の豊かな愛着の
発達を助け、母子間の情緒発達に貢献する。このワークショップでは、母子の相互作用を
録画したビデオを使ったトラウマ治療における（箱庭療法を含めた）母子の力動的比較文

化的心理療法への理論的なアプローチの重要な要素のいくつかを発表する。 

443 文化を超えて移住した家族の乳幼児のための支援モデル：問題、ジレンマ、事例検討文化を超えて移住した家族の乳幼児のための支援モデル：問題、ジレンマ、事例検討文化を超えて移住した家族の乳幼児のための支援モデル：問題、ジレンマ、事例検討文化を超えて移住した家族の乳幼児のための支援モデル：問題、ジレンマ、事例検討 
Yvonne Bohr, Natasha Mullen-Whitfield (Canada) 

グローバリゼーションと trans-nationalism(多国籍主義)は、家族と子どもの発達に重要な影
響を与え、しばしば乳幼児精神保健に関わる専門家に独自の問題を提供する。多くの乳幼
児が、強制収容・移民・あるいは短期の出稼ぎなどにより、養育者から一時的に引き離さ
れている。そうした乳幼児は代理の拡大家族に迎えられたり、元の養育者のところに戻っ

たりする。乳幼児精神保健の観点からはこうした処置は非常に問題がある。実際、親ある
いは養育者から何度も長期的に引き離すことは困難だらけで、将来の乳幼児の社会情緒的
な発達に関して言えば、予後不良になるとも考えられる。しかしながら、こうした"satellite 

babies"（行ったりきたりする赤ちゃん）が状況と時間と共にどのように発達していくのか
、あるいは、将来実際に家族に問題が現れるかどうかについては、事例と言えるだけの情

報はほとんどわかっていない。心理学の研究文献においても、こうした一般的に行われて
いる慣習に関するデータはほとんど見あたらない。参照できるわずかな研究はプロスペク
ティブなものであって、10代の若者や青年期になった者が、小さい頃親から引き離された
ことに対する経験についての知覚や感情を思い出す形で扱っている。多国籍的および多文
化的な文脈における乳幼児と親との別離を扱い、中国系カナダ移民家族に関する研究報告
を行う予定である。愛着と発達に関する比較的大きな生物生態学的モデルの中でデータは

考察される。 

444 親と共に行う摂食障害の赤ちゃんの治療親と共に行う摂食障害の赤ちゃんの治療親と共に行う摂食障害の赤ちゃんの治療親と共に行う摂食障害の赤ちゃんの治療    －－－－    タビストック・クリニックタビストック・クリニックタビストック・クリニックタビストック・クリニック 5歳以下の子ど歳以下の子ど歳以下の子ど歳以下の子ど
もサービスもサービスもサービスもサービス 
Louise Emanuel (Great Britain) 

このプレゼンテーションでは、親と共に診察された、重い摂食障害を持つ生後 14ヶ月の乳



児の症例を最初の 5回のセッションにわたって記述することによって、5歳以下の子ども
サービスの理論的および臨床的アプローチを伝える。親と子どもの臨床素材が展開して、
彼が食べ物を拒否する複雑な情緒的基盤が明らかになり、そしてその後の摂食が改善した

方法が考察される。 

445 母親と摂食障害をもつ赤ちゃんの共同治療母親と摂食障害をもつ赤ちゃんの共同治療母親と摂食障害をもつ赤ちゃんの共同治療母親と摂食障害をもつ赤ちゃんの共同治療 
Marie-Christine Laznik (France) 

生後 1カ月半で、赤ちゃんが授乳時に痛くてうめき声をあげた。その時母親は、哺乳瓶を
赤ちゃんの口に入れては再び取り出すことをし続けるような、ひどい苦痛を味わった。非
常に初期の赤ちゃんと母親の絆の治療は、乳幼児の拒食症の進行を予防するだろうが、こ
の赤ちゃんと母親のカップルの経済の中で、精神力動的な困難の症状への置き換えを見つ

けることもまた重要である。 

446 二つの臨床例の考察二つの臨床例の考察二つの臨床例の考察二つの臨床例の考察 
Elizabeth Tuters (Canada) 

この考察は、赤ちゃんとその親の精神分析的精神療法の概念的および技術的問題と、我々
が治療した方法の違いを含んでいる。この考察の最大の目的は、治療的作用の焦点を描写
することである。 

448 周産期および乳幼児精神保健医療：自己内省と作業周産期および乳幼児精神保健医療：自己内省と作業周産期および乳幼児精神保健医療：自己内省と作業周産期および乳幼児精神保健医療：自己内省と作業 
Anne Sved- Williams, Ros Powrie, Neil Underwood, Mandy Seyfang, Lynly Mader (Australia) 

周産期および乳幼児精神保健事業は南オーストラリア州の人口 160万のアデレードで拡大
した。母子入院課と産科コンサルテーション・リエゾン医療の２つの土台に基づく、統合
されたチームアプローチが、精神科および産科小児（乳幼児）科入院診療と、広範囲の保
健分野に対する指導を含めたコミュニティー・リエゾンにおいて、さまざまに発達してき
ている。乳幼児精神保健を扱う問題の広がりの中、臨床とコンサルテーション、技術や背

景知識の指導に関する要求が集中している。ここでは、母子の精神科入院、（12ヵ月未満
児の）小児科病棟、親子専門外来、助産科および産科スタッフの乳幼児精神保健知識の拡
大、乳児を持つ精神疾患の母親のための特別なプレイグループ等における、われわれチー
ムの臨床活動を発表する。発表全般にわたり、自己内省的実践に焦点を当てているが、こ
うした自己内省的実践は、我々のチーム間に安定した基盤をもたらし、同時に、より多く

の患者にも自己内省の機能を高める基盤を提供するものである。知識と技術の拡大と、そ
の限界のバランスを保つことは難しい。ビデオクリップの使用によって、知識と技術を共
有する機会が持てると考える。 

449 自閉症を徹底的に考察する：精神力動的母子心理療法アプローチ自閉症を徹底的に考察する：精神力動的母子心理療法アプローチ自閉症を徹底的に考察する：精神力動的母子心理療法アプローチ自閉症を徹底的に考察する：精神力動的母子心理療法アプローチ 
K. Mark Sossin, Jan Charone-Sossin (United States) 

ここで我々は、自閉症圏障害の乳幼児と親のための精神分析的親子治療を発表する。専門
家が早く介入することでしばしば親は自信をなくす。障害児との関係性を形成する中での

間主観性が阻害されるだけではなく、親自らの間主観性の知識への自信が薄れてしまう。
ここでは親子間の運動行動調節の不調和と阻害された流れに特に注意を向ける。身振り、
リズム、音、感情を表す顔の表情などの潜在的なレベルは、堅固な自己と共にある他者の



内的作業モデルの構築に組み込まれる。家族が、専門家による支援体制にがっかりすると
、表象の構築で折り合いをつける努力はさらに阻害される。我々の母子治療は、好奇心を
持って子どもを見て理解しようとする親の能力の回復を助長することに焦点を当てている

。この母子治療は、筋書き通りの介入と型通りの治療で困惑した状況下でより能力が試さ
れる。我々の治療アプローチは、言語および非言語レベルで再び親の目を開かせて、精神
的・感情的に生きている存在である子どもに目を向けさせることを強調する。親は治療に
加わり、子どもが知覚できた意味にたどり着いて、子どもが相互作用を生み出し促進させ
維持するのを援助する。セラピストは、親とともに、子どもの心の世界を解読し、子ども
とコミュニケーションしてその意味を共有するための足場を作る。 

450 愛着治療：愛着障害の精神病理と治療愛着治療：愛着障害の精神病理と治療愛着治療：愛着障害の精神病理と治療愛着治療：愛着障害の精神病理と治療 
Karl Heinz Brisch (Germany) 

愛着理論に基づく愛着障害の診断に関する分類システムが提示される。プレゼンテーショ
ンにおいては、（ビデオによる）臨床事例を紹介し、乳幼児と小児期の愛着障害の異なる
分類方法を示す。この愛着志向の診断的アプローチは、他の診断マニュアル（ＩＣＤ）の
分類システムと比較され、その利点と欠点が考察される。愛着治療における一般的および

特別なガイドラインを報告する。特別な治療アプローチと様々な愛着障害の心理治療過程
が、視聴覚素材で具体的に示される。 

451 産後うつ病を伴わない子どもへの情緒的絆の障害をもつ母親のケース検討育児サポートの産後うつ病を伴わない子どもへの情緒的絆の障害をもつ母親のケース検討育児サポートの産後うつ病を伴わない子どもへの情緒的絆の障害をもつ母親のケース検討育児サポートの産後うつ病を伴わない子どもへの情緒的絆の障害をもつ母親のケース検討育児サポートの
ための理論と実際ための理論と実際ための理論と実際ための理論と実際 
Keiko Yoshida (Japan) 

子どもへの情緒的な絆の障害は、産後うつ病の障害の有無にかかわらず様々な母親にみら
れ、臨床例でも経験する。この障害の機序を考えるには、母親の要因とそれに関連する育

児状況、母子相互関係、および乳児の要因についてそれぞれ検討し、また同時にそれらを
統合して総合的な視野からアプローチを行う事が大切である。それにより各々の母子と家
族への適切なケアが可能となる。このセッションでは、4歳の男児と 4カ月の女児の母親
のケースを紹介する。実母から厳しい養育をされたこの母親は、第 1子の男児にのみ情緒
的絆の障害を示した。第 1子の長男は、夫の実家にとり大切な家族の宝であり、夫の母親

は男の子を独占し、この症例の母親に授乳以外の育児をすることを許さなかった。このケ
ースについて、母親自身の対人関係の態度も含めた母親の心理評価、Murrayらによる母子
相互作用、および子どもの発達障害の観点から評価し、また 2年余にわたる治療経過をビ
デオ記録も入れて報告する。このケースの病理性の機序と治療について、アジアや欧米の
研究者と共に比較検討して考察する。 

452 自閉症の拡大：幼児の物から関係性への推移を追う自閉症の拡大：幼児の物から関係性への推移を追う自閉症の拡大：幼児の物から関係性への推移を追う自閉症の拡大：幼児の物から関係性への推移を追う 
Suzi Tortora (United States) 

Ways of Seeingと呼ばれる非言語性ダンスの動きを用いた心理療法治療プログラムによる、
自閉症の幼児の関係性・自己表現・言語・心理社会的発達について、ビデオを使った縦断
的事例研究を報告する。この幼児の音楽と風変わりなダンスプレイの世界に入ることで、
これらの要素は非言語の関係性を生み出し、言語や、象徴遊び、精神力動的表現の発達の



基礎や予備的な力となる。幼児期から 7年間に及ぶこの事例から、早期の身体と、経験と
心理的機能に基づいた動きとの間の複雑な関係が説明される。子どもは個々の経験的な身
体感覚によって外界と出会い、その身体感覚経験が、自分の周りの状況についての情報を

得、処理し反応する過程に影響するという概念が導き出される。身体感覚・触覚・リラク
ゼーション・遊び・ダンスの動きによる探索行動などが、運動のプランニングや協調運動
、身体的・情動的調節の改善に治療的に働くことが示されるだろう。治療の焦点が、自己
および自己と他者との関係の調節と連携から、攻撃・欲求不満・救済・解決・共感などの
精神力動的なテーマへと広がって行く過程について考察することは、間主観性の発達の可
能性を開くことになるだろう。 

453 胎児のアルコール・スペクトル障害（胎児のアルコール・スペクトル障害（胎児のアルコール・スペクトル障害（胎児のアルコール・スペクトル障害（FAS）に関する研究・実践・方針）に関する研究・実践・方針）に関する研究・実践・方針）に関する研究・実践・方針 
Zohreh Zarnegar (United States) 

近年のメタ分析では、多くの養子になった子どもは高いレベルの適応を表していることを
示唆しているが、養子になった乳幼児とかかわる専門家や家族は様々な問題に直面してい
る。ティーチインの目的は、１）養子の子育てにおける発達に関する重要な側面と臨床所
見、解決済みおよび未解決の喪失の問題、実の親との関係が継続しているかいないか、修

復的愛情の限界、養子後の抑うつなどについて明らかにすること。２）養子における初期
の親子の関係性の問題、乳幼児期および養子後の愛着の欠如や組織化されない愛着、様々
な関係性の乱れ（例えば過剰なかかわり、不安、かかわりが少なすぎるなどの）を考察す
る。３）養子の子どものしばしば見過ごされる器質的特性、特に規則性や発達の障害を考
察する、以上の 3点である。ティーチインの方法は、１）（モントリオールにある）0～5

歳児のための CHU Ste-Justine特別クリニックおよびイスラエルの 0~3歳児のためのクリニ

ックにおける、養子の子どもの臨床事例をビデオにより示す。２）演者が、親の発達につ
いての問題・関係性と愛着に基づいた問題・乳幼児の器質的な問題・より大きな組織上の
問題などを含んだ事例を、包括的に体系立てて共同で発表する。3)演者が、（ケベック州
）モントリオール周辺内で養子になったグループと、イスラエルのテルアビブで国を越え
て養子になった子どものグループの、養子に関する現在も継続中の２つの無作為に選んだ

コントロールプロジェクトを考察する、以上の 3点である。 

456 睡眠への介入と母子のウェルビーイング睡眠への介入と母子のウェルビーイング睡眠への介入と母子のウェルビーイング睡眠への介入と母子のウェルビーイング 
Wendy Middlemiss, Wendy Ann Goldberg, Meret Keller, Macall Gordon (United States), Lauren L. 
Porter (New Zealand) 

ここでは，乳幼児の睡眠の練習や睡眠への介入の促進についての新しい知見やレビューを
紹介し，睡眠への介入が母親と乳幼児の関係に与えそうな影響，乳幼児と家族の発達的な
結果についての関連研究の議論を行う．また発表者が行ってきた実証的研究や実践につい
ても紹介する．内容としては，母親の睡眠への介入戦略への考え方，睡眠戦略と母子関係
の関連性，睡眠習慣からくるストレスのコルチゾール測定研究について触れ，睡眠へのア

プローチ，発達理論，家族と乳児への影響といった臨床的知見に関しても扱う．また，全
世界で行われている研究を紹介し，文化的な側面から，健全な乳児の睡眠習慣，睡眠戦略
への介入，そして母子のウェルビーイングについて考えてみる．加えて，質的および量的



な研究についても紹介する．ここでの目的としては，乳児の睡眠や発達，そして家族のウ
ェルビーイングに関する話題を通して，発達理論，睡眠科学，家族理論，そして実践につ
いての統合的な議論を行うことである． 

457 食事を食べない！動因の変化としての乳幼児の関わりの観察食事を食べない！動因の変化としての乳幼児の関わりの観察食事を食べない！動因の変化としての乳幼児の関わりの観察食事を食べない！動因の変化としての乳幼児の関わりの観察 
Michele Meehan (Australia) 

多くの親が，乳幼児の食事のことで日々奮闘している．食事時における乳幼児が呈す問題
はよく論じられてきたが，しばしば親に大きな驚きの種となってきた．オーストラリアの
メルボルン王立子ども病院での母子保健看護師（Maternal & Child Health Nurse）の相談に
おいて，乳幼児の食事拒否を相談する件数はここ二三年増加している．しかし，そのイン
テーク数は急激に減少し，あるいは子どもに食事を与えようとする努力が増加し，特に乳

幼児がよく成長している時は，母親へのアドバイスはあまりないようである．2007年の最
新のプロジェクトでは，0‐12ヶ月の乳児とその母，20組のコホートを対象とし，そのコホ
ートと介入モデルを明かにするための研究を行った．その参加者は，看護師相談に，特に
子どもが食事を拒否するといった，食事に関する問題へのアドバイスと対処を求めてきて
いた．臨床的な介入は，関連情報の聞き取りや，食事および相互作用の観察，そして食事

の前と最中の子どもとの遊びを通して行われた．特に関心がもたれたのは，乳幼児の行動
と反応への臨床家の介入が，どのような結果をもたらしているかを理解することであった
．臨床的関わりを録画したビデオを用いて，乳幼児の欲求の変化が果たした役割，母親や
報告者からの介入に対する乳幼児の反応が，どのように食事行動の改善する上での鍵とな
ったか，そして，乳幼児および母親の食事に関する理解と行動の変化について焦点を当て
る予定である 

458 乳幼児期における日本の家族の入眠時刻乳幼児期における日本の家族の入眠時刻乳幼児期における日本の家族の入眠時刻乳幼児期における日本の家族の入眠時刻 
Michio Fukumizu (Japan), Marie J. Hayes (United States), Makiko Kaga, Jun Kohyama (Japan) 

最近睡眠環境を整えることは特に生後１年の間にスムーズに入眠し、一晩通してよく眠れ
るようになるために重要なものとして注目されている。日本では伝統的な添い寝の睡眠習
慣は、家屋や部屋の形式に関わらず最も一般的なものである。しかし子供の入眠時刻と父
母の入眠時刻の相関に関しては知られていない。この横断的研究では、3-6ヶ月の 170人の

乳児、18-21ヶ月の 174人の幼児、36-41ヶ月の 137人の幼児の両親の睡眠習慣について検
討した。97%の乳児が添い寝をしており、幼児も同様であった。乳児の添い寝の比率は
73%で、幼児では 95%を超える児が添い寝を経験していた。入眠時刻は乳児においては父
母どちらとも正の相関を示したが、幼児になると母のみと正の相関をしていた。また相関
の度合いも幼児より乳児のほうが高かった。父母と同様、乳児も幼児も夜間の総睡眠時間
は入眠時刻が遅いほど短かった。日本の家族では、早期乳児期には乳児のニーズによって

両親とも入眠時刻が協調する。しかし幼児期になると児の入眠時の社会的ニーズから、父
より母に協調するようである。入眠時の愛着形成を通して、よりよい乳児の睡眠覚醒リズ
ムを促進するためには、子供が生まれたらすぐに、睡眠相を前進させるためのライフスタ
イルを両親が協調して形成することが重要である。 



459 茨城県の乳幼児の睡眠に関す茨城県の乳幼児の睡眠に関す茨城県の乳幼児の睡眠に関す茨城県の乳幼児の睡眠に関する母親の認識る母親の認識る母親の認識る母親の認識 
Kafumi Komuro, Reiko Kato, Chieko Numaguchi, Mariko Tamura (Japan) 

茨城県の乳幼児の睡眠に関する保護者の認識を明らかにするために、2970人にアンケート
用紙を配布し、978人（32.9％）から回答を得た。子どもが 3ヶ月以上 84ヶ月未満、記入
者が母親である 929（95.0％）を分析した。母親の平均年齢は 33.5歳、有職者は 518人（

55.7％）、核家族は 691人（74.4％）であった。子どもの平均月齢は 49.5ヶ月であった。
子どもの睡眠に関して、「大切である」、「どちらかというと大切である」と答えた母親
は 971人（98.8％）であった。また、子どもの睡眠に関して、家族と話し合う者 439人（
47.6％）、知人と話し合う者 518人（56.1％）であった。母親が考える子どもの理想の睡眠
時間で最も多かったのは、10時間で 422人（45.6％）であった。睡眠に関する「困りごと
がある」者は 474人（50.2％）であり、困りごとの内容は、「寝つきが悪い」129人

(13.7%)が最も多く、次いで「就寝時間が定まらない」は 92人(9.7％)であった。睡眠に関す
る知識を得たい者は 777人（84.3％）であり、情報源としてパンフレットや本、乳幼児健
康診査を希望した者が多く、また、人的資源では保健師（451人）や医師（288人）、保育
士（236人）から知識を得たいと考えていた。 

460 茨城県の乳幼児の起床就寝時間茨城県の乳幼児の起床就寝時間茨城県の乳幼児の起床就寝時間茨城県の乳幼児の起床就寝時間 
Reiko Kato, Chieko Numaguchi, Kafumi Komuro, Mariko Tamura (Japan) 

茨城県の乳幼児の睡眠の実態と親の希望を明らかにするために、2970人にアンケート用紙
を配布し、978人（32.9％）から回答を得た。子どもが 3ヶ月以上 84ヶ月未満であり、記
入者が母親の 929（95.0％）を分析した。母親の平均年齢は 33.5歳、有職者は 518人（55.7

％）、核家族は 691人（74.4％）であった。子どもの平均月齢は 49.5ヶ月であった。子ど
もの平日の就寝時間は 21時台が 441人（54.6％）と最も多かった。また、22時以降に就寝
している子どもは 232人（28.7％）であった。起床時間では 7時台が最も多く、480人（

57.3％）であった。親が子どもに希望する就寝時間は、20時台までが 625人（77.3％）で
あったが、その中で子どもが 20時台までに就寝しているのは 131人（21.0％）であり、21

時以降に就寝している者は 494人（79.0％）であった。夜間の平均睡眠時間は平日で 583.6

分、休日で 603.3分であった。本調査の対象となった茨城県の乳幼児の 1／4以上が 22時以
降に就寝しており、早急に子どもの就寝時間に関する介入の必要性が示唆された。また、

母親が希望する就寝時間よりも、実際の子どもの就寝時間は遅い現状が明らかとなった。 

461 離乳食における母子相互作用の影響離乳食における母子相互作用の影響離乳食における母子相互作用の影響離乳食における母子相互作用の影響 
Julie Bordet (Switzerland) 

近頃，肥満が世界中で大きな問題となりつつある．学際的な研究（医学，心理学，社会学
）では，肥満とその他の摂食障害がなぜ,どのようにここ 20年で劇的に増えてきているの
かを説明するため，乳児の栄養摂取について調査している．近年，臨床家は一般的な介入
過程において，母・乳幼児関係の観察に重要な役割があると強調している．最近の研究で

は母乳／人口乳の期間に，早期の母・乳幼児の摂食関係を観察することによって，乳児期
における摂食のあり方の発達を理解しようとしている．本研究では，あまり知られていな
い離乳食と固形食の相互関係を調査する．研究の目的は，母子間の食事の問題を理解する



ことである．我々は例えば，楽しい食事か堅苦しい食事か，食べすぎか，落ち着かない子
どもかなどに結びつく母親の摂食行動の違いについて検討する．このプロジェクトでは，
60人の何も言及されていない母子（12-24ヶ月）の食事時間や遊び時間を録画した．母親

は GHQ-28，不安尺度（STAI），幼児の気質（TTS）の質問紙に回答した．補足的なイン
タビューでは，母親の食事についての考え，乳幼児の栄養摂取についての心配，彼ら自身
が受けた食事教育について尋ねた．摂食の時間は相互交流行動のコード化（Coding 

Interactive Behavior）（Feldman，1998）と Chatoorの摂食スケール（feeding scale）（
Chatoor，1997）を用いて分析された．結果から，個人の性質（乳児の気質，母親の不安の
程度と GHQ得点）が摂食のあり方や摂食における相互作用に，母子葛藤，母親の一貫性，

話すことによる気分転換，ポジティブ／ネガティブな触れ合いとその効果，乳幼児の引っ
込み思案さなどの点で，影響を与えていると考察した． 

462 小小小小児科摂食クリニック：マレーシアでの実践児科摂食クリニック：マレーシアでの実践児科摂食クリニック：マレーシアでの実践児科摂食クリニック：マレーシアでの実践 
Juriza Ismail, Ruzana Abdullah, Nor Shahrina M. Nawawi (Malaysia) 

Kebangsaan Malaysia大学病院の小児科摂食クリニックチームは過去 9年にわたって活動を
行ってきた．マレーシアでは唯一の小児科摂食クリニックである．栄養上の問題，摂食に

関する問題の治療をするチームアプローチを行う，学際的な職員によるサービスを提供し
ている．その専門家には発達小児科医，栄養士，音声言語病理学者，作業療法士，ソーシ
ャルワーカー，児童心理士が含まれている．我々の目的は，摂食スキルと子どもの栄養状
態を改善するための計画を家族と共に展開させ，最適な健康とウェルビーイングを促進さ
せることである．クリニックは月に１度運営されており，各訪問では，親へのインタビュ
ー，口腔筋肉と摂食の観察と評価，栄養状態と発育の査定，個人プログラムの計画がなさ

れている．フォローアップの提案としては，直接の介入，その他のサービス提供者とのコ
ンサルテーション，必要であれば，更に，嚥下機能評価のため医学検査を含んでいる．栄
養士は子どもの栄養状態を評価する．直接的な介入には，子どもに相応しい，バランスの
とれた食事を実際に作る，保護者のための料理の講習も含まれている．言語病理学者は口
腔筋肉と嚥下のメカニズムの査定に関わっている．研究者は嚥下の透視診断を行った．過

敏性を減らすプログラムも介入として提供されている．当日，患者のタイプなどのデモグ
ラフィックデータと成功率を発表の中で詳しく述べる予定である． 

463 添い寝における生後添い寝における生後添い寝における生後添い寝における生後 12週までの乳児の睡眠発達週までの乳児の睡眠発達週までの乳児の睡眠発達週までの乳児の睡眠発達 
Hiromi Eto, Shigeko Horiuchi (Japan) 

目的＞添い寝の環境下にある生後 12週までの乳児の夜間の睡眠・覚醒状態と、サーカディ
アンリズムの発達をタイムラプス・ビデオとアクチウォッチを用いて検証することを目的
とした。＜方法＞対象は正期産で、健康な第一子、７人であり、2週目、4週目、7週目、

12週目にデータ収集を行った。対象者のうち 6人は、自律母乳で、１人は母乳とミルクの
混合栄養であった。対象者のリクルートは、東京で行った。母親にデータ収集の前に、口
頭と文書で研究の説明を行い、同意を得た。子どもの夜間の睡眠・覚醒状態は、2夜連続
のビデオ観察法を用いて記録した。データは、第 2夜目の録画記録から Andersの開発した



ルールに従って、毎分コード化し分析した。活動量を測定するアクチウォッチ(Respironics, 

Inc.)は、5日間連続して、子どもの足首に装着してもらった。データは活動量の相関係数を
算出して分析した。＜結果＞生後 2週から 12週に移行するにしたがって、総睡眠時間の割

合が 60%から 80%に増加していた。最長睡眠時間は、150分から 230分に延長していた。
夜間の覚醒回数は 6回から 2回になり、覚醒時間の割合も 25%から 10%に減少していた。
活動量からみたサーカディアンリズムにおいては、2週から 12週にむかって、自己相関値
の振幅が増加し、12週目では 24時間で自己相関値がピークに達していた。＜結論＞乳児
の睡眠は週を追うごとに発達し、12週までにかなり概日リズムが確立していた。 

465 極低出生体重児の生後１５ヶ月における極低出生体重児の生後１５ヶ月における極低出生体重児の生後１５ヶ月における極低出生体重児の生後１５ヶ月におけるWISC-Ⅲと人物画検査による認知機能の発達と追Ⅲと人物画検査による認知機能の発達と追Ⅲと人物画検査による認知機能の発達と追Ⅲと人物画検査による認知機能の発達と追
跡調査研究跡調査研究跡調査研究跡調査研究     
Hisae Matsuo-Muto, Masahide Futamura, Michiko Ishikawa, Yasumasa Yamada (Japan) 

１． 目的：超低出生体重児、極低出生体重児の６歳時の認知発達の特徴をWISC－Ⅲの因
子分析と人物画検査とから明らかにする。２．方法：（１）対象ある NICUを生存退院し
た 1993 年から 1999年生まれの超低出生体重児、極低出生体重児 267例を対象として、追
跡研究を行った。NICU退院後は生後３か月後、６カ月、９か月、１歳、１歳６か月、２

歳、３歳、４歳、５歳、6歳、９歳、12歳で健診を行った。４歳時には田中ビネー知能検
査を、５歳時にはWIPPSIまたはWISC-Ⅲを、６歳、９歳、12歳時にはWISC-R、または
WISC-Ⅲを行った。本研究の対象児はこのうち６歳時にWISC-Ⅲを実施して FIQ,PIQ,VIQの
いずれかが 40以下の場合を除いた 72例である。（２）分析方法 SPSS第 12版を用いて
WISC-Ⅲの下位検査評価点の相関行列を算出したのちに主因子法を行った。４因子による
バリマックス回転を行った。また、人物画検査を実施できた 61例に関してはWISC-Ⅲの

FIQ、PIQ、VIQとの相関係数を求めた。３．結果：（１）WISC－Ⅲの結果：WISC-Ⅲの平
均は FIQ88.5、PIQ89.5、VIQ89.8、DAMIQ95.1であった。（２）因子分析結果：因子分析
からは４因子が抽出された。第Ⅰ因子は「理解」「単語」「類似」「知識」から構成されて
いて「言語理解」因子と命名した。第Ⅱ因子は「絵画配列」「符号」「絵画完成」「記号探
し」で構成されて「知覚統合・処理速度」因子と命名された。第Ⅲ因子は「積み木模様」

「組み合わせ」で構成されて「知覚統合部分」因子と命名された。第Ⅳ因子は「数唱」「
算数」で構成されて「注意記憶」因子と命名された。累積寄与率は 54.６％であった。（３
）人物画との関連：DAMIQ の方が FIQ、PIQ、VIQよりも有意に高かった。４．考察：知
能構造は言語性知能は６歳では比較的形成されているのに対して、動作性知能は未形成の
状態である。 

466 生涯にわたる心の傷をきたし得る生涯にわたる心の傷をきたし得る生涯にわたる心の傷をきたし得る生涯にわたる心の傷をきたし得る NICU における危機的な時ににおける危機的な時ににおける危機的な時ににおける危機的な時に 
Toyoko Watanabe, Mitsumasa Shimizu, Isaku Ohmori, Tomoko Uno Noda, Noriko Sakurai (Japan) 

NICU（neonatal intensive care unit）に入院する超低出生体重児の出産を数日以内にひかえた
母親に対して、私どもの施設で新生児科医が行っている出生前訪問 prenatal visit について
報告する。墨東病院は東京都の東に位置する総合病院で、東部地域の約 2万の分娩におけ
るハイリスク児をカバーする東京都で最大の公立の周産期センターである。切迫早産や異



常産が疑われた妊婦が、地域の診療所から墨東病院へ母胎搬送されてくる。周産期センタ
ー内にはハイリスク分娩をひかえた妊婦のための母体―胎児集中治療室がある。NICUで
の長い経験を持つ責任医師がこの面接を担当している。面接は分娩を数日以内にひかえた

妊婦に対して行い、出来る限り夫婦そろったところで話をしている。新生児科医による母
親訪問は、これから生まれてくる子供についての医学的な情報を与えることが一つの目的
であるが、もっと大切なことは、混乱したり絶望している家族にたいして、これから生ま
れる赤ちゃんについての前向きな道筋を示し、産科医・新生児科医・助産師・心理士たち
がチームで母子を守っていくことを伝えることである。NICUでの親子の出会いを少しで
も良いものにすることが、その後の生涯にわたる親子の健全な関係性を育むために大切で

ある。この訪問を始めて 5年になるが、両親達は分娩や NICUでの治療に対して安心して
まかせて居られるようになっただけでなく、面接での医師と家族との信頼関係は退院後のﾌ
ｫﾛｰｱｯﾌﾟの現場にまで継続するものである。 

467 育児サポートネットワーク：おたまじゃくしの会育児サポートネットワーク：おたまじゃくしの会育児サポートネットワーク：おたまじゃくしの会育児サポートネットワーク：おたまじゃくしの会 
Kazue Wakayama, Mayumi Osanai, Noriko Sakurai, Tomoko Uno Noda, Isaku Ohmori, Mitsumasa 
Shimizu, Toyoko Watanabe (Japan) 

新生児医療の進歩により 20年前には生存することが不可能であったような小さな子供達が
育つようになり、家族にとっては支援もほとんどない、先の見えない子育てである。我が

子が NICUに入院するという体験は誰も予想しなかった出来事であり、親は目の前のあま
りにも小さな子どもが「ふつうに」育つことが想像できない。そして退院後も NICUに入
院した子どもを育てることは、家族にとっては長く果てしのない道のりである。NICUに
入院した子供をもつ親たちを支援するために、都立墨東病院 NICUでは 1996年から、
NICUの医師・看護師・助産師・心理士が、家族や成長した子供自身たちと共に、「育児
サポートネットワーク：おたまじゃくしの会」活動を始めた。活動は毎月定期的な自由参

加型の集会（毎月第 4金曜）、テーマを決めて集まる分科会 2年に 1回の同窓会、機関誌
を年に 3回発行して郵送、衣類やおもちゃのリサイクルバザーなどである。活動の運営は
、NICUで働く看護師・助産師・医師・心理士と親や成長した子供から担当者が加わり、
毎月運営会議をしている。定期的な会合は、開始して以来、一度の休みもなく継続してい
る。出生体重が 1000gに満たない子供達を集めて夏に合宿もおこなった。視力・聴力障害

や脳性麻痺などを合併している子供達も含まれ、参加する子供達の年齢は 0歳から 20歳を
こえるまで幅広い。子供同志で助け合い成長する中で、小さく産まれて自信がなく怯えて
いたような子供が、自分より弱い子供達を世話し慕われる喜びを実感している。子供の育
つのには長い年月がかかるものであるので、育児サポートネットワークのような支援活動
は安定して長く続けることが大切である。運営に関わる職員や母親達が交代しても、活動
が継続できるように、この活動を病院の正規の業務の一環として運営している。  現在

、500gで生まれた子供達も思春期や青年期を迎え、自分が社会のために役立つ職業をめざ
して自立し始めている。 

468 早期産児における母子相互作用と発達の結果早期産児における母子相互作用と発達の結果早期産児における母子相互作用と発達の結果早期産児における母子相互作用と発達の結果 
Pia Risholm Mothander, Birgitta Bohm, Aiko Lundequist, Ann-Charlotte Smedler (Sweden) 



早期産は，母子相互作用を複雑化するとされ，その後の認知および社会情動的問題のリス
クとも関連がある．本研究の目的は，情動や認知発達の相互の関連を含んだ広い関係性の
中で，早期産児の発達を検討することである．ストックホルムの新生児プロジェクト（The 

Stockholm Neonatal Project）は，集団に基づく縦断的研究であり，1989-93年に早産で生ま
れた極低出生体重児（1500g未満）とその親を対象としている．生後１年の間，子どもは
様々な観点から綿密に調査された．極低出生体重児 175人と統制群 125人に対し，5歳半時
において社交性，活動性，気晴らしする能力，精神的努力の行動評定など包括的な神経心
理学的評価を行った．最近，18歳時でのフォローアップを開始し，子どもと両親の自己評
価，および幅広い心理査定を行っている．本研究では，20人の早産の子どもからなる典型

的なサブグループに焦点をあてる．そして，3，18，24ヶ月時に録画された母子の自由遊
び場面で見られた相互作用について検討を行う．母子相互作用の PC-ERAによるコード化
の結果，早い年齢からの同調性のパターンが明かにされ，また，母親は最初の数ヶ月間に
，最も活動的に子どもを相互作用に導いていることが示された．しかしながら，満期産児
と比べると，早期産児は情緒的な強さが弱く，ネガティブな情動表出が多いことが示され

た．本発表では，5歳半と 18歳時のフォローアップの結果から，PC-ERAによって示され
た早期の母子相互作用と，社会情動的および認知的尺度との関連が報告されるであろう． 

469 中程度の早期産児の調整の困難さ中程度の早期産児の調整の困難さ中程度の早期産児の調整の困難さ中程度の早期産児の調整の困難さ 
Anneloes Van Baar, Guy Couturier, Paul Soons, John Vermaas, Sandra Veenstra, Aafke Van der 
Hoop, Lilian Dekkers, Ineke Hoek (Netherlands) 

中度の早期産によって生まれた乳幼児は，脳の未熟さのため障害となりやすい．在胎 34週
において，脳全体の重さは満期出生の場合のほんの 65％であり，神経細胞の末端の樹状突
起の分化はまだ未熟である（Kinney, 2006）．このように中程度の早期産は危険因子であり
，またその出生数も多いのにかかわらず（オランダでは 6.2％が 32－36.6週に生まれてお

り，その数は 1年に 11,000人ほどにもなる），中程度の早期産がどのような発達的な結果
をもたらすのかについての情報は乏しい．本研究では，新生児集中治療の必要のなかった
中度の早期産児 380人（M=34.7，SD=1.2週）に対し，8歳時での査定を行った．そして，
学校場面，IQ，集中力，問題行動，ADHD，そして不安特性について，満期産児 183人と
の比較が行われた．その結果，特別な教育費を必要としている割合は，早期産児の 7.6%に

対し，オランダ人の全体では 2.9％であった．また，早期産児で再受講した割合は，19.5%

に対し，統制群では 8.3％であった．わずかな違いは IQにも見られた（早期産児：M=103

， SD=15 vs. 満期産群：M=108， SD=15）．さらに，早期産児は集中力課題にもより多く
の時間を要した．母親と教師は，早産児に，より多くの問題行動（特に内的な問題）と
ADHD的な特徴を見いだした．学校での問題を抱えた早期産児 76人のうち，65％が男児で
あり，学校で問題のない早期産児と比較すると，親の教育水準は低く，出生時体重が 100g

低かった．結論として，調整の困難さが，中程度の早期産児の学童期に見出された．今後
の研究では，性差や親の教育との関連において，幼児期の調整能力を形成する早期の（相
互作用）プロセスに焦点をあてるべきである． 



470 18トリソミーをもつ乳児と母親に安定した愛着関係を育くむこと：入院の長引いたトリソミーをもつ乳児と母親に安定した愛着関係を育くむこと：入院の長引いたトリソミーをもつ乳児と母親に安定した愛着関係を育くむこと：入院の長引いたトリソミーをもつ乳児と母親に安定した愛着関係を育くむこと：入院の長引いた 2症例症例症例症例 
Masayuki Miwa, Ryosuke Kusano, Hidekazu Homma, Isamu Hokuto, Kazushige Ikeda, Hisako 
Watanabe (Japan) 

【はじめに】現在、trisomy18の児の生命予後は以前に考えられていたよりも良好なことが
わかってきた。重症心奇形などの合併症のため長期入院を必要とする場合も多いことから
家族が悲観的になることや先の見えない不安を持つことも多く、母子関係の確立に影響を
与える。今回、我々は trisomy18児において出生早期から家族への様々な介入、支援を行う

ことで長期入院においても良好な母子・家族関係を得られた 2例を経験したので報告する
。【症例 1】妊娠 41週 2日、1788gで出生。合併心奇形（VSD：後に Eisenmenger化）、消
化管奇形なし。父 46歳、母 41歳、第 1子。【症例 2】妊娠 37週 6日、1371gで出生。出
生後人工呼吸管理を開始。左心低形成症候群、消化管奇形なし。父 47歳、母 39歳、第 2

子、7歳の兄あり。出生後、2例とも健常児と同様に集中治療を行った。可能な限り早期か
らのタッチングなどを含めたディベロップメンタルケアや母乳の口唇塗布など親が児に行

えることを積極的に導入した。症例 2では 7歳の兄もいたことから早期からの同胞面会な
ど家族単位での診療にあたった。2例とも現在 4年、1年という長期入院であるが、母子、
家族関係は良好に保てている。【結語】重症合併症をもつ新生児はなおさら早期からの母
子関係の確立のために介入を行うべきと考えられる。 

471 極低出生体重児のフォローアップ極低出生体重児のフォローアップ極低出生体重児のフォローアップ極低出生体重児のフォローアップ 
Yasue Ochi (Japan) 

［背景］当院では、1500g未満の極低出生体重児の発達フォローの一環として、1歳 6ヶ月
（修正月齢）、3歳（修正年齢）、6歳（暦年齢）の key ageに臨床心理士が知能発達の評
価を行っている。ここでは、6歳の就学前健診時に実施している発達検査の結果を整理し
、極低出生体重児の持つ認知特性について検討し考察を試みたい。［対象・手続き］愛媛
県立中央病院の発達外来を受診中の 1500g未満の極低出生体重児に対して、暦年齢の 6歳
時に個別面接方式で K-ABC心理・教育アセスメントバッテリーを実施した。［結果］全例

の平均は、認知処理尺度 95.1、継次処理尺度 98.6、同時処理尺度 92.6、習得度 93.6であっ
た。継次処理尺度と同時処理尺度を比較すると継次処理尺度優位ということがわかる。周
産期要因としての在胎週数や出生体重と認知処理尺度の間にも相関関係があることがわか
った。［考察］知的には標準域にあるものの、情報の同時処理様式が弱いという特性が明
らかになった。このように一人ひとりの特性を明らかにし、それぞれの特性に合った支援

をすることが必要である。 

472 子ども内的経験に対する母親の洞察力：極低出生体重児と愛着に関連して子ども内的経験に対する母親の洞察力：極低出生体重児と愛着に関連して子ども内的経験に対する母親の洞察力：極低出生体重児と愛着に関連して子ども内的経験に対する母親の洞察力：極低出生体重児と愛着に関連して 
Triinu Tanavsuu, Tiia Tulviste, Liis Toome, Tiina Valvas (Estonia) 

本研究の目的は，母子の愛着関係に対する早期産の影響を査定することであった．母子の
組（N=31，男児 16人，女児 15人）を対象とし，極低出生体重児への母親の洞察力が調査
された．子どもの出生体重は 520g-1460g（M＝1008， SD＝279）であり，在胎週数は 23-31

週であった（M＝27， SD=２）．また，早期産児は小児科医によって，高リスク群（64.5

％）と低リスク群（35.5％）に分けられた．12-26ヶ月の子ども（M＝18， SD=2 ）に対す



る母親の洞察力を測定するために，母親に，2分間の相互作用を観察した録画記録を見せ
た．そして，乳幼児と母親自身の思考と感覚についての面接が行われた．なお，24ヶ月に
なるまでは，修正年齢が使用された．親の洞察インタビュー（Oppenheim, Koren-Karie; 

2002）は逐語化され，ポジティブな洞察（61.3％）と洞察のないもの（38.7％）とに分類さ
れた．子どもの愛着の型は，研究室での実験に基づいた Play Situation（Tnavsuu，Hallik，
2006）で査定され，録画記録は，安定型（64.5％）と不安定型（35.5％）とに分類された．
研究の結果からは，ポジティブな洞察力のある母親の子どもは，しばしば安定型の愛着（
58％）であり，その一方，洞察力のない母親の子どもは，不安定型の愛着（32％）であっ
た．親密で支持的な両親の元に育った母親は，しばしばポジティブな洞察をしている（

Kruskal-Wallis H(1, N＝31)=6.24，p＜0.01）．また，親密で支持的な両親を持つ母親の子ど
もはしばしば安定型の愛着である（H(1,N=31)=8.05，p＜0.005）．安定型の愛着を示した子
どもは，高リスク群の子どもで 45％であり，低リスク群の子どもで 19.35％であった．ほ
とんどの洞察力に関する下位分類が我々のサンプルにおいて示された． 

474 子どもの自閉症スペクトラム障害：家族機能とコーピングを改善するモデル子どもの自閉症スペクトラム障害：家族機能とコーピングを改善するモデル子どもの自閉症スペクトラム障害：家族機能とコーピングを改善するモデル子どもの自閉症スペクトラム障害：家族機能とコーピングを改善するモデル 
Shivani Sharma, Ben C. Fletcher, Karen J. Pine (Great Britain) 

自閉症スペクトラム障害（ASD）の子どもを持つ家族は，多大なストレスを抱えており，
健全な家族機能を維持することが難しい（Higgins, Bailey & Pearce, 2005）．これまでの研
究では，健全な家族生活のために必要な柔軟性の重要性に焦点を当ててきた．Fletcherと
Stead（2000）が開発した FIT（内的な変化の枠組み）は，行動面の柔軟性の低い人が，な
ぜ，さまざまなライフイベントの変化への適応が難しいかを明らかにしてくれている．同
じ行動をとりがちな人は，日々の生活で生じる状況に適応するために，より機能的な行動

を用いることに失敗している（Fletcher & Stead，2000)．本研究では，家族が ASDの子ども
に対処するために身につけているポジティブおよびネガティブな習慣について調べ，さら
に，それらが家族機能とどのように関連しているのかについて検討する．加えて，FIT変
数（柔軟性を含む）は，変化の受け入れやすさと関連するという研究を受けて，本研究に
おいても，FIT変数が習慣の予測因としての役割についても検討する．FIT変数，習慣，お

よび家族機能（家族アセスメントデバイス, Epstein, Baldwin & Bishop, 1983）に関するデー
タが，ASDの 70名の成人と 110人の統制群から得られた．構造方程式モデルの結果からは
，FITは習慣を予測し，さらに習慣は家族機能を予測していることが明らかとなった． FIT

変数は，家族機能がどれだけ良いかとは対照的に，ストレスレベルを予測していた．統制
群との比較によって，これらが家族にどのように影響を与えているのか，また子どもの
ASDに対処する家族を援助するための介入方法の開発への示唆が明らかにされた． 

475 自閉症スペクトラム障害の子どもとその親の相互作用について自閉症スペクトラム障害の子どもとその親の相互作用について自閉症スペクトラム障害の子どもとその親の相互作用について自閉症スペクトラム障害の子どもとその親の相互作用について 
Pratibha Reebye, Annie Wolverton (Canada) 

自閉症スペクトラム障害（ASD）をもつ子どもとその親の 14組を対象に，親子間の相互作
用についてプロスペクティブ分析を行った．14組のうち，10組が 19ヶ月に及ぶ介入の後
のフォローアップアセスメントに返答し，その 10組が統計的な分析対象とされた．14組



に対する第 1回目のアセスメントに続いて，特に ASDの子どもに焦点を当てた介入が実施
された．19ヵ月後の第 2回では，親の要因のほとんどに有意な変化は見られなかったが，
親の子どもの動きについていく能力と，子どものおもちゃの要求回数の増加が，負の相関

をもつ傾向にあった．このことは，子どもがより多くのおもちゃを要求した時に，親がそ
の動きについていく能力の得点が低いということを示している．この結果は，適切で敏感
でよりポジティブな発達的な結果を子どもにもたらす親の行動のタイプは，親が自分たち
の行動をどのように子どもの個性に合わせているかによって異なるということを示してい
る．それぞれの子どもの特性と，親がどのように自分たちの行動を子どもに合わせている
かは，子どもの結果に影響を及ぼしているであろう．子どもの伝達機能には，いくつかの

点で変化がもたらされていた．より多くのおもちゃを要求することが増加し，より共同注
視をする傾向にあった．PIR-GASによって測定された親－乳幼児の関係は改善しており，
それは子どもの特性への親の適応によるものと考えることができる． 

476 自閉症圏障碍にみられる動因的葛藤、アンビバレンス、甘え自閉症圏障碍にみられる動因的葛藤、アンビバレンス、甘え自閉症圏障碍にみられる動因的葛藤、アンビバレンス、甘え自閉症圏障碍にみられる動因的葛藤、アンビバレンス、甘え 
Ryuji Kobayashi (Japan) 

本稿でわれわれは発達障碍、とりわけ自閉症圏障碍を関係障碍の観点から早期介入を試み

る中で、愛着形成（甘え）の意味的検討を行う。結論は以下の諸点である。１）発達障碍
をもつ子どもたちの大半に、愛着行動に対する強い動因的葛藤が認められること。２）彼
らの外界知覚のありようは、彼らの安心感の有無、つまりは気持ちのありように大きく依
存していること。３）自閉症圏障碍の子どもは外界刺激に対して原初的知覚でもって反応
していることが多い。これらのことから、知覚、情動、愛着は相互に深く関連し合ってい
ることがわかる。４）原初的コミュニケーションにおいては、原初的知覚に強く依存して

いるが、５）この原初的段階にあっては、話し言葉や行動もそれが発せられた文脈に強く
規定されている。６）よって、原初的コミュニケーションの世界においては、子どもたち
の行動の意図を養育者が的確に感じ取り映し返すことが非常に重要な意味をもつ。最後に
、子どもたちの認知のありようは、養育者との愛着形成のありようと深く関連しているこ
とについて検討する。 本稿でわれわれは発達障碍、とりわけ自閉症圏障碍を関係障碍の観

点から早期介入を試みる中で、愛着形成（甘え）の意味的検討を行う。結論は以下の諸点
である。１）発達障碍をもつ子どもたちの大半に、愛着行動に対する強い動因的葛藤が認
められること。２）彼らの外界知覚のありようは、彼らの安心感の有無、つまりは気持ち
のありように大きく依存していること。３）自閉症圏障碍の子どもは外界刺激に対して原
初的知覚でもって反応していることが多い。これらのことから、知覚、情動、愛着は相互
に深く関連し合っていることがわかる。４）原初的コミュニケーションにおいては、原初

的知覚に強く依存しているが、５）この原初的段階にあっては、話し言葉や行動もそれが
発せられた文脈に強く規定されている。６）よって、原初的コミュニケーションの世界に
おいては、子どもたちの行動の意図を養育者が的確に感じ取り映し返すことが非常に重要
な意味をもつ。最後に、子どもたちの認知のありようは、養育者との愛着形成のありよう
と深く関連していることについて検討する。 



477 家族のネガティブなサイクルを防止するために、神経精神医学的障害に基礎づけられたア家族のネガティブなサイクルを防止するために、神経精神医学的障害に基礎づけられたア家族のネガティブなサイクルを防止するために、神経精神医学的障害に基礎づけられたア家族のネガティブなサイクルを防止するために、神経精神医学的障害に基礎づけられたア
プローチを持プローチを持プローチを持プローチを持つ子どもつ子どもつ子どもつ子ども 
Tarja Reunavuori (Finland) 

目的；神経精神疾患の子どもを持つ家族のための，子ども中心とした家族介入モデルを開
発することである．方法；この家族治療法は，Beardslee Family Interventionに基づいている

．この方法においては，子どもは問題の“所有者”として見なされる．そして介入に先立ち
，家族は子どもについての問題を記述し，また子ども自身も自分の問題について説明する
．家族は，変えたいと思っている点など，自分たち家族が持っている強さや可能性につい
て話す．介入の際は，ADHD／ADDや自閉症／アスペルガー症候群に関する情報が与えら
れ，家族は焦点を当てるべき問題を明確にする．介入の最後には，家族が新しい対処方法
を学んだかどうかに加え，これまでと同じ側面や改善可能な点について評価される．そし

て最後のセッションでは，問題と方法が明確に述べられる．目的は，その家族にとっての
神経精神疾患の意味やどの方法が必要かということについて，両親と子どもが同意するこ
とである．結果；子ども自身が自分の問題をどう思っているかを理解し，子ども自身に自
分が神経精神疾患を持つ子どもであることの理解を促し，子どもの自立的活動を促進する
ことである．家族にとって，この治療法は自閉症やアスペルガー症候群や ADHD／ADDに

関する知識を増やすこととなる 

478 必要性と可能性の間：自閉症児を持つ家族の心理療法－二者関係のシステムから三者関係必要性と可能性の間：自閉症児を持つ家族の心理療法－二者関係のシステムから三者関係必要性と可能性の間：自閉症児を持つ家族の心理療法－二者関係のシステムから三者関係必要性と可能性の間：自閉症児を持つ家族の心理療法－二者関係のシステムから三者関係
の間主観的なやりとりへの間主観的なやりとりへの間主観的なやりとりへの間主観的なやりとりへ 
Michal Shalev, Yaniv Dolev-Edelstein (Israel) 

不幸にも，自閉症スペクトラム障害を持つ子どもとその親の関係は，適切な治療がなされ
ないままでは，遊び心，楽しい相互性，柔軟性，親密性，および相互承認に欠けたものと
なっている．親は適切な発達的見通しを持つことが難しく，ノーマルな行動と病理的な行

動を区別し，自分自身や子どもの感情，思考，願望をおおっぴらに表してしまうこととな
る．また子どもは，適度によい，やりとりのある相互的な体験に加わることができないの
で，その親子は，広く共有された感じや親密性の深まりを体験することができない．特有
な間主観的なまとまりとしての親子の二者関係に，我々は心理療法的な介入を行う．我々
は，暗黙および明確な相互作用やそこで行われているやりとりに対する親の解釈を重要視

している．また我々は，自閉症の子どもは，意図，感情，考えを伝え，それらを関係付け
る力を持っていると考えている．治療的な環境によって，三者間の間主観的空間が現れ，
その中で，子どもおよび両親は，自分自身の経験の新しい真の意義を明らかにするように
なる．セラピストは，深刻な病理との作業同盟を行なっていく際は，その立場を維持した
り変化させたりできることが必要である．すなわち，調整役でありつつも関係に積極的に
参与し，陰性感情を投影され，感情表出する対象となり，また同一視されるべき理想的な

対象となることである．そして最後に，第三者的に観察し，思考し，内省することである
． 

481 母子の内的世界と観察しうる相互交流とのインターフェイス：自閉症スペクトラム障害の母子の内的世界と観察しうる相互交流とのインターフェイス：自閉症スペクトラム障害の母子の内的世界と観察しうる相互交流とのインターフェイス：自閉症スペクトラム障害の母子の内的世界と観察しうる相互交流とのインターフェイス：自閉症スペクトラム障害の



乳幼児のケースより乳幼児のケースより乳幼児のケースより乳幼児のケースより 
Smadar Dolev (Israel), Jean-Victor Wittenberg (Canada) 

このインターフェイスでは、自閉症スペクトラム障害と診断された幼児とその母親の研究
事例を提示し、お互いに関して母子双方の内的表象の間の相互作用と、お互いの観察しう
る相互交流について探求する。臨床家の子どもとの、そしてその母親との最初の出会いは

、しばしば彼らの相互交流の観察をすることであり、このインターフェイスでは、我々は
以下の質問を扱う。母親の子どもに対する内的表象はどのようなものか、そして子どもの
母親に対する愛着の安定性はこれらの相互交流にどのように反映されているか。母親の内
的表象を考察する際、われわれは、彼女の子どもの行動の基盤にある考えや気持ちに関す
る洞察力に焦点付ける。また、彼女は認知的にも情緒的にも ASDという子の診断を消化し
ているかどうか、そして、診断を受け入れていると考えられるかどうかにも焦点を当てる

。子どもの愛着の安定性を考察する際は、子どもが母親を苦痛の時に慰めの源として使う
かどうかに焦点を当てる。インターフェイスでは初めに、母子のビデオで母親と子どもの
ビネットを提示し、前もってこの二人についての情報を持つ発表者の一人によって理解さ
れた、相互交流の特徴と質を描写する。次に、母親の洞察力と解決に関するデータと、研
究の評価を用いて得られた子どもの愛着に関するデータを提示する。私達のパネルディス

カッションでは、これらのデータと相互交流の観察の間の一貫性と矛盾、そして介入に対
して持つ意義について探求する。 

484 トラウマを受けた子どもと家族のニーズにこたえトラウマを受けた子どもと家族のニーズにこたえトラウマを受けた子どもと家族のニーズにこたえトラウマを受けた子どもと家族のニーズにこたえるるるる 
Joy Osofsky (United States) 

リスクを出来るだけ早く発見すること、また出来るだけ早く介入を遂行することで、一層
よい結果が得られる可能性が増大するということを、研究と臨床実践の根拠が示している
。しかし、幼い子どもたちにとって、トラウマにさらされていることやリスク因子を認識

することは難しいだろう。そこで、このマスターレクチャーでは、さまざまな状況でトラ
ウマにさらされた幼い子どもたち、虐待、ネグレクト、暴力への暴露、災害後のトラウマ
を含む様々なタイプのトラウマ体験をもつ子どもたちに対して、その発見、介入、そして
治療の提供の方法を述べる。観察による評価方法と関係性に基づいた治療は、実例のビデ
オを使用して説明する。トラウマを抱えた子どもたちを治療する中での、代理性のトラウ

マ化 vicarious traumatizationについても論じる。そのような子どもの両親や養育者もまたト
ラウマを受けているかもしれないが、彼らへの援助の仕方にも言及する。 

485 マスターレクチャー１９：相互作用ガイダンスによる、重荷を負う家族への関わりと治療マスターレクチャー１９：相互作用ガイダンスによる、重荷を負う家族への関わりと治療マスターレクチャー１９：相互作用ガイダンスによる、重荷を負う家族への関わりと治療マスターレクチャー１９：相互作用ガイダンスによる、重荷を負う家族への関わりと治療 
Susan McDonough (United States) 
Abstract unavailable 

486 マスターレクチャーマスターレクチャーマスターレクチャーマスターレクチャー20：母－乳幼児短期心理療法の技法と、相互作用が介入におよぼす影：母－乳幼児短期心理療法の技法と、相互作用が介入におよぼす影：母－乳幼児短期心理療法の技法と、相互作用が介入におよぼす影：母－乳幼児短期心理療法の技法と、相互作用が介入におよぼす影
響響響響 
Bertrand Cramer (Switzerland) 

親―乳幼児治療は現在良く知られ、たくさん書かれたものもあります。教科書ではなく、
実際の生きたビデオでしか学べない相談場面に焦点を当てます。一方で、大切な基本的技



術の原則を展開し、どのように臨床家がやりとりの観察を用いるかも示します。赤ちゃん
の同席する親―乳幼児治療に特異的なのは、参加者すべての語ることと行動に偶然の一致
が認められることです。耳を傾けることと観察することは治療者においては一体となりま

す。親―乳幼児治療の大前提には相互作用と言語化されたもののつながりがあります。 

487 アタッチメント障害、精神病理、アタッチメント療法と予防アタッチメント障害、精神病理、アタッチメント療法と予防アタッチメント障害、精神病理、アタッチメント療法と予防アタッチメント障害、精神病理、アタッチメント療法と予防 
Karl Heinz Brisch (Germany) 

愛着理論に基づき、愛着障害の診断分類システムを提示する。世代間トラウマの治療
transgenerational traumaにおける愛着療法の一般的な、そして特殊なガイドラインを提示す
る。様々な愛着障害の特殊な治療アプローチや心理療法プロセスは、視聴覚の素材を用い
て説明する。愛着障害を予防するために、SAFEや B.A.S.Eが開発された。それは、幼児の

安定した愛着の発達を促進するため、そして幼児の欲求に対する親の感受性を高めるため
、また、攻撃性や不安感、特に世代間で繰り返される暴力の再演 re-enactmentを減らすた
めのものである。SAFEは、妊娠早期に始まり、幼児が 1歳になるまで、グループミーティ
ングで、または個別のトラウマ指向性の心理療法で、両親をガイドする。B.A.S.Eとは、乳
幼児の信号に対する感受性を高めるために母親と乳幼児の観察を使用して行う、幼稚園や

学校に通う子どもたちへのトレーニングである。評価の結果、1年間の B.A.S.Eトレーニン
グを終えた子どもたちは攻撃性や不安感が低く、より思いやりを持ち、向社会的であるい
うことがわかっている。 

488 幼児と幼稚園児の健康と栄養：家族のコンテクスト幼児と幼稚園児の健康と栄養：家族のコンテクスト幼児と幼稚園児の健康と栄養：家族のコンテクスト幼児と幼稚園児の健康と栄養：家族のコンテクスト 
Rachel Schiffman (United States) 

幼い子どもの食事の質は、子どもの発達全体に影響を与える。母親が子どもに食事を与え
る行動と子どものさまざまな種類の食べ物を食べたり味わったりする事の重要性について

の信念は、子どもの摂食行動、食事の選び方と好み、そして栄養状態にも、影響を及ぼし
うる。これらの影響は、子どもの身体的発達と認知発達に作用しうる。保健専門家は、増
加している子どもの肥満問題に対して、次第に懸念を強めてきている。その問題には、飲
み物の摂取が、牛乳から離れてより栄養価の低い甘い飲み物などの濃厚な飲み物へ変化し
ていることも含まれる。この講義では、早期児童期の栄養と家族との関係性の領域での、

ミシガン州立大学早期健康スタート研究チーム Michigan State University (USA) Early Health 

Start research teamによる研究を強調する。認知発達と社会情緒的発達という大きなコンテ
クストの中に、健康と栄養への焦点付けも含めるという困難な課題を、研究とプログラム
の開発という視点から考察する。 

489 触媒者としての乳幼児：新生児行動観察触媒者としての乳幼児：新生児行動観察触媒者としての乳幼児：新生児行動観察触媒者としての乳幼児：新生児行動観察 the Newborn Behavioral Observations (NBO)を通を通を通を通

して早期の親‐乳幼児関係を促進するして早期の親‐乳幼児関係を促進するして早期の親‐乳幼児関係を促進するして早期の親‐乳幼児関係を促進する 
J. Kevin Nugent (United States) 

乳幼児精神保健の専門家にとって、新生児期と生後最初の数か月は、たぶんずば抜けて素
晴らしい教育可能な瞬間だろう。なぜならば、その瞬間は、その子どもの人生の、その両
親の人生の、そしてその家族の人生の重要な移行期だからだ。この重要な移行期の間親と
乳児の関係性を支えるために、より関係的ないしは家族中心的な予防ケアモデルを必要と



する小児科専門家のニーズにこたえるために私達は、新生児行動観察 the Newborn 

Behavioral Observations (NBO)システムを開発した。NBASを使った私たちの研究に触発さ
れ、そしてその研究の上に築きあげられた NBOは、親を乳児の能力 competenciesと個性に

敏感にさせるための、そしてそうすることによって親の自信と、子どもを育てる実践的な
スキルを強化するための、関係性作りの方法として使われる。乳児、乳児の行動、は相互
交流セッションの中心である。そのセッションは 18の神経生物学項目から構成され、乳児
の行動レパートリーの包括的プロフィールを生み出す。 

491 2006 New Investigator Address:２００６奨励賞受賞講演：赤ちゃんのこころに私たちのこ２００６奨励賞受賞講演：赤ちゃんのこころに私たちのこ２００６奨励賞受賞講演：赤ちゃんのこころに私たちのこ２００６奨励賞受賞講演：赤ちゃんのこころに私たちのこ

ころを開くころを開くころを開くころを開く 
Claire DeAnne Vallotton (United States) 

言語習得前の子どもの象徴能力についての、そして社会的相互交流、子どもの養育者の知
覚、そして子ども自身の社会－情緒的発達に対する、乳幼児の象徴とコミュニケーション
・ツールの使用の影響についての、私の現在進行中の研究を述べる。言語習得前の乳幼児
は、象徴的な身振りにより、概念の一つとして、感情や気持ちを表現することが出来る。
養育者が明らかに示された乳幼児の象徴的身振りを理解すれば、彼らは乳幼児の合図によ

り応答的になり、より乳幼児の感情表現に同調するようになる。また乳幼児が象徴的身振
りを使うと、親はこころを開き、乳幼児の行動をより受け入れ、乳幼児との関係性をより
やりがいがあると感じる。重要なことに、親のストレスと子どもの言語発達遅滞の両者は
、子どもの体験を親が的確に理解するのを困難にする。言葉と身振りの両者は、さらに発
達への影響を与えつつ、子どもが自身の社会的スキルを習得するためのこころのツールと
して作用する。早期の指さし行動は遊びの中で表される幼児の社会－情緒的テーマの発達

を予測し、幼児の言葉の使用は自己調節の発達を予測する。そして何よりも、初期言語の
段階の性差は、自己調節に影響し、男児は両方の領域において遅れやすい。親子介入とし
ての象徴的身振りの使用は、子どもの社会－情緒的理解と自己調節スキルを高めるかどう
か、また、親子間の良いコミュニケーションによってもたらされる育児に関連したストレ
スの減少が、健康的な親子関係の維持と虐待の減少をもたらすかどうかについて、さらな

る研究が必要であろう。 

493 会長講演―世界の乳幼児精神保健会長講演―世界の乳幼児精神保健会長講演―世界の乳幼児精神保健会長講演―世界の乳幼児精神保健 
Tuula Tamminen (Finland) 

どの文化も乳幼児精神保健に影響を与え、それぞれの文化は、その文化の価値観や考え方
、育児の慣習に基づいて、こころの成熟をもたらす。文化に特異的な幼児期の発達経路と
世界のさまざまな地域の文化に敏感な育児方法を理解することによって、臨床家にも研究
家にも新しい観点や課題が開かれる。例えば、日本の「甘え」という概念によって早期の

親と子の相互交流の感受性を評価し比較すると、西洋の文化的視点やアフリカの文化的コ
ンテクストから、文化的価値観が感受性の概念全体や定義とどれだけ強力に結合している
かが明らかになる。世界のさまざまな地域での乳幼児精神保健の問題と育児の障害の有病
率やその範囲についての研究データは非常に少ない。早期の精神病理における文化の役割



については未だ理解されていない。既知のリスク因子や過程は普遍的な場合もあれば、個
人的な場合もある。私達が文化的特性を保護因子としてあるいは脆弱性を高めるものとし
て理解する前に、文化的コンテクストにおける乳幼児の疫学的研究プロジェクトと、病因

機序についての十分にデザインされた比較文化研究の両者が明らかに必要である。世界規
模の文化の統合は、早期の育児を推進する新しい可能性を意味するかもしれない。50の国
と地域に支部を持つ世界乳幼児精神保健学会は、世界中の乳幼児精神保健を見るための興
味深い窓口を提供している。 

497 リスクを持つ新生児のリスクを持つ新生児のリスクを持つ新生児のリスクを持つ新生児の NBASの利用の利用の利用の利用 
Tomitaro Akiyama (Japan) 

私たちは，NBASを脳障害や二分脊椎，多発性関節拘縮症，先天性ミオパチーなどの発達

障害のリスクを持つ新生児とその家族の育児支援に利用している。NBASの利用は，個々
の児の行動能力を的確に把握し，家族介入を図るうえで有益な手段である。また，これま
での研究から NBASは発達の予後予測との関連も高く，診断ツールとしての活用も可能で
ある。シンポジウムでは，リスクを持つ新生児に対する NBASの診断および介入ツールと
しての活用について報告する。また，Brazelton博士らとともにおこなった，日本の長崎県

五島列島の子どもたちの新生児行動とその後の発達研究についても述べる 

498 診断と介入，および小児科医トレーニングの診断と介入，および小児科医トレーニングの診断と介入，および小児科医トレーニングの診断と介入，および小児科医トレーニングの NBASの利用の利用の利用の利用 
Joao Gomes-Pedro (Portugal) 

現在，ポルトガルの家族システムは，組織や機能の大きな変革期にあり，精神保健問題の
予防や介入プログラムを必要とする新たな危険性や脆弱性をもっている。適切な評価が診
断と介入には必要である。児の能力を臨床家と家族が互いに理解し，親子の初期の強固な
アタッチメントを確立しようとする両親との関係性モデルが，児の成長発達とアタッチメ

ントの形成に良い影響を与える。リスボン大学では，NBASの哲学に経験的証拠や理論的
背景を取り入れ，この関係性パラダイムを基にしたアプローチを学部教育に取り入れるこ
とに成功している。それは，関係性を基本としたより人間味のある医師教育を意図し，関
係性医学 Medicine based on Relationshipと呼んでいる。シンポジウムでは，この統合につい
て述べる。また現在，私たちはポルトガルの National Health Systemに，この関係性モデル

を取り入れたプロジェクトを構築している。このプロジェクトは NBASの 30年間の臨床を
基本として，NBASとタッチポイントのトレーニングを受けた専門家と精神保健に関連し
た専門家のネットワークを発展させることにより，児と家族を支援することを目標として
いる。 

499 スペイン，カタロニアにおけるスペイン，カタロニアにおけるスペイン，カタロニアにおけるスペイン，カタロニアにおける NBASの利用の利用の利用の利用 
Carme Costas-Moragas (Spain) 

スペイン，カタロニアのバルセロナは，人口 7,134,697人で，出生割合は 1000人につき

11.6人，また死亡割合は 1000人につき 3.22人である。カタロニア政府は公的保健サービス
を提供し，0歳から 6歳までの子どもに 72か所の早期介入クリニックのネットワークを構
築している。そのため，NBASを診断や治療手段として用いる臨床心理士の数はここ数年
増加している。私たちの主な活動は，NBASによる発達研究とともに，NBASの教育や普



及に努めている。私たちの NBASトレーニング受講者の 98％は心理士で，早期介入クリニ
ックで活動している。NBAS研究では，出生時体重，未熟性，ビリルビンレベルなどの周
産期因子と新生児行動との関連について検討や，バルセロナで出生した 220名の正常成熟

児の行動研究もおこなった。これらの研究から，NBASが新生児期の臨床の有益な情報と
なり，早期介入クリニックや新生児ユニットにおいて児の健康を支援することを実証した
。 

500 オーストラリアにおけるオーストラリアにおけるオーストラリアにおけるオーストラリアにおける NBASの利用とトレーニングの利用とトレーニングの利用とトレーニングの利用とトレーニング 
Beulah Warren (Australia) 

1978年，Brazelton博士がオーストラリアを訪問し，NBASのトレーニングコースを開催し
た。初期には，NBASスケールは研究に使用され，後にオーストラリアでもトレーニング

を受けることが可能となったため，臨床家や研究者などが NBASの認定を受けた。異なっ
た専門職者の言語療法士，作業療法士，理学療法士，新生児医，小児科医などである。ま
た新生児期・乳児期早期の関係的経験が，その後の発達のために重要であることが認識さ
れるに従い，NBASの適応も増加してきている。児のユニークな個性と能力をとらえよう
とする NBASの強みは，両親や児に関係性のリスク要因があるような場合でも，両者の関

係性を育むように児の理解を促す。スケールは，新生児・乳幼児の精神保健分野の専門職
者や大学院生に，児の理解を深め，家族とのダイナミックな関係性を積極的に構築できる
ように教育にも利用される。シンポジウムでは介入利用としての NBASに焦点を当て，臨
床活用についてのケース資料を提供する。 

501 イギリスにおけるイギリスにおけるイギリスにおけるイギリスにおける NBASの利用：ヘルスプロフェッションと両親の出会いの利用：ヘルスプロフェッションと両親の出会いの利用：ヘルスプロフェッションと両親の出会いの利用：ヘルスプロフェッションと両親の出会い 
Joanna Hawthorne (Great Britain) 

1997年，イギリス政府は，貧困地区における４歳までの子どもの家族と社会性，身体，情

緒の発達を支援するために Sure Startを設立した。同年，NBASトレーニングを行うために
Brazelton Centre in Great Britainを設立した。地域社会において，ヘルスプロフェッションに
よる学際的チームが NBASのトレーニングを受講している。質問紙をすべての受講生に送
り，予備的なフィードバック調査の結果では，それらの多くが NBASトレーニングを通し
て，それまでにない乳児についての新たな情報を得ることができたとした。ウエールズ政

府は，Flying Start という Sure Startと同様のプログラムを策定した。Brazelton Centreは，地
域社会における発達支援介入の NBASの利用に対する両親の反応について調査している。
その評価指標は，赤ちゃんに対する両親の認識，アタッチメントスケール，乳児の気質質
問紙，自己効力感の調査，父親の関わりについての調査，エジンバラ産後うつ病問診票な
どである。研究では，NBASコンセプトを基本とした NBO(Newborn Behavioral Observation)

による介入が母親の感受性を高め，産後うつのリスクを軽減するという結果を示している

。 

502 デンマークにおけるデンマークにおけるデンマークにおけるデンマークにおける NBASの利用：乳児期の利用：乳児期の利用：乳児期の利用：乳児期の教育と早期介入の研究ツールの教育と早期介入の研究ツールの教育と早期介入の研究ツールの教育と早期介入の研究ツール 
Hanne Munck (Denmark) 

1974年，コペンハーゲンの我々の乳児研究グループは，NBASという新たなシステム的な
観察ツールの有効性を認識した。NBASは，児についての経験的科学性から最も重要な知



識を統合した敏感かつ組織的な評価方法であるという強みをもっている。児の能力や適応
性，可能性，個性に焦点を当てた NBASの視点は，身体のケアを中心とした病院での柔軟
性のない，厳しい通常のケアから，より柔軟で，個別的なアタッチメントを促すことを視

点とした新しい家族ケアへと劇的な変化をもたらすうえで大変な助けとなった。NBASに
よる児についての処方箋やデモンストレーションは，児の要求を捉え，より良いケアの提
供を促し，また両親に育児の新たな視点を与えるように養育者に適切な指導を与える。母
性を妨げる代わりに，私たちは対話を続けることや父親の育児能力を高めるために部屋を
準備するなどして，両親との相互作用を図り，今では両親を感受性が豊かで同調的なパー
トナーとしてとらえている。 

505 重い病気をもつ赤ちゃんの主観的世界重い病気をもつ赤ちゃんの主観的世界重い病気をもつ赤ちゃんの主観的世界重い病気をもつ赤ちゃんの主観的世界 
Campbell Paul (Australia) 

人生の最初の数年間に、衰弱させるまたは命を脅かす病気を抱え、病院で多大な時間を過
ごす赤ちゃんがいる。重要な倫理的・臨床的ジレンマに直面しなければならない状況にお
かれた親やスタッフのための精神保健経験に関する重要な文献がある。しかし、そのよう
な人生のスタートを通して赤ちゃんはどう感じているのだろうか。赤ちゃんの情緒的、身

体的生存へのニーズに応えるために並外れた献身的な愛情を与えられるように見える多く
の親がいる。この発表では、障害または慢性疾患をもつ赤ちゃんの主観的な経験について
検討したい。赤ちゃんは最初の年の医療の外傷に何を思い出すのか。自分の乳児を病院に
置き去りにしなければならない親が赤ちゃんへ与える影響は何なのか。赤ちゃんは解離、
分離のような一連の心理的防衛をしている。これらの防衛が赤ちゃんの情緒的発達や関係
性の発達に有害なのはどの状況下なのか。我々は、深刻な消化器疾患またその他の障害を

持つ乳児の体験に関するメルボルンの王室小児科病院（Royal Children's Hospital, Melbourne

）のいくつかのデータを示すつもりである。 

506 人口呼吸器に依存する赤ちゃんとその家族の経験人口呼吸器に依存する赤ちゃんとその家族の経験人口呼吸器に依存する赤ちゃんとその家族の経験人口呼吸器に依存する赤ちゃんとその家族の経験 
Joy V. Browne (United States) 

人工栄養チューブを通って食べさせることや人工呼吸器の支援が無くては生存できないよ
うな医学的に厳しい子どもに、これらの機器は典型的で発達的な発育や子育てをサポート

するために有意義な挑戦であることを示す。呼吸の調節、消化、疼痛反応は、医療スタッ
フにとって主要な関心ごとであり、しばしば乳児と両親の個人的な経験にとって最も重要
な関心である。現在、子どもの経験および、医学的治療へのちょっとした変化への反応、
そして脆弱な子どもたちの結果間の相互作用についての理解はほとんどない。早期に産ま
れた医学的に脆弱な乳児、気管切開により数ヶ月間人工呼吸器支援を受けた乳児、胃切開
手術で授乳支援を受けた乳児の 3つの事例研究について示す。自律調節とその調節異常、

覚醒と睡眠の障害、移動および移動の制限、親や見知らぬ人との相互作用、関係性とコミ
ュニケーション、授乳課題と授乳関係、いらいらしやすさと自己鎮静の課題などにおいて
発達において 3人の幼児の間に類似性が見出されるだろう。さらに、非常に弱い命や彼ら
の子どもや他の子どもの両方との死別体験に囲まれながら、非常に強烈な環境の中で、医



学的に脆弱な幼児を育てる経験について検討されるだろう。 

507 病院で育つこと：乳児、家族、病院システムへの影響病院で育つこと：乳児、家族、病院システムへの影響病院で育つこと：乳児、家族、病院システムへの影響病院で育つこと：乳児、家族、病院システムへの影響 
Sue Wilson (Australia) 

少数とはいえ無視できないほどの乳児たちが、現在、病院で育ち、最初の数ヶ月から数年

を過ごしている。これらの多くの乳児のために、少なくとも 1人の親が、変動的な期間を
過ごすことになる。親の役割の１つは、この複雑な環境を作る交差システムをうまく乗り
越えることである。本事例では、両親がいない中、小児科の集中治療室で人生の最初の 8

ヵ月を過ごした 1人の乳児の体験を提示する。彼女は中枢性肺胞低換気症候群の診断を受
けており、彼女が眠っているときはいつでも、気管開口術による換気が必須であった。本
研究は、病院で成長しているこの乳児の体験と、彼女を囲むシステムについて調査する。

どのように彼女は、はっきりと同定された主たる愛着対象の不在を体験したのか？それに
もかかわらず、彼女は愛着の階層を発達させることが可能であり続けたのか？彼女が状況
に対応できるように用いた防衛はどのようなものだったか？この影響は、どういったもの
であるのか？里親の任命に関係する倫理的問題とともに、児童保護システムとの中間領域
が考慮されるであろう。家から出されたことが意味するのは、彼女が生きることと元気で

いることの喪失と、病気と死の間に象徴される希望であった。妬み、ライバル意識、喪失
を含む強い感情は続いたが、しかし、その感情をスタッフと話し合うことができた。乳児
と彼女の養母に対して、その親子の単位で体験の意味が作られ、家への移行の準備ができ
るようワークが施された。 

510 早期産児に対する退院後の神経行動学的な介入プログラムの無作為比較での試み：プログ早期産児に対する退院後の神経行動学的な介入プログラムの無作為比較での試み：プログ早期産児に対する退院後の神経行動学的な介入プログラムの無作為比較での試み：プログ早期産児に対する退院後の神経行動学的な介入プログラムの無作為比較での試み：プログ

ラムの内容ラムの内容ラムの内容ラムの内容 
Karen Koldewijn, Marie-Jeanne Wolf, Dominique Meijssen, Aleid Van Wassenaer, Joke Kok, 
Anneloes Van Baar (Netherlands) 

IBAIPのゴールは乳児の社会的相互交流とストレスのない探索機能を強化することである

。プログラムでは、強みをベースにしたアプローチ（strength-based approach）における親
の関与とエンパワーメントに焦点をあてて、赤ちゃんの生活の中で最も重要な人として親
を検証し、評価する。乳幼児行動評価（Infant Behavioral Assessment）は、介入を導く。新
生児それぞれへの発達上のケアと評価プログラムは同じ理論を前提としているが、6-8か月
までの乳児が対象である。IBAIPは 113の行動を定義しており、それらは情報への接近行

動、相互交流場面での自己調節行動、あるいは乳児の自己調整能力を覆うストレス行動と
して解釈される。この行動上の状況を基礎にして、介入者は、親が我が子の神経行動学的
なニーズに合い、かつ、その子の相互交流場面での相互調節のサポートを提供するような
環境の調整を出来るように援助する。このようにして、健康な脳の構造を築くために必要
となる応答的で養育的な関係性を乳幼児に提供することは、後の発達のための重要な基礎
となる。IBAIPのゴールは、強みをベースにしたアプローチにおける親の関与とエンパワ

ーメントに焦点をあてて、乳幼児の社会的相互交流と、ストレスのない探索機能を高める
ことである。 

511 早期産児に対する退院後の神経行動学的な介入プログラムの無作為比較での試み：早期産児に対する退院後の神経行動学的な介入プログラムの無作為比較での試み：早期産児に対する退院後の神経行動学的な介入プログラムの無作為比較での試み：早期産児に対する退院後の神経行動学的な介入プログラムの無作為比較での試み：6ヶ月ヶ月ヶ月ヶ月



時点での神経行動学的および発達的成果時点での神経行動学的および発達的成果時点での神経行動学的および発達的成果時点での神経行動学的および発達的成果 
Marie-Jeanne Wolf, Karen Koldewijn, Dominique Meijssen, Aleid Van Wassenaer, Frans Nollet, 
Joke Kok (Netherlands) 

極低出生体重児(VLBW)は初期の段階の自己調節において問題を経験する。このことは彼ら
の後の行動、および発達に大きく関与する。そして親の養育の質にも影響を与える。2004

年に、我々は乳児の行動と発達的成果に関する“乳児の行動アセスメントと介入プログラム
”の成果を研究するために、無作為比較での試行を始めた。介入群は補正月齢で 6ヶ月まで

に、退院前に 1回の介入をうけ、6-8回の家での介入を受けた。対照群の乳児は通常のケア
を受けた。6ヶ月時に、乳幼児行動評価（Infant Behavioral Assessment :IBA）、自己調節能
力尺度（Self-Regulatory Competence Scale :SRCS）および Bayley乳幼児発達尺度 II（Bayley 

Scales of Infant Development :BSID- II）が施行された。176人の乳児が研究に登録された。
平均在胎週数は介入を受けた群で 29.6週、対照群で 30週であった。IBA と SRCSは、介入
群の乳児において広い範囲で接近行動が増加し、ストレス行動が減少したことを示した。

このことは Bayley行動評価尺度においても、介入群の乳児が好方向へ 18.3ポイント差とい
った結果で反映された。介入群はまた、BSID- IIの精神発達（7.3ポイント）、および運動
発達（6.1ポイント）指標においても、より良い結果を示していた。我々は自己調整能力の
強化が人生の最初の 6ヶ月において乳児の発達に貢献するとの仮説を提出する。 

512 早期産児に対する退院後の発達的介入プログラムの無作為比較での試み：親－乳幼児相互早期産児に対する退院後の発達的介入プログラムの無作為比較での試み：親－乳幼児相互早期産児に対する退院後の発達的介入プログラムの無作為比較での試み：親－乳幼児相互早期産児に対する退院後の発達的介入プログラムの無作為比較での試み：親－乳幼児相互
作用の結果作用の結果作用の結果作用の結果 
Dominique Meijssen, Marie-Jeanne Wolf, Karen Koldewijn, Bregje Houtzager, Aleid Van 
Wassenaer, Joke Kok, Anneloes Van Baar (Netherlands) 

極度の早期産（＜32週）の乳児は養育者と相互交流を行うのがより困難である。乳児行動
アセスメントおよび介入プログラム（IBAIP）は、親－乳幼児相互交流のお互いの満足感を
高めたり、乳児の行動に対する親の感受性を高めたり、親が乳児に相互調整サポートを与
えることを支えることによって、退院後のサポートを提供する。無作為試行によって私た
ちは母・乳幼児相互交流に対する IBAIPの効果を評価した。母と月齢を 6か月に調整した
乳児との母－乳幼児児相互交流を観察するために表情静止法が用いられた。母の相互交流

行動、遊んでいる時の乳幼児の反応、表情静止法の狼狽の効果が査定された。介入群（ｎ
=57）と対照群（ｎ=55）は在胎週数及び出生時体重については有意な差はみられなかった
。112組の母－乳幼児が表情静止法に参加した。介入グループの母親は対照群の母親と比
べてより積極的な相互交流（積極的な発声、母親語、微笑み）を示した。表情静止法にお
ける乳幼児の行動の違いはなかった。結論：IBAIPは母親の積極的相互交流行動を高める

ようである。乳児の相互交流行動に対して効果は見られなかった。母－乳幼児相互交流の
際の母親の感受性の役割はさらに検討されるだろう。 

515 関係性から学習へ：保育でのリフレクティブな実践のための階層的支援の描写と評価関係性から学習へ：保育でのリフレクティブな実践のための階層的支援の描写と評価関係性から学習へ：保育でのリフレクティブな実践のための階層的支援の描写と評価関係性から学習へ：保育でのリフレクティブな実践のための階層的支援の描写と評価 
Robyn Dolby (Australia) 

幼稚園と保育施設のスタッフは、激しい情緒的な関係性を必要とする分野に従事している
が、しばしば他の専門家たちが利用可能なリフレクティブなコンサルテーションや情報に



基づく支援から、便益を得ていない。この論文では、共感や情緒応答性を促進するために
、スタッフと親が、特にストレス発生時や葛藤時に、親自身の気持ちと子どもたちの気持
ちについてリフレクトできるように、現場で支援するために、一人の心理士が従事するプ

ログラムを、描写し評価する。コンテイナー／コンテインド container-containedプロセスを
描写するために、ビデオクリップが使われる。そのプロセスでは、幼稚園の登園時に、子
どもの幼稚園の先生が、その子どもが母親から離れそして先生と再会することを支援する
ための抱える環境 holding environmentを提供している。スタッフとのテスト前後のインタ
ビューでは、子どもの表象にポジティブな変化が見られた。（限界設定をめぐるいざこざ
のような）従順さとコントロールのテーマは減少し、守られている（子どもたちが信頼で

きる慰めの源）のテーマは増加し、子どもたちに見られる情緒的な問題と行動上の問題は
減少した。 

516 保育施設スタッフの子どもの情緒状態に注意を向ける能力を高めるための専門性開発プロ保育施設スタッフの子どもの情緒状態に注意を向ける能力を高めるための専門性開発プロ保育施設スタッフの子どもの情緒状態に注意を向ける能力を高めるための専門性開発プロ保育施設スタッフの子どもの情緒状態に注意を向ける能力を高めるための専門性開発プロ
グラムの評価グラムの評価グラムの評価グラムの評価 
Peter Maurice Elfer, Katy Dearnley (Great Britain) 

この論文は、イギリスの子どもセンター（保育所）の所長たちの、コンテイナー／コンテ

インド container-contained理論の枠組みを用いた介入の評価を報告する。訓練は二つの段階
で実施された。第一段階は保育所の所長たちへの８回以上のセッションで、第二段階では
指導者から継続的な支援を受けながら、所長たちが自分の施設のスタッフ・グループに修
正版の訓練を実施した。これらの所長の介入戦略は、以下の仮定に基づいていた。すなわ
ち、審判を下さないグループ a non-judgmental groupの表面下にあるスタッフの没頭や感情
の流れによく注意を向けることにより、保育所のスタッフが彼ら自身の気持ちについて考

え処理することが助けられ、それによってスタッフ自身が彼らのことと子どもたちのこと
をもっと考えることが可能になる。その意図は、次にスタッフが子どもたちの葛藤により
共感的になり、痛みの体験からの距離を縮められるだろうということである。この訓練は
、Tavistock方式の観察、体験グループと子どもの発達理論を利用し、若い年代の専門家と
児童精神療法家によって実施された。この訓練は、インナーロンドン地域当局とイギリス

の都市部に試験的に行われ、参加者からの前向きな評価を得た。この試行では、どのよう
にしたらそのようなイニシアチブが保育所レベルで、そして組織によって維持可能かにつ
いての、そしてこの種の専門の境界を越えた仕事に関与している機会と緊張についての疑
問点が、確かに明らかになる。 

517 幼い年代における親と専門家の関係性の吟味：どのように効果的なパートナーシップが達幼い年代における親と専門家の関係性の吟味：どのように効果的なパートナーシップが達幼い年代における親と専門家の関係性の吟味：どのように効果的なパートナーシップが達幼い年代における親と専門家の関係性の吟味：どのように効果的なパートナーシップが達

成できるか成できるか成できるか成できるか 
Sue Greenfield (Great Britain) 

ラム Lambは、乳幼児と幼い子どもたちが家庭と保育所の間の移行に関わるストレスを和
らげられるように助けるために、親と専門家のパートナーシップが重要であると記述して
いる。そこでこの論文では、親と保育所スタッフの間の関係性を促進するためのコンテイ
ナー／コンテインド container contained モデルの利用を評価する。子どもたちの保育所にお



ける体験への親の関与は、子どもたちの社会性と認知能力の拡大において重要であると見
られているが、親と保育所スタッフの本当の間の真のパートナーシップはめったに達成さ
れないことが良く知られている。目的は、どのようにパートナーシップの仕事が強化され

得るのか、そしてどのように保育所スタッフの防衛的で権威的な立場の後ろに逃げ込む傾
向を避けるのかを調査することである。親とスタッフへのインタビューは、彼らの関係に
関する洞察をもたらした。その関係は、情報は交換すれどもコミュニケーションと協力は
起こらず、両者間の信用が欠落していることが示唆される。このコンテイナー／コンテイ
ンド container containedモデルは、この両方のパートナーが、彼らの関係性を吟味でき、そ
して彼らのパートナーシップを強化させるためにコミュニケーションをとる方法を探索す

ることができるようにする枠組みとして、使われる。この両者のパートナーシップが強化
された場所では、乳幼児と幼い子どもたちのストレスは減少し、幼い子どもたちの社会性
と認知能力は拡大することが、提案される。 

518 赤ちゃんを心に留めておくこと：早期家族支援赤ちゃんを心に留めておくこと：早期家族支援赤ちゃんを心に留めておくこと：早期家族支援赤ちゃんを心に留めておくこと：早期家族支援 
Angela Underdown (Great Britain) 

幼い乳児が社会的コミュニケーションをとる行動は、反射行為としてではなく、他者と関

わるための初期能力として、次第に認識されてきている。この初期のコミュニケーション
行為は、乳児がコントロールできるものの一つである。例えば、視線を逸らしてそっぽを
向いたり、アイコンタクトをとったり、口や手を動かしたり、笑ったり、声を出したりす
ることである。社会的に相互交流をもつ乳児の性質は、敏感で応答的な相互交流の相手と
関わる機会を必要とし、そしてこの論文では、乳幼児のマッサージクラスに参加すること
はそのような環境を促進する役割をしていることを検討する。Cochraneの既存論文の系統

的なレビューに続いて、乳幼児のマッサージクラスの注意深い観察から、乳幼児の社会性
と作用の感覚 sense of agencyが促進される方法の変動性が示された。コンテイナー／コン
テインド container contained理論モデルは、グループリーダーが社会的で応答的な環境を促
進する役割を発見し発展できるようになるための、有効な枠組みとなりえることが、議論
される。 

520 問題の核心：乳児の先天性心疾患の診断後の母子間の愛着経験問題の核心：乳児の先天性心疾患の診断後の母子間の愛着経験問題の核心：乳児の先天性心疾患の診断後の母子間の愛着経験問題の核心：乳児の先天性心疾患の診断後の母子間の愛着経験 
Jennifer Meryl Re, Samuel Menahem, Suzanne Dean, Andrew Cochrane, Campbell Paul, James 
Grimwade (Australia) 

これは、先天性心疾患（CHD）の診断後の母子の経験を調査するための、アッタチメント
レンズを用いた質的研究である。生まれて間もなく極めて重篤で、大きな手術が必要だっ
た乳児が、出産直後の母親と共に研究に参加した。臨床事例報告では、出産後に診断がな
された乳児の親と、出生前に診断がなされた乳児の親を比べると、その経験には違いがあ
るかもしれないということが示唆されている。乳児が 2ヵ月と 9ヵ月の時に、母親の診断
を受けた経験、乳児期早期の内科的・外科的治療、さらに乳児との初期および現在の関係

性について詳しいインタビューを行った。この継続的な研究によって、乳児の極めて重篤
な病状の診断がなされた時の母親の反応に対する理解を深めることを試みる。母親の表象
の質と母子関係はこれらの理解を深める何らかの手段を提供するかもしれない。そして乳



児の経験は母子相互作用の観察と、ADBBおよび Bayley Screening Test の使用を通して探求
されるだろう。いくつかの予備的な発見が、母親が話した示唆に富む話の様子と共に発表
される予定である。 

521 育ち合う研究：早期介入プログラムが３つの高いリスクを持つ集団に与える影響育ち合う研究：早期介入プログラムが３つの高いリスクを持つ集団に与える影響育ち合う研究：早期介入プログラムが３つの高いリスクを持つ集団に与える影響育ち合う研究：早期介入プログラムが３つの高いリスクを持つ集団に与える影響 
Jean Hughes, Elizabeth Kay-Rainingbird, Denise Sommerfeld (Canada) 

この発表では広範囲に及ぶプログラムとサービスからなる住民を対象とした早期介入、
GROWING TOGETHER(GT)の研究を考察する。GTは家庭と地域社会の発達に関する生
態学的モデルに基づいている。我々の研究は、東カナダにある３つの高いニーズを持った
地域社会に暮らす 0歳～6歳の乳幼児がいるハイリスクの家族を対象とした。２つの調査
対象の場所は都市部の街（トロント・ハリファックス）内に、3つ目の場所はケープバー

トンの村落に存在した。１つの場所は、他の 2つの場所が主にヨーロッパ中心であるのに
対して非常に多文化的であった。この発表では、出生から 18ヵ月まで行われた GTの縦断
的研究の結果から、親（養育行動や養育態度・養育に対する自信・乳幼児に読み書きを習
得させる経験・地域社会の行事をこなす能力・抑うつ）、乳幼児（身体的・精神的・情緒
的・社会的・認知・発語・理解・読み書き能力に関する健全な発達）、親子の相互作用そ

して家庭環境（住居・慢性的な家庭問題）に対する影響について考察する。親子の相互作
用に最も決定的な要因（親・子ども・環境）を特定し、また保健サービスの利用傾向（公
的資金を受けた医療制度内にあるリンク可能な管理データーベースを通して地域社会全体
から得られる）について、ベースライン時と 18ヵ月時において比較する予定である。 

522 枠組みを変える「愚行の柔軟性」枠組みを変える「愚行の柔軟性」枠組みを変える「愚行の柔軟性」枠組みを変える「愚行の柔軟性」 
Caron E. Harrang (United States) 

親・乳幼児精神療法は、母親と乳幼児との関係性に焦点を当てる現代的な臨床の専門分野

である。（乳幼児に対する）初期的予防と（母親に対する）介入は、まだ理論と技術の点
で標準化されていない。これまでの論文の多くは、母親と乳幼児を別々に治療するのでは
なく、一緒に治療することの利点に注目してきたが、周囲の環境とそれが治療過程と結果
にどのように影響を与えるかということにはほとんど注目してこなかった。このワークシ
ョップでは、妊娠 4ヶ月目から 4年間に渡って、一組の母親と乳幼児の治療に使用された

それぞれ異なった３つの治療環境（診療室・家庭・電話）の影響を調査している。そして
臨床要素は、母親と胎児および母親と乳幼児が、上記の治療環境をそれぞれどのように経
験したか、また、枠組みの修正が治療結果にどのように影響したかを示している。患者が
提供するデータの精密な分析と合わせて考える枠組みに関する柔軟性は、母親と乳幼児の
双方にとって、「抱えられている（holding）」と「包まれている(containment)」のより大
きな感覚を生み出す一因になり得える。この症例の転移と逆転移の変化の型を考える中で

、治療方法に関係なく、枠組みの変化が、全ての患者に対する心理療法的作業にどのよう
に影響するかが明らかになるだろう。 

523 リスクのある親の属性の修正：関係性の崩壊及び乳幼児虐待を予防する短期認知療法（リスクのある親の属性の修正：関係性の崩壊及び乳幼児虐待を予防する短期認知療法（リスクのある親の属性の修正：関係性の崩壊及び乳幼児虐待を予防する短期認知療法（リスクのある親の属性の修正：関係性の崩壊及び乳幼児虐待を予防する短期認知療法（
MAP 法）法）法）法） 
Yvonne Bohr, Norma Sockett diMarco, Leigh Armour (Canada) 



北米では、毎年、乳幼児を含めたあまりにも多くの幼い子どもたちが、虐待の疑いや、心
的外傷の犠牲者となっている。特に親と乳幼児の関係性の崩壊とその結果起こる虐待の危
険により、社会は莫大な代価を支払わされていて、各臨床的現場では、予防のための有効

な介入が努力されている。しかしながら、犠牲を被るリスクのある家庭が成果が出るまで
時間をかけて治療を受け続けることができないことが多く、虐待を防ぎたいと思っている
専門家も真に有効な早期介入がほとんどできない現状といえる。幸運なことに、最近では
親子の関係性を阻害する可能性のある早期の親の態度と行動を、比較的短期間でうまく変
えることができるとする研究が多く見られるようになった。このワークショップは、関係
性障害のリスクのある親と乳幼児のための、理論的、経験的に支持される短期間の治療方

法を参加者に紹介することを目的としている。我々は、経験的に構築された認知モデルを
用いたビデオによるフィードバックに基づく３～4回の介入アプローチについて発表する
。このアプローチでは、親と、乳幼児や就学前の子どもとの遊びをビデオに録画し、その
ビデオをもとに、子どもの行動に対する親の解釈と、子どもの行動に対する親の属性に焦
点を当てた評価と介入を行う。 

524 安定した愛着タイプを促進するための若年の母親に対する予防的な介入と研究のプログラ安定した愛着タイプを促進するための若年の母親に対する予防的な介入と研究のプログラ安定した愛着タイプを促進するための若年の母親に対する予防的な介入と研究のプログラ安定した愛着タイプを促進するための若年の母親に対する予防的な介入と研究のプログラ
ムムムム 
Magaly Noblega (Peru) 

若年の母親は年齢と年齢が持つ特徴がリスク因子となるため、子どもとの最適な関係を作
るためには、母親役割に関するより多くの支援を必要とし、貧しい状況に置かれている母
親の場合は特に求められる。我々のこれまでの研究において、若年の母親は母として独自
の特徴を示し、彼らのことを考慮した介入が受けられていないということが明らかになっ

ている。それゆえ、彼らが十分な支援を得るための場、そして新しい役割への適応を容易
にするための仲間との経験の共有の場が必要となる。我々はこれに対してサン・ファン・
デ・ルリガンチョ地区（リマで最も貧しい地区）にあるカントグランデ地域に住んでいる
若年の母親と子どもに対する安定した愛着形成を促進するプログラムを実施している。今
回は、このプログラムでの我々の経験を共有する。 

525 10代の母親の乳幼児に対する母子関係の特徴：母親の自尊心に基づく分析代の母親の乳幼児に対する母子関係の特徴：母親の自尊心に基づく分析代の母親の乳幼児に対する母子関係の特徴：母親の自尊心に基づく分析代の母親の乳幼児に対する母子関係の特徴：母親の自尊心に基づく分析 
Keiko Koumoto, Taiko Hirose, Mitsue Maru (Japan) 

近年、日本における出生数全体の中で、10代の出産数が年々増えている。従来の論文は 10

代の母親の経済的および社会的な問題、子育て能力の乏しさを論じてきたが、子育てにお
ける母親の自信を取り上げて明らかにした研究はなされていない。また、これらの側面が
母子相互作用に与える影響も明らかにされていない。したがって、この研究では、10代の
母親に対する子育て支援の適切な方針を明示するために、乳幼児を持つ 10代の母親の自尊

心と母子相互作用との関連に焦点を当てた。研究対象は重度の身体的および精神的疾患の
ない 10代の母親とその子どもである。我々が評価したのは、１）母子の属性、２）母親の
自尊心、３）母子相互作用で、評価にはアンケート用紙・日本版自尊心測定尺度・Nursing 

Child Assessment Feeding Scales (NCAFS)・Nursing Child Assessment Teaching Scales (NCATS)



をそれぞれ用いた。10組の母子の研究結果によって、対象になった 10代の母親の自尊心
は、コントロール群よりも有意に低いことが判明した。母子相互作用に関しては、10代の
母親は子どもに対する反応性が低い傾向があると確認された。これらの結果は、10代の母

親に対する子育て支援が、母子相互作用を促進させ、母親としての自尊心を高める必要が
あることを示唆している。 

527 漏斗胸に対する漏斗胸に対する漏斗胸に対する漏斗胸に対する Nuss手術後の心理社会面の改善に関する検討手術後の心理社会面の改善に関する検討手術後の心理社会面の改善に関する検討手術後の心理社会面の改善に関する検討 
Tadaharu Okazaki, Manabu Okawada, Akihiro Shimotakahara, Geoffrey J. Lane, Atsuyuki 
Yamataka (Japan) 

目的：漏斗胸（以下、本症）は、心肺機能障害のみならず、患者の心理社会面へ影響を与
える。本症に対する Nuss手術（以下、本法）は低侵襲で美容的にも優れ、近年普及してき
ている。本法が患児や両親の心理社会面に与える影響について検討した。方法：対象は
2000年から 2006年までに当科で本法を施行した 20例。患児ならびに両親に対し、手術前

後でインタビュー調査を行った。結果：20例中、３例は心肺機能障害のため（A群）、残
る 17例は外観上の理由（B群）で手術適応となった。A群３例は全例、術前は精神的に内
気で、患児ならびに両親ともに本法を受けることを強く望んでいた。B群は 17例中 16例
が精神的に内気であった。B群のうち 12例は患児が本法を望んでいたが、12例中５例の両
親は当初手術に消極的だった。残る５例は、患児本人に比し両親が手術を強く希望した。

20例全例で本法は合併症無く施行されたが、B群の１例で術後に再陥凹を生じたため再手
術を要した。A群３例は全例で心肺機能ならびに外観上も改善し、心理社会面でも著明に
良好な影響を与え、患児、両親ともにきわめて高い満足度を得られた。B群では再手術例
１例を除く 16例で心理社会面での改善を認め、術後の状態に患児、両親ともに満足を得ら
れた。結語：本法は、心肺機能および外観上の改善のみならず、患児ならびに両親の心理
社会面と親子関係に良好な影響を及ぼすことが示唆された。 

528 フランス・イタリア・ノルウェーのウエルベビークリニックでのフランス・イタリア・ノルウェーのウエルベビークリニックでのフランス・イタリア・ノルウェーのウエルベビークリニックでのフランス・イタリア・ノルウェーのウエルベビークリニックでの ADBB スケールスケールスケールスケール 
Antoine Guedeney, Denis Mellier (France), Mikael Heimann (Sweden), Emilia De Rosa (Italy) 

Alarm Distress Baby scale (Guedeney & Fermanian,2001)は数カ国で検証され、臨床や研究の様
々な場面で使われている。ワークショップではこの尺度のいくつかの適用例を示し、予防
と早期介入のための尺度の訓練と使用の取り組みを考察するつもりである。リヨンのフラ
ンスチームは、Cox's &al EPDS and Fiese's PIPEといった検証されている他の尺度とともに

この尺度を用い、ウエルベビークリニックにおいて、誕生から 2歳までの約 50組の母子を
追跡調査している。スウェーデンとノルウェーのチームは、スクリーニング法としてこの
尺度が有効かどうかの検証を目的として、ノルウェーのトロンヘイム地方の４つのクリニ
ックを対象に大規模な研究を計画している。イタリアのチームはイタリア人を対象とした
ADBBの検証を行い、喪失体験を持つ母親への臨床応用を考察する。この尺度の訓練と使
用に関するこれらチームの取り組みと経験は、この尺度を日常的に使うことを考慮し、考

察される。 

529 コミュニケーショコミュニケーショコミュニケーショコミュニケーション的音楽性とシンリズミアン的音楽性とシンリズミアン的音楽性とシンリズミアン的音楽性とシンリズミア 
Stephen Noel Malloch (Australia) 



Abstract unavailable 
530 人生のはじめにはどのようにリズムと共感が共有されるのであろうか：普遍的要求、直観人生のはじめにはどのようにリズムと共感が共有されるのであろうか：普遍的要求、直観人生のはじめにはどのようにリズムと共感が共有されるのであろうか：普遍的要求、直観人生のはじめにはどのようにリズムと共感が共有されるのであろうか：普遍的要求、直観

といろいろな儀式といろいろな儀式といろいろな儀式といろいろな儀式 
Colwyn Trevarthen (United Kingdom) 
Abstract unavailable 

531 新生児室におけるコミュニケーション的音楽性のコントロールとなりうるもの新生児室におけるコミュニケーション的音楽性のコントロールとなりうるもの新生児室におけるコミュニケーション的音楽性のコントロールとなりうるもの新生児室におけるコミュニケーション的音楽性のコントロールとなりうるもの 
Jonathan Thomas Delafield-Butt (Great Britain) 
Abstract unavailable 

532 日本の乳幼児における甘えとコミュニケーション的音楽性日本の乳幼児における甘えとコミュニケーション的音楽性日本の乳幼児における甘えとコミュニケーション的音楽性日本の乳幼児における甘えとコミュニケーション的音楽性 
Hisako Watanabe (Japan) 
Abstract unavailable 

533 日本の複合専門職による乳幼児精神保健チームの活動日本の複合専門職による乳幼児精神保健チームの活動日本の複合専門職による乳幼児精神保健チームの活動日本の複合専門職による乳幼児精神保健チームの活動 
Taiko Hirose, Sonoko Shirakawa, Mayumi Hiramatsu, Kimiko Murase, Taeko Teramoto, Takahide 
Omori (Japan) 

このワークショップでは、日本の東京における IMH に基づいた実践と研究、およびそれら
に関する考察を提供する。ワークショップの目的は、IMH チームの実践と日本での学際的
なチームワークによって行われた研究プロジェクトを紹介し考察することである。ワーク

ショップはファシリテーターと 3名の演者により進められる。ファシリテーターは IMH チ
ームによる臨床での実践と、NCAST (Nursing Child Assessment Satellite Training)を使用した
東京での臨床研究の概要を紹介する予定である。一人目の演者は、チームの臨床実践と実
践における統計上の概観を示す。彼女のクリニックは東京にある民間の小児科病院と提携
している。彼女はまた IMH の介入と支援を必要とした典型的なケーススタディを提示し、
最後に、理論的考察と臨床的な提案を発表する予定である。二人目の演者のクリニックは

、ある大学病院の入院患者と外来患者を扱う診察部門と提携している。彼女の発表は一人
目の演者と同じ構成になるだろう。3番目の演者は NCAST日本版の発展経緯と、前の二人
の演者が述べた臨床実践での NCAST日本版の応用について発表する。NCAST日本版の理
論的かつ統計に基づく背景を取り上げ、また NCAST日本版の臨床的応用と限界、日本に
おける NCASTの訓練の提案を考察する予定である。 

534 家庭内暴力を受けている母子の親子心理療法家庭内暴力を受けている母子の親子心理療法家庭内暴力を受けている母子の親子心理療法家庭内暴力を受けている母子の親子心理療法 
Talia Hatzor, Patricia Stern (United States) 

このワークショップでは、アリシア・リーバーマンの親子心理療法治療モデルに基づいて
、ニューヨーク長老派協会病院の家族平和プログラムで実施された、家庭内暴力にあって
いる乳幼児と親に対する心理療法の適用について説明する。この親・乳幼児心理療法に基
づいた治療的なアプローチは、家族における暴力とその影響を扱うが、特に愛着システム
に焦点を当てている。我々は、母親の育児能力にマイナスに作用する夫からの暴力を治療

中も受けている母親に、治療的なアプローチを実施することを強調するだろう。子どもの
安心感と母性的なケアを再構築するために、セラピストは母親の意識を暴力的な夫から子
どもの育児と保護の必要性に再び向けさせるように努力する。その結果母親の育児行動が
増え、危険な夫との関わり合いが減ることになる。我々はラテン系の母親が関係した親子
心理療法の２症例を、治療中に発生した固有の問題に焦点を当てて紹介するが、その問題



は、母親自身がかつて心的外傷体験を持ち、かつ、母親と幼い子どもが犠牲となり苦しん
でいる現在の家庭内暴力や心的外傷に緊急に取り組まなければならない状況にあるという
、両者の複雑なつながりから起きていた。2症例における母親は共に育児に関して深刻な

苦痛と困難を経験し、自らの安全が持続的に脅かされているために、子どもの要求に気持
を向けることができなかった。他の支援機関と拡大家族を結びつける重要性を、家庭内暴
力を抱えた家族を治療する時に生じる特定の困難性に照らして扱うつもりである。 

535 重要なきずなを形成する－乳幼児と親との関係を促進する心理療法的介入として歌ったり重要なきずなを形成する－乳幼児と親との関係を促進する心理療法的介入として歌ったり重要なきずなを形成する－乳幼児と親との関係を促進する心理療法的介入として歌ったり重要なきずなを形成する－乳幼児と親との関係を促進する心理療法的介入として歌ったり
詩を作ったりする詩を作ったりする詩を作ったりする詩を作ったりする 
Eva Norling Bergdahl (Sweden) 

この研究の目的は、親子（乳児）を単位とする治療の一部として一緒に歌う活動について

調査することである。セラピストは一緒に歌うことを心理療法のツールとして使うだろう
か？使うとするならばどのように？もしあるとするならばどのような意味が治療結果にも
たらされるのだろうか？実験データは、経験豊富なセラピストが加わった形での 4組の異
なった親子（乳児）のフォーカスグループから収集された。１．一緒に歌うことは治療の
構成ツールとして用いられ、具体的にはグループセッションを開始したり終了したり、グ

ループを集めて乳児に意識を向けさせる時に習慣的に用いられる。２．全体で一緒に歌う
こと、あるいは特別に選ばれた歌や詩それ自体が、母親と乳児の愛着を促したり強めたり
するツールとして、実際に集団によって用いられる。歌や詩は、母子関係が形成され質が
高まる期間に足場として機能する。３．個人・二者関係・集団レベルで感情や情動を調節
するために、一緒に歌うことが行われる。セラピストは、乳児に合わせてゆっくりと接す
るのが難しい母親を包み込む役割を持つ。４．座ったり、立ったり、歩いたり、踊ったり

して、一緒に歌う間に身体の位置を変えることは、治療ツールとしての意義を持つ。5.一
緒に歌うことは、母子それぞれや、二者間または集団という様々なレベルで、自己意識と
一体感に有効に働く。研究結果は、系統発生的に－進化論的な人間発達から、個体発生的
に－生命の観点における人間の精神の発達から・そして最終的には－現在治療に用いられ
ている構造と構成要素に基づいた研究と思索から、という 3つのメタ視点で考察される。 

536 空間のダンス：母子における接近、距離、そして空間空間のダンス：母子における接近、距離、そして空間空間のダンス：母子における接近、距離、そして空間空間のダンス：母子における接近、距離、そして空間 
Zippy Kalish, Irit Kushilevitz, Ruty Orenstein, Anat Raviv (Israel) 

ここでは、接近・距離・空間における母子の絆の様々な側面を提示する。空間は発達にと
って重要である。ここでいう空間は、閉ざされたあるいは解放された母親の空間・外界・
そして母子間の空間の変化である。それぞれの発達段階において、母親と子どもの間には
独自の最適な距離と空間がある。これはそれぞれの母子の気質と好みによって変化し、最
終的に個々人が所有する空間となって、成長する余地・空間を行き来する可能性・最愛の

対象からの分離や再会の能力を子どもに与える。この過程がうまくいかなければ、分離や
再会のための空間が得られず、子どもは母親の空間に飲み込まれた状態となったり、ある
いは孤独に脅かされることになる。ここでは生後一年間の母子空間の発達の様々なスタイ
ルを述べる。一年以上の乳児観察に基づいて、乳児期早期の空間の発達を促進したり阻害



したりする要因が論点として挙げられる。もし、最初の観察で母子相互の適応の難しさが
示されたとしても、我々は、その年の終わりまでに、母子間の特別な空間的ダンスの中
に、変化と発達が見いだせるだろう。愛着、分離、相互および自己の調整の側面を考慮す

るならば、適応は発達を促進する。４事例の観察により、正常な発達を可能にする適切な
空間スタイルの１事例から、発達に対して妨害したり阻害したりする可能性のある病的要
因が観察される事例までさまざまなスペクトラムが見出された。 

537 症例提示による力動的精神療法と親・乳幼児問題の訓練と治療症例提示による力動的精神療法と親・乳幼児問題の訓練と治療症例提示による力動的精神療法と親・乳幼児問題の訓練と治療症例提示による力動的精神療法と親・乳幼児問題の訓練と治療 
Elizabeth Tuters, Sally Doulis (Canada) 

ワークショップでは、乳幼児―親心理臨床(IPP)のセラピスト訓練のための臨床介入を報告
する。この乳幼児主導の関係性への介入は、セラピストと乳幼児およびその親の積極的な

参加が必要である。セラピストは、乳幼児と親の双方に関わり、親が自己内省をして、子
どものニーズ、さらに親自身のニーズを理解するのを支援する。IPP介入は過程推移を説
明した DVDクリップを通して説明される。２つのケーススタディにより、介入の方針、こ
れらの方針が訓練においてどのように用いられるか、そして訓練を受ける者がその経験に
どのように反応するかが示される。 

538 親の性意識と乳児の興奮と貪欲さを再考する：これらの概念がなければ乳児の精神保健で親の性意識と乳児の興奮と貪欲さを再考する：これらの概念がなければ乳児の精神保健で親の性意識と乳児の興奮と貪欲さを再考する：これらの概念がなければ乳児の精神保健で親の性意識と乳児の興奮と貪欲さを再考する：これらの概念がなければ乳児の精神保健で
は何を失うのか。は何を失うのか。は何を失うのか。は何を失うのか。 
Frances Thomson-Salo, Campbell Paul (Australia) 

我々は乳児の精神保健において、潜在的に有用な概念である親の性意識、乳児の興奮と貪
欲さの概念が、比較的見落とされているということを示唆する。これらの概念により、
我々は、親子の経験をもっと広く、また共鳴した逆転移をもって理解できるだろうし、乳
児は研究対象としてもっと完全な姿で映し出されるだろう。ウィニコットは、貪欲さを人

間の資質の正常な一部分として捉えたが、親や専門家は、しばしば貪欲さを潜在的に人生
を豊かにするものとは考えずに、アンビバレントなこととみなしている。乳児期の性を再
考し、以下のように概念化した。実際の母と乳児の関係性は母子双方にとって非常に刺激
的である。この基礎は、乳児がうまく自立し始めるために必要である。しかし個々に分離
し、思考し始める過程が生まれるためには、母子共に引き戻される必要がある。母子関係

は母親にとってエロティックものだったかもしれないが、父親にその性愛を再び向けるこ
とができないならば、母は屈折した精神状態に陥ってしまうかもしれない。重要な臨床例
の１つは新生児集中治療室にいる乳児であるが、そこでの処置が乳児の身体の健全な資質
を妨げてしまう。たびたびの口腔に対する治療行為は心的外傷を残し、その結果しばしば
食物の摂取が困難になる。もし専門家が乳児の身体的な資質全体を認識していれば、技術
や愛着の問題だけではなく、乳児が食べることに喜びを見出せるよう援助することができ

るだろう。このティーチインでは、症例を写真とビデオを用いて説明する。 

539 触れるための言葉触れるための言葉触れるための言葉触れるための言葉 
Catherine Barbier, Gerard Schmit (France) 

我々は新生児集中治療室にいる乳児の親に寄り添うことが大変必要であることを知ってい
る。親はショックを受けており、この急な誕生に準備ができていなかったのでトラウマを



体験している。このショックは、考える能力や新しく生まれた乳児との関係を麻痺させ
る。この産物は学際的であり、それは医者や看護師、ソーシャルワーカーをまきこむ。し
かし、精神分析家との議論は特別であり、それは親の個人的な歴史を考慮にいれなければ

ならないし、時々辛すぎて受け入れがたく乗り越えなければならない親の生活や感情や考
えのいくつかの出来事を視野にいれることができる。我々はこれらの論点について親が子
どもに話しかけるように励まし、あるいは後には親の同意を得て精神分析家に話してもら
うようにしている。このことによって乳児は世代の中に自分の空間を見つけることができ
る。このプレゼンテーションでは在胎 25.5週で生まれた Maryのケースがこのアプローチ
を例証するだろう。 

540 生後生後生後生後 1年目の早期産児とその母親に対する、情報のみ年目の早期産児とその母親に対する、情報のみ年目の早期産児とその母親に対する、情報のみ年目の早期産児とその母親に対する、情報のみ vs.治療的プレイグループのみ治療的プレイグループのみ治療的プレイグループのみ治療的プレイグループのみ vs.両両両両
方を行う介入の効果方を行う介入の効果方を行う介入の効果方を行う介入の効果 
Carol Newnham, Bronwyn Leigh, Nisha Brown, Jeannette Milgrom (Australia) 

早期産児の母親は、早期産児の行動や発達の多くの側面に関連する情報を取り入れる力が
乏しい。我々は早期産児とその母親のウェルビーングにおける 3つの情報ベースの条件の
効果を評価することを目的とした。最初の条件は、母親が３時間のワークショップに参加

すること、２つ目の条件は母親が 8×2時間の治療的プレイセッションに参加すること、３
つ目の条件は両方に参加することである。伝えられた情報は、ワークショップと相互作用
的プレイグループ両方のフォーマットとしてマニュアル化されたものである。早期産児と
親に関する問題から構成されており、相互作用的プレイのアイデアは、一般的に、発達や
、愛着や発達に関する情報として役立つものである。提示された結果は、３回にわたって
測定されたものであり、乳児の気質や発達や母親の抑うつ、乳児に関連する養育ストレス

が含まれている。 

541 医療看護対象から赤ちゃん対象へ：乳児の能力の共同観察によって養育を手助けする医療看護対象から赤ちゃん対象へ：乳児の能力の共同観察によって養育を手助けする医療看護対象から赤ちゃん対象へ：乳児の能力の共同観察によって養育を手助けする医療看護対象から赤ちゃん対象へ：乳児の能力の共同観察によって養育を手助けする 
Anne-Catherine Rolland, Franciska Lempp, Laurence De Mare (France) 

本抄録で、我々が Reims大学病院の NICUにおいて、過去３年にわたって、ブラゼルトン
新生児行動評価尺度を退院前の未熟児（32週より前に生まれた乳児）に行うという計画を
すべての親に提案し、実施した経験を報告する。我々は、乳児の様々な専門家によって行

われたこのアセスメントを組織化する方法や NICUで雇用されている看護と医療スタッフ
から得られた気づき、実質的な体制や親との出会いについて報告する。これらの臨床観察
によって、子どもの様々な能力を親に示すという臨床的な時間の重要な領域が強調されて
きた。これは、親が子どもをもはや医療看護の対象としてではなく主体として見なすこ
と、また親の死の不安を低減させることに役立つ。さらに、退院３ヶ月後の小児科の検査
の間に我々はこのアセスメントに対する感情について親に聞き、その結果も報告する。考

察では、効果的な介入ツールであるこのアセスメントの臨床的課題、特に親が未熟児と相
互交流することを手助けするための課題に焦点をあてる。 

544 アジアにおける乳幼児精神保健アジアにおける乳幼児精神保健アジアにおける乳幼児精神保健アジアにおける乳幼児精神保健 
To be Announced (Japan) 
Abstract unavailable 



545 ベトナムにおける乳幼児精神保健ベトナムにおける乳幼児精神保健ベトナムにおける乳幼児精神保健ベトナムにおける乳幼児精神保健 
Nguyen Tien Dung (Vietnam) 
Abstract unavailable 

546 ラオスにおける乳幼児精神保健ラオスにおける乳幼児精神保健ラオスにおける乳幼児精神保健ラオスにおける乳幼児精神保健 
Bounnack Saysanasongkham (Laos) 

Abstract unavailable 
547 カンボジアにおける乳幼児精神保健カンボジアにおける乳幼児精神保健カンボジアにおける乳幼児精神保健カンボジアにおける乳幼児精神保健 

Sok Touch (Cambodia) 
Abstract unavailable 

548 ネパールにおける乳幼児精神保健ネパールにおける乳幼児精神保健ネパールにおける乳幼児精神保健ネパールにおける乳幼児精神保健 
Ranendra Shrestha (Nepal) 
Abstract unavailable 

549 バングラデシュにおける乳幼児精神保健バングラデシュにおける乳幼児精神保健バングラデシュにおける乳幼児精神保健バングラデシュにおける乳幼児精神保健 
Stephan Chowdhury (Bangladesh) 
Abstract unavailable 

550 パキスタンにおける乳幼児精神保健パキスタンにおける乳幼児精神保健パキスタンにおける乳幼児精神保健パキスタンにおける乳幼児精神保健 
Ayako Tokunaga (Pakistan) 
Abstract unavailable 

 


